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東日本 大 震 災 津波 の 経験 に 基づき 、 
引き 続き 復興 に 取り 組み な が ら 、 
お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 卿 いわ て 





[世界 が ぜん た い 幸 福 に な ら な い 


「 い わ て 県 民 計 画 ] の 推進 に 取り 組ん で きた この 10 年 は 、 平成 最後 の 10 
年 と 重なり 、 令 和 の 幕開け と と も に 終わ り ま し た 。 


今 か ら 10 年 前 、2009 年 に は 、 花 巻 東 高校 硬式 野球 部 が 、 春 の 甲子 園 で 
準 優勝 し まし た 。 東日本 大 震 災 津波 が 発生 し た 201 1 年 の FIFA 女 子 ワー ルド 
カッ プ で は 、 優勝 し た 日 本 代表 の メン バー と し て 震 清水 梓 さ ん が 活躍 し まし 
た 。2019 年 に は 、 小 林 陵 倫 さ ん が FIS ス キー ジャ ンプ ・ ワ ー ル ドカ ッ プ で 総 
合 優勝 の 偉業 を 達成 し 、 米 国 メ ジャ ー リ ー グ ベー ス ボ ー ル で は 、 大 谷 翔平 さ 
ん と 菊池 雄 星 さん が 同じ 舞台 に 立ち まし た 。 

この よう に 、 本 県 ゆか り の 人 々 が 、 国 内 外 で 大 きく 活躍 し た 10 年 で し た 。 





さら に この 10 年 の 出来 事 を 振り 返る と 、 平 泉 の 文化 遺産 と 橋 野 鉄鉱 山 の 
世界 遺産 登録 、 北 上 山地 が ILC 国 際 リ ニア コラ イダ ー の 建設 候補 地 に 決定 、 
三 時 ジオ パー ク の 日 本 ジオ パー ク 認 定 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019W の 
岩手 県 釜石 市 開催 決定 が あり まし た 。 

「NHK 連 続 テレ ビ 小 説 「 あ まち ゃ ん 」」 の 放送 が あり 、 広 く 普及 し た ツイ ッ 
ター 等 イン ター ネッ ト ・ コ ミュ ニケ ーション 上 で も 大 き な お 話題 と な り ま し た 。 

米 の オリ ジ ナ ル 品 種 で ある 「 金 色 の 風 ] と 「 銀 河 の し ずく ]」 が デビ ュー し 、 南 
部 鉄瓶 の 上 海 万 博 出展 や いわ て 花巻 空港 へ の 国際 定期 便 就航 な どの 海外 展 
開 も あり まし た 。 

また 、 県 民 の 総力 を 結集 し て 「 希 望郷 いわ て 国体 ・ 希 望郷 いわ て 大 会 ] を 成 
功 さ せ た と ころ で す 。 


日 本 全体 で は 「 地 方 消滅 」 の 危機 が 指摘 され 、「 地 方 創 生 ] が 唱え られ まし 
た 。 岩手 県 と 県 内 市 町 村 は 、「 人 ロビ ジョ ン 」 と [地方 版 総合 戦略 」 を 策定 し 、 
人 口 減少 対策 に 取り 組ん で きま し た 。 
また 、 北 上 川 流域 を 中 心 に 自動 車 ・ 半 導体 関連 産業 の 集積 が 進む 
中 、 民 間 と 行政 の 力 の 結集 で 「 い わ て で 働 こう 推進 協議 会 ] を 設立 
し 、 人 手 不定 へ の 対処 と 働き 方 改革 を 強化 し まし た 。 













うち は 個人 の 幸福 は あり 得 な い ] 


そし て 、201 1 年 3 月 の 東日本 大 震 災 津波 は 、 過 去 10 年 に に ど ま ら ず 、 岩 手 の 歴 
史 全体 に お ける 重大 事 で し た 。 復興 の 途上 に ある 私 た ち に と っ て 、 そ れ は まだ 過去 
の も の と は な っ て お ら ず 、 お むしろ 風化 を 防い で いく 使命 が あり ます 。 


岩手 県 の 次 の 10 年 の 総合 計画 で ある 、「 い わ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028)」 の 策 
定 に 当たっ て は 、 こ の よう に 岩手 の 過去 10 年 を 振り 返り 、 東 日 本 大 震 災 津波 か ら 
の 復旧 ・ 復 興 の 取組 の 中 で 、 学 び 、 培 っ た 経験 を 踏ま えな が ら 、 岩 手 の 強 み と 弱 み 、 
リス ク と チャ ンス の 分 析 を 行い まし た 。 


そし て 、 県 民 一 人 ひと り の 視点 に 立っ て 、 県 民 の 幸福 に 関す る 多様 な 側面 や 実感 
を 10 の 政策 分 野 に 整理 し 、 い わ て 幸福 関連 指標 を 用 いな が ら 、 県民 の 幸福 度 の 確 
か な 向上 を 図る た め の 政 策 体 系 を 構築 し まし た 。 さ ら に 、 先 端的 な 科学 技術 を 政策 
に 活用 する 、11 の 「 新 し い 時 代 を 切り 拓く プロ ジェ クト 」 も 設け まし た 。 


また 、 岩 手 を 4 つの 広域 振興 圏 に 分 け て 、 そ れ ぞ れ の 地域 特性 に 合わ せ て 政策 を 
展開 する 地域 振興 プラ ン も 設け て いま す 。 


この 「 い わ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028)」 の 策定 に 当たっ て は 、 多 く の 方々 か ら 御 
意見 を いた だ き 、 議 論 や ワー フク ショップ な ど に 参加 し て いた だ きま し た 。 厚 く 御礼 申 
し 上 げ ま す 。 


東日本 大 岩 災 津波 で 犠牲 に な られ た 方 々 の ふる さと へ の 思い を 受け 止め る な ら 
ば 、 私 た ち は 人 を 幸福 に で きる 岩手 を 目指 さ な け れ ば な ら な いと 思い ます 。 そ し て 、 
復興 に 当たっ て 全国 や 海外 か らい た だ いた 思 に 報い る た め に も 、 幸福 を 県 外 に も 広 
げ ら れる 岩手 を 目指 ご さ なけれ ば な り ま せん 。 


「 お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 卿 いわ て ] を 目指 し て 、 次 の 10 年 を より 良い も 
の に し て いき まし ょ う 。 


令 和 元 年 7 月 


岩手 県 知事 辻 メレ 
N= IM 
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り の 能力 を 発揮 で きる 環境 を つく り ま す 
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交通 事故 の 対策 に つい て 
消費 者 保護 に つい て 
食 の 安全 に つい て ③ 食 の 安全 ・ 安 心 を 確保 し 、 地 域 に 根ざし た 食 育 を 進め ます 




















生涯 学習 に つい て (1) 健康 ・ 余 暇 。 |⑤ 生 涯 を 通じ て 学び 続け られ る 場 を つく り ま す 63 
ei。 i ② 地 域 や コミ ュ ニ ティ に お いて 、 学校 と 家庭 、 住 民 が 協 働 し 

ぐ 学 校 と 家庭 ・ 地 域 と の 連携 に つい て | (2) 家 族 ・ 子 育て | “も の 育ち と 学び を 支え ます 65 

の 児童 生徒 の 学力 向上 に つい て (3 教育 ①【 知 育 】 児 童 生 徒 の 確か な 学力 を 育み ます 68 














いわ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) 








いわ て 県 民 計画 


(2019 ~ 2028) 


の の の WW 












































[知り た い 」 、「 調 べた い ]」 関係 する 政策 分 野 と 政策 項目 頁 

の 〇 児童 生徒 の 道徳 に つい て ②【 徳 育 】 児 童 生 徒 の 豊か な 人 間 性 と 社会 性 を 育み ます 
の 児童 生徒 の 体力 向上 に つい て ③【 体 育 】 児 童 生徒 の 健やか な 体 を 育み ます 68 
のび 特別 支援 教育 に つい て ④ 共 に 学び 、 共 に 育つ 特別 支援 教育 を 進め ます 
の 〇 いじ め 防 止 の 対策 に つい て いじ め 問 題 な ど に 適切 に 対応 し 、 一 人 ひと り が お 互い を 尊 
不 登校 の 対策 に つい て (3) 教育 重 す る 学校 を つく り ま す 

a _ @ 児 童 生徒 が 安全 に 学ぶ こと が で きる 教育 環境 の 整備 や 教職 | 69 
へ 学校 に お ける 教育 環境 の 改善 に つい て 負 の 資質 の 向上 を 進め ます 0 
私立 学校 の 教育 活動 に つい て ⑦ 多 様 な ニー ズ に 応じ た 特色 ある 私 学 教育 を 充実 し ます 
へ 学校 に お ける キャ リア 教育 に つい て ⑧ 地 域 に 貢献 する 人 材 を 育て ます 70 





大 学 と 県 と の 連携 に つい て 








⑩ 高 等 教育 機関 と 連携 し た 地域 づく り ・ 人 づく り を 進め ます 








71 





商工 業 ・ 観 光 ・ 雇 用 






























































の ワー クラ イフ バラ ンス に つい て (2) 家族 ・ 子 育て | ④ 仕 事 と 生活 を 両立 で きる 環境 を つく り ま す 66 
可 和 去 
NO a ⑧ 地 域 に 貢献 する 人 材 を 育て ます 70 
大 学 と 県 と の 連携 に つい て ⑩ 高 等 教育 機関 と 連携 し た 地域 づく り ・ 人 づく り を 進め ます | 71 
県 内 で 働く こと に つい て ① ラ イフ スタ イル に 応じ た 新しい 働き 方 を 通じ て 、 一 人 ひと 
職業 能力 開発 訓練 に つい て り の 能力 を 発揮 で きる 環境 を つく り ま す 
の 中 小 企業 の 経営 力 向 上 に つい て 上 
事業 承継 に つい て _ _ 
起業 に つい て @② 地 域 経済 を 支え る 中 小 企業 の 振興 を 図り ます 
ぐ へ 商店 街 の 活性 化 に つい て 
べ 〇 も の づく り 産 業 の 集積 、 高 度 化 に つい て 
TP 6 ③ 国 際 競 争 力 が 高く 、 地 域 の 産業 ・ 雇 用 に 好 循 環 を も た ら す 
ぐ 新 産業 の 創出 に つい て 仕事 ・ 収 人 | ものづくり 産業 を 盛ん に し ます A 
企業 誘致 に つい て 
び 食 産業 、 伝 統 工芸 産業 、 漆 産業 、 ア 79 
パレ ル 産 業 に つい て 
県 産品 の 販路 拡大 に つい て ④ 地 域 資源 を 生か し た 魅力 ある 産業 を 盛ん に し ます 
と 2 に マ 口 し 
ぐ べ 海 外 ビ ジネス 、 輸 出 に つい て 
べ 旅 行商 品 の 開発 ・ 売 り 込み に つい て _- 
地域 経済 に 好 循 環 を も た ら す 観光 産業 を 盛ん こし ます 80 





外国 人 観光 客 の 誘客 に つい て 














農林 水産 業 


農林 水産 業 の 将来 を 担う 人 材 の 育成 ・ 
確保 に つい て 


(3) 教育 


⑧ 地 域 に 貢献 する 人 材 を 育て ます 


70 





の 食 育 に つい て 





ぐ へ 家畜 の 衛生 対策 に つい て 





(5) 安全 


③ 食 の 安全 ・ 安 心 を 確保 し 、 地 域 に 根ざし た 食 育 を 進め ます 








④ 感 染 症 に よる 脅 威 か ら 一 人 ひと り の 暮らし を 守り ます 





76 
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索引 [ 逆 引き ] 





索引 























































































































[知り た い 」 、「 調 べた い 」 関係 する 政策 分 野 と 政策 項目 頁 
ぐ 経 営 体 の 育成 に つい て 意欲 と 能力 の ある 経営 体 を 育成 し 、 農 林 水 産業 の 振興 を 図 
ぐ べ 新 規 就業 者 の 確保 、 育 成 に つい て り ま す 20 
0 RN ⑦ 収 益 力 の 高い [食料 ・ 木 材 供給 基地 ] を つく り ま す 
鳥獣 被害 防止 に つい て 9 0 
高 付加 価値 化 と 販路 拡大 に つい て | ⑥ 仕事 ・ 収 入 
= 人 ee @ 農 林 水 産物 の 付加 価値 を 高め 、 販 路 を 広げ ます 81 
大 出 二 
の 農産 漁村 の コミ ュ ニ ティ づく り に つい て 
農山 漁村 ビジ ネス グリ ー ン ツー リズ ⑨ 一 人 ひと り に 合っ た 暮らし 方 が で きる 農山 漁村 を つく り ま す | 82 
ム 、 フ ァ ー ム ステ イ 等 に つい て 
連携 ・ 協 働 ・ 交 流 
Te Te 
4 る 人 人材 の 衣着 ⑥⑧ 地 域 に 貢献 する 人 材 を 育て ます 70 
ュ ミュ ーー ニン ペ ③ つ な が りや 活力 を 感じ られ る 地域 コミ ュ ニ ティ を 守り 、 育 
つ コ ミュ ニテ ィ づ くり に つい て て ます 
つり U・| タ ー ン に つい て (4) 居住 環境 ④ 岩 手 で 暮らす 魅力 を 高め 、 移 住 ・ 定 住 を 促進 し ます 73 
ー ヨミ ュ 三 ディ 
外国 人 の 受入 れ に つい て 海外 の 多様 な 文化 を 理解 し 、 共 に 生活 で きる 地域 づく り を 
の 国際 交流 に つい て 進め ます 
農産 漁 寺 の コミ ュ ニ ティ づく り に つい て | (6) 仕事 ・ 収 入 |⑨ 一 人 ひと り に 合っ た 暮らし 方 が で きる 農山 漁村 を つく り ま す | 82 
ca ① 性 別 や 年 齢 、 障 が い の 有 無 に か か わら ず 活 躍 で きる 社会 を 
= = RS 性 別 や 年 齢 、 障 が い の 有 無 に か か わら ず 活 躍 で きる 社会 
5 女性 、 高 齢 者 、 障 が い 者 の 活 っ ぐり ます a 
に つい て 
10) 参画 
の 市 民活 動 に つい て (10) 参画 90 
の 県民 運 動 、 県 民 参加 に つい て ③② 幅 広い 市 民活 動 や 多様 な 主体 に よる 県 民 運 動 を 促進 し ます 
の NPO 活 動 に つい て 
文化 芸術 ・ ス ポー ツ 
世人 ーッ の 拓 国 |ー ④ 幅 広い 分 野 の 文化 芸術 に 親しみ 、 生 涯 を 通じ て スポ ー ツ を 
文化 芸術 活動 や スポ ー ツ の 振興 に つい て | (1) 健康 ・ 余 暇 楽し お 機会 を 広げ ます 62 
ツ 文 化 芸 術 に 関わ る 人 材 の 育成 ・ 確 保 
に つい て 3) 教育 ⑨ 文 化 芸 術 ・ ス ポー ツ を 担う 人 材 を 育て ます 71 
スポ ー ツ の 競技 力 向上 に つい て 
ンー 全便 、 ス ポー 生生 か し た 拓司 介 交 | Oxx 条 ・ ス ポー ツ を 生か し た 地域 を つく り ます 74 
< [平泉 D 文 化 遗产 上 ]、[「 橘 野 铁 然 山上 、 
「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 御 所 ① 世 界 遺 産 の 保存 と 活用 を 進め ます 
野 遺跡 | に つい て (7) 歴史 ・ 文 化 84 
べ 民 俗 芸能 な どの 伝統 文化 や 岩手 の 文 ② 豊 か な 歴史 や 民俗 芸能 な どの 伝統 文化 が 受け 継が れる 環境 
化 財 に つい て を つく り 、 交流 を 広げ ます 














いわ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) 


「 知 り た い ]、「 調 べた い ] 








いわ て 県 民 計画 


(2019 ~ 2028) 


Cease 


関係 する 政策 分 野 と 政策 項目 





る 動物 愛護 に つい て 


(2) 家族 ・ 子 育て 


る 動物 の いのち を 大 切 に する 社会 を つく り ま す 





る 自然 保護 の 取組 に つい て 





三陸 ジオ パー ク に つい て 





廃棄 物 対策 や 3 R 活動 に つい て 





の 地球 温暖 化 対 策 に つい て 





や 再生 可能 エネ ルギー の 導入 に つい て 





(8) 自然 環境 


① 多 様 で 優れ た 環境 を 守り 、 次 世代 に 引き 継ぎ ます 


85 





② 循 環 型 地域 社会 の 形成 を 進め ます 





③ 地 球 温暖 化 防止 に 向け 、 低 炭素 社会 の 形成 を 進め ます 








86 





科学 ・ 情 報 


の 〇 情報 サー ビス 産業 の 将来 を 担う 人 材 の 





⑧ 地 域 に 貢献 する 人 材 を 育て ます 









































育成 ・ 確 保 に つい て (3) 教育 
大 学 と 県 と の 連携 に つい て ⑩ 高 等 教育 機関 と 連携 し た 地域 づく り ・ 人 づく り を 進め ます | 71 
の ILC に つい て 
イノベーション 創出 の 取組 に つい て | (9) 社会 基盤 ① 科 学 ・ 情 報 技術 を 活用 で きる 基盤 を 強化 し ます 87 
情報 通信 イン フラ の 整備 に つい て 

ミル 2 日 っ 寿 成 ・ 
MM 确保 | (3) 教 育 @⑧ 地 域 に 貢献 する 人 材 を 育て ます 70 
ぐ 建 設 業 の 持続 的 ・ 安 定 的 な 経営 に つ 

いて (6) 仕事 ・ 収 入 |② 地 域 経済 を 支え る 中 小 企業 の 振興 を 図り ます 78 
ぐ 建 設 業 の 労働 環境 の 整備 に つい て 
自然 災害 に 対す る ハー ド 対 策 、 ソ フ 人 

ト 施策 に つい て ② 安 全 ・ 安 心 を 支え る 社会 資本 を 整備 し ます 
の 物流 や 観光 を 支え る 道路 や 港湾 の 整 

備 に つい て (9 社会 大 般 ③ 産 業 や 観光 振興 の 基盤 と な る 社会 資本 を 整備 し ます 88 





の いわ て 花巻 空港 の 利 活用 に つい て 





社会 資本 の 維持 管理 に つい て 








En 
【 こ 1 ぎ ま す 


次 世代 に 引き 
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県 民 一 人 ひと り が お 互い に 支え 合い な が ら 、 幸福 を 追求 し て いく こと が で きる 
地域 社会 の 実現 を 目指 し 、 幸福 を 守り 育て る た め の 取 組 を 進め る 


pm 社会 的 包摂 の 観点 
みん な で 行動 (ソー ジャ ル ・ イ ンク ルー ジョ ン ) 











第 2 音 现状 认识 。 展望 
= 了 世界 ・ 日 本 ・ 岩 手 の 変化 と 展望 、 岩手 の 可能 性 (強み ・ 弱 み 等 ) 
第 3 章 東日本 大 震 災 津波 の 経験 に 基づき 、 
基本 目標 引き 続き 復興 に 取り 組み な が ら 、 
お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 卿 いわ て 
第 4 章 復興 の 目指 す 次 
復興 推進 の いのち を 守り 海 と 大 地 と 共に 生き る ふる さと 岩手 ・ 三 陸 の 創造 


基本 方 向 復興 の 推進 に 当たっ て 重視 する 視点 


し 参画 上 交流 EE 。 
「 よ り 良 い 復 興 一 4 本 の 柱 一 」 と 取組 方 向 








の 安全 の 確保 の 暮らし の 再建 ⑥ な り わ い の 再 生 上 の 未来 の た め の 人 承 ・ 発 人 
10 の 政策 分 野 





第 5 章 


政策 推進 の IIIS IS 
基本 方向 康 ほし 所 下 
余 
暇 


© 社会 基盤 
⑩ 参 画 





民 油 ・ 泊 剛 ⑳ 
EEE>HIILO) 





第 6 章 
新しい 時 代 を 調 _O!LC プ ロジ ェクト の 北上 パレ 
切り 拓く し の いわ て 攻 業 ・ 社 人 革新 ソー ンプ ロジ ェ ク | 
プロ ジェ フト 剛一 ーーーーーーーーーーー 





11 の プロ ジェ クト 


) 是] IA 
マ プ コ ロー に 7017 1 


第 7 章 
地域 振興 の 
展开 方向 






4 広域 振興 園 の 振 






県 北 ・ 沿 岸 周 域 及び 過疎 地域 等 の 振興 
広域 振興 園 や 県 の 区 域 を 越え た 広域 的 な 連携 の 強化 
「4 本 の 柱 」 と 取組 方 向 


⑩ 地 域 意 識 に 根ざし た 県 民 本 位 の 行政 経営 の 推進 


第 8 草 
行政 経営 の 
基本 姿勢 


@ め 高度 な 行政 経営 を 支え る 職員 の 能力 向上 


@ 効 率 的 な 業務 遂行 や ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス に 配慮 し た 職場 環境 の 実現 


の 戦略 的 で 実効 性 の ある マネ ジメント 改革 の 推進 
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は じ め に 


は じ め に 
DE 





岩手 県 で は 、 昭 和 39 年 (1964 年 ) に 「 岩 手 県 総合 開発 計画 ] を 策定 し て 以来 、 平成 21 年 
(2009 年 ) に 策定 し た 「 い わ て 県 民 計 画 ] に 至る まで 9 次 に わた り 、 切 れ 目 な く 総 合計 画 を 策 
定 し 、 長 期 的 な 展望 の も と で 県 政 を 推進 し て きま し た 。 


総合 計画 は 、 県 の 政策 推進 の 方 向 性 や 具体 的 な 取組 を 示す 最上 位 の 計画 で あり 、 こ の 総合 計 
画 の も と で 、 各 分 野 の 個別 計画 や ビジ ョ ン を 策定 し て いる ほか 、 毎 年 度 の 予算 編成 な ども 行っ 
て いま す 。 


今 股 、「 い わ て 県 民 計 画 ] が 、 平 成 30 年 度 (2018 年 度 ) で 計画 期間 終了 と な る こと か ら 、 
社会 経済 情勢 の 変化 な ど 、 時 代 の 潮流 を 見 据え な が ら 、 新 た な 「 い わ て 県 民 計画 (2019 ~ 
2028)」 を 策定 する も の で す 。 


この 計画 は 、 行 政 だ け で は な く 、 県 民 、 企 業 、NPO な どの あら ゆる 主体 が 、 岩 手 県 の 将来 
像 な ど を 共有 し 、 そ れ ぞ れ の 主体 が 自ら 取組 を 進め て いく た め の ビ ジョ ン と も な る も の で す 。 


(の 計画 の 期間 


2019 年 度 か ら 2028 年 度 ま で の 10 年 間 の 計画 と し ます 。 


計画 期間 及び 構成 の イメ ー ジ 


2019 | 2020 | 2021 | 2022 | 2023 | 2024 | 2025 | 2026 | 2027 | 2028 


長期 ビジ ョ ン (10 年 間 ) 
re 第 2 期 以降 の 「 復 興 推 進 プラ ン 」 の 取り 扱い は 、 
2 区 全 BE7 了“ (年间 ノ 人 後 の 復 内 の 状況 を 呈 ま えな が ら 検討 
政策 推進 プラ ン (4 年 間 ) や 政策 推進 プラ ン (4 年 間 ) て 现 能 57(2 筑 ) 


シ 
与 地域 振興 プラ ン (4 年 間 ) 地域 振興 プラ ン (4 年 間 ) 英 操 フツ (2 欠 ) 
行政 経営 プラ ン (4 年 間 ) 行政 経営 プラ ン (4 年 間 )  / 徹 右 (2 捕 ) 
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EE 


10 年 間 の 「 長 期 ビ ジョ ン 」 と 、 マ ニ フ ェ スト ・ サ イク ル “ を 考慮 し た 「 ア クシ ョ ンプ ラン 」 に 
よる 構成 と し ます 。 


(1) 長期 ビジ ョ ン 


長期 的 な 岩手 県 の 将来 を 展望 し 、 県 民 み ん な で 目指 す 将 来 像 と 、 
その 実現 に 向け て 取り 組む 政策 の 名 を 明らか に する も の で す 。 用 語 解 説 
実現 に 向け て 取り 組む 政策 の 大 本 方 向 を 明 す す 


(2) アク ショ ンプ ラン 
*1 マニ フェ スト ・ サ イク ル 
有権者 が 望む 政策 を 直接 、 行 
wy な = か [= 占 的 ・ 。 政 に 反映 し て いく た め 、 明 確 な 
「 長 期 ビ ジョ ン 」 の 実効 性 を 確保 する た め に 、 重 点 的 ・ 優 先 的 生生 お 
に 取り 組む べき 政策 や 、 そ の 具体 的 な 推進 方 策 を 明らか に する 「 復 人 RE 

= 男 oO ヽ 

興 推 進 プ ラン 」 、「 政 策 推進 プラ ン 」、「 地 域 振興 プラ ン 」、「 行 政経 評価 を 踏ま え 、 新た な マニ フェ ス 


一 、 = を 、 の 審判 を 受 
営 プ ラン ] を 策定 し ます 。 i i 


CEEEETZEZZ 


(1) 政策 評価 に 基づく 「 政 策 推進 プラ ン 」 の 進捗 管理 


第 5 章 に 示す 10 の 政策 分 野 に 基づき 、 重 点 的 ・ 優 先 的 に 取り 組む 政策 な ど を 具体 的 に 示す 
「 政 策 推進 プラ ン 」 を 策定 し ます 。 


この 「 政 策 推進 プラ ン 」 の 進捗 管理 に 当たっ て は 、 政 策 評 価 の 仕組 み に 基づく マネ ジメント 
サイ クル “を 確実 に 機能 させ 、 取 組 の 成果 の 評価 結果 を 県 民 
と 共有 し 、 計 画 の 実効 性 を 高め 、 目 指す 将来 像 に 向け た 取組 を 


着実 に 推進 し て いき ます 。 
EN 用 語 解説 
(2) 多様 な 主体 が 参画 し た 地域 づく り 
*2 マネ ジメント サイ クル 
「 い わ て 県 民 計画 ] で は 、 県 民 、 企 業 、 NPO、 市 町 村 や 県 な ど 、 目的 を 達成 する た め に 多元 的 
本 な 計画 を 策定 し 、 計 画 ど お り に 
地域 社会 を 構成 する あら ゆる 主体 の 総力 を 結集 し 、 地 域 の 歴史 的 ・ 実行 で きた の か を 評価 し 、 次 其 


文化 的 ・ 経 済 的 ・ 人 的 資源 を 最大 限 に 活用 し な が ら 、 地 域 の 個性 5 時 計画 へ と 結び 付け る 一連 の 
や 特色 を 生か すこ と に より 、 地 域 の 価値 を 高め て いく 取組 を 進め 
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は じ め に 
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て きま し た 。 


こう し た 取組 を 進め る 過程 で は 、 県 政 へ の 参画 の 機会 が 比較 
的 少な か っ た 若者 や 女性 な どの 参画 が 促進 され 、 多 く の 県 民 や 
多様 な 主体 が 社会 の 中 で つなが り 、 支 え 合う 社会 的 包摂 (ソー 
シャ ル ・ イ ンク ルー ジョ ン “) を 重視 する 視点 が 定着 し て き て 
いま す 。 


また 、 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 に お いて も 、 県 民 
を は じ め 、 企 業 、NPO、 関 係 団体 、 高 等 教育 機関 な ど 、 県 内 





*3 ソ ー シ ャ ル ・ イ ンク 
ルー ジョ ン 

全て の 人 々 を 孤独 や 孤立 、 排 

除 や 摩擦 か ら 援護 し 、 健 康 で 文 

化 的 な 生活 の 実現 に つなげ る よ 

う 、 社 会 の 構成 貞 と し て 包み 支 

え 合 うと いう 理念 。 


外 の 多様 な 主体 の 参画 や 交流 ・ 連 携 に よる 「 開 か れ た 復興 」 を 推進 し て き て いま す 。 


この 計画 の 推進 に 当たっ て も 、 県 は 、 近 年 、 拡 大 し て いる 県 の 役割 を 確実 に 果たす と と も に 、 
多様 な 主体 が 参画 し た 地域 づく り を 更に 進め 、 県 政 課題 に 取り 組ん で いく こと が 重要 と 考え て 


いま す 。 


この た め 、 県 に お いて は 、 ネ ットワーク 化 の 支援 や 協 働 の 場 づ くり な ど 、 県 と 多様 な 主体 と 
の 協 働 を 広げ て いく 取組 や 、 民 間 や 地域 の 力 を 引き 出す 取組 を 一 層 推 進 し て いき ます 。 


(3) 社会 経済 情勢 の 変化 な ど を 踏ま えた 


「 ア フク ショ ンプ ラン 」 の 見 直し に よる 弾力 的 な 運用 


「 ア クシ ョ ンプ ラン 」 に つい て は 、 社 会 経済 情勢 の 変化 や 、 計 画 の 進捗 状況 な ど を 踏ま え 、 必 


要 に 応じ て 、 内 容 を 見 直す な ど 、 弾 力 的 に 対応 し て いき ます 。 
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(2019~2028) 
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この 章 で は 、 時 代 的 背景 と 岩手 県 に お ける 背景 を 読み 解き な が ら 、「 い わ て 県 民 計 
画 (2019 一 2028)」 の 「 理 念 ] に つい て 説明 し ます 。 


時 代 的 背景 


平成 初頭 か ら 地 方 分 権 が 叫ば れ 、 数 次 に わた る 分 権 改革 が 進め られ て きた こと に 加え 、 国 で 
は 、 平成 26 年 (2014 年 ) か ら 、 人 口 減少 に 歯止め を か け 、 東 京 圏 へ の 人 口 の 過度 の 集中 を 
是正 する こと が 正面 に 掲げ られ 、 国 を 挙げ た 「 地 方 創 生 ] が 取り 組ま れ て きま し た 。 





し か し 、 東 京 一 極 集中 の 是正 や 個性 豊か な 地域 社会 の 形成 、 少 子 高 齢 化 社会 へ の 対応 な どの 
取組 に 関し て 、 期 待 さ れ て いた 効果 は 十分 に 現れ て いま せん 。 


こう し た 状況 を 打破 する た め に は 、 根 本 的 に 発想 を 転換 し て 、 よ り 地 方 の 人 々 の 暮らし や 仕 
事 を 起点 と する 政策 を 組み 立て て いく こと が 重要 と な り ま す 。 


近年 、 ブ ー タ ン や フラ ンス 、OECD" (経済 協力 開発 機構 ) な どの 世界 の 国々 や 国際 機関 を 
は じ め 、 大 学 な ど に お いて は 、 人 々 の [幸福 度 ] に 着目 し た 社会 学 や 経済 学 的 アプ ロー チ も 含 
め た 研究 や その 政策 へ の 活用 が 進め られ て いま す 。 


こう し た 動き を 踏ま え 、 今 後 は 、 物 質 的 な 豊か さ に 加え 、 経 済 的 な 尺度 で は 測る こと が で き 
な い 心 の 豊か さや 、 地 域 や 人 の つなが りな ども 大 切 に し 、 一 人 ひと り の 幸福 度 を 高め る 社会 づ 
くり を 進め て いく 必要 が あり ます 。 


この よう な 多様 な 価値 観 に 基づく [幸福 | を 守り 育て る こと 
は 、 地 域 の 実情 を 知り 、 住 民 と 向き 合っ て いる 地方 だ か ら こ そ 
で きる こと で あり 、 幸福 を 守り 育て る 社会 を 岩手 県 か ら 創 り 上 


げ る こと が 大 切 で す 。 i 


解説 





*4 OECD 
Organisation for Economic 
Co-operation and 
Development( 経 済 協力 開発 
機構 ) の 略 。 

経済 成長 、 貿 易 自由 化 、 途 上 
国 支援 に 貢献 する こと を 目的 に 


ミル ーー 


設 A/o 
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岩手 県 に お ける 背景 


岩手 県 で は 、 危 機 を 希望 に 変え る と の 考え の も と で 「 い わ て 県 民 計 画 ] を 策定 し 、「 い っ し ょ 
に 育む 『 希 望郷 いわ て 』」 を 基本 目標 に 揚げ 、 県 民 が 希望 を 持っ て 行動 し て いく た め の 様 々 な 
取組 を 進め て きま し た 。 


そう し た 中 、 平 成 23 年 (2011 年 ) 、 予 想 だ に し て いな か っ た 東日本 大 震 災 津波 が 発生 し 、 
広範 な 地域 に 甚大 な 被害 を も た らし まし た 。 


この 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 に 向け て 、 県 で は 、 被 災 者 「 一 人 ひと り の 幸福 追求 
権 を 保障 する ] こと を 基本 方 針 を 買 く 原則 の 一 つと し て 位置 づけ 、 復 興 に 今日 まで 県 民 一 丸 と 
な っ て 取り 組ん で きま し た 。 


復興 の 実践 の 周 程 で 学び 、 培 っ て きた 幸福 を 守り 育て る 姿勢 は 、 危 機 を 希望 に 変え 、 希 望 を 
持っ て 未来 に 向かう 原動力 と な り ま し た 。 


また 、[「 東 日 本 大 震 災 復興 の 架け 橋 」 を 冠 称 に 掲げ た 希望 郷 い わ て 国体 ・ 希 望郷 いわ て 大 会 は 、 
選手 の 活躍 や 県 民 の 参画 を 通じ て 、 や れ ば で きる と いう 自信 や 誇り 、 希 望 を 手 に し た 象徴 で あり 、 
大 災害 な ど を 乗り 越え 、 危機 を 希望 に 変え た 瞬間 で も あり まし た 。 


[岩手 の 幸福 に 関す る 指標 | 研究 会 報告 書 5 で は 、 岩 手 県 は 、 人 や 地域 な ど と の 「 つ な が り 」 (ソー 
シャ ル ・ キ ャ ピタ ル ?) が 全国 より 高く 、 こ の 人 や 地域 な ど と の 「 つ 
な が り 」 (ソー シャ ル ・ キ ャ ピタ ル ) が 高い ほど 主観 的 幸福 感 が 高 


い 傾向 に ある と 記さ れ て いま す 。 用 语 解说 

これ は 、 岩 手 県 に 受け 継が れ て いる 「 結 (ゆい )」 の 精神 に 
代表 され る 助け 合い や 協力 し 合う 結び 付き の 現れ と 考え ます 。 シー 
岩手 の 幸福 に 関す る 指標 の 策 


_ 定 等 に 当たり 、 専 門 的 観点 か ら 

宮澤 賢治 "の 「 世 界 が ぜん た い 幸 福 に な ら な いう ち は 個 人 直し LE sg 
= 2 ER に る 指標 究 会 が 、* 

の 幸福 は あり 得 な い ]」 と いう 言葉 に 代表 され る 「 他 人 と の か か 29 年 (2017 年 ) 9 月 7 日 に 


わり 」 や 「 つ な が り ] を 大 切 に する 岩手 県 な ら で は の 社会 観 は 、 A 

本 に 本 三 过 *6 ソー シャ ル ・ キ ャ ピタ ル 

岩手 県 の 風 士 の 中 で 養 わ れ た 強み と 言え ます 。 RE 
個人 間 の つなが り 。 


復興 の 実 吐 で 培 わ れ た 一 人 ひと り の 幸福 を 守り 育て る 次 鍛 と 7 富江 治 ，。 。 
[つなが り 」 を 大 切 に する 岩手 県 の 強み を 、 復 興 の みな ら ず 、 EEE 


ロリー 村 ヽ N 伯太 才 た か 家 。 文学 、 農 業 、 教 育 、 宗 教 、 
県 政 全般 に 広げ 、 周 去 10 年 、 日 本 が 、 世 界 が 解決 で き な か っ 記 。 文学 、 農 業 、 教 育 、 赤 数 


た 様々 な 課題 を 、 岩 手 の 地 で 解決 し て いく こと が で す 。 揮 。 主 な 代表 作 は 「 銀 河 鉄道 の 
RR 和 = RT 夜 ]「 春 と 修羅 」「 注 文 の 多い 料 
理 店 ] な ど 。 
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纱 滑 届 一 站 





計画 の 理念 


この 計画 で は 、「 い わ て 県 民 計 画 ] の 成果 を 引き 継ぎ つつ 、 県 民 一 人 ひと り が お 互い に 支え 
合い な が ら 、 幸福 を 追求 し て いく こと が で きる 地域 社会 の 実現 を 目指 し 、 幸 福 を 守り 育て る た 
め の 取 組 を 進め て いき ます 。 


その た め に は 、 県 は も と より 、 県 民 、 企 業 、NPO、 市 町 村 な ど 、 地 域 社 会 を 構成 する あら 
ゆる 主体 が 、 そ れ ぞ れ 主 体 性 を 持っ て 、 共 に 支え 合い な が ら 、 地 方 の 暮らし や 仕事 な ど 、 岩 手 
県 の 将来 像 を 描き 、 そ の 実現 に 向け て 、 み ん な で 行動 し て いく こと が 大 切 で す 。 


また 、 社 会 的 に 弱い 立場 に ある 方 々 が 、 地 域 や 職場 、 家 庭 な ど で の つなが り が 薄れ る こと に 
よっ て 孤立 する こと の な いよ うに 社会 的 包摂 (ソー シャ ル ・ イ ンク ルー ジョ ン ) の 観点 に 立っ 
た 取組 を 進め る こと も 重要 で す 。 





幸福 と 持続 可能 性 


社会 が 持続 的 に 発展 し て いく た め に は 、 次 世代 に も 幸福 を 引き 継い で いけ る よう 、 自 然 環 境 、 
エネ ルギー、 社 会 資本 (イン フラ ) 、 社 会 制度 な ど を 将来 に わた っ て 持続 可能 な も の と し て い 
く こ と が 必須 で す 。 


平成 27 年 (2015 年 ) に 国連 サミ ッ ト で 採択 され た 「 持 続 可 能 な 開発 の た め の 2030 アジ ェ 
ンダ | に は 、2016 年 か ら 2030 年 まで の 間 に 、 発 展 途上 国 の みな ら ず 先進 国 も 取り 組む 国際 
目標 と し て 、| 持 続 可 能 な 開発 目標 (SDGs」 が 盛り 込ま れ て いま す 。 

この 「 持 続 可 能 な 開発 目標 (SDGs)] は 、「 誰 一 人 と し て 取り 
残さ な い 」 の 理念 の も と 、 経 済 ・ 社 会 ・ 環 境 の 課題 を 統合 的 に 
解決 する こと を 目指 す も の で す 。 





こう し た 「 誰 一 人 と し て 取り 残さ な い | と いう 理念 や 持続 可 

能 な 開発 目標 は 、 幸 福 を 守り 育て よう と する 考え 方 に 相 通 じ る amals Development 

も の で あり 、 幸福 を 次 世代 に 引き 継ぎ 、 持 続 可能 な 社会 と する GoI( 策 能 な 開発) の 

取組 を 岩手 県 か ら 広 げ て いく 必要 が あり ます 。 平成 27 年 (2015 年 ) 9 月 の 
国連 サミ ッ ト に お いて 全会 一 致 
で 採択 され た 、「 誰 一 人 取り 残さ 
な い ] を 基本 方 針 と する 、 令 和 
12 年 (2030 年 ) まで の 世界 
目標 。 17 分 野 に それ ぞ れ の ゴー 
ル (目標 ) を 設定 。 
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siE25 SDGs (持続 可能 な 開発 目標 ) 


SDGs (持続 可能 な 開発 目標 ) と は 、 発 展 途 上 国 と 先進 国 が 共に 取り 組む べき 国際 社会 全体 の 普遍 
的 な 目標 で あり 、 平 成 27 年 (2015 年 ) 9 月 の 国連 サミ ッ ト で 全会 一 致 で 採択 され た [持続 可 能 な 開 
発 の た め の 2030 ア ジェ ンダ 」 に 記載 され て いる 国際 目標 で す 。 

持続 可能 な 世界 を 実現 する た め の 17 の ゴー ル ・169 の ター ゲッ ト か ら 構 成 さ れ 、 地 球 上 の 誰 一 
人 と し て 取り 残さ な い (leave no one behind) こと を 基本 方 針 と し て いま す 。 


PEVELOPMENT OALS 


世界 を 変え る た め の 17 の 目標 





貧困 を すべ て の 人 に 質 の 高い 教育 を ジェ ンダ ー 平 等 を 安全 な 水 と トイ レ 
な くそ う 3 口 に 健康 と 福祉 を みん な に 実現 し よう を 世界 中 に 
L 1 
【 】 ee @ L 】 
il 四 出 
全 
エネ ルギー を みん な に 働き が いも 産業 と 技術 革新 の Ji と や 住み 続け られ る 1 つく る 責任 
そし て クリ ー ン に 経済 成長 も 基盤 を つく ろう を な くそ う まち づく り を っ つかう 責任 
、\ 1 (の と 
4 叶 
| | 
h、 2 
気候 変動 に 14 海 の 豊か さ を 1 陸 の 豊か さも 1 平和 と 公正 を a SUSTAINABLE 
具体 的 な 対策 を に ルル ) 守る ろう すべ て の 人 に 目標 を 達成 し よう DEVELOPMENT 
¢ GALS 
ソコ が 
2030 年 に 向け て 
世界 が 合意 し た 
「 持 続 可能 な 開発 目標 」 で す 








SDGs に 掲げ る 17 の ゴー ル 


氏 訓 蘭 貧 困 を な くそ う エネ ルギー を みん な に そし て クリ ー ン に 気候 変動 に 具体 的 な 対策 を 
錠 僚 を ゼロ に 働き が いも 経済 成長 も 海 の 豊 か さ を 守 ろ う 
すべ て の 人 に 健康 と 福祉 を 産業 と 技術 革新 の 基盤 を つく ろう 陸 の 豊か さも 守 ろ う 
質 の 高い 教育 を みん な に 人 や 国 の 不平 等 を な くそ う 國語 平和 と 公正 を すべ て の 人 に 


ES ジェ ンダ ー 平 等 を 実現 し よう 《人 和 和 住み 続け られ る まち づく り を 全 国 区 9 パー トナ ー シ ッ プ で 目標 を 達成 し よう 
安全 な 水 と トイ レ を 世界 中 に 《全 网 っ くる 責任 つか う 責 任 


[参照 】 持続 可能 な 開発 の た め の 2030 アジ ェ ン ダ (国際 連合 広報 セン ター) 
https://Www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/ 


SDGs が 掲げ る 「 誰 一 人 と し て 取り 残さ な い 」 と いう 基本 方 針 は 、 い わ て 県 民 計画 (2019 
ー 2028) に お ける 、 幸福 を 守り 育て よう と する 考え 方 と 相 通 じい る も の で す 。 


本 県 も 、 計 画 の 推進 ・ 取 組 の 展開 を 通し て 、 次 世代 に も 幸福 を 引き 継い で いけ る よう 、 持 
続 可 能 な 社会 の 構築 に 取り 組ん で いく こと と し て いま す 。 
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SDGs (持続 可能 な 開発 目標 ) と 10 の 政策 分 野 の 関連 性 


いわ て 県 民 計画 (2019 一 2028) に 掲げ る 「10 の 政策 分 野 ] と 、SDGs (持続 可能 な 開発 目標 ) の 17 
の ゴー ル と の 関連 性 に つい て 主 な も の を 整理 し まし た 。 





県 は 、 こ の 計画 の 推進 を 通し て 、 社 会 を 持続 可能 な も の と する 取組 を 広げ て いき ます 。 


SUSTAINABLE 
DEVELOPMENT 


10 の 政策 分 野 





安全 


仕事 ・ 
収入 


自然 環境 


社会 基盤 






































通 区 葬 朵 才 才 
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章 岩手 は 今 (現状 説 識 ・ 展 望 ) 


る 


この 章 で は 、 世 界 と 日 本 の 社会 の 変化 と 今後 の 展望 を 示し な が ら 、 岩 手 の こ れ ま 
で の 歩み や 強み ・ 弱 み を 改め て 確認 し ます 。 





(1 ) 経済 ・ 社 会 の グロ ー バ ル 化 の 進展 


自由 質 易 の 拡大 や 交通 ・ 情 報 通信 技術 の 発達 な ま ど に より 、 人 ・ 
モノ ・ 情 報 ・ 技 術 な どの 移動 が 活発 化し 、 経 済 活動 や 人 々 の 生 
活 に 大 き な 変化 を も た らし て いま す 。 


自由 貿易 の 流れ が 加速 する 中 で 、 経 済 連携 協定 (EPA?)、 自 
由 贸易 协定 (FTA' 、 環 太平 洋 パ Wー ト ナー シッ プ 協 定 (TPP') 
な どの 包括 的 な 経済 の グロ ー バ ル 化 の 動き が 進み 、 近 年 、 ア ジ 
ア な どの 新興 国 が 急速 な 経済 成長 を 有 遂げ て いま す 。 


一 方 で 、 経 済 活動 に お ける 国際 競争 が 激 し さ を 増す 中 、 所得 
格差 の 拡大 の ほか 、 イ ギリ ス の EU 離脱 や 、 ア メリ カ の 米国 第 
一 主義 と いっ た 自国 保護 主義 的 な 動き も 現れ て いま す 。 


また 、 ア ジア 諸国 の 経済 成長 な ど を 背景 に 、 訪 日 外国 人 の 観 
光 客 数 は 、 平 成 21 年 (2009 年 ) の 約 680 万 人 に 対し 、 平 
成 30 年 (2018 年 ) に は 約 3.100 万 人 を 超え 、 大 幅 に 増加 
し て いる ほか 、 若 い 世 代 を 中 心 に ソー シャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ン 
グ ・ サ ービス (SNS"② が 浸透 する な ど 、 世 界 中 の 人 々 の 交流 
も 拡大 し て いま す 。 


この よう な グロ ー バ ル 化 の 急速 な 進展 は 、 他 国 の 大 き な 出 来 
事 が 、 瞬 時 に 、 地 域 の 経済 や 暮らし に 影響 を 及ぼ すこ と に つ な 
が る た め 、 常に 、 世界 の 動き を 意識 する こと が 重要 と な り ま す 。 
また 、 多 様 な 文化 や 生活 スタ イル を 尊重 し な が ら 、 自 ら の 夢 や 
成長 を 実現 し て いく こと も 必要 と な り ま す 。 


いわ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) 


世界 の 変化 と 展 過 


*9 EPA 
Economic Partnership 
Agreement (経済 連携 協定 ) の 略 。 
貿易 の 自由 化 に 加え 、 投 資 、 
人 の 移動 、 知 的 財産 の 保護 や 競 
争 政 策 に お ける ルー ル 作 り 、 様 々 
な 分 野 で の 協力 の 要素 等 を 含 
む お 、 幅 広い 経済 関係 の 強化 を 目 
的 と する 協定 。 


*10 FTA 

Free Trade Agreement( 自 由 

貿易 協定 ) の 略 。 
特定 の 国 や 地域 の 間 で 、 物 品 

の 関税 や サー ビス 買 易 の 障壁 等 

を 削減 ・ 撤 廃 す る こと を 目的 と 

する 協定 。 


*11 TPP 
Trans-Pacific Partnership 
Agreement( 環 太平 洋 パ ー ト 
ナー シッ プ 協 定 ) の 略 。 

モノ の 関税 だ け で な く 、 サ ー 
ビス 、 投 資 の 自由 化 を 進め 、 さ 
ら に は 知 的 財産 、 電 子 商取引 、 
国有 企業 の 規律 、 環 境 な ど 、 幅 
広い 分 野 で 21 世紀 型 の ルー ル 
を 構築 する 経済 連携 協定 。 


*12 SNS 

Social Networking Service 
(ソー シャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ング ・ 
サー ビス ) の 略 。 

人 と 人 と の 社会 的 な 繋が り を 
維持 ・ 促 進 する 様々 な 機能 を 提 
供する 、 会 員 制 の オン ライ ン サ ー 
ビス 。 





(2) 第 4 次 产业 革命 の 進展 


あら ゆる モノ を イン ター ネッ ト に つなげ る loT “や 、 人 工 知能 (AD) 、 ロ ボッ ト 、 ビ ッ グ デー 


タ "の 活用 と いっ た 技術 革新 が これ まで に な い 規 模 で 速 さ を 増し て 進ん で いま す 。 


技術 革新 に よっ て も た ら さ れる 、 商 品 が 消費 者 に 届く まで の 一 
連 の 工程 (サプライ チェ ー ン ") の 最適 化 や 自動 走行 車 の 実用 化 、 
イン ター ネッ ト 上 で 使用 で きる 仮想 通貨 の 中 核 と な る 取引 デー 
タ (ブロック チェ ー ン "7) 技術 の 活用 な ど に より 、 金融 と テク 
ノロ ジー を 結び 付け る フィ ン テ ッ ク "の 発展 、 医 療 診 断 や 創 
薬 に お ける 人 工 知能 (Al) の 活用 な ど は 、 私 た ちの 生活 を より 
豊か な も の と する と と も に 、 生 産 、 販 売 、 消 費 と いっ た 経済 活 
動 に 大 き な 変 化 を も た らし ます 。 


こう し た 第 4 次 産業 革命 の 流れ を 、 地 域 に お ける 産業 や 経 
済 の 活性 化 、 国 際 競 争 力 の 強化 に つなげ 、 ま た 、 私 た ちの 身近 
に ある 様々 な 課題 を イノ ベー ショ ン "? の 力 で 解決 する こと に 
結び 付け て いく こと が 重要 で す 。 


(3) 地球 環境 問題 へ の 対応 


地球 温暖 化 は 、 私 た ちの 生活 や 産業 、 生 物 の 多様 性 に 深刻 な 
影響 を 与え る も の で あり 、 世 界 の 全て の 国 が 協力 し て いか な け 
れ ば 解決 で き な い 問題 で す 。 


平成 27 年 (2015 年 ) に は 、 新 た な 国際 的 枠組 み で ある 「 パ 
リ 協 定 “」 が 採択 され て お り 、 温 室 効 果 ガ ス の 削減 等 の 取組 を 
世界 各国 が 積極 的 に 推進 する こと が 重要 で す 。 


一 方 で 、 新 興国 の 経済 成長 や 世界 人 口 の 増加 に よる 、 資 源 ・ 
エネ ルギー、 食 料 の 需要 が 切 増 し て お り 、 こ れ ら の 将来 的 な 不 
足 が 懸 念 さ れる 中 、 エ ネル ギー・ 食 料 の 多く を 海外 に 依存 する 
日 本 は 長期 的 視点 か ら 対 応 を 図っ て いく 必要 が あり ます 。 


こう し た 中 、 日 本 で は 、 東 日 本 大 岩 災 津波 に よる 原子 力 発電 
所 事故 を 契機 に 、 エ ネル ギー 構造 の 転換 に 向け た 動き が 広がっ 
て お り 、 再 生 可 能 エ ネル ギー の 導入 や 、 水 素 社会 の 実現 に 向け 
た 取組 な ど が 積極 的 に 推進 され て いま す 。 


自然 環境 や 資源 ・ エ ネル ギー、 社 会 基盤 な ど を 持続 可能 な も 
の と し て 次 世代 に 引き 継い で いく こと は 、 私 た ちの 使命 で あり 、 


*13 第 4 次 産業 革命 

人 工 知能 (Al) や モノ の イン 
ター ネッ ト (loT)、 ロ ボッ ト な ど 
の IT 技術 に よっ て 、 製造 業 を 
中 心 に 産業 構造 を 大 きく 転換 し 
よう と する 動き 。 


*14 loT 

Internet of Things( モ ノ の イン 

ター ネッ ト ) の 略 。 
様々 な モノ が イン ター ネッ ト に 

接続 され 、 情 報 交 換 す る こと に 

より 相互 に 制御 する 仕組 み 。 


*15 ピッグ デー タ 

情報 通信 技術 の 進展 に より 、 
生成 ・ 収 集 ・ 蓄 積 等 が 可能 ・ 容 
易 と な る 多種 多量 の デー タ 。 


*16 サプライ チェ ー ン 
個々 の 企業 の 役割 分 担 に 関わ 
ら ず 、 原 料 段階 か ら 製品 や サー 
ビス が 消費 者 の 手 に 届く まで の 
全 プ ロ セ ス の つなが り 。 


*17 ブロ ッ ク チ ェ ー ン 

情報 通信 ネッ トワ ー ク 上 に ある 
端末 同士 を 直接 接続 し 、 取 引 記 
録 を 暗号 技術 を 用 いて 分 散 的 に 
処理 ・ 記 録 す る デー タベース の 
一 種 で あり 、「 ビ ピット コイ ン 」 等 
の 暗号 資産 (仮想 通貨 ) に 用 い 
られ て いる 基盤 技術 。 


*18 フィ ン テ ッ ク 
IT 技術 を 駆使 し た 金融 サー ビ 
ス の 創出 。 


*19 イノ ベー ショ ン 

モノ 、 仕 組み な ど に 対し て 、 
全く 新しい 技術 や 考え 方 を 取り 
入れ て 新た な 価値 を 生み 出し 、 
社会 的 に 大 き な 変化 を 起こ すこ 
と 。 


*20 バリ 協定 

第 21 回 気候 変動 枠組 条約 締 
約 国 会 議 (COP21) が 開催 さ 
れ た パリ に お いて 、 平 成 27 年 
(2015 年 ) 12 月 に 採択 され た 、 
気候 変動 抑制 に 関す る 多国 間 の 
国際 的 な 協定 (合意 )。 
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( 贻 润 。 哇 红尘 省 ) 业 开 玫 证 一 贡 已 让 
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岩手 は 今 (現状 認識 本 展望 ) 


低 炭 素 社会 、 循 環 型 社会 、 自 然 共 生 社 会 を 実現 し て いか な けれ ば な り ま せん 。 


日 本 の 変化 と 展望 


(1) 人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 の 進行 


日 本 の 人 口 は 、 平 成 20 年 (2008 年 ) の 約 1 億 2.800 万 人 を ピー ク と し て 、 減 少 局面 に 
突入 し て いま す 。 国 立 社会 保障 ・ 人 口 問題 研究 所 の 平成 29 年 (2017 年 ) 推計 に よる と 、 少 
子 高齢 化 の 進行 を 背景 に 、2065 年 に 総 人 口 は 8,808 万 人 (出生 中 位 推計 ) まで 減少 する と 
予測 され て いま す 。 


また 、 地 方 か ら 都 市 へ の 若年 層 を 中 心 と する 人 口 の 流出 が 続き 、 人 口 の 地域 的 な 偏在 が 拡大 
し て お り 、 東 京 一 極 集中 の 是正 が 大 き な 課題 と な つて いま す 。 


如 速 な 人 口 減少 と 高齢 化 の 進行 は 、 社 会 保障 制度 や 経済 活動 、 社 会 生活 な ど に 様々 な 影響 を 
及ぼ し て いま す 。 特に 、 生 産 年 齢 人 口 の 減少 が 続く 中 で 、 女 性 や 高齢 者 の 労働 参加 が 高まっ て 
いる も の の 、 今 後 、 更 に 高齢 化 が 進め ば 、 労 働 力 不 足 が 経済 成長 の 制約 と な り ます 。 


人 口 減少 を 吉 服 する た め に は 、 若 い 世代 が 安心 し て 働き 、 希 望 どおり 結婚 ・ 出 産 ・ 子 育て を 
する こと が で きる 社会 経済 環境 の 実現 が 必要 で あり 、 特 に 長 時 間 労 働 な ど 、 男 女 を 問わ ず 子 育 
て 世代 に 大 き な 影 響 を 与え る [働き 方 ] に 関わ る 問題 の 解決 が 重要 と な り ま す 。 


さら に 、「 里 山 資 本 主義 で 」 の 考え 方 に 代表 され る よう な 、「 大 都市 に つなが れ 、 吸 い 取 ら 
れる 対象 と し て の 地域 と 決別 し 、 地 域内 で 完結 で きる も の に は 完結] させ 、 地 域 を 復権 し て いく 
こと や 、 地 域 の 経済 を 地域 で 回 し 、 お 金 や 雇用 を 外部 に 依存 す 
る 割合 を 低減 し 、 し な や か に 立ち 直る 力 を 高め て お く こ と が 必 


で す 。 用 語 解説 
要 で す ll 
ス * の 1 
(2) 国 ・ 都 道府県 ・ 市 町 村 の 役割 人 
会 の 欠陥 を 補う サブ シス テム と 


し て 位置 づけ 、 里 山 の 活用 を 図 

地方 分 権 改革 に より 、 国 と 地方 の 役割 分 担 が 見 直さ れ 、 国 か ES 

ら 地 方 へ の 権限 移譲 、 税 財源 の 移譲 が 一 定 程度 進ん で いま す 。 の 「 人 金銭 換 算 で き な い 価値 | と 、 

多様 な 資源 の 活用 を は じ め と する 

[金銭 換算 可能 な 価値 ] の 両方 

ざこ ANNA > 由 旦 \ ミ 四 旦 赤 を 見 出し 、 こ れ ら の 価値 を 最大 

し か し な が ら 、 今 後 、 人 口 減少 問題 を は じ め と する 課題 を 効 和 
果 的 に 解決 し て いく た め に は 、 住 民 に 身近 な 都 道 府 県 や 市 町 村 な いも の を 補う こと を 目指 す 。 


が 、 地 域 の 実情 に 応じ た 取組 を より 主体 的 に 展開 で きる 仕組 み 
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と する こと が 必要 で す 。 


東日本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 の 取組 に お いて 、 岩 手 県 は 広域 自治 体 の 役割 と し て 、 国 へ の 制 
度 改正 の 働き か け 、 自 治 体 間 連携 に よる 災害 廃棄 物 の 広域 処理 、 応 援 職 員 の 派遣 ・ 受 入れ な ど 、 
地方 自治 の 新た な 可能 性 を 切り 拓く 取組 を 展開 し て きた と ころ で あり 、 今 後 、 こ うし た 経験 を 
生か し 、 真 に 地方 が 主体 と な る 地方 分 権 を 進め て いく こと が 重要 で す 。 


(3) 多発 する 大 規模 自然 災害 


東日本 大 岩 災 津波 は 、 日 本 の 社会 経済 シス テム に 大 き な 影 響 を 与え まし た 。 加 えて 、 平 成 
28 年 (2016 年 ) に 岩手 県 を 襲っ た 台風 第 10 号 や 、 西 日 本 を 中 心 と し た 広い 範囲 に 甚大 な 
被害 を も た らし た 平成 30 年 7 月 豪雨 に 代表 され る よう な 集中 豪雨 の ほか 、 意 巻 、 豪雪 、 火 山 
噴火 な ど 、 様 々 な 自然 災害 が 毎年 の よう に 発生 し て お り 、 災 害 発 生 リ スク の 高まり や 被害 の 甚 
大 化 が 懸念 され ます 。 


また 、 今 後 、 高 い 確 率 で 首都 直下 地震 や 南海 トラ フ 地 震 が 発生 する と の 予測 も あり 、 多 く の 
人 命 が 失 われ 、 国 家 や 社会 の 重要 な 機能 が 致命 的 な 障害 を 受け る お それ が あり ます 。 


この た め 、 致 命 的 な 被害 を 負わ な い 強 さと 速やか に 回 復 する し な や か さ を 持 つ 強 捉 な 国土 の 
形成 に 向け 、 災 害 リ スク や 地域 の 状況 等 に 応じ て 、 ハ ー ド 対策 と ソフ ト 施 策 を 適切 に 組み 合わ 
せ て 効果 的 に 取り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 


(4) 価値 観 の 変化 


内 閣府 の 「 国 民生 活 に 関す る 世論 調査 ] (平成 30 年 (2018 年 )) に よる と 、「 今 後 の 生活 
に お いて 、 こ れ か ら は 心 の 豊か さか 、 ま だ 物 の 豊か さか ] と いう 質問 に 対し 、 心 の 豊か さや ゆ 
と り を 重視 する 割合 が 高い 傾向 が 続い て お り 、 ま た 、 同 調査 の 「 今 後 の 生 活 に お いて 、 特 に ど 
の よう な 面 に 力 を 入れ た いか 」 と の 質問 に 対し て は 、「 レ ジャ ー・ 余 暇 生 活 ] を 挙げ る 者 の 割 
合 が 最も 高く な っ て いま す 。 


90 年 代 以降 の 国際 機関 や 世界 各国 で 急速 に 進ん だ 幸福 を 視点 と し た 研究 を 背景 に 、 近 年 、 国 
内 で も 、 国 や 地方 自治 体 に お いて 同様 の 研究 や 指標 の 策定 の 事例 が 少な く あ り ま せん 。 こ うし 
た 動き は 、 物 質 的 な 豊か さ に 加え 、 多 様 な 価値 観 を 捉え よう と する 試み の 現れ と 考え られ ます 。 


近年 、 人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 な ど を 背景 に に ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 が 可能 に 
な る 「 働 き 方 改革 ] や 、 い わ ゆ る 1 億 総 活躍 社会 の 環境 づく り の 求め も 強まっ て いま す 。 


モノ の 豊か さや 所 得 ・ 収 入 は 、 生 活 を 支え る 基盤 で あり 、 引 ぎ き 続 き 重 要 な 要素 で は あり ます 
が 、 こ れ に 加え て 、 心 の 豊か さや ゆとり と いっ た 要素 を 重視 する 層 の 拡大 な ど 価 値 観 の 変化 を 
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捉え な が ら 、 こ れ ら が 尊重 され 、 個 性 と 能力 を 十分 に 発揮 で きる 社会 を 築く 必要 が あり ます 。 


この と き 、 生 活 保障 の 分 野 の | 旧来 の 支え る 側 と 支え そら れる 側 と いう 二分 法 を 超え 、 支 える 側 
を 支え 直し た り 、 支 えら れる 側 に 参加 機会 を 提供 し た りす る よう な 支え 合い を 支え 直す 共生 を 
保障 する 制度 を 構想 し て いく 視点 が 重要 と な り ま す 。 


岩手 の 変化 と 展望 復興 、「 強 み ・ チ ャ ンス 」 と 「 弱 み ・ リ スク 」 ~ 





(1) 人 口 減少 と 少子 高齢 化 の 急速 な 進行 と 今後 の 展望 


岩手 県 の 総 人 口 は 、 平 成 9 年 (1997 年 ) か ら 減少 局面 に 入り 、 ま た 、 平 成 12 年 (2000 年 ) 
か ら は 、 自 然 減 と 社会 滅 が あい まっ て 人 口 が 減少 し て お り 、 平 成 30 年 (2018 年 ) 10 月 1 日 
時 点 の 総 人 口 は 、 約 124 万 人 と な っ て いま す 。 


人 口 の 減少 は 、 難 地域 に お ける 様々 な 需要 の 減少 を も た らし 、 地 域 経済 を は じ め 、 地 域 の 社 
会 シス テム に 様々 な 影響 を 与え る こと が 指摘 され て いま す 。 


こう し た 中 、 県 で は 、 平 成 27 年 (2015 年 ) 10 月 に 「 岩 手 県 人 ロビ ジョ ン ] を 策定 し て 、 
今後 の 人 口 の 展望 等 を 示し て お り 、 同 ビジ ョ ン で は 、 自 然 減 は 若年 女性 の 減少 と 出生 率 の 低迷 
が 原因 で あり 、 社 会 減 は 、 進 学期 、 就 職 期 の 若者 の 転出 に よる 影響 が 大 きく 、 特 に 就職 期 の 女 
性 の 転出 が 多い 傾向 が ある と 分 析 す る と と も に 、 人 口 減少 に 歯止め を か け 、2040 年 に 100 
万 人 程度 の 人 口 を 確保 する こと を 目指 し て いま す 。 


人 口 減少 対策 を 進め て いく 上 で は 、 子 育て の 負担 や 、 仕 事 と 育児 の 両立 の 困難 さと いっ た 様々 
な 「 生 き に くさ ] を [生き や すさ 」 に 転換 し て いく こと が 重要 で す 。 


特に 、 近 年 の 岩手 県 の 有効 求人 倍率 が 1 倍 を 超え 、 雇 用 の 量 は 確保 され て いる 中 で 、 岩 手 
県 か ら 東京 圏 に 向かう 若者 が 増加 し 、 社 会 減 と な っ て いる 状況 を 食い 止め る に は 、 質 の 高い 雇 
用 を 確保 し て いく 必要 が あり ます 。 


恒 用 の 質 を 高め る た め に は 、 労 人 生産 性 の 向上 に 向け 、 県 内 用 语 解说 
企業 の 経営 力 強 化 に 加え 、 産 業 全体 の 底上げ を 図っ て いく こと 

が 大 切 で あり 、 国 際 競 争 力 の 高い も の づく り 産 業 、 地 域 の 特性 

や 資源 を 最大 限 に 生か し た 農林 水産 業 や 観光 産業 な ど 、 い わ ゆ 人 c2 末 生 ，。 
る 域外 市 場 産 業 ぞ に つい て 、 地 元 調達 や 付加 価値 を 高め な が 等 を 中 で 販売 し て 所 香 を 
ら 強 化す る と と も に 、 商 業 や サー ビス 業 を 通じ て 地域 内 経済 特 に は 県 内 に 顧客 を 誘導 し て 所 得 


、 を 獲得 する 観光 産業 な ど 。 
環 を 拡大 し て いく 総合 的 な 産業 政策 が 重要 で す 。 
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具体 的 に は 、 域 外 に お いて 需要 の 高い 製品 や 生産 物 を 「 域 内 生産 ] し 、 そ の 生産 を 地元 雇用 

や 地場 企業 か ら の 資材 調達 な ど 「 域 内 所 得 」 や 「 域 内 調達 ] に 結び 付け な が ら 、 地 元 の 商店 な 
ど へ の 「 域 内 消費 ]」 に つなげ て いく こと で 、 一 旦 地域 に 入っ た 所 得 や 資金 を 域内 で 循環 させ 、 
地域 の 富 や 豊か さ を 生 み 出 すこ と が 求め られ ます 。 


また 、 国 に よる 東京 一 極 集中 の 是正 に 呼応 し て 、 岩 手 県 の 特性 を 生か し な が ら 、 岩 手 県 へ の 
新た な 人 の 流れ を 生み 出す 取組 を 積極 的 に 展開 し 、 人 口 減少 に 歯止め み を か け て いか な けれ ば な 
り ま せん 。 


こう し た 取組 に より 、 子 ども か ら お 年 寄り まで 、 あ ら ゆ る 世代 が いき いき と 暮らし 、 県 外 と 
つなが り 、 新 し い 発想 が あふ れ 、 若 い 世代 を は じ め と する 多く の 方 々 が 集い 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン 
が 創出 され る 、 活 力 ある 地域 社会 を 形成 する 必要 が あり ます 。 


(2) 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 


平成 23 年 (2011 年 ) 3 月 11 日 に 発生 し た 東日本 大 桂 災 津波 に より 、 沿 岸部 を 中 心 に 5.140 
名 ( 震 災 関連 死 を 含む 。) の 末 い 命 が 奪わ れ 、 今 な お 1.114 名 の 方 々 が 行方 不明 と な っ て いま す 。 


「 東 日 本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 に 向け た 基本 方 針 ] に お いて は 、 一 人 ひと り の 幸福 追求 権 を 
保障 する こと 、 犠 牲 者 の 故郷 へ の 思い を 継承 する こと を 2 つの 原則 と し て 位置 づけ 、 そ れ を 
受け た 「 岩 手 県 東日本 大 岩 災 津波 復興 計画 ] で は 、「 い の ち を 守り 海 と 大 地 と 共に 生き る 
ふる さと 岩手 ・ 三 陸 の 創造 ] を 目指 す 姿 と し 、「 安 全 の 確保 」、「 暮 らし の 再建 」、「 な り わ い の 
再生 ] を 復興 に 向け た 柱 に 掲げ 、 地 元 の 底力 と 国内 外 か ら の 多く の 御 支 援 を 力 に 、 復 旧 ・ 復 興 
の 取組 を 進め て きま し た 。 


引き 続き 、 被 災 者 一 人 ひと り の 復興 を 最後 まで 見 守り 、 三 陸 の より 良い 復興 の 実現 に 向け た 
取組 を 進め る と と も に 、 二度と 同じ 悲し み を 繰り 返さ な いた め 、 大 規模 自然 災害 が 発生 し て も 、 
致命 的 な 被害 を 負わ な い 強 さと 速やか に 回 復 す る し な や か さ を 持 っ た 安全 ・ 安 心 な 地域 社会 の 
構築 を 進め て いく こと が 重要 で す 。 


また 、 被 災 県 と し て 、 日 本 そし て 世界 の 防災 力 の 向上 に 貢献 で きる よう 、 こ れ ま で 国内 外 か 
らい た だ いた 多く の 復興 支援 に 対す る 感謝 を 示す と と も に 、 東 日 本 大 岩 災 津波 の 事実 を 踏ま え 
た 教訓 を 伝承 し 、 復 旧 ・ 復 興 の 取組 や 防災 ・ 減 災 の 最 先端 地域 と し て の 三陸 の 姿 を 広く 国内 外 
に 発信 し て いく こと が 求め られ ます 。 
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(3) 岩手 の 可能 性 


「 岩 手 の 幸 福 に 関す る 指標 」 研究 会 で は 、 県 民意 識 調査 で 得 ら れ た 主観 的 幸福 感 を も と に 、 
幸福 に 関連 する 領域 を [仕事 | や 「 健 康 ]、「 子 育て ] 之 [教育 | な どの 12 の 領域 に 整理 し て 
いま す 。 


この 12 の 領域 に つい て 、「 健 康 ・ 余 暇 ]、「 家 族 ・ 子 育て 」、「 教 育 ] 、「 居 住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 」 、 
「 安 全 ] 、「 仕 事 ・ 収 入 」、「 歴 史 ・ 文 化 」、「 自 然 環境 】 と 、 こ れ ら の 分 野 を 下支え する 共通 的 土台 
と し て の [社会 基盤 ]、「 参 画 」 を 加え た 10 の 分 野 に 整理 し た 上 で 、 岩 手 県 の 「 強 み ・ チ ャ ンス 」 
と 「 弱 み ・ リ スク 」] を 考え ます 。 


①「 健 康 ・ 奈 暇 」 分野 


岩手 県 は 、 全 国 最多 の 県 立 病 院 を 有 し て お り 、 こ の 県 立 病院 の ネッ トワ ー ク に より 、 二 次 医 
療 圏 ご と の 基幹 病院 の 整備 な ど 、 医 療 機関 の 機能 と 役割 分 担 に 応じ た 地域 医療 連携 体制 が 構築 
され て いま す 。 

また 、 全 て の 保健 医療 圏 域 へ の が ん 診療 連携 拠点 病院 の 整備 や 小児 医療 遠隔 支援 シス テム の 
運用 な ど 、 専 門 医療 ・ 高 度 医療 を 効率 的 に 提供 する 体制 が 整備 され て いま す 。 

岩手 県 は 、 医 師 奨学 金 な ど に よる 医師 確保 の 取組 に より 、 平 成 22 年 (2010 年 ) 以降 、 病 
院 勤務 医師 数 が 増加 し て いま す 。 

また 、 奨 学 金 養成 医師 の キャ リア 形成 に 配慮 し た きめ 細か な 














AA り 、 医 師 の 公 的 医療 機関 へ の 配置 が 進め 用 語 解 説 
られ て いま す 。 
さら に 、 看 護 職員 修学 資金 等 に よる 看護 職員 の 確保 ・ 定 着 の 
*23 地域 包括 ケア 


た め の 取 組 や 、 出 産 な どか ら 復 帰す る 女性 医師 を は じ め 、 医 師 
が 働き や すい 環境 の 整備 に 向け た 取組 が 進め られ て いま す 。 
高齢 者 が 住み 慣れ た 地域 で 安心 し て 暮らせ る よう 、 介 護 予防 
や 人 材 養成 な ど に より 地域 包括 ケア の 取組 が 進め られ て い 
る ほか 、 全 国 の 中 で も 認知 症 サ ポー ター の 養成 数 が 多く 、 認 知 
症 に 関す る 正しい 知識 の 普及 活動 が 進ん で いま す 。 

岩手 県 は 、 内 陸 部 に 山岳 丘陵 地帯 が 広がっ て お り 、 治 岸部 は 
太平 洋 に 面 し て いま す 。 こ うし た 地勢 や 四季 鮮やか な 岩手 県 の 
気候 の も と 、 夏 は マリ ンス ポー ツ や 登山 、 各 は ウイ ンタ ー ス ポー 
ツ な ど 様 々 な レジ ャ ー を 楽し め る 環境 に あり ます 。 

岩手 県 の 様々 な ソフ ト パ ワ ー を 生か し た 取組 な ど を 背景 に 、「 い 
わ て 若者 文化 祭 ]、「 い わ て 県 南ア ー ト プロ ジェ クト 」 を は じ め 
と し た 若者 に よる 活発 な 活動 や 、 マ ン ガ 、 超 人 スポ ー ツ ぞ 、 生 
( き ) の 芸術 (アー ル ・ ブ リュ ッ ト や) を は じ め と し た 独自 の 
取組 が 展開 され て いま す 。 


いわ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028) 


高齢 者 が 可能 な 限り 、 住 み 慣 
れ た 地域 で その 有する 能力 に 応 
じ 自立 し た 日 常 生活 を 営む こと 
が で きる よう に する た め 、 医 療 ・ 
介護 ・ 介 護 予防 ・ 住 まい ・ 生 活 
支援 を 一 体 的 に 提供 する 考え 
沪 了 


*24 超人 スポ ー ツ 

人 間 の 身体 能力 を 補い 拡張 す 
る 人 間 拡 張 工学 に 基づき 、 人 の 
身体 能力 を 超え る 力 を 身 に 付け 
「 人 を 超え る ]、 あ る い は 、 年 
齢 や 障がい な どの 身体 差 に より 
生じ る 「 人 と 人 の バリ ア を 超え 
る ]、 テ クノ ロジ ー を 自在 に 乗り 
こなし 、 競い合う [人 机 一 体 ] 
の 新た な スポ ー ツ 。 


*25 アー ルッ プリ ヨッ ド 

生 ( き ) の 芸術 と 訳 され 、 伝 
統 や 流行 、 教 育 な ど に 左右 され 
ず 自 身 の 内側 か ら 湧き あがる 衝 
動 の まま に 表現 し た 芸術 。 


②「 家 族 ・ 子 育て 」 分 野 


岩手 県 の 小学 生 の 読書 率 が 全国 的 に 高い こと や 、 全 国 の 都 道 府 県 庁 所 在 地 ・ 政 令 指定 都市 に 
お いて 、 盛 岡市 の 1 世帯 当たり の 書籍 購入 額 が 多い な ど 、 幅広 い 世代 が 読書 に 親しん で いま す 。 
また 、 県 立 社会 教育 施設 の 利用 や 、 市 町 村主 催 の 各種 講座 へ の 参加 な ど 、 多 く の 県 民 が 生涯 学 
習 に 積極 的 に 取り 組ん で いま す 。 

ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019"" 釜石 開催 や 東京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 
技 大 会 を 間近 に 控え 、 ス ポー ツ へ の 関心 が 高まっ て いま す 。 


弱み ・ リ スク | 


岩手 県 は 、 が ん 、 心 疾患 、 脳 血管 疾患 な ど 生活 習慣 病 に よる 死亡 率 が 全国 高位 に あり 、 が ん 
検診 受診 率 も 低迷 し て いま す 。 

また 、 官 民 一 体 で 自殺 対策 を 推進 する 体制 を 構築 し て 取組 を 進め て いる こと な ど に より 、 自 
殺 死亡 率 は 低下 傾向 に ある も の の 、 依 然 と し て 全国 高位 に あり ます 。 

地域 梓 を は じ め と する 奨学 金 養成 医師 の 配置 が 進ん で いる も の の 、 医 師 の 地域 偏在 な ど に よ 
る 医療 資源 の 不足 に より 、 産 婦人 科 ・ 小 児 科 な どの 医療 機能 や 回 復 期 等 の 病床 機能 が 不定 する 
圏 域 が 生じ て いま す 。 

また 、 高 齢 化 の 進展 や 首都 園 等 に お ける 医療 需要 の 増大 を 背景 と し て 、 看 護 職 員 等 の 医療 征 
事 者 の 不足 が 更に 深刻 化す る こと が 懸念 され ます 。 

岩手 県 の 高齢 化 率 は 全国 を 上 回 っ て お り 、 高 齢 者 単独 世帯 や 高齢 夫婦 世帯 が 増加 し て いま す 。 
また 、 岩 手 県 の 認知 症 高齢 者 (65 歳 以上 の うち 、「 認 知 症 高齢 者 の 日 常 生活 自立 度 ] I 以 
上 の 人 ) の 数 が 平成 30 年 (2018 年 ) の 47.124 人 か ら 、2025 年 に は 約 52.000 人 に な る 
と 見 込ま れ て お り 、 こう し た 高齢 者 の 増加 に 対し 、 介護 人 材 の 不足 や 地域 偏在 が 生じ て いま す 。 








岩手 県 は 、 子 育て 期 の 男性 の 家事 参加 率 が 高く 、 ま た 、 三 世代 同居 率 も 全国 高位 と な っ て お 
り 、 こ れ ら を 背景 に 子育て に お ける 家族 の 支援 が 活発 で ある と 
考え られ ます 。 
平成 30 年 度 (2018 年 度 ) 全国 学力 ・ 学 習 状況 調査 で は 、 
今 住ん で いる 地域 の 行事 に 「 参 加 し て いる 」 と 回 答 し て いる 割 
合 が 、 小 学生 、 中 学生 と も に 全国 平均 を 上 回 っ て いま す 。 
また 、 平 成 27 年 度 (2015 年 度 ) 青少年 の 健全 育成 に 関す *26 教育 振興 運動 


ミミ 田 ゃ 、 直上 ~ = さ 岩手 県 に お いて 昭和 40 年 
る 意識 調査 で は 、「 住 ん で いる 地域 が 好き 」 と いう 青少年 が 8 時 に お いて 較 和 20 年 
割 を 超え て いま す 。 の 市 町 村 に 推進 組織 が 置か れ 、 


い 5 学校 区 や 公民 館 区 な どの 実践 区 
子ども 、 家 庭 、 学 校 、 地 域 、 行 政 が 連携 し て 、 全 県 共通 の 課 に お いて 、 子ども 、 家庭 、 学校 、 
= i 地域 、 行 政 の 5 者 が 一 体 と な り 、 
題 や 地域 ご と の 教育 諸 課 題 の 解決 に 取り 組む 、 岩 手 県 独自 の 地域 の 教育 課題 を 解決 する た め 
[教育 振興 運動 “」 を 半 世 紀 以上 に わた り 展開 し 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 5 純 和 wo 。 


地域 相互 の 連携 ・ 協 働 の 基盤 が あり ます 。 
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岩手 は 今 (現状 認識 ・ 展 望 ) 


分 玉 リ スク に 応じ た 周 産 期 医療 提供 体制 が 構築 され て いる ほか 、 県 立 療育 セン ター に お ける 
超重 症 児 等 の 受入 体制 整備 や 地域 に お いて 関係 機関 が 連携 し た ネッ トワ ー ク が 強化 され て いる 
な ど 、 医 療 的 ケア 児 や 発達 障がい 児 な ど へ の 支援 が 充実 し て いま す 。 

動物 愛護 団体 等 と 連携 し た 返 本 譲渡 の 取組 に より 、 犬 猫 の 譲渡 数 が 増加 傾向 に ある な ど 、 動 
物 愛護 に 関す る 県 民 の 関心 が 高まっ て いま す 。 

また 、 盛 岡市 と 共同 で 動物 愛護 セン ター 大 本 構想 を 策定 し て お り 、 動 物 愛護 の 普及 刻 発 拠点 
の 検討 が 進ん で いま す 。 


弱み ・ リ スク | 


岩手 県 に お ける 平成 29 年 (2017 年 ) の 年 間 総 労働 時 間 は 、 全 国 平均 と 比較 し て 長く 、 年 
次 有給 休暇 取得 率 も 全国 平均 と 比較 し て 低い 状況 と な っ つて いま す 。 

結婚 サポ ー ト セン ター (i - サポ ツ ) な どの 官民 が 連携 し て 結婚 ・ 子 育て 支援 の 取組 を 進め 
て いる も の の 、 未 婚 化 、 晩 婚 化 が 進行 し 、 子 ども の 出生 数 が 長期 的 に 減少 傾向 に あり 、 合 計 特 








③「 教 育 」 分 野 


殊 出生 率 は 横ばい の 状況 で す 。 


また 、 晩 婚 化 を 背景 に 育児 期 に ある 世帯 が 、 親 の 介護 も 同時 に 担う 、 い わ ゆ る ダブ ルケ ア 問 


題 が 懸念 され ます 。 

核 家族 化 、 産 科 医 ・ 小 児 科 医 の 不足 な ど を 背景 に 、 妊 産婦 が 
出産 や 子育て に 不安 を 抱く 懸念 が あり ます 。 

動物 愛護 に 関す る 県 民 の 関心 が 高まっ て いる も の の 、 譲 渡 や 
ふれ あい の 推進 、 継 続 的 な 愛護 思想 の 普及 啓発 を 行う 拠点 が な 
い 状 況 で す 。 








岩手 県 は 、 司 馬 遼 太郎 “ の 著書 の 中 で 「 明 治 以後 の 日 本 に 
お ける 最大 の 人 材 輩出 県 ] と 記さ れ て いる な ど 、 政 治 家 や 学問 
思想 の 世界 の 優れ た 人 物 を は じ め 多 く の 偉人 を 育ん で きた 人 づ 
くり の 土壌 を 有 し て いま す 。 

学校 で の 協 働 的 な 学習 活動 の 充実 に より 、 自 分 の 考え を 深め 
た り 、 広 げた りす る こと を 実感 で きる 児童 生徒 の 割合 が 全国 と 
比較 し て 高い 水準 に あり ます 。 

また 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 教訓 を 生か し た 「 い わ て の 復興 教 
育 | が 定着 し 、 復 興 教育 プロ グラ ム に 基づく 教育 活動 の 推 
進 な ど を 通じ て 、 郷 土 を 愛し 、 復 興 ・ 発 展 を 支え る 人 材 が 育成 
され て いま す 。 
岩手 県 の も の づく り 人 材 は 、 産 業界 か ら 高 い 評価 を 得 て い ます 。 

また 、 県 内 全て の 公立 小 中 学 校 、 義 務 教 育 学校 及び 県 立 学校 
で は 、 キ ャ リア 教育 “” に 関す る 計画 が 作成 され て お り 、 キ ャ 





いわ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028) 


ii 
痛 
医 
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*27 i- サポ 

“いき いき 岩手 ” 結婚 サポ ー ト 
セン ター の 通称 。 盛岡 市 、 宮 古 
市 、 奥 州 市 の 3 箇所 に 開設 。 


*28 司馬 遼太郎 
(1923 ~ 1996 年 ) 
大 阪 府 出身 。 小説 家 。「 歴 史 
を 紀行 する ] 「 果 の 城 ]「 龍 馬 が 
ゆく ] [ 国 盗り 物語 ] な ど 。 


*29 いわ て の 復興 教育 
東日本 大 震 災 津波 の 経験 や 
教訓 を 踏ま え 、 県 内 全て の 学校 
が それ ぞ れ の 実情 に 応じ て 取り 
組む こと が で きる 教育 プロ グラ 
ム を 作成 ・ 普 及 す る こと に より 、 
子ども た ち 自 ら の 未来 を 切り 拓 
く 力 を 育む と と も に 、 県 内 の 全 
て の 学校 が 心 を 1 つ に し て 岩 災 
を 見 つめ 、 郷 土 を 愛し 、 い わ て 
の 復興 ・ 発 展 を 支え る 「 ひ と づ 
くり 」 を 進め て いく た め の 教 育 。 


*30 キャ リア 教育 

児童 生徒 が 自己 の あり 方 ・ 生 
き 方 を 考え 、 主 体 的 に 進路 を 選 
択 し 、 社 会 人 ・ 職 業 人 と し て 自 
立 す る た め の 能 力 を 学校 教育 活 
動 全体 で 、 計 画 的 ・ 組 織 的 に 育 
むこ と 。 





リア 教育 を 推進 し て いま す 。 
平成 28 年 (2016 年 ) に 開催 され た 希望 卿 いわ て 国体 ・ 希 望郷 いわ て 大 会 を 契機 と し て 、 
岩手 県 の 文化 ・ ス ポー ツ の 力 が 高まっ て いま す 。 特に スポ ー ツ の 分 野 に お いて は 、 子 ども た ち 
が 憧れ る 世界 や 全国 で 活躍 する 岩手 県 出身 の 選手 が 多数 輩出 され て いま す 。 
全国 的 に 高く 評価 され て いる 岩手 大 学 の 地域 貢献 の 取組 や 、 地 域 に 開か れ た 大 学 と し て 県 民 
の シン クタ ング 機能 を 担う 岩手 県 立 大 学 の 取組 を は じ め 、「 い わ て 未来 づく り 機 構 ]」 や 「 い 
わ て ネッ トワ ー ク シス テム (INS) | 、「 ふ る さと いわ て 創造 協議 会 (COC + 推進 組織 ) 33| 


④「 居 住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 」 分野 


の 産学 官 連携 組織 の 構築 が 進展 し 、 産 学 官 連携 の 取組 が 定着 し て いま す 。 





弱み ・ リ スク | 





小学 校 、 中 学校 の 児童 生徒 を 対象 と する 全国 学力 ・ 学 習 状況 調査 の 結果 に お いて 、 一 部 に 全 


国 水準 に 達し て いな い 教 科 が あり ます 。 

教員 の 大 量 退 職 に より 、 新 採用 教員 等 の 増加 が 見 込ま れる こ 
と か ら 、 経験 豊富 な 教員 の 知識 ・ 技 術 な どの 継承 が 課題 と な っ 
て いま す 。 

県 内 学卒 者 の 県 内 就職 に 向け た 高等 教育 機関 や 自治 体 、 企 業 、 
NPO な どの 連携 が 進ん で いる も の の 、 県 内 就職 の 割合 は 横ばい 
の 状況 で す 。 








岩手 県 で は 、「 結 (ゆい )」 の 精神 に 代表 され る 、 地 域 の 中 で 
助け 合い 、 協 力 し 合う 人 や 地域 の つなが り が 大 切 に され て お り 、 
福祉 や 地域 づく りな どの 分 野 で 、 地 域 で 支え 合う 様々 な 取組 が 
進め られ て いま す 。 

全国 高位 の 住宅 の 敷地 面積 や 治安 の 良さ 、 文 化 ・ 体 育 施設 き 
の 充実 な ど 良好 な 居住 環境 が 確保 され て いま す 。 

また 、 地 域 の 魅力 を 高め る リノ ベー ショ ン “の 取組 な ど 市 
町 村 や 民間 主体 の 活動 の 活発 化 や 、 市 町 村 に お ける 空き 家 バ パン 
ク の 開設 な ど 、 空 き 家 の 利 活用 に 向け た 動き が 進ん で いま す 。 

東日本 大 岩 災 津波 を 契機 と し て 、 震 災 復興 支援 者 や ボラ ン テ ィ 
ア の 方 々 と の 交流 や 移住 者 の 活躍 な ど 、 多 様 な 主体 と の 交流 が 
拡大 し て いま す 。 

人 口 減少 の 進行 に より 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 を けん 引 す る 人 
材 の 不足 が 懸念 され る 中 、 地方 に 移住 し 、 地域 協力 活動 を 行う 、 
地域 お こし 協力 隊員 天 が 、 県 内 各地 で 増加 し て いま す 。 

東日本 大 岩 災 津波 の 発 災 以 降 、 多 く の 外 国人 が 岩手 県 を 訪れ 
て 県 民 と の 交流 を 深め 、 ま た 、 岩 手 県 か ら 多 く の 若 者 が 海外 に 





用 语 解 说 


ニニ ーー ニー の 


*31 いわ て 未来 づく り 機 構 

県 内 の 産業 界 ・ 経 済 界 、 大 
学 、NPO、 行政 等 の 多様 な ネッ 
トワ ー ク を 構築 し 、 岩 手 県 の 地 
域 社会 の 総合 的 な 発展 を 目指 す 
た め に 、 平 成 20 年 (2008 年 ) 
に 設立 され た 組織 。 


*32 いわ て ネッ トワ ー ク 

シス テム (INS) 
県 内 で 科学 技術 ・ 研 究 開発 に 
携わっ て いる 人 々 の 情報 の 交流 ・ 
活用 の 活発 化 と 共同 研究 を 推進 
し 、 科 学 技術 及び 産業 の 振興 に 
資す る た め 、 平 成 4 年 (1992 年 ) 
に 設立 され た 組織 。 


*33 ふる さと いわ て 創造 
協議 会 (COC+ 推 
組織 ) 


県 内 の 高等 教育 機関 、 地 方 公 
共 団体 、 企 業 、NPO 等 が 協 働 
し 、 地 域 に お ける 雇用 創出 や 学 
卒 者 の 地元 定着 率 の 向上 等 を 推 
進 する 組織 。 


*34 リノ ベー ショ ン 

既存 の 建物 に 大 規模 な 改修 工 
事 を 行い 、 用 途 や 機能 を 変更 し 
て 性 能 を 向上 させ 、 付 加 価 値 を 
与え る こと 。 


*35 地域 お こし 協力 隊 
人 口 減少 や 高齢 化 等 の 進行 が 
著しい 地方 に お いて 、 地 域外 の 
人 材 を 積極 的 に 受け 入れ 、 地 域 
協力 活動 を 行っ て も らい 、 そ の 
定住 ・ 定 着 を 図る こと で 、 意 欲 
ある 都市 住民 の ニー ズ に 応え な 
が ら 、 地 域 力 の 維持 ・ 強 化 を 図っ 
て いく こと を 目的 と し た 制度 。 
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( 贻 润 。 慎 吕 闭 当 ) 业 开 玫 证 一 贡 已 站 
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@ [安全 」 分 野 


岩手 は 今 (現状 認識 ・ 展 望 ) 


避 か れる な ど 、 こ れ ま で に な い 規 模 で 、 県 民 が 世界 と つなが る 機会 が 増加 し て いま す 。 





弱み ・ リ zz | 





人 口 減少 が 進行 する 中 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ の 機能 低下 、 担 い 手 の 不足 が 懸念 され て いる こと 
に 加え 、 中 山間 地域 を 抱え る 水道 事業 、 さ ら に は 公共 交通 を 担う 第 三 セ フク ター 鉄道 や バス 事業 


者 の 経営 環境 の 悪化 が 進む こと が 懸念 され ます 。 
移住 者 の 獲得 に 向け た 自治 体 間 の 競争 が 激化 する 中 、 移 住 希 
望 者 に 対す る 岩手 県 の 認知 度 が 中 位 に と ど ま っ て いま す 。 
ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019"" 釜石 開催 や 国際 リニア コ 
ライ ダー (ILC) 誘致 の 実現 を 念頭 に 、 地 域 の 生活 に 外国 人 
を 受け 入れ る 環境 を 整え て いく 必要 が あり ます 。 








東日本 大 震 災 津波 の 経験 や 教訓 を 踏ま え 、 地 域 防災 計画 の 見 
直し や 自主 防災 組織 に 対す る 研修 、 訓練 の 実施 な ど 、 各 地 で 地 
域 防災 力 の 強化 に 向け た 取組 が 進ん で いま す 。 

また 、 平 成 28 年 台風 第 10 号 災 害 の 教訓 を 踏ま え 、 水 位 周 
知 河川 ” や 洪水 浸水 想定 区 域 、 土 砂 災害 警戒 区 域 等 の 
指定 な ど 、 住 民 の 的 確 な 避難 行動 に つなが る 災害 関連 情報 の 充 
実 強化 に よる 水防 災 意 識 社会 の 再 構築 に 向け た 取組 が 進め られ 
て いま す 。 

岩手 県 の 人 口 10 万 人 当たり の 刑法 犯 説 知 件 数 は 全国 平均 を 下 
回 っ て 推移 し て お り 、 平成 29 年 (2017 年 ) は 全国 で 2 番目 に 
件 数 が 少な く 、 全 国 で も 犯罪 の 少な い 環 境 に ある と 言え ます 。 

県 民 の 食 の 安全 ・ 安 心 へ の 関心 の 高まり を 背景 に 、 食 品 を 製 
造 する 際 の 安全 管理 手法 と し て 、 岩 手 版 HACCP や の 導入 な ど 、 
食 の 安全 ・ 安 心 の 確立 に 向け た 取組 が 進ん で いま す 。 


弱み ・ リ スク 】 


平成 29 年 (2017 年 ) の 自主 防災 組織 の 組織 率 は 85.3% と 
全国 平均 を 上 回 っ て いる も の の 、 組 織 率 や 活動 内 容 に 地域 間 で 
ば ら つ き が ある ほか 、 地 域 防 災 力 の 中 核 と な る 消防 団員 の 定員 
充足 率 が 平成 29 年 (2017 年 ) 時 点 で 85.0% に と ど ま っ て い 
ます 。 

また 、 岩 手 県 の 険しい 地形 条件 や 台風 な ど に よる 局 地 降 雨 を 
原因 に 、 近年 、 洪水 災害 が 激甚 化 、 頻発 化す る 傾向 に あり 、 ハー 











いわ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) 





用 语 解说 


*36 ILC 

International Linear Collider 

(国際 リニア コラ イダ ー) の 略 。 
全長 20 ~ 50km の 地下 トン 

ネル に 建設 され る 、 電 子 と 陽 電 

子 を 加速 、 衝 突 させ 質量 の 起源 

や 時 空 構造 、 宇 宙 誕 生 の 謎 の 解 


明 を 目指 す 大 規模 施設 。 
*37 水 位 周知 河川 
国土 交通 大 臣 又は 都 道 府 県 知 


事 が 、 洪 水 予報 河川 以外 の 河 
川 で 洪水 に より 国民 経済 上 重大 
又は 相当 な 損害 が 生ずる お それ 
が ある も の と し て 指定 し た 河川 。 
国土 交通 大 臣 又は 都 道 府 県 知 事 
は 、 水 位 周知 河川 に つい て 、 市 
町 村長 の 避難 勧告 等 の 発令 判断 
の 目安 と な る 水位 「 池 沙 危 険 水 
位 (洪水 特別 警戒 水位 )] 等 に 
達し た と き 、 そ の 旨 を 関係 機関 
等 に 通知 する と と も に 、 一 般 に 
周知 を 行う 。 


*38 洪水 浸水 想定 区 域 
想定 し うる 最大 規模 の 降雨 に 
より 河川 の 池 沙 が 発生 し た 場合 
に 、 浸 水 が 想定 され る 区 域 と し 
て 国土 交通 大 臣 又は 都 道 府 県 知 
事 が 指定 し た 区 域 。 


*39 土砂 災害 警戒 区 域 
急 傾斜 地 の 崩 壊 等 が 発生 し た 
易 合 に 、 住 民 の 生命 、 身 体 に 危 
険 が 生じ る お それ が ある と 認め 
られ る 地域 。 


*40 HACCP 
Hazard Analysis and Critical 
Control Point の 略 。 

食品 等 事業 者 自ら が 食中毒 
菌 活 染 や 異物 混入 等 の 危害 要 
因 (ハザード ) を 把握 し た 上 で 、 
原材料 の 入荷 か ら 製 品 の 出荷 に 
至る 全 工 程 の 中 で 、 そ れ ら の 人 危 
害 要因 を 除去 又は 低減 させ る た 
め に 特に 重要 な 工程 を 管理 し 、 
製品 の 安全 性 を 確保 し よう する 
衛生 管理 の 手法 。 





ド 対 策 と 併せ て 、 ソ フト 施策 に よる 防災 ・ 減 災 対 策 が より 一 層 必 要 と され て いま す 。 

交通 事故 の 発生 件 数 と 死傷 者 数 は 減少 傾向 に ある も の の 、 平 成 29 年 (2017 年 ) の 人 口 
10 万 人 当たり の 交通 事故 死者 数 は 全国 ワー スト 8 位 と な っ て いま す 。 

また 、 全 事故 に 占め る 高齢 ドラ イ バ パー に よる 事故 の 割合 が 増加 傾向 に あり ます 。 

子ども に 対す る 声 か け 事 案 や 、 高 齢 者 の みな ら ず 、 幅 広い 年 齢 層 を 狙っ た 架空 請求 な どの 特 
殊 詐 欺 被害 が 後 を 絶た な い ほ か 、 依 然 と し て 、 鍵 を か けず に 盗難 の 被害 に あう 割合 が 高く な っ 
て いま す 。 

国内 で 発生 が 散見 され る 高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ に 加え 、 近 年 の グロ ー バ ル 化 の 進展 に 伴 
い 、 国 内 や 県 内 で 発症 事例 の 少な か っ た 感染 症 な どの 発生 が 懸 訪 され ます 。 


( 贻 润 。 导 器 闭 当 ) 业 开 玫 证 一 贡 忆 站 


⑥「 仕 事 ・ 収 入 」 分 野 


岩手 県 の 製造 品 出荷 額 は 順調 に 推移 し 、 も の づく り 産 業 が 県 内 の 製造 業 を けん 引 し て お り 、 
自動 車 や 半導体 関連 産業 を 中 心 と し た 産業 集積 が 進ん で いま す 。 

海外 に 通用 する 岩手 県 の 「 食 」 や 「 工 芸 品 ]」 の 海外 市 場 へ の 展開 が 進み 、 県 産品 の 輸出 額 が 
増加 し て いま す 。 

岩手 県 に は 、[ 平 泉 の 文化 遺産 ]、「 明 治 日 本 の 産業 革命 遺産 ( 橋 野 鉄鉱 山 )」 の 2 つの 世界 遺 
産 や 、「[ 三 陸 復 興国 立 公園 」、「 十 和田 八幡 平 国立 公園 ] の 2 つの 国立 公園 、 さ ら に は 、「 御 所 野 
遺跡 】 や [三陸 ジオ パー ク “」 な ど 、 世 界 に 誇れる 観光 資源 が 存在 し て お り 、 外 国人 宿泊 者 数 
も 、 平 成 29 年 (2017 年 ) に 過去 最高 を 記録 し て いま す 。 

こう し た 中 、 市 町 村 に お ける 日 本 版 観光 地域 づく り 推進 法人 (DMO や ) の 整備 ・ 活 動 が 進み 、 
三陸 DMO セン ター と の 連携 な ど を 通じ て 、 観 光 人 材 の 育成 や 地域 資源 を 生か し た 観光 振興 
が 進ん で いま す 。 

宮古 ・ 室 蘭 フェ リー 航路 の 開設 や 、 い わ て 花巻 空港 に お ける 台北 、 上 海 国際 定期 便 の 就航 、 
三陸 鉄道 の 久慈 ・ 盛 間 の 一 買 運 行 、 復 興 道 路 の 完成 な ど 、 新 た 
な 交通 ネッ トワ ー ク の 構築 に より 、 産 業 の 更 な る 活性 化 や 交流 
人 口 の 拡大 が 期待 され て いま す 。 用 语 解 说 

岩手 県 の 地域 経済 の 基盤 を 成す 農林 水産 業 に お いて 、 農 産物 
の 販売 額 3.000 万 円 以上 の 企業 的 経営 体 や 地域 単位 で 生産 性 の 
高い 森林 経営 を 行う 林業 経営 体 、 年 間 販 売 額 1.000 万 円 以上 の 
中 核 的 漁業 経営 体 な ど 意 欲 ある 経営 体 の 育成 が 進ん で いま す 。 

米 の オリ ジ ナ ル 品 種 「 金 色 の 風 ]、「 銀 河 の し ずく 」 や ブロ イ 
ラー 等 の 畜産 物 の 生産 拡大 が 進む な ど 、 県 産 農林 水産 物 の 全国 





*41 三陸 ジオ バー ク 

岩手 県 を 中 心 に 青森 県 八戸 
市 か ら 宮 城 県 気仙 沼 市 に 至る 3 
県 16 市 町 村 で 構成 され る 日 本 
最大 級 の ジオ パー ク (大 地 の 公 
園 )。 


*42 DMO 


的 な 評価 が 高まっ て いま す 。 

岩手 県 内 の 合板 工場 等 で の 木材 需要 の 増加 や 、 新 た に 民間 主 
体 に よる 再 人 造林 支援 が 開始 され る な ど 、 森 林 資 源 の 循環 利用 の 
動き が 進ん で いま す 。 

また 、 岩 手 県 は 、 全 国 シェ ア 上 位 の ワカ メ や アワ ビ 、 サ ケ 、 
ウニ に 象徴 され る 豊か な 水産 資源 に 恵まれ て いま す 。 


Destination Marketing/ 
Management Organization 
の 略 。 
観光 地域 づく り 推 進 法人 。 
様々 な 地域 資源 を 組み 合わ せ た 
観光 地 の 一 体 的 な ブラ ンド づく 
り 等 を 地域 で 主体 と な っ て 行う 
観光 地 づ くり の 推進 主体 。 
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岩手 は 今 (現状 認識 ・ 展 望 ) 


第 一 次 産業 の 就業 者 の 減少 が 進む 中 、 農 林 水 産 の 各 分 野 に お いて 、 情 報 通信 技術 (ICT) や 
高 性 能 機械 の 導入 な ど に よる 生産 性 ・ 収 益 性 の 向上 が 進む と と も に 、 福 祉 分 野 と の 連携 な どの 
新た な 動き が 見 られ ます 。 

暮らし と 仕事 の 調和 に 向け 、34 の 県 内 企業 ・ 団 体 の 経営 者 と 知事 に よる イク ボス 共同 宣言 
“が 行わ れる な ど 働 き 方 改革 に 関心 を 持つ 企業 が 増加 し て いま す 。 

また 、 職 業 を 一 生 持ち 続け た いと 考え る 女性 が 年 々 増加 傾向 に あり ます 。 


弱み ・ リ スク 】 


県 内 の 雇用 環境 は 、 有 効 求人 倍率 が 1 倍 を 超え 、 正 社員 の 有効 求人 倍率 も 8 年 連続 上 昇 と 
改善 し て いる も の の 、 県 内 企業 の 人 材 不定 が 深刻 化し て お り 、 職 種 に よっ て は 、 求 人 ・ 求 職 の 
ミス マッ チ が 生じ て いま す 。 

将来 の 職業 の あり 方 に つい て 、 多 く の 仕事 が 自動 化 さ れ 、 今 は 存在 し て いな い 職 業 が 現れ る 
と の 将来 予測 も あり 、 こ れ ま で の 仕事 が 技術 革新 等 の 影響 に より 大 きく 変化 する 可能 性 が あり 
ます 。 

また 、 自 動 運転 等 の 新 技術 や シェ アリ ング ・ エ コノ ミー 等 の 新 サー ビス へ の 対応 が 今後 
の 課題 と な っ て いま す 。 

県 内 企業 は 、 経 営 者 の 高齢 化 が 進ん で お り 、 後 継 者 不定 な どの 課題 に 対し 、 経 営 を 担い 、 企 
業 を 支え る こと が で きる 人 材 を 育成 する こと が 急務 で す 。 

また 、 県 内 の 製造 業 は 、 労 働 生 産 性 が 低い 状況 に あり ます 。 











人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 が 進む 中 、 農 業 で は 、 従 事 者 の 高齢 化 用 语 解说 
と 基幹 的 農業 就業 人 口 の 減少 が 同時 に 進ん で いる こと に 加え 、 
小 規模 な 経営 体 が 多く 、 生 産 コ スト が 高い 状況 に あり ます 。 
*43 イク ボス 共同 宣言 


また 、 林 業 で は 、10ha 未満 の 零細 な 森林 所 有 者 が 8 割 を 占 Sp 


銀行 や 大 学 な ど 34 の 企業 と 団 


⑦「 歴 史 ・ 文 化 」 分 野 


め 、 収 益 性 の 高い 森林 経営 進ん で いな い ほ か 、 就 業者 の うち 
60 歳 以上 が 4 割 を 占め る な ど 、 意 欲 ある 若者 の 参入 が 求め ら 
れ て いま す 。 

さら に 、 水 産業 で は 、 就 業者 数 の 減少 と 高齢 化 が 同時 に 進む 
と と も に 、 主 要 魚 種 の 生産 量 が 減少 傾向 に あり ます 。 

包括 的 な 経済 の グロ ー バ ル 化 の 動き が 進む 中 、 日 本 と 欧州 連 
合間 に お ける 経済 連携 協定 (日 EU・EPA ) 、 ア ジア 太平 洋 地 
域 11 か 国 に よる 環 太 平 洋 パ ー ト ナー シッ プ 協 定 (TPP11⑳) 
な ど に よる 関税 引下げ ・ 撤 廃 な ど 農 林 水 産業 へ の 影響 が 懸念 さ 
れ ま す 。 








岩手 県 は 、 縄 文 時 代 か ら 平安 時 代 に 至る まで 、 北 方 の 文化 と 
南 か ら の 文化 の 境界 に 位置 し 、 異 な る 文化 が 交差 する 地 と し て 、 
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体 の 経営 者 が 、 働 き 方 改革 や 
ワー ク ・ ラ イフ ・ バ パラ ンス な どの 
将来 世代 を 支援 する 仕組 み の 構 
築 を 進め 、 男 女 が と も に 自ら の 
希望 に 応じ た 形 で 仕事 と 生活 の 
調和 を 図る こと を 表明 し た 共同 


十 
吊 


*44 シェ アリ ング ・ エ コノ ミー 
モノ ・ サ ービス ・ 場 所 な ど を 、 
多く の 人 と 共有 ・ 交 換 し て 利用 
する 社会 的 な 仕組 み 。 


*45 日 EU・EPA 

日 本 と 欧州 連合 間 に お ける 、 
錦 易 や 投資 な ど 経 済 活動 の 自由 
化 に 向け た 経済 連携 協定 。 


*46 TPP11 

アジ ア 太 平 洋 地域 に お いて モ 
ノ の 関税 だ け で な く 、 サ ービス 、 
投資 の 自由 化 を 進め 、 さ ら に は 
知 的 財産 、 金 融 サ ービス 、 電 子 
商取引 、 国 有 企 業 の 規律 な ど 、 
幅広 い 分 野 で 21 世紀 型 の ルー 
ル を 構築 する 1 1 か 国 に よる 経 
済 連 携 協定 。 


奥州 藤原 氏 の 時 代 に 独自 の 文化 を 花 開 か せる な ど 多 様 な 文化 を 育ん で き て いま す 。 

明治 以降 、 政 治 、 学 術 ・ 文 化 な ど 多彩 な 分 野 に お いて 、 原 敬 ?、 後 藤 新平 や 、 新 渡 戸 稲造 "、 
田中 舘 愛 橘 "や 、 石 川 味 木 “""、 宮 澤 賢 治 を は じ め と する 日 本 や 世界 で 活躍 し た 多く の 偉人 を 昔 
出し て いま す 。 

岩手 県 に は 、「 平 泉 の 文化 遺産 」 と 「 明 治 日 本 の 産業 革命 遺産 ( 橋 野 鉄鉱 山 )] の 2 つの 世 
界 遺産 に 加え 、 世 界 遺産 登録 を 目指 す 「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 (御所 野 遺跡 )) や 、 国 
宝 8 件 を は じ め と し た 地域 の 誇り と な る 歴史 遺産 が 数 多く 存在 し て いま す 。 

また 、 ユ ネス コ “^ の 無形 文化 遺産 で ある 「 早 池峰 神楽 や] や 「 来 訪 神 : 仮面 ・ 仮 装 の 神々 3 
を 構成 する 行事 の 一 つ で ある 「 吉 浜 の スネ カ “| に 代表 され る 多様 な 民俗 芸能 な ど が 地域 で 
承継 され て いま す 。 

さら に 、 祭 りや 芸能 、 馬 に 関わ る 文化 な ど 豊 か な 自然 や 風土 に 根ざし た 民俗 文化 の ほか 、 米 
を 中 心 と し た 「 も ち 文化 ] や 、 そ ば 、 小麦 、 大 豆 を 中 心 と し た 「 雑 穀 文 化 | な ど 自 然 の 恵み や 
先 人 の 知恵 に よっ て 生み 出さ れ た 食 文化 が あり ます 。 

近年 、 歴 史 ・ 文 化 等 を テー マ に する 聖地 巡礼 や ゆか り の 地 の 訪 問 な ど 、 観 光 需 要 の 高まり を 
背景 と し た 交流 の 機会 が 増大 し て いま す 。 


mo32 ) 


少子 高齢 化 や 進学 期 、 就 職 期 の 若者 の 流出 な ど に より 、 民 俗 芸 能 な ど 地域 の 文化 を 継承 する 


な 


原 敬 

(1856 ~ 1921 年 ) 
盛岡 市 出身 。 政 党 政治 の 礎 を 
作っ た 政治 家 。 伊藤 博文 ら と と 
も に 立憲 政友 会 を 創設 し 、 大 正 
3 年 (1914 年 ) に 総裁 と な る 。 
大 正 7 年 (1918 年 )、 爵 位 を 
持た な い 初 の 総理 と な り 「 平 民 
宰相 ] と 呼ば れる 。 


*48 後藤 新平 
(1857 ~ 1929 年 ) 

奥州 市 水沢 出身 。 政治 家 。 
南 満州 鉄道 株 式 会 社 初代 総裁 、 
外務 大 臣 、 東 京 市 長 な ど 要 職 を 
歴任 。 大 正 12 年 (1923 年 ) 
の 関東 大 震 災 直後 に は 内 務 大 臣 
兼 帝都 復興 院 総裁 と し て 壮大 な 
復興 計画 を 立案 。 


*49 新渡戸 稲造 
(1862 ~ 1933 年 ) 
盛岡 市 出身 。 思想 家 、 農 学 ・ 
法学 博士 。 東京 女子 大 学 初代 
学長 。 国際 連盟 事務 次 長 な ど を 
務め 、 諸 外国 の 日 本 理解 に 尽く 
し た 国際 人 。「 わ れ 太 平 洋 の 橋 
と な らん 」] の 言葉 を 残す 。 主 な 
著書 は [武士 道 ]。 


*50 田中 馆 爱 橘 
(1856 ~ 1952 年 ) 
二戸 市 出身 。 物 理学 者 。 明 
治 24 年 (1891 年 ) の 濃 尾 大 
地震 を 機 に 翌 災 予防 調査 会 を 設 
立 。 緯度 観測 所 、 航 空 研究 所 
の 設立 や ロー マ 字 ・ メ ー ト ル 法 の 
普及 に 貢献 。 昭和 19 年 (1944 
年 ) に 文化 勲章 を 受章 。 


“51 石川 際 森 
(1886 ~ 1912 年 ) 

盛岡 市 日 戸出 身 。 若 くし て オオ 
能 を 開花 させ た 国民 的 歌 人 ・ 詩 
人 ・ 評 論 家 。 日 常 的 な 感情 や 郷 
荻 を 結晶 させ た 多く の 名 歌 を 生 
み 出 す 。 主 な 著作 は 「 あ こ が れ ] 
[一 握 の 砂 ]「 悲 し き 玩具 。 


*52 ユネ スコ (UNESCO) 
United Nations Educational 
Scientific and Cultural 
Organization (国際 連合 教育 科 
学 文 化 機関 ) の 略 。 

教育 、 科 学 及 び 文化 の 面 で の 
国際 協力 を 目的 と する 国際 連合 
の 専門 機関 。 


*53 早 池峰 神楽 

花巻 市 大 迫 町 に 伝わる 民俗 革 
能 の 神楽 。 昭和 50 年 (1975 年 ) 
の 文化 財 保護 法 の 改正 に よっ て 
制定 され た 重要 無形 民俗 文化 財 
の 第 1 回 の 指定 を 受け 、 平 成 
21 年 (2009 年 ) に ユネ スコ の 
無形 文化 遺産 に 登録 。 


*52 来訪 神 

仮面 ・ 仮 装 の 神々 : 正月 な ど 
年 の 節目 と な る 日 に 、 仮 面 ・ 仮 
装 の 異形 の 姿 を し た 者 が 「 来 訪 
神 ]」 と し て 家々 を 訪れ 、 新 た な 
年 を 迎え る に 当たっ て 怠け 者 を 
戒め た り 、 人 々 に 幸 や 福 を も た 
らし た りす る 行事 。 平成 30 年 
(2018 年 ) に ユネ スコ 無形 文 
化 遺 産 に 登録 。 


*55 吉浜 の スネ カ 

大 船渡 市 三陸 町 の 吉浜 地区 
に 伝承 され て いる 来訪 神 の 行事 
で 、 奇怪 な 面 を 着け 、 慕 装 な ど 
を まとっ た 「 ス ネ カ 」 と 呼ば れる 
異 装 の 者 が 、 小 正月 (1 月 15 日 ) 
の 夜 に 地区 内 の 家々 を 訪れ て 、 
怠け 者 や 泣く 子 を 戒め る 行事 。 
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「 自 然 環境 ] 分 野 


岩手 は 今 (現状 認識 ・ 展望 ) 


人 材 が 減少 し 、 文 化 芸 術 活動 の 担い 手 も 高 齢 化し て いま す 。 


岩手 県 に は 、 連 綿 と 続く 歴史 や 多彩 な 伝統 文化 が ある も の の 、 世 界 遺産 を は じ め と する 岩手 


県 の 歴史 や 伝統 文化 の 全般 を 知り 、 広 く 共 有する 機会 が 少な い 状況 で す 。 








北海 道 に 次 ぐ 全国 2 位 の 森林 面積 を 有 し 、「 三 陸 復 興国 立 公園 ] 
と 「 十 和田 八幡 平 国立 公園 ] の 2 つの 国立 公園 が 存在 する な ど 、 
全国 に 誇れる 優れ た 自然 環境 に 恵まれ て お り 、 ま た 、 優 れ た 自然 
と の 共生 が 図ら れ 、 日 常 生活 の 中 で も 身近 に 自然 に 触れ 合う こと 
が で きる 環境 が あり ます 。 

さら に 、 イ ヌ ワ シ "や ハヤ チ ネ ウス ユキ ソウ “"”" を は じ め 、 
希少 野生 動植物 が 身近 に 感じ られ る 環境 が あり ます 。 

人 と 動物 の 健康 は 一 つと 捉え 、 そ れ が 地球 環境 の 保全 や 安 
全 ・ 安 心 な 社会 の 実現 に つなが る と する 「One World-One 
Health ss| の 理念 の 提唱 や 、 科 学 的 、 計 画 的 な 鳥獣 保護 管理 
等 の 推進 が 国 の 新た な 基本 指針 "> に 盛り 込ま れる な ど 、 鳥 獣 
の 保護 ・ 管 理 の 機運 が 高まっ て いま す 。 

県 内 の 工場 や 自動 車 な ど に 由来 する 二酸化 窒素 な どの 大 気 
汚染 物質 の 環境 基準 達成 率 は 100% を 維持 し 、 ま た 、 公 共用 
水域 の 水質 汚濁 の 代表 的 な 指標 で ある BOD (又は COD?) 
の 環境 基準 達成 率 は 99.1% (平成 29 年 度 (2017 年 度 )) と 
良好 な 状態 が 保 た れ て いま す 。 

全国 トッ プク ラス の 再生 可能 エネ ルギー の ポテ ン シ ャ ル を 背 
景 に 、 太 陽光 、 風 力 な どの 導入 が 進み 、 再 生 可能 エネ ルギー に 
よる 電力 自給 率 が 高まっ て いま す 。 


弱み ・ リ スク 】 


シカ や イノ シシ な どの 野生 鳥獣 の 増加 、 生 息 域 の 拡大 に より 、 
農林 業 被害 や 人 身 被 害 が 生じ て いま す 。 

微小 粒子 状 物質 (PM2.5?⑰ な どの 濃度 上 昇 が 時 期 に よっ 
て は 観測 され て お り 、 引き 続き 、 大 気 汚染 物質 の 状況 を 注視 し 
て いく 必要 が あり ます 。 

地球 規模 で の 気候 変動 が 進む 中 、 県 民 や 県 内 企業 の 地球 温暖 
化 へ の 関心 の 高まり を 背景 に 、 県 民 、 事 業者 、 行 政 な ど が 連携 
し た 温暖 化 防 止 に 向け た 取組 を 推進 し て いる も の の 、 県 内 の 温 
室 効果 ガス の 削減 は 基準 年 (平成 2 年 (1990 年 )) に 対し 、 
小幅 な 減少 に と ど ま っ て いま す 。 
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*56 イヌ ワシ 

タカ 目 タ カ 科 イヌ ワシ 属 に 分 
類 され る 鳥類 。 岩 手 県 内 で は 北 
上 高地 を 中 心 に 生息 。 いわ て レッ 
ド デ ー タ ブッ ク (2014 年 版 ) で 
は A ラ ンク と な っ て いる 。 


*57 八 ヤ セ チ ネ ウス ユキ ソウ 

キク 科 ウ ス ユ キソ ウ 属 の 多年 
草 。 高山 植物 。 早 池峰 山 の 固 
有 種 。 いわ て レッ ド デ ー タ ブッ 
2 (2014 年 版 ) で は A ラ ンク と 
な つっ て いる 。 


*58 One World-One Health 
(ワン ワー ルド - ワ ソン ヘル ス ) 
動物 と 人 及び それ を 取り 巻く 
環境 (生態 系 ) は 相互 に つなが っ 
て いる こと か ら 、 人 と 動物 の 健 
康 は 一 つと 捉え 、 こ れ が 地球 環 
境 の 保全 に 、 ま た 、 安 全 ・ 安 心 
な 社会 の 実現 に つなが る と する 、 
平成 16 年 (2004 年 ) に 野生 
動物 保護 協会 が 提示 し た 理念 。 


*59 国 の 新た な 基本 指針 

鳥獣 の 保護 及び 管理 を 図る こ 
と を 目的 と する 事業 実施 の た め 
の 基本 的 な 指針 (平成 28 年 環 
境 省 告示 第 100 号 )。 


*60 BOD 

Biochemical Oxygen Demand 

(生物 化学 的 酸素 要求 量 ) の 略 。 
最も 一 般 的 な 水質 指標 の 一 

つ 。 


*61 COD 
Chemical Oxygen Demand 
(化学 的 酸素 要求 量 ) の 略 。 

水中 の 被 酸化 性 物質 を 酸化 す 
る た め に 必要 と する 酸素 量 で 示 
し た も の 。 代表 的 な 水質 の 指標 
の 一 つ 。 


*62 PM2.5 

大 気 中 に 浮遊 し て いる 2.5 
Am (1 用 m は 1mm の 千 分 
の 1) 以下 の 小さ な 粒子 の こと 
で 、 従 来 か ら 環 境 基 準 を 定め て 
対策 を 進め て きた 浮遊 粒子 状 物 
質 (SPM : 10 Am 以下 の 粒子 ) 
より も 小さ な 粒子 。 非 常に 小さ 
いた め (髪の毛 の 太 さ の 1/30 
程度 )、 肺 の 奥深 くま で 入り や す 
く 、 呼 吸 器 系 へ の 影響 に 加え 、 
循環 器 系 へ の 影響 が 懸念 され て 
いる 。 


@ | 社会 基 胡 | 分 野 


また 、 再 生 可 能 エ ネル ギー の 導入 に 向け 、 送 配電 綱 へ の 接続 に 制約 が 生じ て いる 状況 が ある 
ほか 、 環 境 と の 調和 な どの 必要 性 が 高まっ て いま す 。 





北上 山地 は 、 世 界 で も 大 規模 な 研究 施設 と な る 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 有力 な 国内 
建設 候補 地 と な っ て いま す 。 

この 建設 が 実現 すれ ば 、 世 界 中 か ら 研究 者 や 各種 技術 者 が 岩手 県 の みな ら ず 東 北 全体 に 集 ま 
り 、 数 千 人 の 研究 者 と その 家族 な ど が 暮らす 世界 最 先端 の 国際 科学 技術 イノ ベー ショ ン 拠 点 が 
形成 され 、 多 文化 が 共生 する 国際 都市 が つく られ ます 。 

情報 技術 の 活用 に 向け 、 多 く の ソ フト ウェ ア 人 材 を 有する 岩手 県 立 大 学 や 岩手 大 学 等 を 中 心 
と し た 活発 な 産学 官 連携 を 背景 に 、 農 業 分 野 に お ける 情報 通信 技術 (ICT) 利 活用 な ど 新た な 
動き が 進ん で いま す 。 

安全 ・ 安 心 を 支え る 社会 資本 と し て 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 教訓 を 踏ま え 、 治 岸部 に お ける 防 
潮 堤 や 水門 ・ 陸 こう 自動 閉鎖 シス テム 、 高 台 移 転 な ど 、 多 重 防 
災 型 まち づく り が 進ん で いま す 。 

また 、 内 陸 部 に お いて も 、 河 川 改 修 や ダム 建設 、 遊 水 地 整 備 用 语 解说 
な どの 治水 対策 の 推進 に より 治水 安全 度 が 向上 し て いま す 。 

産業 や 観光 振興 の 基盤 と な る 社会 資本 と し て 、 高 規格 道路 ネッ 

トワ ー ク の 形成 に よる 企業 や 物流 拠点 の 立地 の 加速 化 、 周遊 。 『? 高 規格 道路 ネッ ト 


> レ リレー ン 羽 など が 期待 さ 復興 道路 の 整 や ゃ 高速 自動 車 国道 及び 一 般 国道 
観光 ルー ト の 形成 な ど が 期待 され る 復興 道路 の 整備 が 進ん で いま 高生 道 及び 一 能 胃 
す 。 れる 道路 網 。 
また 、 宮 古 ・ 室 蘭 フ ェ リ ー 航 路 の 開設 や 釜石 港 の ガン トリ ー *64 ガン トリ ー ク レー ン 
> > 岸壁 に 設置 され た レー 
クレ ー ン の 整備 、 い わ て 花巻 空港 に お ける 台北 、 上 海 国際 。ー 半 の た レー ルー を 


定期 便 の 就航 な ど 、 交 流 人 口 や 物流 の 拡大 が 期待 され る 港湾 ・ この 
空港 の 機能 拡充 が 進ん で いま す 。 


mo32 ) 


岩手 県 の 情報 通信 基盤 は 、 採 算 面 か ら 通信 事業 者 に よる 整備 が 進ま な いこ と な ど に より 、 条 
件 不利 地域 の 整備 が 遅れ て いま す 。 ま た 、 イ ンタ ーネット 利用 率 は ここ 数 年 上 昇 傾向 に あり ま 
す が 、 全 国 的 に は 低位 に あり ます 。 

安全 で 安心 な 暮らし を 支え る 上 で 、 整 備 すべ き 河 川 や 土砂 災害 危険 箇所 が 多く 、 全 て の 箇所 
の 整備 に は 時 間 を 要 し ます 。 

社会 資本 を 良好 に 維持 管理 し 、 次 世代 に 引き 継ぐ 上 で 、 高 度 経済 成長 期 前 後に 整備 し た 社会 
資本 の 多く が 老朽 化し て お り 、 こ れ ら の 維持 管理 費 が 増加 し て いま す 。 加 えて 、 今後 、 水 門 ・ 
陸 こ う 自 動 閉鎖 シス テム な ど 、 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 に 伴い 整備 し た 施設 の 維持 
管理 費 が 増加 する 見 込み で す 。 

また 、 少 子 高齢 化 ・ 人 口 減少 が 進む 中 、 建 設 労働 者 が 高齢 化し 、 今 後 10 年 間 で 大 量 離職 す 
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[ 参 画 」 分野 


岩手 は 今 (現状 認識 展望 ) 


る 可能 人 性 が あり 、 和 将来 的 な 担い 手 の 減少 が 懸念 され ます 。 











女性 の 活躍 で は 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 復旧 ・ 復 興 に 当たり 、 あ ら ゆ る 場面 で 多く の 女性 が 主 


体 的 に 活動 する 姿 が 見 られ て いま す 。 

また 、 県 独自 の 「 い わ て 女性 活躍 企業 等 認定 制度 “や ず ] に よ 
り 女 性 の 活躍 推進 に 積極 的 な 企業 の 取組 が 進ん で いま す 。 
若者 の 活躍 で は 、 東 日 本 大 震 災 津波 を 契機 と し た まち づく り 
や ボラ ンティア 活動 を は じ め 、 様 々 な 活動 に 多く の 若者 が 参画 
し 、 大 き な 力 を 発揮 し て いま す 。 

希望 郷 い わ て 国体 ・ 希 望郷 いわ て 大 会 の 経験 や 成果 を 踏ま え 、 
障がい 者 スポ ー ツ や アー ル ・ ブ リュ ッ ト へ の 理解 の も と 、 共 生 
社会 の 実現 に 向け 、 県 民 の 意識 や 機運 が 高まっ て いま す 。 
NPO と 市 町 村 、 企 業 な どの 多様 な 主体 が 協 働 し た 復興 支援 
活動 や 地域 課題 の 解決 に 向け た 取組 が 展開 され て いま す 。 


弱み ・ リ スク ) 
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*65 いわ て 女性 活躍 企業 
等 認定 制度 


女性 の 活躍 推進 に 向け て 積極 
的 に 取り 組む 企業 等 を 知事 が 認 
定 し 、 そ の 取組 を 広く 公表 する 
こと に より 、 企業 ・ 団 体 に お け 
る 女性 活躍 の 一 層 の 促進 を 図る 
制度 。 


男女 共同 参画 を 進め る 上 で 、「 社 会 全体 と し て 男性 の 方 が 優遇 され て いる 」 と 感じ て いる 割 


合 が 依然 と し て 高い 状況 に あり ます 。 


また 、 審 議会 な どの 委員 に 占め る 女性 の 割合 が 増加 し な いな ど 、 政 策 決 定 過程 へ の 女性 の 参 


画 が 進ん で いま せん 。 


県 内 の 学生 の 約 7 割 が 県 内 就職 を 希望 する な ど 、 高 い 地元 就職 志向 が ある も の の 、 県 内 に 


本 社 を 置く 企業 の 認知 度 は 4 割 弱 と 低い 状況 に あり ます 。 


高齢 化 率 が 全国 を 上 回 る 中 、 元 気 で 就労 の 意 欲 に あふ れ 、 豊 か な 経験 と 知恵 を 持っ て いる 高 


齢 者 の 活躍 が 求め られ て いま す 。 


岩手 県 の NPO は 、 多 様 な 主体 が 連携 し た 取組 の 主要 な 担い 手 と な っ て いる も の の 、 運 


盤 が 不安 定 な 団体 が 多く あり ます 。 
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この 章 で は 、 基 本 目標 で ある 「 東 日 本 大 震 災 津波 の 経験 に 基づき 、 引き 続き 復興 
に 取り 組み な が ら 、 お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 卿 いわ て 」 の 考え 方 に つい て 説 
明 し ます 。 


em 2S 图 旭 


東日本 大 震 災 津波 の 経験 に 基づき 、 
引き 続き 復興 に 取り 組み な が ら 、 
お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 卿 いわ て 





いわ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) 


基本 目標 の 考え 方 


この 計画 は 、 東 日 本 大 震 災 津 波 か ら の 復旧 ・ 復 興 の 取組 の 中 で 、 学 び 、 培っ た 経 
験 を 生か す も の と し ます 。 


東日本 大 翌 災 津波 に よっ て 甚大 な 被害 を 受け た 後 、「 被 災 者 一 人 ひと り の 幸福 追求 権 を 保 
障 す る 」 こ と を 原則 の 一 つと し 、 国 の 制度 で は 補い 切れ な い 支 援 策 の 創設 や 、 新 た な 仕組 み 
に よる 土地 収用 手続 の 迅速 化 な ど 、 被 災 地 の 人 々 の 暮らし や 仕事 を 起点 に 復興 に 取り 組ん で 
きま し た 。 


また 、 国 内 外 か ら の 多く 御 支 援 を いた だ く 中 で 新た な つなが り が 生ま れ 、 さ ら に 、 ボ ラン ティ 
ア を は じ め と し た 様々 な 場面 で の 女性 や 若者 の 力強い 活躍 な ど 、 復 興 を 進め る 周 程 で 、 多 様 な 主 
体 の 参画 や つなが り が 大 きく 広がっ て きま し た 。 


今後 、 こ の よう な 人 々 の 暮らし や 仕事 を 起点 と する 政策 の 展開 や 、 多 様 な 主体 の 参画 や つ 
な が り を 生か し た 取組 な ど は 県 政 全般 に 広げ て いく べき も の で す 。 


この 計画 の も と 、 引 き 続 き 復 興 に 取り 組み 、 一 日 も 早い 安全 の 確保 、 暮らし の 再建 、 
な り わ い の 再 生 を 目指 す と と も に 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 教訓 を 未来 に 向け て 伝承 ・ 
発信 し て いき ます 。 


復興 計画 期間 に 整備 が 終わ ら な か っ た 社会 資本 な ど に つい て は 、 早 期 に 整備 を 完了 する と 
と も に 、 被災 者 の ここ ろ の ケア や コミ ュ ニ ティ の 形成 支援 、 農林 水産 業 や 商工 業 の 振興 な ど 、 
三陸 地域 の 将来 を 展望 し な が ら 、 復 興 の 取組 を 継続 し て 実施 し て いく 必要 が あり ます 。 


また 、 発 災 か ら 8 年 が 経過 し 、 記 憶 の 風化 も 懸 訪 され る 一 方 で 、 国 内 の みな ら ず 世界 の 
防災 力 向上 に 貢献 し て いく た め に も 、 被 災 県 と し て 東日本 大 震 ※ 災 津波 の 事実 を 踏ま えた 教訓 
や 復興 の 姿 を 後世 や 国内 外 の 人 々 に 伝え て いく 必要 が あり ます 。 


東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 は 引き 続き 県 の 最 重 要 課 題 で あり 、 こ の 計画 に お いて も 、 

「 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 に 向け た 基本 方 針 ] に 位置 づけ た 2 つの 原則 を 引き 継ぎ 、 こ 
の 計画 に 基づく 政策 の 推進 や 地域 振興 の 展開 と 連動 し な が ら 、 三 陸 の より 良い 復興 (Build 
Back Better) の 実現 に 向け た 取組 を 推進 し て いき ます 。 
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る また 、 復 興 の 実践 で 培 わ れ た 一 人 ひと り の 幸福 を 守り 育て る 姿勢 を 復興 の みな ら 
ず 、 県 政 全般 に 広げ 、 県 民 相互 に 、 さ ら に は 、 岩 手 県 と 関わ り の ある 人 々 が お 互 


い に 幸 福 を 守り 育て る 岩手 を 実現 し ます 。 


幸福 の 意味 や 内 容 に は 、 個 人 に よっ て 様々 な 考え 方 が あり ます が 、 世 界 各国 で [幸福] を 
主題 と する 研究 が 進め られ 、 行 政 に お いて 施策 の 展開 に 活用 する 事例 も 増え て いま す 。 国 内 
総 生産 (GDP) の よう な 経済 指標 に 代表 され る 物質 的 な 豊か さ に 加え 、 様 々 な 要素 を 含め 、 
総合 的 に 評価 する こと が 提唱 され て いま す 。 


この 計画 で は 、「 岩 手 の 幸福 に 関す る 指標 」 研究 会 か ら 示さ れ た 幸福 の 実感 に 関連 する 領 
域 を も と に 、「 健 康 ・ 奈 暇 ]、「 家 族 ・ 子 育て 」、 「 教 育 ] 、「 居 住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 」 、 「 安全] 、「 仕 
事 ・ 収 入 ]、「 歴 史 ・ 文 化 ]、「 自 然 環境 】 と 、 こ れ ら 分 野 を 下支え する 共通 的 土台 と し て の 「 社 
会 基盤 ]、「 参 画 ] を 加え た 10 の 政策 分 野 を 設定 し 、 県 民 や 岩手 県 に 関わ る 人 々 の 幸福 を 守 
り 育 て る た め の 政 策 を 展開 し て いき ます 。 


この た め 、 政 策 の 推進 に 当たっ て は 、 県 民意 識 調査 で 県 民 が どの 程度 幸福 を 実感 し て いる 
か と いっ た 状況 を 把握 し な が ら 、 各 政策 分 野 に 、 幸 福 に 関連 する 客観 的 な 指標 を 定め 、 一 人 
ひと り の 幸福 を 守り 育て る 取組 を 展開 し て いき ます 。 


その よう な 岩手 が 、 全 て の 県 民 が 希望 を 持つ こと の で きる 「 希 望 卿 いわ て 」 に な 


り ま す 。 


この 計画 で は 、 東 日 本 大 岩 災 津波 の 経験 に 基づき 、 引き 続き 復興 に 取り 組み な が ら 、 お 互い に 
幸福 を 守り 育て る こと で 、 県 民 一 人 ひと り が 希望 を 持つ こと の で きる 「 希 望 卿 いわ て ] を 目指 し 
て いき ます 。 


いわ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) 


ョ m 友 | 岩手 の 幸福 に 関す る 指標 の 体系 


いわ て 県 民 計 画 (2019~2028) に お いて は 、 県 民 や 岩手 県 に 関わ る 人 々 の 幸福 を 守り 育 
て る た め 、10 の 政策 分 野 を 設定 する と と も に 、 そ れ ぞ れ に 幸福 関連 指標 を 設定 し て 取組 を 
展開 する こと と し て いま す 。 


この 10 の 政策 分 野 の 設定 や 幸福 関連 指標 の 設定 に 当たっ て は 、 県 民 の [幸福] に つい て 的 
確 に 把握 する 方 法 を 研究 する た め に 設置 し た 「 岩 手 の 幸福 に 関す る 指標 研究 会 ] に お いて 示さ 
れ た 「 岩 手 の 幸福 に 関す る 指標 の 体系 ] を も と に 検討 が 進め られ まし た 。 





指標 策定 の 基本 方 針 


1 新た な 施策 の 展開 に 活用 で きる 指標 と する 。 
2 県 民 の 実感 を 踏ま えた 指標 と する 。 
3 物質 的 な ゆたか さ に 加え 、 岩 手 が 目 指す ゆたか さ に も 着目 し た 指標 と する 。 


岩手 の 幸福 に 関す る 指標 の 体系 


馬 県 民意 識 調査 結果 や 先行 事例 に 基づき 、 次 の 12 領 域 を 主観 的 幸福 感 に 関連 する 領域 と し 、 
領域 ご と の 実感 を 領域 別 実感 と し て 設定 する 。 
【 仕 事 、 収 入 、 居 住 環境 、 安 全 、 余 暇 、 健 康 、 子 育て 、 教 育 、 家 族 、 コ ミュ ニテ ィ 、 歴 史 ・ 文 
化 、 自 然 環 境 】 


馬 幸福 は 主観 的 な 面 が 大 きく 影響 する こと か ら 、 県 民意 識 調査 に よっ て 把握 する | 主観 的 指標 」 
を 中 心 に 、 岩 手 の 強 みや 弱み な どの 現状 を 的 確 に 把握 する [客観 的 指標 」 で 補 定 する 指標 体系 と 
する 。 


画 岩手 が 目指 す 豊 か さ を 表す 特徴 的 な 指標 と し て 、「 協 調 的 幸福 感 」 と 「 ソ ー シ ャ ル ・ キ ャ ピタ 
ル (社会 関係 資本 ) 」 が 挙げ られ る 。 


馬 協調 的 幸福 感 は 、 主 観 的 幸福 感 と の 因果 関係 が 明らか で は な く 、 政 策 と し て 関与 し に くい 概 
令 で ある が 、 岩 手 な ら で は の 生き 方 と いっ た 観点 か ら 、 今 後 も 継続 し て 把握 が 必要 な 概念 と 考 
え 、 参 考 的 な 指標 と し て 設定 する 。 


国 ソー シャ ル ・ キ ャ ピタ ル は 、 本 県 の 特徴 の 0ー つ で ある 「 つ な が り 」 を 示す 指標 と し て 、 全 領域 
に 関連 する 横断 的 な 指標 と し て 設定 する 。 
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虹 岩手 の 幸福 に 関す る 指標 の 体系 図 


协调 的 幸福 感 


| [参考 指标 名 

| 身近 な 人 の 幸福 | 
| 安定 し た 日 々 | 
| 人 並み 感 等 计 6 指 标 | 


仁 
事 
る 
り 
る 


閉 芋 溢 六 肥前 ・ 
十 深 用 湄 江 让 里 二 | 





ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」 


【 参 照 】「 岩 手 の 幸 福 に 関す る 指標 ] 研 究 会 
https://www.prefLiwate.jp/kensei/seisaku/hyouka/1011699/index.html 


画 協調 的 幸福 感 
他 者 と の 協調 性 、 平 穏 な 健常 状態 、 人 並み 感 等 を 総称 する 幸福 感 の こと 。 他 国 に 比べ 日 本 は 、 こ れ ら を 重視 し な が ら 自 ら の 幸福 を 考 
える 傾向 が ある と され 、 岩 手 県 で も 類似 の 傾向 が 確認 され た 。 


画 ソー シャ ル ・ キ ャ ピタ ル (社会 関係 資本 ) 


交流 、 信 頼 、 社 会 参加 等 の 個人 間 の つなが り の こと を 示す 。 これ ら が 豊か な 地域 は 幸福 が 高い 傾向 に ある と され て お り 、 岩 手 県 で も 
類似 の 傾向 が 確認 され た 。 
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この 章 で は 復興 の 取組 の 原則 や 復興 の 目指 す 姿 、 復 興 推進 の 基本 的 な 考え 方 と 取組 
方 向 に つい て 説明 し ます 。 


① 復興 の 取組 の 原則 


平成 23 年 (2011 年 ) 3 月 11 日 に 発生 し た マグ ニチ ュー ド 9.0 の 大 地震 と それ に 伴う 巨 
大 津波 、 そ の 後 断続 的 に 発生 し た 余震 に よっ て 、 多 く の 尊 い 命 と 財産 が 奪わ れ ま し た 。 


岩手 県 に お いて は 、 明 治 29 年 (1896 年 )、 昭 和 8 年 (1933 年 ) の 三陸 地震 津波 、 昭 和 
35 年 (1960 年 ) の チリ 地震 津波 な どの 経験 を 踏ま え 、 津 波 対策 と し て 防潮 堤 な どの 整備 や 
地域 防災 の 取組 な ど を 進め て きま し た が 、 こ の 東日本 大 岩 災 津波 は 、 こ れ ま で 数 多く の 災害 に 
見 狂わ れ て きた 岩手 県 に と っ て も 、 か つて 経験 し た こと の な いよ うな 災害 と な り ま し た 。 


この 未 上 有 の 大 規模 災害 か ら の 復興 に 向け て 、 県 で は 、 平 成 23 年 (2011 年 ) 4 月 に 「 東 
日 本 大 震 災 津 波 か ら の 復興 に 向け た 基本 方 針 ] を 策定 し 、 被 災 者 の 人 間 ら し い 「 暮 らし ] 「 学 び 」 
[仕事 ] を 確保 し 、 一 人 ひと り の 幸福 追求 権 を 保障 する こと 、 犠 牲 者 の 故郷 へ の 思い を 継承 す 
る こと を 、 基 本 方 針 を 買 く 2 つの 原則 と 位置 づけ まし た 。 


さら に 、 こ の 原則 を 受け て 、 平 成 23 年 (2011 年 ) 8 月 に 、「 い の ち を 守り 海 と 大 地 と 
共に 生き る ふる さと 岩手 ・ 三 陸 の 創造 」 を 目指 す 姿 と する 「 岩 手 県 東日本 大 岩 災 津波 復興 計 
画 ] を 策定 し 、 平 成 23 年 度 (2011 年 度 ) か ら 平 成 30 年 度 (2018 年 度 ) まで の 8 年 間 を 
復興 計画 期間 と 位置 づけ 、 復 興 の 取組 を 進め て きま し た 。 


県 民 は も と より 、 市 町 村 、 企 業 、 高 等 教育 機関 を は じ め と する 多様 な 主体 と 連携 し な が ら 復 
興 に 取り 組ん で きた 結果 、 こ れ ま で の 8 年 間 で 災害 廃棄 物 の 処理 、 被 災 し た 漁船 や 養殖 施設 
の 整備 な ど が 完了 し た ほか 、 復 興 道 路 や 津波 防災 施設 の 整備 、 災 害 公営 住宅 の 整備 、 商 業 施設 
や 水産 加工 施設 の 再開 な ど 、 復 興 の 歩み は 着実 に 進ん で いま す 。 


さら に 、 復 興 事業 を 進め る 中 で 、 当 初 の 復興 計画 に は 盛り 込ま れ て いな か っ た 釜石 洪 で の ガ 
ント リー クレ ー ン の 供用 開始 、 宮 古 ・ 室 議 フ ェ リ ー 航 路 の 開設 な ど が 実現 し て いま す 。 


そし て 、 こ れ か ら は 、 復 興 計画 期間 に 整備 が 終わ ら な か っ た 社会 資本 な ど に つい て は 、 早 期 
に 整備 を 完了 する と と も に 、 被 災 者 の ここ ろ の ケア や コミ ュ ニ ティ の 形成 支援 、 農 林 水 産業 や 
商工 業 の 振興 な ど 、 三 陸地 域 の 将来 を 展望 し な が ら 、 必 要 な 取組 に つい て は 継続 し て 実施 し て 
いく 必要 が あり ます 。 


いわ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) 


また 、 発 災 か ら 8 年 が 経過 し 、 記 憶 の 風化 も 懸念 され る 一 方 で 、 国 内 の みな ら ず 世界 の 防 
災 力 向上 に 貢献 し て いく た め に も 、 被 災 県 と し て 東日本 大 岩 災 津波 の 事実 を 路 ま えた 教訓 や 復 
興 の 姿 を 後世 や 国内 外 の 人 々 に 伝え て いく 必要 が あり ます 。 


し た が っ て 、 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 は 引き 続き 県 の 最 重 要 課 題 で あり 、 こ の 計画 に お 
いて も 、「 東 日 本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 に 向け た 基本 方 針 ] に 位置 づけ た 2 つの 原則 を 引き 継 


ぎ 、 こ の 計画 に 基づく 政策 の 推進 や 地域 振興 の 展開 と 連動 し な が ら 、 三 陸 の より 良い 復興 (Build 
Back Better) の 実現 に 向け た 取組 を 推進 し て いき ます 。 


復興 の 目指 す 姿 


この 計画 に お いて は 、「 岩 手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 計画 ] に 掲げ た 「 復 興 の 目指 す 姿 ] を 次 の 
と お り 引 き 継 ぎ ま す 。 


future vision 


いのち を 守り 海 と 大 地 と 共に 生き る 
ふる さと 岩手 ・ 三 陸 の 創造 





や 十 区 人 既 


省 者 


東日本 大 岩 災 津波 の 事実 を 踏ま え 、「| 自 然 災害 か ら 命 を 守り 、 そ し て 、 自 然 災 害 を 乗り 越え 
て いく 」 と の 決意 の も と 、 単 な る 原状 復旧 に と ど ま る の で は な く 、 そ の 地域 に ふさ わし い 「 ハ ー 
ド 対 策 ]、「 ま ち づ く り 」 の みな ら ず 、「 ソ フト 施策 ] を も 適切 に 組み 合わ せ た 安全 で 安心 な 防 
炎 都 市 ・ 地 域 づ くり に よる 復興 を 推進 し ます 。 


欄 牲 者 の 故郷 へ の 思い 、 脈 々 と 地域 に 受け 継が れ て きた 歴史 や 文化 を 継承 し 、 復 興 の 歩み を 
進め る 「 ふ る さと ] が 、 一 人 ひと り に と っ て いき いき と 暮らす こと の で きる 「 ふ る さと 」 で あ 
り 続け る 地域 社会 づく り を 通じ た 復興 を 推進 し ます 。 
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「 暮 らし の 再建 ] と 「 な り わ い の 再 生 ] を 通じ て 、 再 び 人 間 ら し い 日 々 の 生活 を 取り 戻す こ 
と が で きる よう 、 被 災 者 一 人 ひと り に 寄り 添う 人 間 本 位 の 復興 を 推進 し ます 。 


地域 の 主体 的 な 考え を 踏ま え 、 コ ミュ ニテ ィ の 形成 と 機能 の 充実 を 図り な が ら 、 三 陸地 域 が 
持つ 多様 な 資源 や 潜在 的 な 可能 性 な どの 特性 を 生か し た 復興 を 推進 し ます 。 


これ まで 全国 、 世 界 か ら 寄 せら れ た 支援 を きっ か け と し て 生ま れ た 、 人 と 人 、 地 域 と 地域 と 
いっ た つなが り を 更に 広げ 、 多 様 な 主体 の 参画 に よる 開か れ た 復興 を 推進 し ます 。 


未 曽 有 の 大 規模 災害 の 事実 や 被災 され た 方 の これ まで の 経験 を 踏ま えた 教訓 を 確実 に 伝承 す 
る と と も に 、 復 興 の 次 を 国内 外 に 発信 し て いき ます 。 


復興 推進 の 基本 的 な 考え 方 と 取組 方 向 


復興 の 目指 す 姿 を 実現 する た め 、 次 の 大 本 的 な 考え 方 の も と 、「 よ り 良 い 復興 - 4 本 の 柱 一 」 
を 設け 、 有 識者 か ら の 意見 や 提言 を 踏ま えな が ら 、 取 組 を 推進 し ます 。 


個人 の 尊厳 を 基本 価値 と し 「 誰 一 人 と し て 取り 残さ な い ] と いう 理念 の も と 、 県 民 一 人 ひと 
り が お 互い に 支え 合い な が ら 幸 福 を 守り 育て る た め の 取 組 を 進め て いき ます 。 


開か れ た 復興 を 推進 する に 当たっ て は 、 参 画 ・ 交 流 ・ 連 携 の 視点 を 重視 し ます 。 
9 期間 に 整備 が 完了 し な か っ た 社会 資本 な ど に つい て 


、「 岩 手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 計画 ] に 掲げ た 「 津 波 対策 
> 





この 計画 に お いて も 、「 岩 手 県 東日本 大 震 炎 津波 復興 計画 」 “56 津 渡 対 策 の 基本 的 考 


RO _ 岩手 県 東日本 大 岩 災 津波 復興 
、 ー 計画 に お ける 岩手 県 の 考え 方 で 

を 復興 の 柱 と し て 掲げ 、 引き続き 、 地 域 の コミ ュ ニ ティ や 、 人 あり 、 多 重 防災 型 まち づく り と 
防災 文化 の 醸成 ・ 継 承 に より 再 


と 人 、 地 域 と 地域 の つなが り を 重視 し な が ら 、 ふ る さと 岩手 ・ び 人 命 が 失 われ る こと が な いよ 
三陸 の 復興 の 取組 を 推進 し ます 。 bt 


状況 や 地理 的 条件 、 歴 史 や 文 

a 本 _ 、 化 、 産 業 構造 な ど に 応じ て 、 そ 

東日本 大 震 災 津波 の 事実 を 踏ま えた 教訓 や 復興 の 姿 を 後世 や ee 
于 A 的 設 ]、「 ま ち づ く り 」、 

国内 外 の 人 々 に 伝え 、 国 内 の みな ら ず 世界 の 防災 力 向上 に 貢献 策 」 を 適切 に 組み 合わ せ 、 被 害 


し て いく た め 、「 未 来 の た め の 伝承 ・ 発 信 」 を 新た に 復興 の 柱 oo る たけ 最小 化す る と いう 


と し て 掲げ ます 。 保 | を 図る も の 。 


いわ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) 


【 復 興 の 推進 に 当たっ て 重視 する 視点 】 


(1) 参画 若者 ・ 女 性 な どの 参画 に よる 地域 づく り を 促進 し ます 一 


復興 まち づく りや 地域 コミ ュ ニ ティ の 再生 、 地 域 の 産業 の 再建 な どの 取組 を 推進 する に 当 
た っ て は 、 年齢 や 性 別に か か わら ず 、 幅 広い 参画 が 重要 で す 。 


特に 、 次 代 を 担う 若者 や 女性 の 参画 を 進め な が ら 、 住 民 一 人 ひと り が 復興 の 主役 と な り 、 
活躍 で きる 地域 づく り を 促進 し て いき ます 。 


(2 ) 交流 人 や モノ の 交流 の 活発 化 に よる 創造 的 な 地域 づく り を 促進 し ます 一 


地域 資源 を 生か し た 観光 振興 や 地域 経済 の 活性 化 な どの 取組 を 推進 する に 当たっ て は 、 交 
流 人 口 や 物流 の 拡大 が 重要 で す 。 


新た な 交通 ネッ トワ ー ク と 交流 拠点 を 活用 し 、 地 域内 外 、 国 内 外 で 、 人 や モノ が 行き交う 
多様 な 交流 の 活発 化 に より 、 創 造 的 な 地域 づく り を 促進 し て いき ます 。 


(3) 連携 一 多様 な 主体 が 連携 し 、 復 興 な どの 取組 を 推進 し ます 一 
官民 が 協 働 し 、 多 様 な 力 を 結集 し た 復興 の 取組 を 推進 する に 当たっ て は 、 国 、 市 町 村 は も 
と より 、 各 分 野 や 地域 な どの 関係 団体 、 企業 、 NPO、 高等 教育 機関 な ど あ ら ゆ る 主体 、 地域 、 
世界 と の 連携 が 重要 で す 。 


復興 の 取組 を 通し て 培っ た つなが りや 絆 を 財産 に 、 連 携 を 強化 し 、 持 続 的 な 仕組 み と し て 
展開 し な が ら 、 復 興 や 地域 の 課題 解決 に 取り 組み ます 。 


【「 よ り 良 い 復興 - 4 本 の 柱 一 」 と 取組 方 向 】 


(1 ) 安全 の 確保 


津波 に より 再び 人 命 が 失 われ る こと の な い 
よう 、 多 重 防災 型 ま ち づ く り を 行う と と も に 、 
災害 に 強い 交通 ネッ トワ ー ク を 構築 し 、 住 民 
の 安全 を 確保 し ます 。 





(1)-1 防災 の まち づく り 
津波 対策 の 基本 的 考え 方 」 を 踏ま え 
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可 斗 腸 ③ 確 項 注 洋 
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た 多重 防災 型 ま ち づ く り に より 、 津 波 な どの 自然 災害 に よる 被害 を 最小 限 に 抑え 、 ど の よ 
うな 場合 で も 人 命 と 暮らし を 守る 安全 で 安心 な 防災 都市 ・ 地 域 づ くり を 推進 し ます 。 

また 、 住 民 の 故 卿 へ の 思い や 地域 の 歴史 、 文 化 ・ 伝 統 を 踏ま えた 住民 主体 の 新しい まち 
づく り を 推進 し ます 。 





① 災害 に 強く 安全 で 安心 な 暮らし を 支え る 防災 都市 ・ 地 域 を つく り ま す 
地域 に 最も 適し た 多重 防災 型 の まち づく りや 災害 に 強い ライ フラ イン の 構築 、 エ ネル 
ギー 自給 シス テム の 導入 促進 な ど に より 、 炎 害 に 強く 安全 で 安心 な 暮らし を 支え る 防火 都 
市 ・ 地 域 づ くり を 推進 し ます 。 


② 故郷 へ の 思い を 生か し た 豊か で 快適 な 生活 環境 を つく り ま す 





地域 に お ける 防災 文化 を 醸成 し 継承 し な が ら 、 地 域 住 民 の 故 卿 へ の 思い や 地域 の 歴史 、 
文化 ・ 伝 統 を 踏ま えた 、 住 民主 体 の 生活 環境 づく り を 推進 し ます 。 


(1)-2 交通 ネッ トワ ー ク 
災害 時 な どの 確実 な 緊急 輸送 や 代替 機能 を 確保 し た 信頼 性 の 高い 道路 ネッ トワ ー ク の 構築 
と 、 人 員 ・ 物 資 の 輸送 を 支え る 港湾 の 機能 強化 に より 、 災 害 に 強い 交通 ネッ トワ ー ク の 構築 
を 推進 し ます 。 





① 災害 に 強い 交通 ネッ トワ ー ク を 構築 し ます 


ア 復興 道路 を は じ め と する 災害 に 強い 高 規格 幹線 道路 な どの 幹線 道路 ネッ トワ ー ク を 整 
備 し 、 こ れ を 補完 する 国道 、 県 道 な ど を 含め た 信頼 性 の 高い 道路 ネッ トワ ー ク を 構築 し 
ます 。 

イ 災害 時 に お ける 人 上 員 や 物資 の 安定 的 な 輸送 を 確 全 す る た め 、 港 湾 の 機能 強化 を 推進 し 
ます 。 


(2 ) 暮らし の 再建 





| oooo 店 | 
住宅 や 仕事 の 確保 な ど 、 被 炎 才 一 人 ひと り 人 


の 生活 の 再建 を 図り ます 。 

また 、 医 療 ・ 福 祉 ・ 介 護 体制 な ど 生 命 と 心 
身 の 健康 を 守る シス テム や 教育 環境 の 再 構 
築 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ 活 動 へ の 支援 な ど に よ 
り 、 地 域 の 再建 を 図り ます 。 


(2)-1 生活 ・ 雇 用 
被災 者 が 安定 し た 生活 に 戻る こと が で き 
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る よう 、 まち づく り と 一 体 と な っ て 安全 で 良質 な 住宅 や 宅地 を 供給 する と と も に 、 住宅 再建 ・ 
確保 に 際 し て 様々 な ニー ズ に 対応 する た め の 相 談 対 応 を 行い ます 。 

また 、 内 陸地 域 と 沿岸 地域 と の 連携 の も と に 地域 の 産業 振興 を 図り 、 若 者 ・ 女 性 ・ 高 齢 者 ・ 
障がい 者 を 含め 安定 的 な 雇用 の 場 を 確保 し ます 。 


可 叶 斗 腸 8 確 評 注 洋 





① 被災 者 の 生活 の 安定 と 住 環境 の 再建 に 向け て 支援 し ます 


ア 被災 者 が 安全 に 安心 し て 暮らせ る 住宅 や 宅地 を 供給 し ます 。 
イ 被災 者 の 生活 の 安定 や 住宅 再建 に 向け た 資金 面 な ど で の 支援 、 住 まい や 生活 全般 に 関 
わる 相談 対応 を 行い ます 。 





② 雇用 の 確保 を 図る と と も に 、 就 業 を 支援 し ます 


ア 産業 振興 に より 、 雇 用 の 確保 を 図り ます 。 
イ 職業 訓練 等 に より 、 就 業 を 支援 し ます 。 


(2) -2 保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 
被災 者 の 心身 の 健康 を 守る た め 、 医 療 提供 施設 や 社会 福祉 施設 な ど に つい て 機能 の 充実 を 
図る と と も に 、 き め 細 か な 保健 活動 や ここ ろ の ケア 、 保 護 を 必要 と する 子ども の 養育 支援 な 
ど を 実施 し ます 。 
また 、 新 た な まち づく り に お いて 質 の 高い 保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 サー ビス を 継続 的 に 提供 する 
体制 を 整備 し ます 。 





① 災害 に 強く 、 質 の 高い 保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 提供 体制 を 整備 し ます 


被災 者 の 心身 の 健康 を 守る た め 、 再 建 し た 病院 や 診療 所 な どの 医療 提供 施設 、 高 齢 者 ・ 
障がい 者 ( 児 ) 福祉 施設 、 保 育 所 な どの 機能 の 充実 を 図る と と も に 、 新 た な まち づく り に 
連動 し た 、 災 害 に 強く 、 質 の 高い 体制 を 整備 し ます 。 





@ 健康 の 維持 ・ 増 進 を 図る と と も に 、 要 保護 児童 を 支援 し ます 


ア きめ 細か な 保健 活動 や ここ ろ の ケア 活動 な ど を 推進 し ます 。 
イ 保護 を 必要 と する 子ども た ちの 養育 を 支援 し ます 。 


(2) -3 教育 ・ 文 化 ・ ス ポー ツ 
学校 、 家 庭 、 地 域 が 協 働 し て 子ども た ちの 心 の サポ ー ト を 行う と と も に 、 東 日 本 大 岩 災 津 
波 の 体験 を 踏ま えた 防災 教育 や 復興 に 対す る 自己 の あり 方 な ど を 総合 的 に 学ぶ 全 県 的 な 教育 
プロ グラ ム を 推進 する こと に より 、 子 ども た ち 一 人 ひと り の 学び の 場 の 充実 を 図り ます 。 
また 、 生 きる 活力 を 生み 出し 、 地 域 へ の 誇り や 愛着 を 深め る た め 、 文 化 芸 術 ・ ス ポー ツ 活 
動 の 振興 や 伝統 文化 な どの 保存 ・ 継 承 を 支援 し ます 。 
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① きめ 細か な 学校 教育 を 実践 する と と も に 、 教 育 環境 の 整備 ・ 充 実 を 図り ます ーー 一 一 


ア 被災 し た 児童 生徒 な ど へ の きめ 細か な 対応 や 心 の サポ ー ト を 推進 し ます 。 

イ 児童 生徒 が 安心 し て 就学 で きる 教育 環境 を 整備 し ます 。 

ウ 東日本 大 岩 災 津波 の 体験 を 踏ま え 、 炎 害 の 知識 や 身 の 守 り 方 、 自 己 の あり 方 、 復 興 に 
お ける 自分 自身 の 役割 、 地 域 と の 関わ り 方 、 郷 土 の 将来 像 の 創造 な ど 、 様 々 な 要素 を 組 
み 入 れ た 、「 い わ て の 復興 教育 】 プ ログ ラム の 取組 を 推進 し ます 。 





② 文化 芸術 環境 の 整備 や 伝統 文化 な どの 保存 と 継承 を 支援 し ます 


ア 文化 芸術 施設 な どの 機能 回 復 を 支援 し 、 被 災 し た 児童 生徒 に 文化 芸術 を 鑑賞 する 機会 
を 提供 し ます 。 
イ 被災 地域 の 伝統 的 な 文化 芸術 や 文化 財 の 保存 と 継承 、 活 用 を 支援 し ます 。 





③ 社会 教育 ・ 生 涯 学習 環境 を 整備 し ます 


児童 生徒 の 放課後 の 居場所 を 確保 し な が ら 、 被 災 地 域 に お ける 社会 教育 ・ 生 涯 学習 の 環 
境 を 整備 し ます 。 


@ スポ ー ツ ・ レ クリ エー ショ ン 環 境 を 整備 する と と も に 、 ス ポー ツ を 生か し た 交流 を 促進 
し ます 





ア 被災 地域 に お ける 児童 生徒 の スポ ー ツ ・ レ クリ エー ショ ン 活 動 の 環境 を 整備 し ます 。 
イ ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019"" 釜石 開催 に 係る 取組 や 、 復 興 五輪 と し て 開催 され 
る 東京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 に 向け た 機運 醸成 な どの 取組 を 
通じ て 、 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 を 促進 し ます 。 


(2) -4 地域 コミ ュ ニ ティ 

住民 相互 の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 維持 する と と も に 、 地 域 の 結束 力 が 更に 強まる よう 、 復 
興 の ステ ー ジ に 応じ た 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 の 環境 を 整備 し ます 。 

また 、 全 て の 人 が 孤立 せ ず 、 安 心して 地域 で 生活 で きる よう 、 高 齢 者 や 障がい 者 を 住民 相 
互 で 支え 合う 、 福 祉 の まち づく り の 観点 も 取り 入れ な が ら 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ 活 動 の 活性 化 
に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 

さら に 、 被 災 地 域 等 の 住民 、 地 縁組 織 、NPO、 企 業 な ど 多様 な 主体 が 連携 し 、 市 町 村 と 
協 働 し て 進め る 復興 の まち づく り を 支援 し ます 。 





① 地域 コミ ュ ニ ティ の 再生 ・ 活 性 化 を 支援 し ます 
ア 被災 地域 の 自立 的 復興 を 促進 する た め 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ の 再生 ・ 活 性 化 に 向け た 取 


組 を 支援 し ます 。 
イ 被災 者 が 孤立 する こと の な いよ う 、 見 守り な ど を 通じ て 、 住 民 が お 互い に 支え 合う 福 
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祉 コミ ュ ニ ティ を 確立 する た め の 体 制 づ くり を 支援 し ます 。 


(2)-5 市 町 村 行 政 機能 支援 
地域 住民 の 安全 ・ 安 心 の 確 保 の た め 、 市 町 村 の 行政 機能 の 向上 と 、 市 町 村 に よる 新しい ま 
ち づ く り を 支援 し ます 。 


① 行政 機能 の 向上 を 図り ます 
被災 市 町 村 が 十分 な 行政 サー ビス を 提供 で きる よう 、 人 的 支援 や 技術 的 助言 な ど を 実施 
し ます 。 





(3) な り わ い の 再 生 


生産 者 や 事業 者 が 意欲 と 希望 を 持っ て 生 
産 ・ 事 業 活動 を 行え る よう 、 生 産 体制 の 構築 、 
金融 面 や 制度 面 の 支援 な ど に より 、 農 林 水 産 
業 、 商 工業 な ど 地 域 産業 の 再生 を 図る と と も 
に 、 地 域 の 特色 を 生か し た 商品 や サー ビス の 
創出 、 高 付加 価値 化 や 生産 性 向上 な どの 取組 
を 促進 する ほか 、 新 た な 交通 ネッ トワ ー ク に 
よる 物流 効果 を 生か し て 地域 経済 の 活性 化 を 
図り ます 。 





(3)-1 水産 業 ・ 農 林業 

地域 に 根ざし た 水産 業 を 再生 する た め 、 両 輪 で ある 漁業 と 流通 ・ 加 工業 に つい て 、 新 た な 
交通 ネッ トワ ー ク を 生か し な が ら 、 漁 業 協同 組合 を 核 と し た 漁業 、 養 殖 業 の 構築 と 産地 魚 市 
場 を 核 と し た 流通 ・ 加 工 体制 の 構築 を 一 体 的 に 推進 し ます 。 ま た 、 地 域 の 防災 対策 や 地域 づ 
くり 、 水 産業 再生 の 方 向 性 を 踏ま えた 漁港 ・ 漁 場 な どの 整備 や 海岸 保全 施設 の 復旧 ・ 整 備 を 
推進 する と と も に 、 地 域 の 防災 対策 を 踏ま えて 防潮 林 を 再生 し ます 。 

沿岸 の 地域 特性 や 地域 づく り の 方 向 性 な ど を 踏ま えた 園芸 産地 の 形成 な ど 、 生 産 性 ・ 収 益 
性 の 高い 農林 業 を 実現 し ます 。 


① 漁業 協同 組合 を 核 と し た 漁業 、 養 殖 業 を 構築 し ます 





ア 浅 業 協同 組合 を 中 心 と し た 、 整 備 が 完了 し た 漁船 、 養 殖 施設 、 種 苗 生産 施設 な どの 活 
用 の 促進 や 、 サ ケ ・ ア ワ ビ ・ ワ カメ な どの つく り 育 て る 漁業 の 再生 に より 、 漁 業 の 生産 
性 向上 や 漁業 者 の 所 得 向 上 を 図り ます 。 

イ 協業 体 の 育成 な ど を 通じ て 、 担 い 手 の 確 保 ・ 育 成 を 支援 し ます 。 





② 産地 魚 市 場 を 核 と し た 流通 ・ 加 工 体制 を 構築 し ます 


産地 魚 市 場 を 核 と する 漁獲 か ら 流 通 ・ 加 工 ま で の 一 買 し た 高度 な 衛生 品質 管理 体制 の 構 
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可 斗 腸 ③ 確 項 注 洋 





第 4 章 復興 推進 の 基本 方 向 


築 や 企業 間 連 携 に より 、 地 域 水 産物 の 特色 を 生か し た 高 付加 価値 化 を 促進 し ます 。 





③ 漁港 な どの 整備 を 推進 し ます 


地域 の 防災 対策 や 地域 づく り 、 水 産業 再生 の 方 向 性 を 踏ま えた 漁港 ・ 漁 場 な どの 整備 や 
海岸 保全 施設 の 復旧 ・ 整 備 を 推進 し ます 。 





④ 地域 特性 を 生か し た 生産 性 ・ 収 益 性 の 高い 農林 業 を 実現 し ます 


沿岸 地域 の 夏季 冷涼 ・ 冬 季 温 暖 な 気 角 特性 な ど を 生か し た 園芸 産地 の 形成 や 、 原 木 し い 
た け の 産地 再生 な ど を 推進 し ます 。 


(3)-2 商工 業 
被災 地域 の 経済 を 支え る 中 小 企業 な どの 事業 再開 や 経営 力 向上 に 向け た 取組 を 支援 する と 
と も に 、 新 た な まち づく り と 連動 し た 商店 街 を 核 と し た に ぎわ い の 創 出 や 地域 の 特性 を 生か 
し た 産業 の 振興 を 図り ます 。 
また 、 沿 岸 地域 と 内 陸地 域 と の 連携 に に よる も の づく り 体 制 の 強化 や 、 地 域 特性 を 生か し た 
科学 技術 や 学術 研究 な ど に より 地域 経済 の 活性 化 を 図り ます 。 





① 中 小 企業 な どの 事業 再開 と 経営 力 向 上 に 向け た 取組 を 支援 し ます 


被災 地域 の 企業 や 商店 街 へ の 助成 制度 の 活用 な ど に より 、 事 業 の 本 格 的 な 再開 と 経営 
向上 に 向け た 取組 な ど を 支援 する と と も に 、 新 た な 交通 ネッ トワ ー ク を 生か し な が ら 、 地 
域 産 業 の 振興 を 図り ます 。 





@ 産業 の 再生 や も の づく り 産 業 な どの 振興 を 図り ます 


ア 被災 企業 の 事業 再開 や 地域 の けん 引 役 と な る 産業 の 再生 を 支援 し ます 。 
イ 沿岸 地域 と 内 陸地 域 と の 連携 に に る も の づく り 体 制 の 強化 や 、 更 な る 産業 集積 ・ 新 産 
業 の 創出 を 図る こと に より 地域 経済 を 活性 化し ます 。 


(3)-3 観光 
被災 し た 沿岸 地域 の 観光 産業 の 再生 と と も に 、 魅 力 あ ふれ る 観光 地 づ くり を 推進 し 、 新 た 
な 交通 ネッ トワ ー ク の 活用 な ど に より 誘客 を 促進 し な が ら 、 三 陸 の 新た な 魅力 な ど を 広く 国 
内 外 へ 情報 発信 する こと に より 、 観 光 立 県 を 確立 し ます 。 





① 観光 資源 の 再生 を 支援 する と と も に 、 新 た な 魅力 を 創造 し ます 
ア 三陸 沿岸 観光 の 再 構築 を 図る た め 、 被 災 し た 沿岸 地域 の 観光 産業 の 再生 ・ 経 営 力 向上 


に 向け た 取組 を 支援 する と と も に 、 観 光 地域 づく り 推進 法人 (DMO) の 整備 や その 活 
動 の 支援 に より 観光 地域 づく り を 推進 し ます 。 
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イ 防災 に 配慮 し た 自然 と の ふれ あい の 場 の 提供 な ど 、 安 全 ・ 安 心 な 観光 地 の 構 築 に よる 
交流 人 口 の 拡大 を 図り ます 。 





@ 復興 の 動き と 連動 し た 至 県 的 な 誘客 を 促進 し ます 
ア 岩手 県 の 歴史 ・ 文 化 な ど に 根ざし た 観光 資源 の 発掘 ・ 磨 き 上 げ や 、 復 興 道 路 の 整備 、 
宮古 ・ 室 開 フ ェ リ ー 航 路 の 開設 、 三 陸 鉄 道 の 久 慈 ・ 盛 間 の 一 貫 運 行 、 い わ て 花巻 空港 に 
お ける 台北 、 上 海 国際 定期 便 の 就航 な ど 、 新 た な 交通 ネッ トワ ー ク の 活用 に より 誘客 を 
促進 し ます 。 
イ 復興 支援 を きっ か け と し て 生ま れ た 、 つ な が り を 大 切 に する 「 お も て な し の 心 」 に よ 
り 国際 的 な 観光 立 県 を 確立 し ます 。 


(4) 未来 の た め の 伝承 ・ 発 信 


東日本 大 岩 災 津波 の 事実 を 踏ま えた 教訓 を 
伝承 し 、 そ の 教訓 を 防災 文化 の 中 で 培っ て い 
きま す 。 

また 、 復 興 の 姿 を 国内 外 に 発信 する こと に 
より 、 将 来 に わた り 復興 へ の 理解 を 深め て い 
きま す 。 


(4)-1 事実 ・ 教 訓 の 伝承 
未 雷 有 の 大 規模 災害 の 事実 や 被災 され た 
方 の これ まで の 経験 を 貴 ま えた 教訓 を 確実 に 伝承 し 、 そ の 教訓 を 防災 文化 の 中 で 培っ て いき 
ます 。 


①④ 教訓 を 伝承 する 仕組 み づ く り を 推進 し ます 








ア 日 本 を 代表 する 震 災 津波 学習 拠点 と し て 東日本 大 震 炎 津波 伝承 館 “” を 整備 し 、 東 日 
本 大 震 災 津波 の 事実 を 踏ま えた 教訓 を 世界 に 発信 し 、 未 来 に 伝承 し て いき ます 。 
イ 農 災 津波 関連 資料 の 活用 促進 な ど に より 、 教 訓 を 防災 文化 の 中 で 培っ て いき ます 。 





② 防災 ・ 復 興 を 支え る 人 づく り を 推進 し ます 
東日本 大 震 災 津波 の 教訓 を 踏ま えた 防災 教育 の 推進 や 防 
災 に 関す る 政 発 活動 を 通じ て 、 防 災 ・ 復 興 を 支え る 人 材 の 
育成 を 推進 し ます 。 用 语 解说 


(4)-2 復興 情報 発信 
将来 に わた っ て 復興 へ の 理解 を 深め 、 継 続 的 な 復興 へ の 参 07 東日本 大 細 幸人 導電 
画 を 促 た め 、2 3 三 に 発信 の 中 に 再建 され る 道 の 駅 「 高 田 
画 を 促進 する た め 、 復 興 の 姿 を 国内 外 に 積極 的 に 発信 し て い II 人 
きま す 。 東日本 大 震 災 津 波 の 事実 と 教訓 
を 世界 及び 次 世代 に 継承 し て い 
く た め の 施設 。 
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違 ょ 滞 


可 斗 腸 ③ 確 項 注 洋 





第 4 章 復興 推進 の 基本 方 向 


① 復興 の 次 を 重層 的 に 発信 し ます 





用 語 解説 
= 、 « — 一 一 
三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 “や 復興 フォ ー ラ ム 
の 開催 、 広 報 誌 の 発行 な ど に より 、 東 日 本 大 震 災 津波 へ 
AACR ei 8 *68 三陸 防災 復興 ブロ 
の 支援 に 対す る 感謝 の 気持 ちや 復興 の 歩み を 進め る 地域 の ジェ クト 2019 
姿 、 三 陸地 坪 来 な こ 重 層 的 に 発信 復興 に 力強く 取り 組ん で いる 
姿 、 三 陸地 域 の 多様 な 魅力 を 国内 外 に 重層 的 に 発信 し ます OC 
災 津 波 の 風化 を 防ぐ と と も に 、 
国内 外 か ら の 復興 へ の 支援 に 対 
する 感謝 を 示し 、 さ ら に は 、 被 
災 県 と し て 東日本 大 震 災 津波 の 
記憶 と 教訓 を 伝え 、 国 内 外 の 防 
災 力 向上 に も 貢献 する こと 、 ま 
た 、 三 陸地 域 の 多様 な 魅力 の 国 
内 外 へ の 発信 と 交流 の 活発 化 に 
より 、 新 し い 三 陸 の 創造 に つ な 
げ る た め の 総 合 的 な 防災 復興 行 
事 。 





復興 の 進め 方 





この 計画 に よる 復興 事業 を 進め る に 当たっ て は 、 必 要 な 事業 や 制度 の 継続 に つい て 、 そ の 財源 の 
確保 も 含め 、 国 に 対し て 要望 や 提言 を 行い な が ら 、 被災 者 一 人 ひと り の 復興 を 成し遂げ られ る よう 、 
必要 な 取組 は 最後 まで 実施 し ます 。 
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いわ て 県 民 計画 


(2019~2028) 








第 5 章 政策 推進 の 基本 方 向 


る 


この 章 で は 、 県 民 一 人 ひと り が お 互い に 支え 合い な が ら 、 幸福 を 追求 する こと が 
で きる 地域 社会 を 実現 する た め に 設定 し た 「10 の 政策 分 野 ] の 取組 方 向 に つい て 
説明 し ます 。 





県 民 一 人 ひと り が お 互い に 支え 合い な が ら 、 幸福 を 追求 し て いく こと が で きる 地域 社会 を 
実現 し て いく た め 、「 岩 手 の 幸 福 に 関す る 指標 | 研究 会 か ら 示 され た | 主観 的 幸福 感 に 関す る 
12 の 領域 | を も と に 、「 健 康 ・ 余 暇 ] 、「 家 族 ・ 子 育て 」、 教育 ] 、「 居 住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 」 、 「 安 
全 ]、「 仕 事 ・ 収 入 」]、「 歴 史 ・ 文 化 ]、「 自 然 環境 】 と 、 こ れ ら 分 野 を 下支え する 共通 的 土台 と し 
て の 「 社 会 基盤 ]、「 参 画 ] を 加え た 10 の 政策 分 野 を 設定 する と と も に 、 各 政策 分 野 に 、 幸 福 
に 関連 する 客観 的 指標 (いわ て 幸福 関連 指標 ) を 定め 、 一 人 ひと り の 幸福 を 守り 育て る 取組 を 
展開 し て いき ます 。 


今後 、 こ れ ら の 政策 分 野 に 掲げ た 取組 を 進め る に 当たっ て は 、 県 は も と より 、 県 民 、 企 業 、 
NPO、 市 町 村 な ど 、 地 域 社会 を 構成 する あら ゆる 主体 が 、 そ れ ぞ われ 主体 性 を 持っ て 行動 し て 
いく こと が 必要 で す 。 


こう し た 取組 を 進め る 上 で 、 若 者 や 女性 の 参画 な ど 多様 性 の 視点 や 、 社 会 的 に 弱い 立場 に あ 
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る 方 々 が 、 地 域 や 職場 、 家 庭 な ど で の つなが り が 薄れ る こと に よっ て 孤立 する こと の な いよ う 
に 社会 的 包摂 (ソー シャ ル ・ イ ンク ルー ジョ ン ) の 視点 を 重視 する こと が 大 切 で す 。 


また 、 一 人 ひと り の 幸福 を 守り 育て る 取組 を 進め る 上 で 、 人 口 減少 に 歯止め を か け 、 超 長期 
的 な 人 口 増 の 可能 性 を 視野 に 入れ 、2040 年 に 100 万 人 程度 の 人 口 を 確保 する と いう 人 口 展 
望 を 踏ま える 必要 が あり ます 。 


人 口 の 展望 を 踏ま える に 当たっ て は 、 自 然 減 に 関し て は 、 い きい き と 仕 事 を し 、 楽 し みな が 
ら 子 育て を する 環境 を 更に 伸ばし 、 社 会 減 に 関し て は 、 や り が いや 所 得 、 プ ライ ド を 持っ て 仙 
ける 仕事 の 提供 と 、 こ の 土台 と な る 総合 的 な 産業 政策 を 展開 し 、 東 京 一 極 集中 の 是正 を 目指 す 
こと が 大 切 に な り ま す 。 


さら に 、 い か な る 大 規模 自然 災害 が 発生 し て も 、 致 命 的 な 被害 を 負わ な い 強 さと 速やか に 回 
復 す る し な や か さ を 持 つ 強 各 な 県 士 づ くり の 観点 に 留意 する こと が 重要 で す 。 


な お 、「 長 期 ビ ジョ ン 」 に は 、 幸福 に 関連 する 主要 な 指標 を 定め 、「 ア フシ ョ ンプ ラン 」 に は 、 
幸福 に 関連 する 指標 、 そ の 達成 に 向け て 県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 や 各 主 体 に 期待 され る 
行動 な ど を 示し て いく こと と し ます 。 


C) 10 の 政策 分 野 の 取組 方 向 


(1) 健康 . 余 虫 





ー 健 康 寿命 が 長く 、 い きい き と 暮 ら す こと が で き 、 
また 、 自 分 らし く 自 由 な 時 間 を 
楽し お こと が で きる 岩手 一 


主要 な 指標 | 健康 寿命 、 余 暇 時 間 


生涯 を 通じ た 心身 の 健康 づく り を 進め 、 地 域 の 保健 医療 提供 体制 の 充実 や 福祉 コミ ュ ニ ティ づ 
くり な ど に より 、 子 ども か ら 高 齢 者 まで 、 障 が い の あ る 人 も な い 人 も 、 こ ころ と 体 の 健康 を 実感 
で き 、 ま た 、 文化 芸術 活動 や スポ ー ツ 活動 、 学び の 機会 を 充実 する こと に より 、 余 暇 の 充実 を 実 
感 で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取組 を 展開 し ます 。 
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可 呈 着眼 3 大 席 潮 叶 伽 の 滞 





第 5 章 政策 推進 の 基本 方 向 





① 生涯 に わた り 心 身 と も に 健やか に 生活 で きる 環境 を つく り ま す 


ア 県 民 が 健やか に 生活 で きる よう 、 生 活 習 慣 の 改善 や 社会 環境 の 整備 、 県 産 農林 水産 物 の 機 
能 性 成分 に 着目 し た 取組 な ど に より 、 生 涯 を 通じ た 健康 づく り を 進め ます 。 

イ 県 民 が ここ ろ の 健康 に 関心 を 持ち 、 精 神 疾患 の 初期 症状 や 前 兆 に 対処 する こと が で きる よ 
う 、 ス トレ ス や 精神 疾患 に 関す る 正しい 知識 の 普及 孔 発 を 行う と と も に 、 民 間 団体 ・ 医 療 機 
関 な どの 連携 に に よる ここ ろ の 健康 づく り を 進め ます 。 

ウ 一 人 で も 多く の 自殺 を 防ぐ た め 、 包 括 的 な 自殺 対策 プロ グラ ム の 実践 や 自殺 の 多い 年 代 等 
へ の 支援 強化 な ど に より 、 自 殺 予 防 の 取組 を 推進 し ます 。 





@ 必要 に 応じ た 医療 を 受け る こと が で きる 体制 を 充実 し ます 


ア 県 民 が 必要 な 医療 を 適切 に 受け られ る よう 、 医 療 従事 者 の 確保 ・ 定 着 対 策 や 資質 向上 の 支 
援 な ど 、 医 療 を 担う 人 づく り を 進め ます 。 

イ 患者 の 立場 に 立っ た 質 の 高い 医療 サー ビス を 提供 する た め 、 市 町 村 、 医師 会 な ど と 協力 し 、 
医療 機関 の 役割 分 担 と 連携 、 救 急 医 療 体 制 や 周 産 期 医 療 体制 等 の 整備 を 推進 し ます 。 


③ 介護 や 支援 が 必要 に な っ て も 、 住 み 慣れ た 地域 で 安心 し て 生活 で きる 環境 を つく り ま す 一 


ア 身近 な 地域 社会 で 、 年 齢 や 障がい の 有無 に 関わ ら ず 安心 し て 暮らせ る よう 、 様 々 な 福祉 課 
題 を 総合 的 に 支援 する 体制 や 住民 相互 の 生活 支援 の 仕組 み の 構 築 な ど に よる 、 お 互い に 認め 
合い 、 共 に 支え 合う 福祉 コミ ュ ニ ティ づく り を 進め ます 。 

イ みん な が 安心 し て 暮らす た め 、 生 活 困 路 者 の 支援 や 高齢 者 を は じ め と する 権利 擁護 な ど 、 
様々 な 主体 に よる 多様 な 支援 体制 に より 、 セ ー フ ティ ネッ ト を 整備 し ます 。 

ウ 高齢 者 が 可能 な 限り 住み 慣れ た 地域 で 自立 し た 日 常 生 活 を 営む こと が で きる よう 、 切 れ 目 
の な い 医 療 と 介護 の 提供 や 認知 症 対策 ・ 介 護 予 防 の 推進 な ど を 通じ た 地域 包括 ケア の まち づ 
くり を 促進 し ます 。 

エ 介護 を 要する 高齢 者 が 質 の 高い 介護 サー ビス を 受け る こと が で きる よう 、 介 護 サ ービス の 
充実 や 介護 人 材 の 確保 な ど を 進め ます 。 

オ 障がい 者 が 安心 し て 生活 で きる よう 、 障 が い に つ いて の 理解 促進 や 障がい の ある 人 に 対す 
る 不利 益 な 取扱 い の 解消 を 図る と と も に 、 障 が い 福 祉 サー ビス や 相談 支援 体制 の 充実 な どの 
環境 整備 を 進め ます 。 

カ 障がい 者 が 地域 で 活躍 で きる よう 、 障 が い の 状 況 に 応じ た 日 常 生 活 ・ 社 会 生活 の 支援 や コ 
ミュ ニケ ーション 支援 、 農 林 水 産 分 野 と 連携 し た 就労 支援 な ど に より 、 障 が い 者 の 社会 参加 
を 促進 し ます 。 

キ 増大 する 福祉 ニー ズ に 対応 する た め 、 大 学 、 養 成 施設 、 保 健 ・ 福 祉 ・ 医 療 の 関係 機関 が 連 
携 し た 取組 に より 、 福 祉 人 材 の 育成 ・ 確 保 を 推進 し ます 。 


④ 幅広 い 分 野 の 文化 芸術 に 親しみ 、 生 涯 を 通じ て スポ ー ツ を 楽し む 機 会 を 広げ ます 一 一 


ア 県 民 が 日 常 的 に 文化 芸術 に 触れ る こと が で きる よう 、 文化 イベ ント の 鑑賞 や 発表 の 場 の 提 


62 いわ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) 


供 な ど 、 文 化 芸術 に 親しむ 機 会 の 充実 を 図り ます 。 


イ 岩手 県 の 多彩 な 魅力 を 伝え る た め 、 岩 手 県 な ら で は の 文化 に つい て 、 県 民 が 共有 し 、 親 し 
む 機 会 を 提供 する と と も に 、 広 く 情 報 発信 を 行う な ど 、 国 内 外 か ら の 関心 の 向上 と 交流 の 拡 


大 に つなが る 取組 を 推進 し ます 。 


ウ 障がい 者 の 文化 芸術 活動 の 活性 化 を 図る た め 、 活 動 発表 の 場 や アー ル ・ ブ リュ ッ ト 作 品 の 


鑑賞 の 機会 の 提供 な ど 、 県 民 の 理解 増進 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 


エ 県 民 が 心身 と も に 健康 的 に 暮らせ る よう 、 身 近 な 地域 で スポ ー ツ 活動 が で きる 総合 型 地域 
スポ ー ツ クラ ブ “? の 活性 化 な ど を 通じ て 、 若 年 期 か ら 高 齢 期 ま で の ライ フス テー ジ に 応じ 


た スポ ー ツ を 楽し む 機会 の 充実 を 図り ます 。 


オ 障がい 者 スポ ー ツ の 一 層 の 推進 を 図る た め 、 障 が い の あ る 人 も な い 人 も 共に 楽し む ス ポー ツ 


会 や 教室 の 開催 な ど を 通じ て 、 障 が い 者 の スポ ー ツ へ の 参 
加 機会 の 充実 や 障がい 者 スポ ー ツ の 理解 促進 に 取り 組み ます 。 
カ 年 齢 や 身体 能力 、 障 が い の 有 無 等 に 関わ ら ず 、 県 民 一 人 ひ 
と り が スポ ー ツ に 取り 組む 新しい 地域 社会 を 創造 する た め 、 
岩手 発 の 「 超 人 スポ ー ツ 」 の 創出 等 に より 、 ス ポー ツ へ の 参 
加 機会 を 広げ ます 。 


⑤ 生涯 を 通じ て 学び 続け られ る 場 を つく り ま す 一 一 一 一 一 


ア 県 民 の 学び た いこ と や 学ぶ 必要 が ある こと に つい て 、 自 分 
に 適し た 手段 や 方 法 で 楽し く 学 べ る よう 、 学 習 関連 情報 の 提 
供 や 学習 に 関す る 相談 、 学 ぴの 場 づ くり な ど に よる 多様 な 学 
習 機会 の 充実 を 図り ます 。 

イ 県 民 一 人 ひと り の 学び が 地域 づく り に つなが る よう 、 教 育 
振興 運動 や 地域 学校 協 働 活動 “ に より 、 地 域 課 題 に 対応 し 
た 学び を 進め ます 。 

ウ 県 民 の 学習 活動 を 支援 する 人 材 を 育成 する た め 、 各 種 指導 
者 研修 会 な ど に より 、 社 会 教育 の 中 核 を 担う 人 材 を 養成 し ま 
す 。 

エ 県 民 が 安心 し て 学べ る 環境 を 整え る た め 、 計 画 的 な 老朽 化 
対策 な ど に より 、 社 会 教育 施設 ・ 設 備 を 充実 し ます 。 


みん な で 取り 組み た いこ と 


亜 
強 
医 
に 3 


*69 総合 型 地 域 ス ポー ツ 
クラ ブ 


人 々 が 、 身 近 な 地域 で スポ ー 
ツ に 親しむ こと の で きる 新しい タ 
イプ の スポ ー ツ クラ ブ で 、 子 ど 
も か ら 高 齢 者 まで 、 様 々 な スポ ー 
ツ を 愛好 する 人 々 が 、 初 心 者 か 
ら ト ッ プ レベ ル ま で 、 そ れ ぞ れ の 
志向 ・ レ ベル に 合わ せ て 参加 で 
きる と いう 特徴 を 持ち 、 地 域 住 
民 に より 自主 的 ・ 主 体 的 に 運営 
され る スポ ー ツ クラ ブ 。 


*70 地域 学校 協 働 活動 

登 下校 指導 、 校 庭 整 備 、 各 
教科 の 学習 支援 、 地 域 の 資源 回 
収 、 地 域 伝統 行事 へ の 参加 等 、 
地域 と 学校 が 相互 に パー トナ ー 
と し て 連携 ・ 協 働 し て 行う 様々 
な 活動 。 教 育 振興 運動 の 内 容 も 
これ に 当たり 、 地 域 の 高齢 者 、 
成人 、 学 生 、 保護 者 、PTA、 
NPO、 民 問 企業 、 団 体 ・ 機 関 
等 の 幅広 い 地 域 住 民 等 の 参画 を 
得 て 、「 学 校 を 核 と し た 地域 づく 
り ] と と も に 「 地 域 と と も に ある 
学校 づく り 」 を 目指 す も の 。 





[県 民 ] 


〇 自主 的 な 心身 の 健康 づく りや 積極 的 な 健 診 (検診 ) の 受診 、 か か りつ け 医 を 持つ こと や 住民 


相互 の 身近 な 支え 合い な ど が 期待 され ます 。 


〇 多様 な 文化 芸術 ・ ス ポー ツ 活 動 、 生 涯 学習 活動 へ の 参加 な ど が 期待 され ます 。 
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(多様 な 参画 ・ 活 躍 の 促進 ) 
若者 の 自由 な 発想 を 生か し た 文化 芸術 活動 へ の 参画 な ど 
高齢 者 の 知識 や 経験 を 生か し た 社会 貢献 活動 や 学び を 提供 する 側 と し て の 生涯 学習 活動 へ 
の 参画 な ど 
障がい 者 の 自由 な 発想 を 生か し た 芸術 活動 へ の 参画 な ど 


[企業 ] 
〇 健康 経営 " の 実践 、 健 康 づ くり や 地域 医療 を 支え る 県 民 運 動 
へ の 参画 、 高 齢 者 や 障がい 者 の 雇用 の 促進 な ど が 期待 され ます 。 
〇 ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 が で きる 環境 づく り と 
実践 、 仕 事 と 子育て が 両立 で きる 職場 環境 の 整備 な ど が 期待 さ 。 7/1 健 放 経営 
れ ま す 。 企業 の 生産 性 や 収益 性 の 向上 に 
_ 、 つなが る と いう 考え 方 に 立っ て 、 
〇 多様 な 文化 芸術 ・ ス ポー ツ 活 動 へ の 支援 、 参 加 に 向け た 環境 経営 的 な 視点 か ら 、 従 業 員 の 健 
康 管 理 を 戦略 的 に 実践 する こと 


の 整備 な ど が 期待 され ます 。 (「 健 康 経営 」 は 、NPO 法人 健 
康 経 営 研 究 会 の 登録 指標 )。 


用 語 解 説 
站 一 一 





[NPO] 

〇 住民 相互 の 身近 な 支え 合い の 実践 、 健康 づく りや 地域 医療 を 支え る 県 民 運 動 の 取組 、 高齢 者 ・ 
障がい 者 な どの 生活 ・ 就 労 支援 の 仕組 み づ く り へ の 参画 な ど が 期待 され ます 。 

〇 多様 な 文化 芸術 ・ ス ポー ツ 活 動 へ の 支援 、 県 民 の 参加 促進 に 向け た 取組 な ど が 期待 され ます 。 


[関係 団体 ・ 医 療 機 関 ・ 事 業者 ] 

〇 健康 づく りや 地域 医療 を 支え る 県 民 運 動 、 ボ ラン ティ ア 活 動 の 推進 、 生活 相談 や 安否 ・ 見 守 
り 活動 、 生 活 支援 の 仕組 み づ く り へ の 参画 に よる 地域 福祉 活動 の 支援 な ど が 期待 され ます 。 

〇 良質 な 医療 サー ビス の 提供 や 医療 機関 相互 の 連携 の 推進 、 専 門 医療 、 高 度 医療 の 提供 、 医 師 
を は じ め と し た 医療 人 材 の 育成 な ど が 期待 され ます 。 

〇 質 の 高い 福祉 サー ビス の 提供 や 専門 的 知識 と 技術 を 生か し た 地域 福祉 活動 の 支援 、 福 祉 人 材 
の 確保 ・ 育 成 な ど が 期待 され ます 。 

〇 多様 な 文化 芸術 ・ ス ポー ツ 活 動 の 推進 、 県 民 の 参加 促進 に 向け た 取組 な ど が 期待 され ます 。 


[市 町 村 ] 

〇 住民 に 対す る 生活 習慣 病 予 防 の た め の 普 及 刻 発 、 医 療 情報 の 提供 や 適切 な 受診 方 法 の 周知 、 
医療 人 材 や 医療 提供 体制 の 確保 、 地 域 包括 ケア シス テム の 構築 及び 深化 ・ 推 進 な ど が 期待 され 
ます 。 

〇 多様 な 文化 芸術 活動 や 地域 特性 に 応じ た スポ ー ツ の 推進 、 様 々 な 生涯 学習 情報 の 提供 な ど が 
期待 され ます 。 


いわ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028) 


(2) 家族 ・ 子 育て 


~ 家 族 の 形 に 応じ た つなが りや 
支え 合い が 育ま れ 、 
また 、 安 心して 子育て を する 
こと が で きる 岩手 一 








従来 の 形 に 捉 わ れ な い 様 々 な 家族 の 形態 に お いて 、 そ れ ぞ れ が 大 切な 人 と の つなが りや 支え 合 
い を 確保 で きる 環境 づく り を 進め る こと に より 、 共 に つなが り 、 支 え 合う 良好 な 家族 関係 を 実感 
で き 、 ま た 、 結 婚 や 出産 、 子 育て な どの 環境 づく り を 進め る こと に より 、 家 庭 や 地域 で 、 子 ども 
の いき いき と し た 成長 を 実感 で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取組 を 展開 し ます 。 


① 安心 し て 子ども を 生み 育て られ る 環境 を つく り ま す 





ア 若者 や 子育て 中 の 親 が 、 安心 し て 家庭 を 持ち 、 子 ども を 生み 育て て いく こと が で きる よう 、 
結婚 や 子育て を 支援 する 機運 の 醸成 な ど に より 、 結 婚 ・ 家 庭 ・ 子 育て に 希望 を 持て る 環境 づ 
くり を 進め ます 。 

イ 安心 し て 妊娠 、 出 産 、 子 育て が で きる よう 、 周 産 期 医療 提供 体制 の 整備 や 妊娠 期 か ら 子 育 
て 期 に わた る 切れ 目 の な い 相 談 支 援 体制 の 構築 な ど に より 、 安 全 ・ 安 心 な 出産 環境 を 整備 し 
ます 。 

ウ 子育て を 社会 全体 で 支え て いく た め 、 保 育 サ ービス や 子ども に 対す る 医療 の 充実 な ど に よ 
り 、 子 育て 家庭 を 支援 し ます 。 

エ 生ま れ 育 っ た 環境 に 左右 され る こと な く 子 ども が 成長 し て いけ る よう 、 子 ども の 貧困 対策 
や 児童 虐待 の 防止 対策 な ど に より 、 子 ども が 健やか に 成長 で きる 環境 を 整備 し ます 。 

オ 児童 生徒 が 安心 し て 学ぶ こと が で きる よう 、 就 学 支援 金 や 奨学 給付 金 な ど に より 、 生 まれ 
育っ た 環境 に 左右 され な い 教 育 機 会 の 確保 を 図り ます 。 

カ 障がい 児 と その 家族 の 多様 な ニー ズ に 対応 し た 療育 が 受け られ る よう 、 地 域 に お ける 関係 
機関 が 連携 し た ネッ トワ ー ク の 強化 や 支援 者 の 育成 な ど に より 、 障 が い 児 の 療育 支援 体制 の 
充実 を 図り ます 。 

キ 家庭 で の し つけ や 家庭 学習 を 支援 する た め 、 子 育て 電話 相談 な どの 支援 体制 の 充実 や 、 子 
育て 支援 人 材 の 育成 に より 、 家 庭 教 育 を 支え る 環境 づく り を 推進 し ます 。 


② 地域 や コミ ュ ニ ティ に お いて 、 学 校 と 家庭 、 住民 が 協 働 し て 子ども の 育ち と 学び を 支 
えま す 





ア 地域 ぐる み で 子ども た ち を 育て て いく た め 、 教 育 振興 運動 に より 、 子 ども ・ 家 庭 ・ 学 校 ・ 
地域 ・ 行 政 の 5 者 が 連携 し 、 地 域 社 会 で 児童 生徒 を 育む 環 境 づ くり を 推進 し ます 。 
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イ 特別 な 支援 を 必要 と する 子ども が 地域 で 安心 し て 学校 生活 を 過ごす こと が で きる よう 、 教 
育 講演 会 や サポ ー タ ー 養 成 な どの 理解 世 発 に 係る 取組 に より 、 特 別 支援 教育 に 対す る 県 民 理 
解 を 進め ます 。 





③ 健全 で 、 自 立 し た 青少年 を 育成 し ます 


ア 青少年 が 夢 や 希望 に 向かっ て 自分 の 個性 や 主体 性 を 発揮 で きる よう 、 社 会 参画 の 機会 の 撤 
大 や 困難 を 抱え る 青少年 へ の 支援 な ど に より 、 社 会 と の 関わ り の 中 で 、 自 主 的 に 自立 し た 活 
動 が で きる 環境 づく り を 進め ます 。 

イ 青少年 が 地域 の 良さ を 実感 し 、 誇 り を 持て る よう 、 青 少年 団体 活動 の 支援 な ど に より 、 心 
豊か な 青少年 を 地域 全体 で 育み 、 青 少年 が 自分 た ちの 地域 に 愛着 を 持て る 地域 づく り を 進め 
ます 。 

ウ 青少年 が 健やか に 成長 で きる よう 、 健 全 な 成長 を 妨げ る よう な 環境 の 改善 と 非行 防止 の 取 
組 に より 、 青 少年 を 事件 ・ 事 故 か ら 守 る 環境 づく り を 進め ます 。 





④ 仕事 と 生活 を 両立 で きる 環境 を つく り ま す 


ア 仕事 と 生活 を 両立 で きる 環境 を つく る た め 、 長 時 間 労 働 の 定 正 、 年 次 有給 休暇 の 取得 率 向 
上 な どの 働き 方 改革 の 取組 を 推進 し ます 。 

イ 育児 や ダブ ルケ ア を は じ め と する 、 男 女 を 問わ ず 一 人 ひと り の 事情 に 対応 で きる 働き や す 
い 職場 を つく る た め 、 育 児 休業 ・ 介 護 休業 制度 な どの 普及 を 促進 し ます 。 

ウ いき いき と 働き 続け る こと が で きる よう 、 在 業 等 に お ける 健康 経営 の 実践 な ど を 促進 し 、 
健康 に 働く こと が で きる 環境 づく り を 進め ます 。 





@ 動物 の いのち を 大 切 に する 社会 を つく り ま す 


ア 家族 の 一 員 と も 言え る 、 心 に 潤い を 与え る 動物 と の 良好 な 関係 を 築く た め 、 動 物 愛 護 の 意 
識 を 高め る 普及 啓発 の 取組 を 推進 し ます 。 

イ いのち の 大 切 さ を 思い 、 共 に つなが り 、 支 え 合 う 心 を 育む た め 、 収 容 動物 の 返還 や 譲渡 の 
推進 な ど に より 、 動 物 の いのち を 尊重 する 取組 を 推進 し ます 。 


みん な で 取り 組み た いこ と 


[県 民 ] 

〇 地域 に お ける 子育て 支援 活動 や 子ども の 学習 ・ 体 験 活動 へ の 参加 な ど が 期待 され ます 。 

〇 働き 方 改革 の 実践 や 親子 の ふれ あい の 充実 、 地 域 ぐ る み で の 青少年 健全 育成 活動 や 動物 愛護 
活動 へ の 参加 な ど が 期待 され ます 。 


(多様 な 参画 ・ 活 躍 の 促進 ) 
若者 の 青少年 健全 育成 活動 へ の 参画 な ど 
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女性 の 立場 か ら の 、 職 場 に お ける 労働 環境 や 子育て に や さ し い 環境 の 整備 に 向け た 提言 な ど 
高齢 者 の 知識 や 経験 を 生か し た 子ども を 守る 地域 活動 へ の 参画 な ど 
障がい 者 の 自ら の 経験 を 生か し た 共生 へ の 提言 な ど 


[企业 ] 

〇 仕事 と 生活 ・ 子 育て が 両立 で きる 職場 環境 の 整備 、 地 域 に お ける 子育て 支援 活動 へ の 支援 な 
ど が 期待 され ます 。 

〇 社員 の 出会い や 結婚 を 支援 する 機運 の 醸成 、 環 境 づ くり が 期待 され ます 。 

〇 地域 に お ける 青少年 健全 育成 活動 や 動物 愛護 活動 等 へ の 支援 な ど が 期待 され ます 。 


可 呈 着眼 3 大 席 潮 叶 但 の 滞 


[NPO] 

〇 地域 に お ける 結婚 や 子育て 支援 活動 、 子 ども の 学習 ・ 体 験 活動 へ の 参画 、 仕 事 と 生活 ・ 子 育 
て の 両立 に 向け た アイ ディ ア の 提供 な ど が 期待 され ます 。 

〇 青少年 健全 育成 活動 の サポ ー ト 、 ジ 災害 時 も 含め た 動物 愛護 活動 な ど が 期待 され ます 。 


[関係 団体 ・ 事 業者 ・ 学 校 ] 

〇 家庭 ・ 地 域 と 連携 ・ 協 働 し た 学校 運営 の 展開 、 企 業 に 対す る 仕事 と 生活 ・ 子 育て が 両立 で き 
る 職場 環境 の 整備 に 向け た 助言 、 地 域 に お ける 子育て 支援 活動 や 子ども の 学習 ・ 体 験 活動 へ の 
参画 な ど が 期待 され ます 。 

〇 青少年 健全 育成 活動 の サポ ー ト 、 ジ 災害 時 も 含め た 動物 愛護 活動 な ど が 期待 され ます 。 


[市 町 村 ] 

〇 出会い ・ 結 婚 施策 の 実施 や 母子 保健 の 充実 、 子 育て 支援 、 保 育 サー ビス の 充実 な ど が 期待 さ 
れ ま す 。 

〇 学校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 連携 し て 子ども を 守り 育て る 仕組 み づ く り 、 青 少年 健全 育成 や 働き 方 改 
革 の 取組 の 促進 、 動 物 愛護 の 普及 啓発 活動 な ど が 期待 され ます 。 


(3) 教育 


学び や 人 づく り に よっ て 、 将 来 に 向かっ て 
可能 性 を 伸ばし 、 
自分 の 夢 を 実現 で きる 岩手 





意欲 を 持っ て 自ら 進ん で 学ば ぼう と する 児童 生徒 の 割合 、 
主要 な 指標 自己 育 定 感 を 持つ 児童 生徒 の 割合 、 


体力 ・ 運 動 能 力 が 標準 以上 の 児童 生徒 の 割合 、 高 卒 者 の 県 内 就職 率 





学校 教育 の 充実 や 国際 交流 、 文 化 ・ ス ポー ツ 、 産 業 な どの 様々 な 分 野 で の 人 づく り を 進め る こと 
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に より 、 将 来 を 担う 子ども た ちの 心 豊 か な 学び や 生き る 力 の 高まり を 実感 で き 、 国 内 外 や 地域 社会 
の 様々 な 分 野 で 活躍 する 人 材 が 育つ て いる と 実感 で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取組 を 展開 し ます 。 





① 【 知 育 】 児童 生徒 の 確か な 学力 を 育み ます 
ア 時 代 に 求め られ る 児童 生徒 の 資質 ・ 能 力 を 育成 する た め 、 主体 的 ・ 対 話 的 で 深い 学び の 充実 や 、 
幼児 教育 か ら 高 校 ま で の 連携 し た 円 滑 な 接続 に 向け た 取組 を 着実 に 推進 し ます 。 
イ 児童 生徒 の 学力 の 実態 を 把握 し 、 学 習 上 の つま ず き に 対応 し た 学び を 充実 する た め 、 学 習 状 
況 調査 や 情報 通信 技術 ((CT) な ど を 効果 的 に 活用 し た 切れ 目 の な い 組 織 的 な 授業 改善 を 推進 
し ます 。 
ウ 生徒 一 人 ひと り が 将来 の 目標 に 向け て 力 を 尽く すこ と が で きる よう 、 社 会 の ニー ズ に 対応 し 
た 学習 内 容 の 充実 な ど に より 、 目 指す 進路 の 実現 を 図り ます 。 





② 【 徳 育 】 児童 生徒 の 豊か な 人 間 性 と 社会 性 を 育み ます 


ア 人 格 形 成 の 基盤 と な る 道徳 性 を 身 に 付け る た め 、「 考 え 、 議 諭す る 道徳 科 ] の 充実 や 、 家 庭 ・ 
地域 と の 連携 に よる 道徳 教育 の 推進 な ど に より 、 自 他 の 生命 を 大 切 に し 、 他 者 の 人 権 を 尊重 
する 心 を 育成 し ます 。 

イ 自己 育 定 感 や 豊か な 情操 を 育成 する た め 、 多 様 な 体験 活動 や 読書 ボラ ンティア に よる 読み 
聞か せな どの 充実 に より 、 達 成 感 や 成功 体験 に つなが る 取組 や 読書 活動 を 推進 し ます 。 

ウ 発達 段階 に お ける 豊か な 感性 や 創造 性 を 育む た め 、 文 化 芸術 の 鑑賞 や 文化 部 活動 の 振興 に 
より 、 学 校 に お ける 文化 芸術 教育 を 推進 し ます 。 

エ 子ども た ち が 将 来 、 社 会 の 一 貞 と し て 生活 で きる 力 を 身 に 付け る よう 、 選 挙 権 年 齢 や 成年 
年 齢 の 18 歳 へ の 引下げ に も 対応 し 、 主 権 者 教育 ・ 消 費 者 教育 ・ 地 域 課題 の 学習 の 推進 な ど 
に より 、 社 会 に 参画 する 力 を 育成 し ます 。 





③ 【 体 育 】 児童 生徒 の 健やか な 体 を 育み ます 


ア 健康 の 保持 増進 と 体力 の 向上 を 図る た め 、 希 望 卿 いわ て 国体 な どの レガ シー を 継承 し 、 ス 
ポー ツ へ の 興味 、 関 心 を 高め 、 運 動 習 慣 の 定 落 を 図る な ど 、 豊 か な スポ ー ツ ライ フ の 基盤 づ 
くり を 推進 し ます 。 

イ パラ ンス の と れ た 生活 を 送り な が ら ス ポー ツ や 文化 芸術 に 親しむ 基礎 を 培う こと が で きる 
よう 、 休 養 日 等 の 設定 や 地域 と の 連携 な ど に より 、 生 徒 の ニー ズ を 踏ま えた 適切 な 部 活動 体 
制 づ くり を 進め ます 。 

ウ 健康 で 活力 ある 生活 を 送る た め の 基 礎 が 培 わ れる よう 、 学 
校 ・ 家 庭 ・ 関 係 機関 の 連携 に よる 基本 的 な 生活 習慣 の 形成 や 
肥満 予防 の 取組 な ど に より 、 健 康 教育 を 進め ます 。 





④ 共に 学び 、 共 に 育つ 特別 支援 教育 を 進め ます ーー 一 


*72 引継 ぎ シ ー ト 
支援 を 必要 と する 児童 生徒 に 
ア 特別 な 支援 を 少 中 童 生 徒 に 玉 な い 対し て 継続 し た 一 買 性 の ある 指 
7 Wa 人 EP 
援 が 行わ れる よう 、 引 継ぎ シー ト 2 など に より 、 就 学 前 か 種 問 等 の 引 多 ざ を 行う シー ト 。 
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ら 卒 業 後 ま で の 一 買 し た 支援 を 充実 し ます 。 

イ 全て の 児童 生徒 が 地域 の 学校 で 共に 学べ る よう 、 通 級 に よる 指導 ^ や 特別 支援 学級 で の 
指導 の 充実 な ど に より 、 特 別 支援 教育 の 多様 な ニー ズ に 対応 し ます 。 

ウ 児童 生徒 一 人 ひと り の 状況 に 応じ た 指導 、 支 援 を 充実 する た め 、 専 門人 材 の 活用 や 全校 種 
で の 研修 な ど に より 、 教 職員 の 専門 性 を 向上 し ます 。 


可 叶 状 也 3 大 席 潮 叶 伽 の 滞 


⑤ いじ め 問 題 な ど に 適切 に 対応 し 、 一 人 ひと り が お 互い を 尊重 する 学校 を つく り ま す 一 


ア いじ め 防 止 対 策 の 徹底 に 加え 、 い じ め 事 案 に 迅速 に 対応 で きる よう 、 喝 童 生徒 の 主体 的 な 
防止 活動 を 促進 する と と も に 、 い じ め の 積極 的 な 認知 や 組織 的 な 指導 体制 の 充実 を 進め ます 。 

イ 不 登校 の 未然 防止 や 学校 復帰 に 向け た 適切 な 支援 、 援 助 を 行う こと が で きる よう 、 児 童 生 
徒 に 寄り 添っ た 教育 相談 体制 の 充実 に より 、 不 登校 対策 を 進め ます 。 

ウ イン ター ネッ ト の 正しい 使い 方 な ど を 身 に 付け る た め 、 情 報 モ ラル 教育 の 推進 や 関係 機関 
な ど と の 連携 に より 、 児 童 生徒 の 健全 育成 に 向け た 対策 を 推進 し ます 。 


⑥ 児童 生徒 が 安全 に 学ぶ こと が で きる 教育 環境 の 整備 や 教職 員 の 資質 の 向上 を 進め ます 


ア 児童 生徒 が 安心 し て 学べ る 環境 を 整備 する た め 、 学 校 安全 計画 の 推進 や 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 
域 ・ 関 係 機関 の 連携 に より 、 学 校 安 全 環境 の 確保 を 図り ます 。 

イ 児童 生徒 が 安全 な 環境 で 学ぶ こと が で きる よう 、 計 画 的 な 老朽 化 対策 や 、 新 た な 教育 ニー 
ズ へ の 対応 な ど に より 、 学 校 施設 ・ 設 備 を 充実 し ます 。 

ウ 学校 運営 の 活性 化 を 図る た め 、 コ ミュ ニテ ィ ・ ス クー ル ““ 等 の 仕組 み を 活用 し た 学校 マ 
ネジ メン ト の 充実 ・ 強 化 な ど に より 、 組 織 的 な 教育 活動 を 推 


進 し ます 。 

エ 学校 の 魅力 を 高め る よう 、 よ り 良 い 教 育 環境 を 整備 する と 用 語 解説 
と も に 、 地 域 社会 や 地域 の 産業 界 な ど と の 交流 ・ 連 携 を 進め Cd 
ます 。 

オ 不 登校 児童 生徒 や 外国 人 居住 者 の 増加 等 、 社 会 環境 の 変化 に +73 通 級 に よる 指導 
対応 する た め 、 適 応 指導 教室 ? や 外国 人 子弟 の 学び の 場 な ど 、 _ 小 中 学 校 ・ 義 務 教育 学校 及び 

高等 学校 の 通常 の 学級 に 在籍 し 
多様 な ニー ズ に 対応 し た 教育 機会 を 提供 し ます 。 て いる 支援 の 必要 な 児童 生徒 に 


だ < a 対し て 、 個 別に 教育 的 ニー ズ に 
カ 質 の 高い 教育 が 行え る よう 、 多 様 な 評価 に 基づく 採用 選考 応じ た 指導 を 造 に 数 時 間 程 度 行 
試験 や 教員 等 育成 指標 の 活用 な ど に より 、 教 育 へ の 情熱 と 高久 者 の 一 つの 形 旨 。 
\ 志 を き な 教 職員 1 進 6 *74 コミ ュ ニ ティ ・ ス クー ル 
い 志 を 持つ 有 為 な 教職 員 の 確保 と 資質 の 向上 を 進め ます AT 
校 の こと で 、 学 校 と 保護 者 や 地 
一 一 以 域 の 人 々 が と も に 知恵 を 出し 合 
⑦ 多様 な ニー ズ に 応じ た 特色 ある 私 学 教育 を 充実 し ます 一 い 、 学 校 軍 営 に 意見 を 反映 させ 
る こと に より 、 連 携 ・ 協 働 し な 
が ら 子 供 た ちの 豊か な 成長 を 支 
ア 多様 な 教育 ニー ズ に 対応 する た め 、 私 立 学校 運営 費 補 助 な 。 える 仕組 。 


ど に より 、 各 私 立 学校 が 定め る 中 期 計画 や 建 学 の 精神 に 基 づ "75 適応 指導 才 室 。 

9 員 会 が 、 不 登 

く 特色 ある 教育 活動 を 支援 し ます 。 等 の 上 生徒 に 対し 、 学校 
イ 若年 者 の 離職 防止 や 地元 定着 を 促進 する た め 、 私 立 学校 連 た 寺 1 る 音 の 日 9 の た め に 


営 費 補助 な ど に より 、 私 立 学校 に お ける 職業 教育 や 人 材 育成 
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を 充実 し ます 。 
ウ 私 立 学校 に 通う 幼児 ・ 児 童 ・ 生 徒 ・ 学 生 の 安全 確保 と 教育 ニー ズ に 対応 する た め 、 校 舎 き 
の 耐震 化 の 支援 や 私 立 学校 運営 費 補助 な ど に よる 教育 環境 の 整備 を 推進 し ます 。 


。 | 日 
フ 





⑧ 地域 に 貢献 する 人 材 を 育て ます 


ア 郷土 を 愛し 、 そ の 復興 ・ 発 展 を 支え る 人 材 を 育成 する た め 、 児 童 生徒 に 東日本 大 震 ※ 災 津波 
の 経験 や 教訓 を 継承 する と と も に 、 家庭 ・ 地 域 ・ 関 係 機関 と 協 働 し な が ら 、「 い わ て の 復興 教育 ] 
を 推進 し ます 。 

イ 地域 で 活躍 する 人 材 や 全国 ・ 世 界 で 活躍 し な が ら 岩 手 を 支え る 人 材 を 育成 する た め 、 地 域 
の 歴史 や 文化 の 探求 、 地 域 活動 へ の 積極 的 な 参加 に より 、 ふ る さと を 愛し 、 社 会 に 真 献 する 
意識 を 醸成 する 教育 を 推進 し ます 。 

ウ 児童 生徒 が 、 自 ら の あり 方 ・ 生 き 方 を 考え 、 社 会 人 ・ 職 業 人 と し て 自立 する た め 、 イ ンタ ー 
ンシップ “な どの 体験 的 学習 や 外部 人 材 等 を 活用 し た 取組 に より 、 総 合 生活 力 ” や 人 生 設 
計 力 “ が 身 に 付く キャ リア 教育 を 推進 し ます 。 

エ も の づく り 産 業 の 将来 を 担う 人 材 を 確保 する た め 、 教 育 機関 や 地元 企業 な どの 関係 機関 と 


連携 し た 人 材 の 育成 ・ 定 着 や 、 も の づく り 産 業 の 裾野 拡大 な 
ど に よる 産業 人 材 の 定着 を 促進 し ます 。 

オ 農林 水産 業 の 将来 を 担う 人 材 を 育成 する た め 、 県 立 農業 大 
学校 や 「 い わ て アグ リフ ロン ティ アス クー ル |] 、「 い わ て 林 
業 ア カ デ ミ ー 『」、「 い わ て 水産 アカ デミ ー "|」 に お いて 、 必 
要 な 知識 や 技術 の 習得 を 支援 し ます 。 

カ 建設 業 の 将来 を 担う 人 材 を 確保 する た め 、 建 設 分 野 に お け 
る 情報 通信 技術 (ICT) の 普及 促進 な どの 取組 に よる 技術 力 
の 向上 を 図り 、 人 材 の 育成 を 推進 し ます 。 

キ 情報 サー ビス 産業 の 将来 を 担う 人 材 を 育成 する た め 、 企 業 
の イノ ベー ショ ン 創 出 や 新た な 情報 通信 技術 ((CT) の 利 活 
用 に つなが る 産学 官 が 連携 し た 様々 な 取組 を 促進 し ます 。 

ク 最 先端 の 科学 技術 分 野 に お ける 研究 開発 の 促進 に 向け 、 科 
学 技術 へ の 興味 ・ 関 心 を 高め る 取組 な ど に より 、 イ ノ ベ ー シ ョ 
ン を 創出 する 人 材 の 育成 に 取り 組み ます 。 

ケ 次 代 を 担う 若者 が 国際 的 な 視野 で 地域 社会 を 支え 、 新 た な 
活力 を 生み 出す けん 引 役 と な る こと が で きる よう 、 留 学 へ の 
支援 や 外国 人 と の 交流 機会 の 拡大 、 英 語 で の コミ ュ ニ ケー ショ 
ン 能 力 の 向上 な ど に より 、 世 界 と 岩手 を つなぐ 人 材 を 育成 し 
ます 。 

コ 国際 的 視野 を 持っ た 若者 が 地域 産業 の 国際 化 に 貢献 で きる 
よう 、 産 学 官 が 一 体 と な っ て 、 学 生 の 海外 留学 の 機会 の 充実 や 、 
海外 ビジ ネス を 展開 する 企業 等 と 外国 人 留学 生 等 を 含む 人 材 
と の 交流 の 機会 の 創出 な ど を 通じ て 、 次 代 の 産業 を 担う グロ ー 
カル 人 材 の 育成 に 取り 組み ます 。 
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*76 イン ター ンシップ 

生徒 が 在学 期間 中 に 自分 の 学 
習 内 容 や 進路 に 関連 し た 就業 体 
験 を する こと 。 


*77 総合 生活 力 

児童 生徒 が 将来 の 社会 人 ・ 職 
業 人 と し て 自立 し て 生き る た め 
に 必要 な 能力 。 


“78 人 生 設 計 力 

児童 生徒 が 主体 的 に 人 生計 画 
を 立て て 、 進 路 を 選択 し 、 決 定 
で きる 能力 。 


*79 いわ て アグ リフ ロン ティ 
アス クー ル 


国際 競争 時 代 に 通用 する 経営 
感覚 と 企業 家 マ イン ド を 持っ た 農 
業 経 営 者 等 を 養成 する た め 、 岩 
手 県 や 岩手 大 学 等 の 連携 に より 
行わ れる 研修 制度 。 


*80 いわ て 林業 アカ デミ ー 

林業 事業 体 経営 の 中 核 を 担う 
現場 技術 者 を 養成 する た め 、 産 
学 官 の 協力 を 得 て 行わ れる 岩手 
県 に よる 研修 制度 。 


*81 いわ て 水産 アカ デミ ー 
漁業 の 基礎 知識 や 高度 な 経営 
手法 の 習得 を 通じ 、 和 将来 の 岩手 
県 の 漁業 の 中 核 を 担う 人 材 を 養 
成す る 岩手 県 に よる 研修 制度 。 





⑨ 文化 芸術 ・ ス ポー ツ を 担う 人 材 を 育て ます 





ア 文化 芸術 活動 を 担う 人 材 を 育成 する た め 、 一 流 の 文化 芸術 に 触れ る 機会 の 提供 や 、 意 欲 的 
な 創作 活動 等 を 後押し する 取組 を 推進 し ます 。 

イ 県 民 が 文化 芸術 活動 に 積極 的 に 取り 組め る よう 、 文化 芸術 活動 を 支え る 人 材 育 成 に 向け た 
企画 調整 や 障がい 者 の 文化 芸術 活動 の 支援 な ど を 進め ます 。 

ウ オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク を は じ め と し た 国内 外 の 競技 会 で 活躍 する アス リー ト の 曹 
出 に 向け 、 中 長期 的 な 視点 に 立っ た 選手 育成 や 最新 の スポ ー ツ 医 ・ 科 学 サ ポー ト な ど を 通じ 
て 、 競 技 力 向 上 に 取り 組み ます 。 

エ 身近 な 地域 で スポ ー ツ を 楽し お 人 や トッ プア スリ ー ト な どの 様々 な スポ ー ツ 活動 を 支え る 
た め 、 指 導 者 、 専 門 ス タッ フ 、 マ ネジ メン ト 人 材 ・ ボ ラン ティ ア な どの 多様 な 人 材 の 育成 に 
取り 組み ます 。 


可 叶 着眼 3 大 席 潮 叶 但 の 滞 





高等 教育 機関 と 連携 し た 地域 づく り ・ 人 づく り を 進め ます 
ア 地域 の 課題 を 自ら 解決 で きる 地域 づく り を 進め る た め 、 専 用 語 解 説 


門 的 知識 を 有する 高等 教育 機関 と の 共同 研究 な ど 、 県 内 の 産 
業界 や 経済 界 、 大 学 、NPO、 行政 等 の 多様 な 主体 に よる 産学 
官 連携 を 推進 する と と も に 、 高 等 教育 機関 の 体制 の 強化 や 「 ぃ “2 いわ て 高等 教育 コン 


喜 等 教育 コン ソー シア ム “2| に お 組 な ど 、 国際 通用 性 や 教育 の 質 の 保証 
わ て 高等 教育 コン ソー シア ム “| に お ける 取組 な ど 、 相 互 の Me 
機能 の 補完 等 に よる 連携 を 促進 し ます 。 する 大 学 進学 率 や 県 内 就職 率 等 


< の 地域 課題 に 対応 する た め 、 岩 
イ 地域 を けん 引 す る 人 づく り を 進め る た め 、 県 内 の 産業 界 や 手 大 学 、 涯 手 県 立 大 学 、 涯 手 


経済 界 、NPO、 行 政 等 の 多様 な 主体 と 高等 教育 機関 と の 連 半 が 半 を 旨 北 し 、 凶 井 の 中 


携 を 促進 し 、 高 い 専門 性 と 教養 を 兼ね 備え た 人 材 を 育成 する 。 松 を 電 う 人 4 育成 を 目指 す た め 
と と も に 、 イ ンタ ー ン シッ プ な ど に よる 地元 定着 に 向け た 取 に 組織 し た も の 。 平成 24 年 度 
(2012 年 度 ) か ら は 、 放送 大 


組 を 推進 し ます 。 学 岩手 学習 セン ター 及び 一 関 工 
業 高等 専門 学校 が 加入 。 
みん な で 取り 組み た いこ と 
[県 民 ] 


〇 家庭 や 地域 で 、 学 校 と 協 働 し な が ら 、 子 ども に 対す る 学習 の 習慣 付け や 、 文 化 芸 術 ・ ス ポー 
ツ 活 動 、 体 験 活動 へ の 参加 支援 、 特 別 な 支援 を 必要 と する 児童 生徒 に 対す る サポ ー ト 、 学 校 行 
事 や 学校 教育 へ の 積極 的 な 参画 、 地 域 を 支え る 人 材 育成 の 取組 な ど が 期待 され ます 。 


(多様 な 参画 ・ 活 躍 の 促進 ) 
・ 若者 の 新た な 発想 を 生か し た 地域 課題 の 解決 に 向け た 取組 へ の 参画 な ど 
高齢 者 の 知識 や 経験 を 生か し た 体験 活動 の 提供 等 に よる 地域 と 学校 の 協 働 活動 へ の 参画 な ど 
障がい 者 の 視点 を 踏ま えた 子ども た ちの 学び へ の 参画 な ど 
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[企业 ] 
〇 文化 芸術 ・ ス ポー ツ を 担う 人 材 、 支 える 人 材 、 地 域 を 支え る 人 材 の 育成 を は じ め 、 地 域 と 学 
校 の 協 働 な ど 地 域 を 支え る 各 主 体 の 取組 へ の 積極 的 か つ 広範 な 支援 が 期待 され ます 。 


[NPO] 
〇 文化 芸術 ・ ス ポー ツ を 担う 人 材 、 支 える 人 材 、 地 域 を 支え る 人 材 の 育成 へ の 積極 的 な 協 働 を は 
じ め 、 地域 と 学校 の 協 働 へ の 支援 な ど 地域 を 支え る 各 主体 の 取組 へ の 広範 な 支援 が 期待 され ます 。 


[関係 団体 ・ 高 等 教育 機関 ・ 学 校 ] 

〇 学力 向上 対策 、 豊 か な 人 間 性 ・ 社 会 性 を 育む 教育 や 健康 教育 の 推進 、 多 様 な ニー ズ に 応じ た 
指導 ・ 支 援 体制 の 充実 、 地 域 と 学校 の 協 働 が 期待 され ます 。 

〇 地域 社会 を 支え る 人 材 や グロ ー カ ル 人 材 の 育成 、 文 化 芸術 ・ ス ポー ツ を 担う 人 材 、 支 える 人 
材 の 育成 へ の 積極 的 な 協 働 が 期待 され ます 。 


[市 町 村 ] 

〇 教員 の 指導 力 等 の 資質 の 向上 や 安全 ・ 安 心 な 教育 環境 の 整備 、 家 庭 ・ 地 域 ・ 学 校 と 協 働 し た 家 
庭 学習 の 充実 や 道徳 教育 の 取組 な ど が 期待 され ます 。 

〇 文化 芸術 ・ ス ポー ツ を 担う 人 材 、 支 える 人 材 、 地 域 を 支え る 人 材 の 育成 の 取組 な ど が 期待 され 
ます 。 


(4) 居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 


ー 不 便 を 感じ な いで 日 常 生活 を 送る こと が で 
き 、 ま た 、 人 や 地域 の 結び 付き の 中 で 、 
助け 合っ て 暮らす こと が で きる 岩手 








居住 環境 の 整備 や 日 常 生 活 に 必要 不可 欠 な 交通 手段 の 確 保 な ど に より 、 住 まい の 快適 さや 暮 ら 
し や すさ を 実感 で き 、 ま た 、 多 様 な 主体 の 連携 や 異な る 文化 、 県 内 外 の 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 な ど 
に より 、 暮 らし 続け た い 、 帰 り た いと 思え る 地域 の つなが り を 実感 で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取 


組 を 展開 し ます 。 


① 快適 で 豊か な 暮らし を 支え る 生活 環境 を つく り ま す 





ア 快適 に 暮らせ る 良質 で 環境 に 配慮 し た 居住 環境 を つく る た め 、 耐 岩 性 ・ 省 エネ 性 能 な ど を 
備え た 良質 な 住宅 の 普及 や 地域 の 魅力 を 高め る リノ ベー ショ ン を 促進 し ます 。 
イ 衛生 的 で 快適 な 生活 環境 を 保全 する た め 、 水 道 事業 の 広域 連携 や 生活 排水 対策 に 向け た 支 


いわ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) 


ウ 


② 


ア 


イ 日 淀 生 活 に 欠か せな い 地 域 の 公共 交通 サー ビス を 県 民 が 持続 的 に 利用 で きる よう 、 地 域 住 
民 の 足 と な る 路線 バス や 市 町 村 に お ける コミ ュ ニ ティ バス “” な どの 運行 に より 、 地 域 公共 


ウ 


③ つなが りや 活力 を 感じ られ る 地域 コミ ュ ニ ティ を 守り 育て ます 


ア 


イ お 互い に 助け 合い 、 活 力 が 感じ られ る 地域 コミ ュ ニ ティ を 守り 育て る た め 、 地 域 活動 に 取 
り 組 む 団 体 に 対す る 意識 啓発 や ノウ ハウ の 提供 に より 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ 活 動 を 支え る 人 材 


ウ 


④ 


ア 


イ 


⑤ 


を 進め ます 


ア 


援 を 推進 し ます 。 


快適 で 魅力 ある まち を つく る た め 、 都 市 基盤 の 整備 や 景観 の 保全 を 推進 し ます 。 


地域 の 暮らし を 支え る 公共 交通 を 守り ます 





県 民 が 不便 な く 移 動 で きる よう 、 広 域 バ ス 路 線 や 地域 の 第 三 セ フク ター 鉄道 の 安全 運行 の 確 
保 、 施 設 等 の 老朽 化 対策 、 安 定 経営 に 向け た 取組 に より 、 広 域 的 な 公共 交通 基盤 の 確保 を 図 


り ま す 。 


交通 の 確保 を 図り ます 。 


公共 交通 の 確保 を 図る た め 、 地 域 公 共 交 通 の 利便 性 の 向上 、 観 光 面 で の 活用 、 情 報 発 信 の 


強化 を 図る な ど 、 公 共 交通 の 利用 を 促進 し ます 。 


県 民 が 住み 慣れ た 地域 に 暮らし 続け てい ける よう 、 多 様 な 主体 と 連携 し 、 住 民 が 地域 課題 
の 解決 に 自主 的 に 取り 組む 地域 運営 組織 の 形成 や 、「 小 さ な 拠 点 “| づく り の 促進 に より 、 


持続 可能 な 地域 コミ ュ ニ ティ づく り を 進め ます 。 


を 育成 し ます 。 

地域 の 安全 を 地域 が 守る こと が で きる よう 、 多 様 な 主体 が 参 
加 す る 訓練 や 研修 な ど を 通じ て 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ を 中 心 と し 
て 防災 活動 に 取り 組む こと が で きる 体制 づく り を 進め ます 。 


岩手 で 暮らす 魅力 を 高め 、 移 住 ・ 定 住 を 促進 し ます 一 一 


移住 希望 者 が 岩手 の 魅力 を 知り 、 岩手 で 暮らし た く な る よ 
う 、 移 住 後 の 暮らし の イメ ー ジ の 発信 の 強化 や 首都 圏 で の 移 
住 相談 の 充実 に より 、 将 来 の 移住 者 と な り 得 る 岩手 ファ ン を 
増やし 、U・| ター ン "* を 促進 し ます 。 

移住 者 が 地域 に 溶け 込み 、 活 力 の ある 地域 コミ ュ ニ ティ を 
築い て いく こと が で きる よう 、 官 民 が 連携 し た 移住 推進 体制 
の 強化 や 、 地 域 で 移住 者 を 受け 入れ る サポ ー ト 体制 の 整備 な 
ど 、 安 心して 移住 し 、 活躍 で きる 環境 の 整備 を 進め ます 。 


海外 の 多様 な 文化 を 理解 し 、 共 に 生活 で きる 地域 づく り 





言葉 や 習慣 、 文 化 な どの 違い に より 外国 人 が 生活 上 の 不便 





亜 
副 
理 
誤 


*83 コミ ュ ニ ティ バス 

地方 自治 体 や 地域 の 住民 団体 
な ど が 主体 と な り 、 交 通 空白 地 
域 の 解消 、 高 齢 者 の 外出 促進 、 
公共 施設 や 市 街 地 の 活性 化 を 図 
る こと な ど を 目的 と し て 運行 され 
る 乗合 バス 。 


*84 小さ な 拠点 

地域 住民 が 主体 と な っ て 、 従 
来 の 集落 の 範囲 や 単 一 で は 続け 
て いく こと が 難し い 活動 や 事業 
を 組み 合わ せ て いく こと で 、 地 
域 を 維持 し て いく た め の 新 し い 
仕組 み 。 


*85 U・| ター ン 

大 都市 園 の 居住 者 が 地方 に 移 
住 する 動き の 総称 の こと 。 U タ ー 
ン は 出身 地 に 戻る 形態 、1 ター 
ン は 出身 地 以外 の 地方 へ 移住 す 
る 形態 を 指す 。 
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を 感じ る こと が な いよ う 、 多 言語 に よる 生活 情報 の 提供 や 、 教 育 、 福 祉 、 医 療 な ど 、 身 近 な 
生活 上 の 困り ご と を 安心 し て 相談 ・ 解 決 で きる 体制 の 充実 、 県 民 と 外国 人 県 民 等 “ と の 交 
流 機会 の 拡大 な ど に より 、 外 国人 が 暮らし や すい 環境 づく り を 進め ます 。 
イ 世界 各地 と の 交流 を 推進 する た め 、 架 け 橋 と な る 海外 県 人 会 へ の 支援 を 通じ て 岩手 県 と の 
つなが り を 一 層 深 め る と と も に 、 青 少年 の 相互 派遣 交流 な ど を 通じ て 次 代 を 担う 若者 の 多様 
な 文化 へ の 理解 を 促進 し ます 。 


⑥ 文化 芸術 ・ ス ポー ツ を 生か し た 地域 を つく り ま す -ー 一 





ア 文化 芸術 を 生か し た 地域 活性 化 を 図る た め 、 岩 手芸 術 祭 を 
ke _ ws DA 一 < *86 外国 人 県 民 
は じ め と し た 文化 イベ ン ト の 開催 な ど に よ り 、 人 的 ” 経済 的 外国 籍 を 持つ 県 民 や 外国 に 


な 交流 を 推進 し ます 。 ルー ツ が ある 日 本 国籍 を 持つ 県 
民 。 
イ スポ ー ツ を 生か し た 地域 活性 化 を 図る た め 、 ラ グ ビ ー ワ ー 
以 TM ans, 四 o Fs *87 スポ ー ツ ツー リズ ム 
ルド カッ プ 2019'™* や 東京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン プロ スポ ー ツ の 観戦 者 や ス 


o rr いこ up RY ふっ 三 ポー ツイ ベン ト の 参 で 
ピッ ク 競 技 大 会 の レガ シー を 継承 し 、 ス ポー ツイ ベン ト の 誘 の の 0 き と 開 催 


\ ー ーー パソ ツ ソ ツー ロリ ズ /、*87 和 い 流 人 口 の 拡大 や 地域 経済 へ の 波 
致 ・ 開 催 を は じ め と し た スポ ー ツ ツー リズ ム 7 の 拡充 な ど 湾口 の 統 大 や 地 地 経済 へ 
を 通じ 、 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 の 拡大 に 取り 組み ます 。 


みん な で 取り 組み た いこ と 


[県 民 ] 

〇 地域 に お ける まち づく りや 住宅 の 耐震 化 、 環 境 負荷 軽減 の 取組 な ど が 期待 され ます 。 

〇 公共 交通 の 積極 的 な 利用 な ど が 期待 され ます 。 

〇 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 や 国際 交流 活動 、 文 化 芸 術 ・ ス ポー ツ 活 動 へ の 参加 、 地 域 に お ける 移 
住 者 の 受入 機運 の 醸成 な ど が 期待 され ます 。 


(多様 な 参画 ・ 活 躍 の 促進 ) 

若者 ・ 女 性 の 発想 と 意欲 を 生か し た まち づく り 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ や 移住 者 へ の サポ ー ト の 
参画 な ど 

高齢 者 の 経験 や 知識 ・ 技 能 を 生か し た 生活 環境 の 利便 性 向上 に 向け た 提言 や 、 地 域 コ ミュ 
ニテ ィ へ の 参画 な ど 

障がい 者 の 経験 や 知識 ・ 得 意 分 野 を 生か し た 公共 的 施設 の バリ アフ リー 化 へ の 提言 、 地 域 
コミ ュ ニ ティ や 多様 な 文化 芸術 活動 へ の 参画 な ど 


[企业 ] 

〇 省エネ 性 能 な ど を 備え た 良質 な 住宅 の 提供 、 専 門 的 視点 を 生か し た まち づく り へ の 参画 や 、 
公共 交通 の 利用 促進 の 取組 な ど が 期待 され ます 。 

〇 地域 社会 の 構成 上 員 と し て の 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 等 へ の 参画 、 活 動 に 参加 し や すい 環境 づく 
りな ど が 期待 され ます 。 
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[NPO] 
〇 自然 と 調和 し た 景観 保全 へ の 取組 や 、 公 共 交通 の 利用 促進 の 取組 な ど が 期待 され ます 。 
〇 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 等 へ の 参画 、 移 住 者 へ の サポ ー ト や 情報 発信 な ど が 期待 され ます 。 


[関係 団体] 

〇 住宅 スト ッ ク の 流通 や 利 活 用 に 向け た 支援 、 専門 的 視点 を 生か し た まち づく り へ の 参画 、 公 
共 交 通 の 利用 促進 支援 な ど が 期待 され ます 。 

〇 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 等 へ の 参画 、 移 住 者 へ の サポ ー ト や 情報 発信 な ど が 期待 され ます 。 


[市 町 村 ] 

〇 道路 環境 の 改善 や 公園 な ど 公 共 空 間 の 提供 、 景 観 に 配慮 し た まち づく りや 地域 の 実情 に 応じ 
た 生活 排水 対策 、 第 三 セ クタ ー 鉄 道 の 支援 や コミ ュ ニ ティ バス な どの 地域 内 公共 交通 の 確保 な 
ど が 期待 され ます 。 

〇 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 や 国際 交流 活動 、 文 化 芸 術 ・ ス ポー ツ 活 動 等 へ の 支援 、 移 住 者 や 外国 
人 に 対す る 支援 や 相談 対応 な どの 受入 環境 の 整備 な ど が 期待 され ます 。 








(5) 安全 


て 災害 を は じ め と し た 様々 な リス ク へ の 備え が あり 、 
事故 や 犯罪 が 少な く 、 安 全 で 、 
安心 を 実感 する こと が で きる 岩手 一 


災害 に 対す る 十分 な 備え や 、 犯 罪 、 交 通 事故 が 起こ り に くい 環境 づく り に 取り 組む と と も に 、 
食 の 安全 の 確保 や 感染 症 の 予防 対策 な ど を 進め る こと に より 、 地 域 の 安全 や 暮らし の 安心 を 実感 


で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取組 を 展開 し ます 。 





① 自助 、 共 助 、 公 助 に よる 防災 体制 を つく り ま す 


ア 一 人 ひと り が 災害 な ど に 備え 、 い ざと いう 時 に 自ら の 身 を 自ら で 守れ る よう 、 県 広報 誌 な 
ど を 活用 し た 広報 活動 や 出前 講座 、 学 校 を は じ め と する 防災 教育 な ど に より 、 県 民 へ の 正 し 
い 防災 知識 の 普及 と 防災 意識 の 向上 を 進め ます 。 

イ 発 災 時 に 地域 で 共に 助け 合う 体制 を 構築 する た め 、 自 主 防災 組織 の 組織 化 ・ 活 性 化 に 対す 
る 支援 や 、 消 防 団 の 加入 促進 ・ 活 動 整 備 を 通じ た 地域 の 防災 体制 の 強化 を 促進 し ます 。 

ウ 多様 な 災害 や 危機 事案 に 公 的 機関 な ど が 一 体 と な っ て 対応 で きる よう 、 炎 害 対策 本 部 の 機 
能 強 化 や 実践 的 な 防災 訓練 、 市 町 村 へ の 支援 ・ 連 絡 体制 の 強化 な ど 、 国 ・ 県 ・ 市 町 村 が 連携 
し た 実効 的 な 防災 ・ 減 災 体 制 の 整備 を 進め ます 。 
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② 事故 や 犯罪 が 少な く 、 安 全 ・ 安 心 に 暮らせ る まち づく り を 進め ます 





ア 犯罪 の 少な い 安全 ・ 安 心 な まち を つく る た め 、 防 犯 研修 会 の 開催 の も アド バイ ザー 派遣 な ど 
の 犯罪 被害 防止 活動 に より 、 上 自ら 安全 を 確保 する た め の 行動 を 促し 、 地 域 ぐ る み で の 防犯 意 
識 の 高揚 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 

イ 犯罪 被害 者 の 心 の 負担 を 軽減 する こと が で きる よう 、 相 談 体制 を 充実 する と と も に 、 犯 罪 
の 被害 に あわ れ た 方 に よる 講演 会 の 開催 な ど 、 被 害 者 へ の 配慮 や 支援 の 意識 を 深め る た め の 
広報 啓発 活動 に より 、 犯 罪 被害 者 を 支え る 社会 づく り を 進め ます 。 

ウ 少年 を 被害 者 に も 加害 者 に も し な いた め 、 少 年 を 見 守る 社会 の 機運 の 醸成 や 立ち 直り 支援 
活動 に より 健全 育成 を 促し 、 少 年 の 非行 防止 と 保護 対策 を 推進 し ます 。 

工 配偶 者 等 に 対す る 暴力 を 根絶 する た め 、 教 育 ・ 啓 発 、 相 談 体制 や 安全 確保 体制 の 充実 を 図 
る 取組 を 推進 し ます 。 

オ 交通 事故 の 少な い 安 全 ・ 安 心 な まち を つく る た め 、 子 ども や 高齢 者 を は じ め と し た 交通 弱 
者 を 守る 関係 機関 と 連携 し た 運転 者 教育 や 広報 啓発 活動 に より 、 交 通 事故 の 抑止 対策 を 推進 
し ます 。 

カカ 消費 者 トラ ブル の 未然 防止 と 早期 解決 の た め 、 消 費 者 被害 の 防止 に 向け た 情報 提供 や セミ 
ナー の 開催 な ど に よる 消費 者 教育 を 推進 する と と も に 、 相 談 機能 を 充実 し ます 。 

キ 治安 基盤 の 強化 を 図る た め 、 安 全 ・ 安 心 な まち づく り の 拠点 と な る 警察 施設 の 整備 を 推進 
し ます 。 





③ 食 の 安全 ・ 安 心 を 確保 し 、 地 域 に 根ざし た 食 育 を 進め ます 


ア 県 民 の 食品 に 対す る 信頼 の 向上 と 理解 増進 の た め 、 リ スク 
コミ ュ ニ ケー ショ ン "の 手 法 な ど に より 、 食 品 の 安全 性 の 
理解 促進 や 安心 感 の 醸成 を 推進 し ます 。 

イ 県 民 が 広く 食 育 の 意義 や 必要 性 を 理解 で きる よう 、 食 に 関 
わる イベ ント の 開催 な ど に より 、 地 域 に 根ざし た 食 育 と 食 を 。。 で ション 2 人 
楽し お む 環 境 づ ; ある リス ク に つい て 関係 者 間 
楽し む 環境 づく り を 進め ます 。 上 EBI 

共有 し 、 対 話 や 意見 交換 を 通じ 
て 意思 の 疎通 を する こと に より 、 


④ 感染 症 に 小 五 疹 威 从 与 一 人 从 上 り の 暮 ら し を 守 り ます 一 リス ク に 関す る 相互 理解 を 深め 、 
信頼 関係 を 構築 し て いく も の 。 





ア 感染 症 に よる 脅威 か ら 県 民 の 暮らし を 守る た め 、 感 染 症 に 

関す る 情報 収集 や 正しい 知識 の 普及 牙 発 、 国 や 市 町 村 、 関 係 

機関 、 団 体 等 と の 連携 な ど に よる 感染 症 の 発生 や まん 延 を 防止 する 対策 を 推進 し ます 。 
イ 家 間 伝 染 病 に よる 脅威 か ら 県 民 の 暮らし を 守る た め 、 監 視 体制 の 充実 や 高 病 原 性 伺 了 イン フ 
ル エ ン ザ 等 の 発生 を 想定 し た 研修 の 実施 な ど に より 、 家 畜 衛 生 対策 と 危機 事案 発生 時 の 体制 
強化 を 推進 し ます 。 
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みん な で 取り 組み た いこ と 


[県 民 ] 
〇 災害 へ の 備え や 地域 の 安全 を 地域 が 守る 意識 の 醸成 、 食 育 推進 活動 や 感染 症 予防 等 の 知識 の 
習得 な ど が 期待 され ます 。 


可 寸 卦 膨 己 底 扣 滥 完 ” 册 呈 站 


(多様 な 参画 ・ 活 躍 の 促進 ) 
地域 の 次 代 を 担う 若者 の 防災 ・ 防 犯 ・ 交 通 安全 ・ 少 年 非行 防止 活動 へ の 積極 的 な 参画 、 農 林 
漁業 体験 等 を 通じ た 食 の 生産 へ の 理解 の 増進 な ど 
高齢 者 の 知識 や 経験 を 生か し た 、 地 域 の 防災 活動 や 交通 安全 ・ 防 犯 活動 の 担い 手 の 育成 な ど 


[企业 ] 
〇 事業 継続 計画 の 策定 や 地域 の 防災 ・ 防 犯 ・ 交 通 安 全 活動 へ の 参画 、 配 偶 者 等 へ の 人 権 尊重 の 
意識 醸成 、 食 育 推進 活動 へ の 参加 な ど が 期待 され ます 。 


[NPO] 
〇 防災 ・ 防 犯 ・ 交 通 安 全 意識 の 普及 刻 発 、 被 害 者 の 相談 ・ 支 援 体制 の 充実 、 食 育 推進 活動 へ の 
参加 な ど が 期待 され ます 。 


[関係 団体 ] 
〇 自然 災害 に 対す る 避難 行動 の 啓発 や 炎 害 発生 時 に 備え た 国 、 県 、 市 町 村 と の 連携 体制 の 構築 、 
防犯 ・ 交 通 安 全 活動 へ の 参画 、 食 育 推進 活動 へ の 参加 、 感 染 症 対策 の 推進 な ど が 期待 され ます 。 


[市 町 村 ] 

〇 自然 災害 に 対す る 避難 方 法 等 の 周知 、 防 災 ・ 防 犯 ・ 交 通 安 全 意識 の 向上 及び 配偶 者 等 暴力 の 
防止 に 向け た 普及 世 発 、 消 費 生活 や 感染 症 対策 に 関す る 情報 の 提供 、 地 域 に 根ざし た 食 育 推進 
活動 な ど が 期待 され ます 。 


(6) 仕事 ・ 収 入 


ー 農 林 水 産業 や も の づく り 産 業 な どの 活力 ある 
産業 の も と で 、 安定 し た 雇用 が 確保 され 、 
また 、 や り が いと 生活 を 支え る 所 得 が 得 ら れる 
仕事 に つく こと が で きる 岩手 一 





ー 人 当たり 県 民 所 得 、 正 社員 の 有効 求人 倍率 、 
本 な 指標 | 人 当たり 県 民 所 得 、 正 社員 の 有効 求人 倍率 


総実 労働 時 間 [再掲 ]、 高 卒 者 の 県 内 就職 率 [再掲 ] 
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岩手 県 の 地域 経済 を 支え る 中 小 企業 、 地 域 経 済 を けん 引 す る 自動 車 や 半導体 関連 産業 を は じ 
め と する も の づく り 産 業 、 地 域 の 特性 や 資源 を 活用 し た 産業 、 幅 広い 分 野 に 波及 効果 を も た ら 
す 観 光 産 業 、 岩 手 県 の 基幹 産業 で ある 農林 水産 業 な どの 産業 政策 を 総合 的 に 展開 し 、 一 人 ひと 
り の 能力 を 発揮 で きる 多様 な 雇用 の 確保 を 進め る こと に より 、 希 望 す る 仕事 に 就き 、 安 心して 
働き な が ら 、 仕 事 の や り が い を 実感 で き 、 ま た 、 経 済 基 柄 の 高度 化 や 生産 性 の 向上 を 図る こと 
に より 、 必 要 な 収入 や 所 得 が 得 ら れ て いる と 実感 で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取組 を 展開 し ます 。 


① ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 を 通じ て 、 一 人 ひと り の 能力 を 発揮 で きる 環境 








を つく り ま す 
ア 将来 の 岩手 を 担う 若者 な どの 地元 定着 を 一 層 促 進 さ せる た 用 語 解説 
め 、 い わ て で 働 こ う 推進 協議 会 “? を 核 と し た 、 高 卒 者 な どの 
県 内 就業 の 促進 や り ・| ター ン に よる 人 材 確保 の 取組 を 推進 
*89 いわ て で 働 こう 推進 
し ます 。 協議 会 
イ 離職 者 等 が 希望 する 職業 に 就く こと が で きる よう 、 女 性 ・ 若者 や 女性 の 県 内 就職 及び 


就業 支援 の 充実 を 図り 、 県 内 

若者 な ど 一 人 ひと り の 能力 に 応じ た 多様 な 職業 能力 開発 を 進 就業 者 の 拡大 を 通じ て 、 岩 手 
県 の 産業 振興 と 人 口 減少 の 歯 
め ま す 。 止め に 資す る た め の 関係 機関 

ウ 一 人 ひと り が 能力 を 生か し て 希望 する 職 に 就き 、 健 康 で 安 。 PP?? 失 得 織 。 
心して 働き 続け る こと が で きる よう 、 各 分 野 に お ける 企業 等 
の 雇用 環境 の 改善 を 促進 する と と も に 、 非 正規 雇用 か ら 正規 
雇用 へ の 転換 を 拡大 する こと に より 、 安 定 的 な 雇用 へ の 移行 を 促進 し ます 。 

エ 長 時 間 労 働 の 是正 な ど 働 き 方 を 改善 する た め 、 い わ て 働き 方 改革 推進 運動 の 展開 に より 、 
雇用 ・ 労 働 環 境 の 整備 を 推進 し ます 。 

オ ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 を 通じ て 一 人 ひと り の 能力 を 発揮 で きる よう 、 保 育 
サー ビス の 充実 や 子育て に や さ し い 環境 づく りな ど に より 、 子 育て と 仕事 の 両立 を 図る 家庭 
を 支援 し ます 。 

カ 障がい 者 が 地域 で 能力 を 発揮 し て 働く こと が で きる よう 、 障 が いな ど に 応じ た 多様 な 就労 
の 場 の 確保 や 、 生 活 面 の 訓練 ・ 相 談 な ど に よる 就労 促進 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 


② 地域 経済 を 支え る 中 小 企業 の 振興 を 図り ます 





ア 中 小 企業 者 が 社会 情勢 や 経済 環境 の 変化 に 的 確 に 対応 し 、 経 営 課 題 の 解決 に 取り 組め る よ 
う 、 中 小 企業 者 が 行う 経営 力 の 強化 や 生産 性 の 向上 、 新 た な 事業 活動 な どの 取組 を 促進 し ます 。 

イ 中 小 企業 が 持続 的 に 発展 で きる よう 、 商 工 指導 団体 や 金融 機関 な どの 支援 機関 の 連携 に よ 
り 、 事 業 承 継 の 円 滑 化 に 向け た 取組 を 促進 し ます 。 

ウ 地域 経済 の 中 核 を 担う 人 材 を 育成 する た め 、 若 者 を は じ め と する 起業 者 や 後継 者 の 育成 に 
よる 経営 人 材 の 確保 を 推進 し ます 。 

エ 中 小 企業 の 経営 の 安定 及び 事業 の 成長 を 図る た め 、 企 業 の ライ フス テー ジ に 対応 し た 切れ 
目 の な い 金 融 支援 を 推進 し ます 。 

オ 県 民 の 暮らし を 支え る 商業 ・ サ ービス 業 の 振興 を 図る た め 、 生 産 性 の 向上 な どの 取組 を 促 
進 す る と と も に 、 市町村 や 商店 街 を は じ め と する 多様 な 主体 の 連携 に より 、 ま ちの に ぎわ い 
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を 創出 し ます 。 

カ 社会 資本 の 整備 や 維持 管理 、 災 害 時 の 対応 を 担う 、 地 域 の 建設 企業 の 持続 的 ・ 安 定 的 な 経 
営 に 向け 、 若 者 ・ 女 性 が 働き や すい 労働 環境 の 整備 、 技 術 力 や 生産 性 の 向上 、 経 営 基 盤 強化 
の 支援 な ど を 推進 し ます 。 


可 叶 状 也 3 大 席 潮 叶 伽 の 滞 


③ 国際 競争 力 が 高く 、 地 域 の 産業 ・ 雇 用 に 好 循 環 を も た ら す も の づく り 産 業 を 盛ん に し 
ます 





ア 国際 競争 力 の 高い も の づく り 産 業 を 振興 する た め 、 自 動車 ・ 半 導体 関連 な ど 中 核 産 業 の 一 
層 の 集積 と 高度 化 を 通じ 、 も の づく り の グロ ー バ ル 拠 点 化 を 推進 し ます 。 

イ 地域 の 産業 ・ 雇 用 に 好 循 環 を も た ら す た め 、 中 核 的 企業 と 地場 企業 と の マッ チン グ や 新 製 
品 ・ 技 術 の 開発 支援 の 強化 に より 、 地 域 ク ラス ター “9 の 形成 を 促進 し ます 。 

ウ 新た な 産業 分 野 へ の 県 内 企業 の 参入 を 促進 し 、 も の づく り 産 業 全体 の 成長 を 促進 する た め 、 
企業 間 ・ 産 学 官 連 携 を 通じ た 関連 技術 の 開発 な ど に より 、 医 療 機器 を は じ め と する 産業 分 野 
の 参入 拡大 を 促進 する と と も に 、 航 空 宇宙 、 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) な ど に 関連 する 
新 産業 の 展開 に 向け た 取組 を 進め ます 。 

エ 県 内 企業 の 生産 性 や 付加 価値 の 向上 を 図る た め 、 モ ノ の イン ター ネッ ト (loT) 、 ロ ボテ ィ 
クス “!、 人 工 知能 (Al) な ど を 活用 し た 「 も の づく り 革 新 ] 技術 へ の 対応 を 促進 し ます 。 
オ 地域 の 経済 ・ 雇 用 に 高い 波及 効果 を も た らし 、 も の づく り 産 業 全体 の 成長 を 促す こと が で 
きる よう 、 県 北 ・ 治 岸 地域 を 含む 全 県 へ の 波及 効果 が 期待 され る 企業 の 誘致 や 、 県 内 企業 の 

生産 性 ・ 技 術 力 の 向上 に より 、 も の づく り 産 業 の 一 層 の 集積 を 図り ます 。 

カ も の づく り の 裾野 拡大 や も の づく り 風 土 の 醸 成 を 進め る た め 、 も の づく り が 身近 に な る 機 
会 の 創出 を 推進 し ます 。 


④ 地域 資源 を 生か し た 魅力 ある 産業 を 盛ん に し ます 一 一 一 
ア 岩手 県 の 地域 経済 に お いて 重要 な 位置 を 占め る 食 産業 の 一 


層 の 発展 を 図る た め 、 食 品 事業 者 ・ 関 連 事業 者 ・ 県 の 協 働 に 


の 開催 な ど に より 、 食 品 事業 者 の 新 商品 開発 や 販路 開拓 の 取 フク ラスター は 「( ぶ どう の ) 房 
な ど を 意味 する 。 県 内 の 中 校 的 
組 を 促進 し ます 。 企業 と 地場 企業 群 と の サプライ 


Ei = 号 a チェ ー ン を し 、 地 域 経 済 に 
イ 沿岸 地域 の 雇用 を 支え る 水産 加工 業 の 経営 の 安定 を 図る た が 


め 、 相 談 会 の 開催 や カイ ゼン ?2 の 導入 な ど に より 、 商 品 力 向 する 手 呈 の 衣 
、 *91 ロボ ティ クス 
上 や 販路 開拓 、 生 産 性 向上 の 取組 を 促進 し ます 。 A A 
ウ 伝統 工芸 産業 、 漆 産業 、 ア パレ ル 産 業 の 経営 力 の 向上 を 図 心 に 、 セ ン サ ー 技 術 ・ 機 械 機構 


る た め 、 事 業者 の 新 商品 開発 や 高 付加 価値 化 、 後 継 者 育成 な 計 .8 人 O 地 に 朋 す る 半 
どの 取組 を 促進 し ます 。 co 

エ 国内 外 の 消費 者 に 、 食 や 工芸 品 な ど 特色 ある 県 産品 の 魅力 "92 カイ ゼン 
を 伝え る た め 、 ア ン テ ナ ショ ッ プ で の 販売 や 物産 展 の 開催 な 2 
ど に より 、 県 産品 の 販路 拡大 を 促進 し ます 。 直し 活動 の こと を 指す 。 


オ 意欲 ある 県 内 事業 者 の 海外 展開 を 促進 し 、 企 業 活動 を 活発 
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化す る た め 、「 い わ て 海外 展開 支援 コン ソー シア ム “| と の 連 





携 や 海外 事務 所 の 活用 に 加え 、 商 談 会 ・ 展 示 会 へ の 出展 や 輸 用 語 解説 
出 環境 の 整備 、 国内 外 の 商社 等 の ビジ ネス パー トナ ー と の ネッ 
トワ ー ク の 活用 な ど に より 、 商 品 取 引 の 継続 ・ 拡 大 を 促進 し 
ます *93 コウ ワニ クー 
ン ソ ー シ ア 
dn 
6 四 _ 時 _ 関係 機関 が 連携 し て 企業 支援 を 
⑤ 地域 経済 に 好 循 環 を も た ら す 観光 産業 を 盛ん に し ます 一 進め る た め の プラ ッ ト フ ォ ー ム 組 


ア 地域 経済 の 好 循 環 を 生み 出す 総合 産業 と し て の 観光 産業 の 
振興 を 図る た め 、 観 光 事 業者 の みな ら ず 、 商 工業 、 農 林 水 産 
業 な ど に 広く 波及 効果 を も た ら す よう 、「 観 光 で 稼ぐ 」 と の 意識 に 基づく 観光 地 づ くり の 取 
組 を 促進 し ます 。 

イ 観光 消費 を 拡大 する た め 、 復 興 道路 等 の 新た な 交通 ネッ トワ ー ク を 活用 し 、 県 内 を より 広 
く 周 遊 し 、 よ り 長 く 滞 在 する 旅行 商品 や 、 岩 手 な ら で は の 地域 資源 を 活用 し た 高 品質 な 旅行 
商品 の 開発 や 売込み を 促進 し ます 。 

ウ 外国 人 観光 客 の 誘客 を 拡大 する た め 、 東 北 各 県 と の 広域 連携 も 図り な が ら 、 市 場 の 特性 に 
応じ た プロ モー ショ ン の 展開 、 受 入 環境 整備 な ど を 促進 し ます 。 

エエ 地域 に お いて 、 観 光 消費 を 促す 、 売 れる 観光 地 を つく る た め 、 観 光 産 業 を 担う 人 材 の 育成 
や 、 日 本 版 DMO な どの 観光 地 づ くり を 推進 する 組織 の 整備 と 活動 を 促進 し ます 。 

オ 国内 各地 や 海外 と の 交流 拠点 と な る いわ て 花巻 空港 の 利用 を 促進 し 、 国 内 外 か ら の 交流 人 
口 の 拡大 に よる 県 内 経済 の 活性 化 に つなげ る た め 、 国 内 線 の 維持 ・ 拡 充 や エア ポー ト セ ー ル 
ス に よる 国際 線 の 誘致 ・ 運 航 拡大 の 取組 の 強化 、 さ ら に は 、 空 港 ア フ セ ス の 改善 な ど 空 港 の 
利便 性 向上 を 図り ます 。 


⑥ 意欲 と 能力 の ある 経営 体 を 育成 し 、 農 林 水 産業 の 振興 を 図り ます 





ア 従事 者 の 減少 や 高齢 化 が 進行 する 中 に あっ て 、 地 域 農 林 水 産業 の 核 と な る 経営 体 の 育成 が 
重要 で ある こと か ら 、 県 立 農業 大 学校 (農業 研修 セン ター) や 「 い わ て アグ リフ ロン ティ ア 
スク ー ル 」 等 に お ける 知識 や 技術 の 習得 に よる 経営 力 の 向上 、 地 域 の 中 心 経営 体 等 へ の 農地 
の 集積 ・ 集 約 化 の 促進 、 施 業 の 集約 化 に よる 林業 生産 活動 の 効率 化 、 情 報 通信 技術 UCT) 
の 導入 等 に よる 経営 効率 の 向上 な どの 取組 を 推進 し ます 。 

イ 農林 水産 業 の 次 代 を 担う 意欲 ある 新規 就業 者 を 確保 ・ 育 成す る た め 、 就 農相 談 会 の 充実 や 、 
県 立 農業 大 学校 ・「 い わ て 林業 アカ デミ ー」・「 い わ て 水産 アカ デミ ー」 に お ける 知識 や 技術 
の 習得 へ の 支援 、 就 業 開始 後 の 地域 に お ける 支援 体制 づく りな どの 取組 を 推進 し ます 。 

ウ i る 女性 農林 漁業 者 が その 能力 を 十分 に 発揮 し 、 活 躍 す る こと が で きる よう 、 新 た な 

ジネス 展開 や ネッ トワ ー ク の 構築 に 向け た 取組 な ど を 支援 し ます 。 


0 


⑦ 収益 力 の 高い 「 食 料 ・ 木 材 供給 基地 ] を つく り ま す 





ア 生産 性 ・ 市 場 性 の 高い 産地 づく り 等 に より 、 岩 手 県 が 「 食 料 ・ 木 材 供給 基地 ] と し て の 役 
割 を 担い 、 収 益 力 を 高め て いく た め 、 吉 要 に 応じ た 高 品質 な 米 生産 や 高 収益 な 野菜 ・ 果 樹 の 
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品種 導入 、 番 舎 の 整備 等 に よる 経営 規模 の 拡大 、 高 性 能 林業 機械 等 の 導入 に よる 木材 生産 の 
低 コ スト 化 、 養 殖 作 業 の 省力 化 ・ 協 業 化 な どの 取組 を 進め ます 。 

イ 市 場 ニー ズ に 的 確 に 対応 する 産地 づく り に 向け 、 産 学 官 連携 の 取組 等 に より 、 リ モー ト セ 
ン シ ン グ 技 術 ** や 環境 制御 技術 の 開発 、 水 稲 ・ 果 樹 ・ 花 き ・ 雑 穀 の 新品 種 育 成 、 最 新 ゲ ノ 
ム 5 解析 技術 の 活用 に よる 優良 種雄 和牛 の 造成 、 航 空 レ ー ザ 
等 を 活用 し た 森林 情報 管理 の 高度 化 、 環 境 変動 に 適応 し た サ 
ケ 増 殖 技術 の 研究 な ど 、 革 新 的 な 技術 の 開発 と 普及 に 向け た 本 
取組 を 進め ます 。 2 

ウ 安全 ・ 安 心 な 産地 づく り に よる 消費 者 の 信頼 や 評価 の 向 
上 に 向け 、 環 境 保全 型 農業 や 農業 生産 工程 管理 (GAP) 『*、 +94 リモ ー ト セン ソ シ ン グ 技術 
高度 衛生 品質 管理 ? な どの 取組 を 進め ます 。 「 物 を 触ら ず に 鋼 べ る | 技術 。 

エ 収益 力 の 高い 農林 水産 業 を 実現 する た め 、 水 田 の 大 区 画 化 に 専用 の 測定 器 (セン サー) を 
や 排水 改良 、 再 造林 の 推進 や 路 網 等 の 整備 、 農 業 水利 施設 や 信和 、 め 蛍 化 、 上 
漁港 施設 等 の 長寿 命 化 対策 な ど 、 生 産 基盤 の 整備 を 着実 に 推 ” 强人 有 (本 測 する ) こと を 衛星 り 
進 し ます < *95 ゲノム 

オ 野生 鳥獣 に よる 被害 か ら 農 作物 を 守る た め 、 有 害 鳥獣 の 捕 。。 候 信 子 (gene) と 、 全 て を 
擬 や 侵入 防止 棚 の 設置 、 地 域 全 体 で の 被害 防止 活動 な ど を 推 ” 言 で 、DNA に きま れる 人 人 
進 す る と と も に 、 松 くい 虫 3 や ナラ 枯れ の 被害 を 防止 す は 
る た め 、 市 町 村 と 連携 し た 防除 対策 や 更新 伐 等 の 取組 を 推進 "9 農業 生産 工程 管理 
し ます 。 食品 安全 、 環 境 保全 、 労 働 安 


全 等 を 目的 と する 、 栽 培 準備 か 
ら 出 荷 ・ 調 製 まで 農産 物 生産 の 


可 叶 着眼 3 大 席 潮 叶 但 の 滞 


に 





⑧ 農林 水産 物 の 付加 価値 を 高め 、 販 路 を 広げ ます の PH 
*97 高度 衛生 品質 管理 
ア 県 産 農林 水産 物 の 高 付 加 価値 化 と 販路 の 開拓 ・ 拡 大 を 進め 食 の 安全 ・ 安 心 に 立脚 た 消 


、 1 費 者 か ら 選 ば れる 産地 を 確立 す 
る た め 、 消 費 者 や 実需 者 の ニー ズ に 的 確 に 対応 し た 市 場 性 の る た め に 、 治 岸 市 町 村 と 連携 し 
a a 2 て 、 県 を 挙げ 、 水 産物 の 漁獲 か 
高い 農林 水産 物 を 生産 する と と も に 、6 次 産業 化 や 農 商 工 連 ら 流通 、 加 工 まで の 一 貫 し た 衛 


携 の 推進 に よる 特産 品 開発 や 、 生産 か ら 加 工 や 流通 、 消 費 に co に 
至る パリ ュー チェ ー ン "の 構築 な どの 取組 を 推進 し ます 。 


*98 松 く い 躍 
イ 岩手 県 の 豊か な 自然 環境 や 個性 あふ れる 土地 ・ 風 土 な ど に た US 
に 2 ツノ マダ ラ カ ミ キリ が 媒介 する # 
育ま れ た 農林 水産 物 が 消費 者 や 実需 者 の 高い 支持 を 得る よ 。 が 、 松 へ 侵入 する こと に より 
う 、 産 地 と 消費 者 の 交流 を 一 層 促 進 する と と も に 、 ト ッ プ セー が を 格 ら す 病 所 


NIS *99 ナラ 枯れ 
ルス や 名 種 メデ ィ ア を 活用 し た 戦略 的 な 情報 発信 を 展開 する “99 ナラ 料 れ 、 Ag 


な ど 、 安 全 ・ 安 心 で 高 品質 な 県 産 農林 水産 物 の 評価 ・ 信 頼 の する ナラ 菌 と 呼ば れる カビ の 一 
種 に より 、 ナ ラ 類 や シイ ・ カ シ 
向上 に 取り 組み ます 。 類 の 木 を 枯らす 病気 。 

ウ 県 産 農 林 水 産物 の 販路 の 開拓 ・ 拡 大 の た め 、 海 外 の バイ *100 バリ ュー チェ ー ン 
ヤー 招 時 や 商談 会 の 開催 な ど に より 戦略 的 な 輸出 促進 に 取り 人 る っ る 生 隊 の 人 0 位相 を 
組む こ 、 岩 手 な ら で 験 を 3 来 県 高め な が ら つ な ぎ 合 わせ 、 食 を 
組む と と も ![ 石 于 了 人 2 2 
観光 客 の ニー ズ に 応え る 食 の 充実 な ど に 向け た 取組 を 推進 し くる 取組 。 
ます 。 *101 フー ド ツ ー リ ズム 


エ 生産 者 と 消費 者 の 結び 付き を 深め る た め 、 地 域 な はら で は の AO 
食 や 文化 を 楽し む フ ー ド ツー リズ ム "" 等 の 取組 を 推進 する 
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と と も に 、 地 域 経済 の 好 循 環 を 創出 する た め 、 産 直 施 設 か ら 学 校 給 食 、 医 療 ・ 福 祉 施設 な ど 
へ の 県 産 食 材 の 供給 を 拡大 し ます 。 





⑨ 一 人 ひと り に 合っ た 暮らし 方 が で きる 農山 漁村 を つく り ま す 


ア 高齢 化 や 人 口 減少 が 進行 し て いる 農山 漁村 の 活性 化 を 図る た め 、 地 域 の 立地 条件 を 生か し 
た 農林 漁業 の 生産 振興 や 、 生 産 者 や 地域 住民 な どの 多様 な 主体 の 連携 ・ 協 働 に よる 活力 ある 
農山 漁村 づく り 等 に 取り 組む と と も に 、 地 域 ビ ジョ ン の 策定 と 実践 、 地 域 を けん 引 す る リー 
ダー の 育成 、 多 面 的 機能 を 有する 農地 や 森林 等 を 保全 する 地域 共同 活動 、 中 山間 地域 の 活性 
化 等 に 取り 組む 地域 組織 の 振興 な ど を 進め ます 。 

イ に ぎわ い の 創 出 や 雇用 ・ 所 得 の 向上 に よる 地域 の 活性 化 に 
向け 、 グ リー ン ・ ツ ー リ ズム “等 に よる 都市 住民 と の 交流 
促進 や 、 産 直 施 設 や 農山 漁村 レス トラ ン の 運営 、 特 産品 開発 
等 の 地域 資源 を 積極 的 に 活用 し た 農山 漁村 ビジ ネス な どの 取 





S *102 グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム 
組 を 進め ます 。 農山 漁村 を 訪問 し て 、 そ の 自 
然 巡 宝 1 二 \ 貴 中 漁村 づく り に 、 農 | 设 > 人 然 と 文化 、 人 々 と の 交流 を あり 

ウ 自然 災害 に 強い 農山 漁村 づく り に 向け 、 農 業 水利 施設 や 治 0 


山 施設 、 海 岸 保全 施設 、 漁 港 施設 の 整備 と 、 ハ ザー ド マ ッ プ 
作成 支援 な どの 地域 住民 等 と 連携 し た 取組 を 進め ます 。 


みん な で 取り 組み た いこ と 


[県 民 ] 
〇 子育て と 仕事 の 両立 を は じ め と する 、 ラ イフ スタ イル に 応じ た 新しい 働き 方 の 実践 な ど が 期 
待 され ます 。 


〇 食 や 工芸 品 等 の 県 産品 の 積極 的 な 購入 、 地 場 産業 へ の 理解 醸成 、 観 光 客 を 満 十 させ る 「 お も 
て な し 」 の 実践 、 い わ て 花巻 空港 の 積極 的 な 利用 な ど が 期待 され ます 。 

〇 県 産 農 林 水 産物 や 加工 品 等 の 積極 的 な 購入 と PR、 農 山 漁村 地域 に お ける 各種 保全 活動 ・ 交 
流 活動 へ の 積極 的 な 参画 な ど が 期待 され ます 。 


(多様 な 参画 ・ 活 躍 の 促進 ) 

若者 一 人 ひと り の 能力 を 発揮 し た 働き 方 の 実践 、 新 た な ビジ ネス モデ ル の 創出 、 若 者 の 視点 
か ら の 6 次 産業 化 や 農山 漁村 に お ける 地域 ビジ ョ ン 作 成 へ の 提言 な ど 

女性 の 発想 と 意欲 を 生か し た 、 農林 水産 業 に お ける 女性 グル ー プ の 結成 や 新た な ビジ ネス 展開 、 
6 次 産業 化 や 農山 漁村 に お ける 地域 ビジ ョ ン 作 成 へ の 提言 な ど 

高齢 者 の 個人 の 状況 に 応じ た 働き 方 の 実践 、 経 験 や 技術 の 伝承 、 観 光 ボ ラン ティ アガ イド へ 
の 参画 な ど 

障がい 者 一 人 ひと り の 障がい 等 に 応じ た 多様 な 就労 の 実践 な ど 


[企業 ・ 生 産 者 ] 
〇 ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 が で きる 環境 づく り と 実践 、 仕 事 と 子育て が 両立 で き 
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る 職場 環境 の 整備 な ど が 期待 され ます 。 
〇 技術 力 や 生産 性 の 向上 に 向け た 取組 、 販 路 開 拓 や 新 商品 開発 、 後 継 者 の 確保 ・ 育 成 の 取組 、 
観光 キャ ン ペ ー ン へ の 参画 な ど が 期待 され ます 。 
〇 農林 水産 業 の 中 核 的 な 経営 体 を 中 心 に 、 農 業 生 産 工程 管理 (GAP) 等 の 認証 取得 の 取組 や 
安全 ・ 安 心 で 高 品質 な 農林 水産 物 の 供給 な ど が 期待 され ます 。 


[NPO] 

〇 ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 を 支え る メニ ュー、 子 育て 支援 や 保育 サー ビス 等 の 提 
供 な ど が 期待 され ます 。 

〇 地域 資源 の 発掘 ・ 磨 き 上 げ 、 体 験 型 観光 メニ ュー 等 の 創出 ・ 提 供 な ど が 期待 され ます 。 

〇 グリ ー ン ・ ツ ー リ ズム や 教育 旅行 等 、 農 山 漁村 と 都市 と の 交流 拡大 に 向け た 取組 な ど が 期待 
され ます 。 


[関係 団体 ・ 高 等 教育 機関 ・ 研 究 機関 ] 

〇 ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 が で きる 環境 づく り の 助言 や 指導 、 子 育て 支援 や 保育 
サー ビス 等 の 提供 な ど が 期待 され ます 。 

〇 企業 の 経営 力 向 上 や 海外 展開 へ の 支援 、 地 域 の 特色 を 生か し た 観光 地 づ くり 、 産 学 官 連 携 に 
よる 人 材 育成 や 技術 開発 な ど が 期待 され ます 。 

〇 農林 水産 業 の 生産 者 の 経営 規模 拡大 に 向け た 調整 や 高度 な 経営 能力 を 有する 人 材 の 育成 、 農 
林 水 産物 生産 の た め の 革 新 的 技術 の 開発 等 が 期待 され ます 。 


[市 町 村 ] 

〇 ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 の 実現 や 人 材 の 確保 ・ 定 着 に 向け た 環境 づく り の 促進 、 
育て 支援 や 保育 サー ビス 等 の 充実 な ど が 期待 され ます 。 

〇 企業 の 販路 開拓 や 海外 展開 、 経 営 力 向 上 や 後継 者 の 確保 ・ 育 成 の 支援 、 観 光 地 の 受入 態勢 整 
備 や 情報 発信 な ど が 期待 され ます 。 

〇 農林 水産 業 へ の 新規 就業 者 を 地域 単位 で 支援 する 体制 の 整備 や 、 生 産 性 ・ 収 益 性 の 高い 農林 
水産 業 を 実現 する た め の 生 産 基 盤 の 整備 、 農林 水産 物 の 積極 的 な PR や 6 次 産業 化 の 取組 へ の 
支援 な ど が 期待 され ます 。 









(7) 歴史 ・ 文 化 


て 豊か な 歴史 や 文化 を 受け 継ぎ 、 
愛着 や 誇り を 育ん で いる 岩手 一 


世界 遺産 の 保存 と 活用 を 進め 、 ま た 、 週 去 や 現在 か ら 未来 に 引き 継ぎ た い 地 域 の 歴史 や 伝統 
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文化 を 学び 、 受け 継ぐ こと に より 、 岩 手 や 地域 へ の 誇り や 愛着 を 実感 で きる 岩手 の 実現 に 向け 
た 取組 を 展開 し ます 。 


① 世界 遺産 の 保存 と 活用 を 進め ます 





ア 世界 遺産 等 が 有する 価値 を 広め 、 将 来 の 世代 へ 継承 し て いく た め 、[ 北 海道 ・ 北 東北 の 縄 
文 遺跡 群 (御所 野 遣 跡 )」 の 世界 遺産 へ の 新規 登録 や 、「 平 泉 の 文化 遺産 ]」 の 世界 遺産 へ の 拡 
張 登録 に 向け た 取組 、 計 画 的 な 保存 管理 や 県 民 の 理解 増進 に 向け た 取組 、 県 内 外 へ の 情報 発 
信 な ど を 推進 し ます 。 

イ 世界 遺産 を 活用 し た 人 的 ・ 文 化 的 交流 を 図る た め 、 世 界 遺 産 を 核 と し て 、 県 内 の 関連 文化 
遺産 の ネッ トワ ー ク 構築 を 推進 し ます 。 


② 豊か な 歴史 や 民俗 芸能 な どの 伝統 文化 が 受け 継が れる 環境 を つく り 、 交流 を 広げ ます 


ア 伝統 文化 を 着実 に 引き 継ぐ た め 、 岩 手 県 が 誇る 民俗 芸能 に 触れ 、 発 信 す る 機会 を 創出 する 
こと に より 、 伝 統 文化 へ の 理解 を 深め 、 次 世代 へ 受け 継ぐ 取組 を 推進 し ます 。 

イ 岩手 県 が 誇る 伝統 文化 を 生か し た 地域 活性 化 を 図る た め 、 多 種 多 様 な 民俗 芸能 な どの 伝統 
文化 の 活用 や 郷土 料理 等 の 優れ た 技術 を 有する 「 食 の 匠 "3」 の 活動 支援 な ど に より 、 人 的 ・ 
経済 的 な 交流 を 推進 し ます 。 

ウ 県 民 の 郷土 愛 を 醸成 する た め 、 岩手 県 出身 の 偉人 や 様々 な 
文化 財 な ど を 活用 し 、 歴 史 へ の 理解 促進 に 向け た 取組 を 推進 
し ます 。 

エ 文化 財 の 適切 な 保存 ・ 管 理 に よる 次 世代 へ の 継承 を 図る た 
め 、 文 化 財 保護 に 関す る 県 の 大 細 を 策定 する と と も に 、 市 町 “103 食 OE 


岩手 県 の 食 文化 の 発信 活動 を 
\ 筑 定 汪 用 三 情報 提供 を 行 促進 し 、 地 域 活性 化 を 促す た め 
村 等 が 策定 す る 保存 活用 計画 へ の 情報 提供 等 支援 を 行い ます 。 人 
オ 岩手 県 の 豊か な 歴史 資源 を 生か し た 地域 活性 化 を 図る た 0 
い A\,， で ーー ュー る て 認 之 o 
め 、 様 々 な 文化 時 な ど を 活用 し 、 人 的 ・ 経 済 的 な 交流 を 推進 


し ます 。 





みん な で 取り 組み た いこ と 


[県 民 ] 
〇 世界 遺産 や 伝統 文化 の 理解 ・ 継 承 に 向け た 取組 へ の 参画 な ど が 期待 され ます 。 


(多様 な 参画 ・ 活 躍 の 促進 ) 
次 代 を 担う 若者 に よる 民俗 芸能 を 受け 継ぐ 取組 へ の 参画 な ど 
高齢 者 に よる 民俗 芸能 を 次 世代 へ 継承 する 取組 へ の 参画 な ど 


[企业 ] 
〇 世界 遺産 や 伝統 文化 の 理解 ・ 継 承 に 向け た 各 主体 の 広範 な 取組 へ の 支援 な ど が 期待 され ます 。 
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[NPO] 
〇 世界 遺産 や 伝統 文化 の 理解 継承 に 向け た 各 主 体 の 広範 な 取組 へ の 協 働 な ど が 期待 され ます 。 


[関係 団体 ] 
〇 世界 遺産 の 適切 な 保存 と 活用 に 向け た 主体 的 な 取組 の 展開 、 伝 統 文化 の 理解 ・ 継 承 に 向け た 
主体 的 な 取組 の 推進 及び 支援 、 国 内 外 へ の 情報 発信 な ど が 期待 され ます 。 


[市 町 村 ] 
〇 世界 遺産 の 適切 な 保存 と 活用 、 伝 統 文化 の 理解 ・ 継 承 に 向け た 取組 や 関係 団体 等 へ の 支援 、 
情報 発信 、 文 化 財 な ど を 活用 し た 地域 づく り の 推進 な ど が 期待 され ます 。 


(8) 自然 環境 


ー 一 人 ひと り が 恵まれ た 自然 環境 を 守り 、 
自然 の 豊か さと と も に 暮らす こと が 
で きる 岩手 一 


宕 に 表 的 希少 二 。 、 
主要 な 指標 岩手 の 代表 的 希少 野生 動植物 の 個体 ・ つ が い 数 


再生 可能 エネ ルギー に よる 電力 自給 率 、 自 然 公園 の 利用 者 数 





良好 な 自然 環境 の 保全 や 循環 型 地域 社会 の 形成 、 再 生 可 能 エ ネル ギー の 導入 を は じ め と する 
地球 温暖 化 対 策 な ど を 進め る こと に より 、 自 然 に 恵まれ て いる こと を 実感 で きる 岩手 の 実現 に 
向け た 取組 を 展開 し ます 。 


①④ 多様 で 優れ た 環境 を 守り 、 次 世代 に 引き 継ぎ ます 








ア 岩手 県 の 優れ た 自然 が 守ら れる よう 、 希 少 野 生 動植物 の 保 
護 や 野生 鳥獣 の 個体 数 管理 な ど に より 、 生 物 多 様 性 の 保全 を 


進め ます 。 

イ 県 民 の 自然 と の ふれ あい を 促進 する た め 、 自 然 公園 内 の 施 用 语 解 说 
設 の 整備 、 自 然 の 魅力 や イベ ント に 関す る 情報 発信 な どの 取 
組 を 推進 し ます 。 

ウ 優れ た 環境 を 守り 引き 継ぐ た め 、 環 境 モニ タリ ング "104 に 104 環境 モー タリ ング 
よる 現状 把握 や 事業 場 の 監視 ・ 指 導 に より 、 良 好 な 大 気 ・ 水 地 の 動 物 の 生計 間 大 
環境 の 保全 を 推進 し ます 。 その 環境 の 人 へ の 影響 を 評価 す 

エ 森 か ら 川 を 経て 海 に 至る 健全 な 水循環 が 図ら っ れる よう 、 各 。 
地域 で の 森 と 川 と 海 の 保全 に 関す る 活動 や 県 民 参加 に よる 森 
林 づ くり の 促進 な ど を 通じ 、 水 と 緑 を 守る 取組 を 進め ます 。 

オ 清流 を 取り 戻し た 北上 川 の 水質 を 維持 する た め 、 旧 松尾 鉱 
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山 か ら 排出 され る 琉 廃水 '** の 確実 な 中 和 処 理 な ど に より 、 北 上 川 の 清流 化 対策 を 推進 し ま 


す 。 


カ 持続 可能 な 社会 すく り に 向け た 担い 手 を 育む た め 、 環 境 学習 を 推進 する と と も に 、 住 民 、 


事業 者 、 行 政 等 と の 連携 ・ 協 働 に よる 取組 を 促進 し ます 。 


キ 地質 遺産 等 を 持続 的 に 利 活用 し 、 地 域 振興 に つなげ る た め 、 保 和 全 活動 や 人 材 育成 な どの 三 


陸 ジ オ パ ー ク に 関す る 取組 を 推進 し ます 。 





@ 循環 型 地域 社会 の 形成 を 進め ます 


ア 廃棄 物 を 含め 、 有 用 な 資源 を 生か し た 循環 型 地域 社会 の 形成 を 更に 進め る た め 、 廃 茎 物 の 
発生 を 可能 な 限り 抑制 する と と も に 、 廃 棄 物 の 循環 利用 ( 再 使用 ・ 再 生 利用 ) を 推進 し ます 。 


イ 災害 発生 時 に も 循環 利用 を 考慮 し た 県 内 で の 適切 な 廃棄 物 処 理 を 進め る た め 、 処 理 の 効率 


化 、 環 境 負荷 の 軽減 な ど に より 、 持 続 可能 な 廃棄 物 処理 体制 の 構築 を 推進 し ます 。 


ウ 良好 な 生活 環境 を 維持 する た め 、 廃 棄 物 処理 施設 等 に 対す る 監視 ・ 指 導 な ど に より 、 産 業 


廃棄 物 の 適正 処理 を 推進 し ます 。 


③ 地球 温暖 化 防止 に 向け 、 低 炭素 社会 の 形成 を 進め ます 





ア 温室 効果 ガス 排出 削減 対策 を 推進 する た め 、 県 民 、 事業 者 、 
行政 が 一 体 と な っ た 県 民 運 動 を 実施 し 、 住 宅 の 省エネ ルギー 
化 の 普及 刻 発 や 省エネ 機器 ・ 次 世代 自動 車 の 導入 を 促進 し ま 
す 。 

イ 再生 可能 エネ ルギー の 導入 を 促進 する た め 、 風 力 、 地 熱 、 
バイ オマ ス "“? 等 の 利用 を 促進 する と と も に 、 災 害 時 に も 対 
応 で きる 自立 ・ 分 散 型 エ ネル ギー 供給 体制 の 構築 や 、 水 素 の 
利 活用 、 地 域 に 根ざし た 再生 可能 エネ ルギー 関連 産業 の 促進 
を 図り ます 。 

ウ 地球 温暖 化 の 防止 に 貢献 する 、 森 林 に よる 二酸化 炭素 の 吸 
収 が 図ら れる よう 、 間 伐 や 再 造林 等 に よる 適切 な 森林 整備 な 
どの 取組 を 進め ます 。 

エ 地球 温暖 化 等 に 伴う 気候 変動 の 影響 に 対応 で きる よう 、 気 
候 変動 と その 影響 に 関す る 情報 の 収集 や 提供 等 を 行う こと に 
より 、 地 域 に お ける 気候 変動 適応 策 を 推進 する と と も に 、 県 
民 へ の 意識 刻 発 を 進め ます 。 


みん な で 取り 組み た いこ と 


[県 民 ] 


*105 旧 松 尾 鉱 山 か ら 排 

出さ れる 抗 廃水 
昭和 47 年 (1972 年 ) に 閉 
山 し た 旧 松 尾 鉱山 か ら 大 量 の 強 
酸性 水 が 赤 川 に 流出 し て 北上 川 
本 流 を 汚染 し 、 大 き な 社 会 問題 
と な っ た こと か ら 、 県 に お いて 、 
通商 産業 省 の 補助 に より 新 中 
和 処 理 施設 を 建設 、 昭 和 57 年 
(1982 年 ) 办 与 坑 魔 水 在 中 和 
処理 する こと で 、 北 上 川 は 清 ら 
か な 流れ を 取り 戻し て いる 。 


*106 バイ オマ ス 

再生 可能 な 生物 由来 の 有機 性 
資源 で 、 化石 資源 を 除い た も の 。 
新 炭 ・ 稲 わら ・ 製 材 端 材 な どの 
農林 資源 、 古 材 な どの 産業 廃棄 
物 、 都 市 ご み 、 し 尿 、 竜 産廃 棄 
物 な ど が 含ま れる 。 


〇 環境 保全 活動 へ の 参加 、 廃 棄 物 の 発生 抑制 ・ 再 使用 ・ 再 生 利 用 の 実践 、 環 境 に 配慮 し た ライ 


フス タイ ル の 実践 な ど が 期待 され ます 。 
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(多様 な 参画 ・ 活 躍 の 促進 ) 
若者 の 新た な 発想 や 高齢 者 の 知識 や 経験 を 生か し た 持続 可能 な 社会 づく りや 地球 温暖 化 防止 
活動 へ の 参画 な ど 


[企业 ] 
〇 環境 保全 活動 へ の 参加 ・ 協 力 、 自 主 的 な 環境 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 実施 な ど が 期待 され ます 。 


[NPO] 
〇 環境 保全 活動 の 実施 ・ 参 加 ・ 協 力 な ど が 期待 され ます 。 


[関係 団体 ] 
〇 環境 保全 活動 の 実施 ・ 参 加 ・ 協 力 、 企 業 の 環境 負荷 軽減 の 取組 支援 な ど が 期待 され ます 。 


[市 町 村 ] 


〇 環境 保全 活動 の 実施 ・ 協 力 や 住民 に 対す る 普及 世 発 、 地 域 や 学校 に お ける 環境 学習 の 推進 
ど が 期待 され ます 。 


(9) 社会 基 租 


ー 防 ※ 災 対策 や 産業 振興 な ど 幸 福 の 追 求 を 
支え る 社会 基盤 が 整っ て いる 岩手 








社会 経済 活動 や 教育 ・ 研 究 の 土台 と な る 情報 通信 技術 の 活用 、 科 学 の 振興 、 産 業 や 暮らし を 
支え る 社会 資本 の 整備 な ど 、8 つの 政策 分 野 を 支え る 基盤 の 強化 に より 、 地 域 の 魅力 を 実感 で 


きる 岩手 の 実現 に 向け た 取組 を 展開 し ます 。 





① 科学 ・ 情 報 技術 を 活用 で きる 基盤 を 強化 し ます 


ア 科学 技術 基盤 の 強化 や 産業 の 発展 に つなげ る た め 、 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) の 実現 や 、 
これ まで 築き 上 げた 世界 最 先端 の 研究 機関 この ネッ トワ ー ク を 活用 し 、 国 内 外 の 研究 者 ・ 企 
業 な ど と の 連携 促進 を 通じ た 国際 研究 拠点 の 形成 を 図る と と も に 、 こ れ に 関連 する イン フラ 
(道路 、 港 湾 等 ) の 整備 を 推進 し ます 。 

イ 地域 課題 の 解決 や 経済 発展 に つなが る よう 、 産 学 官 金 の 連携 や 、 資 金 支 援 な ど に より 、 新 
た な 価値 を 生み 出す イノ ベー ショ ン の 創出 に 向け た 研究 開発 を 進め ます 。 

ウ 医療 ・ 介 護 、 教 育 、 農 林 水 産業 な ど 、 県 民 の 生活 に 関わ る 様々 な 分 野 に お いて 、 地 域 が 抱 
える 課題 の 解決 を 図る た め 、 効 率 的 ・ 効 果 的 な ツー ル と し て 期待 され る モノ の イン ター ネッ 
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ト (loT) 、 ビ ッ グ デー タ 、 人 工 知能 (Al) な どの 情報 通信 
技術 (CT) の 利 活用 を 推進 し ます 。 

エ 県 民 の 生活 や 産業 経済 活動 に 欠か せな い 基 有 盤 を 整え る た 
め 、 新 た な 情報 通信 技術 の 動向 や 地域 の ニー ズ を 踏ま え 、 光 本 明 
ファ イ バ パー な どの 超 高速 ブロ ー ド パンド " ツ 、 第 5 世代 移動 "107 天 引 プ ロード バッ ド 
通信 シス テ "108) な ど ン フ ラ の 整 ; 波数 帯域 を 利用 し た 、 よ り 高速 ・ 
通信 シス テム (5G""%) な どの ICT イン フラ の 整備 を 促進 en 
し ます 。 こと 。 超 高速 ブロ ー ド バン ド は 

伝送 速度 が 上 り と 下り の 両方 と 
も に 「30M ビッ ト / 秒 級 以上 の 


② 安全 ・ 安 心 を 支え る 社会 資本 を 整備 し ます ーーーーー “WW: 

*108 5G 
第 5 世代 移動 通信 シス テム 。 
ア 自然 災害 か ら 県 民 の 暮らし を 守る た め 、 河 川 改修 や 津波 防 別名 は 第 5 世代 携帯 電話 な ど 。 
第 4 世代 携帯 電話 (4G) ある 
災 施 設 、 砂 防 施設 の 整備 、 公 共 建 築 物 等 の 耐震 化 な どの ハー い は 4G LTE の 上 位 に 位置 づけ 
ド 対策 と 、 災 害 関 連 情 報 の 充実 強化 な どの ソフ ト 施 築 を 効果 i 

的 に 組み 合わ せ た 防災 ・ 減 災 対 策 を 推進 し ます 。 

イ 災害 に 強い 道路 ネッ トワ ー ク を 構築 する た め 、 県 土 の 終電 ・ 

横 軸 と な る 幹線 道路 の 整備 、 緊 急 輸送 道路 や 代替 機能 を 有する 路線 の 防災 機能 の 強化 な ど を 
推進 し ます 。 

ウ 日 常 生活 を 支え る 安全 ・ 安 心 な 道 づ くり の た め 、 救 急 医療 機関 へ の アフ クセス 向 上 な ど 地 域 
の 実情 に 応じ た 道路 整備 や 、 冬 期間 の 交通 安全 対策 、 通 学 等 の 安全 確保 の た め の 歩 道 の 整 備 
な ど を 推進 し ます 。 

(再掲 
・ 自 然 災害 に 強い 農山 漁村 づく り に 向け 、 農 業 水利 施設 や 治山 施設 、 海 岸 保全 施設 、 光 港 施設 
の 整備 と 、 ハ ザー ド マ ッ プ 作 成 支援 な どの 地域 住民 等 と 連携 し た 取組 を 進め ます 。 

【(⑥) 仕事 ・ 収 入 「②⑨ 一 人 ひと り に 合っ た 暮らし 方 が で きる 農山 漁村 を つく り ま す 」 から 
再掲 


用 語 解 説 
和 








③ 産業 や 観光 振興 の 基盤 と な る 社会 資本 を 整備 し ます 


ア 物流 の 効率 化 な ど 生 産 性 の 向上 を 図る た め 、 内 陸 部 と 港湾 を 結ぶ 道路 、 工 業 団地 や イン ター 
チェ ンジ へ の アク セス 道路 、 港 湾 な どの 社会 資本 の 整備 ・ 利 活用 を 推進 し ます 。 

イ 観光 の 振興 を 図る た め 、 都 市 間 や 主要 な 観光 地 を 結ぶ 道路 の 整備 、 港 湾 ・ 空 港 の 機能 拡充 
な ど 、 外 国人 観光 客 の 増加 な ど を 見 据え た 社会 資本 の 整備 ・ 利 活用 を 推進 し ます 。 

《再 揭 》 

収益 力 の 高い 農林 水産 業 を 実現 する た め 、 水 田 の 大 区 画 化 や 排水 改良 、 再 造林 や 路 網 等 の 

整備 、 農業 水利 施設 や 漁港 施設 等 の 長寿 命 化 対 策 な ど 、 生産 基盤 の 整備 を 着実 に 推進 し ます 。 
【(⑥) 仕事 ・ 収 入 「⑦ 収益 力 の 高い 「 食 料 ・ 木 材 供給 基地 ] を つく り ま す ] か ら 再 掲 】 


④ 生活 を 支え る 社会 資本 を 良好 に 維持 管理 し 、 次 世代 に 引き 継ぎ ます 





の ad ie 老朽 化 が 進む 施設 の 計画 的 な 修繕 を 
うつ 「 予 防 保全 型 維持 管理 | な ど に より 、 適 切な 維持 管理 等 を 実施 し ます 。 
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イ 地域 の 道路 や 河川 な どの 良好 な 利用 環境 等 を 確保 する た め 、 県 民 と の 協 働 に よる 維持 管理 
を 推進 し ます 。 

《再 揭 》 
社会 資本 の 整備 や 維持 管理 、 災 害 時 の 対応 を 担う 、 地 域 の 建設 企業 の 持続 的 ・ 安 定 的 な 経 
掌 に 向け 、 若 者 ・ 女 性 が 働き や すい 労働 環境 の 整備 、 技 術 力 や 生産 性 の 向上 、 経 営 基 盤 強化 
の 支援 な ど を 推進 し ます 。 
【(6) 仕事 ・ 収 入 「② 地域 経済 を 支え る 中 小 企業 の 振興 を 図り ます 」 か ら 再 掲 】 


みん な で 取り 組み た いこ と 


[県 民 ] 
〇 道路 や 河川 な ど 、 暮 らし に 身近 な 社会 資本 を 良好 に 利用 し な が ら 、 次 世代 に 引き 継ぐ 取組 や 
国際 研究 拠点 形成 に 伴う まち づく り へ の 参画 な ど が 期待 され ます 。 


(多様 な 参画 ・ 活 躍 の 促進 ) 
・ 若者 や 女性 に よる 、 社 会 資本 を 利 活用 し た 地域 活性 化 の 取組 へ の 参画 な ど 
高齢 者 や 障がい 者 の 視点 に よる 社会 資本 の 整備 ・ 維 持 管理 へ の 提言 な ど 


[企业 ] 

〇 建設 企業 に お ける 経営 基盤 の 強化 や 技術 力 ・ 生 産 性 の 向上 、 若 者 、 女 性 が 活躍 で きる 働き や 
すい 労働 環境 の 整備 に よる 社会 資本 の 良好 な 整備 ・ 維 持 管 理 、 災 害 時 に お ける 国 、 県 、 市 町 村 
と 連携 し た 社会 資本 の 迅速 な 応 怠 対策 の 実施 、 科学 ・ 情 報 通信 技術 の 利 活用 な ど が 期待 され ます 。 


[NPO] 
〇 道路 や 河川 な ど 、 暮 らし に 身近 な 社会 資本 を 良好 に 利用 し な が ら 、 次 世代 に 引き 継ぐ 取組 へ 
の 支援 や 、 情 報 通信 技術 の 利 活用 に よる 地域 課題 の 解決 な ど が 期待 され ます 。 


[関係 団体 ] 
〇 災害 時 に お ける 国 、 県 、 市 町 村 と 連携 し た 社会 資本 の 迅速 な 応 女 対策 の 実施 、 科 学 ・ 情 報 通 
信 技術 の 研究 開発 ・ コ ー デ ィ ネ ー ト 活動 の 推進 な ど が 期待 され ます 。 


[市 町 村 ] 
〇 住民 の 安全 ・ 安 心 の 確保 や 地域 の 活性 化 に 資す る 社会 資本 の 整備 、 利 活用 の 取組 、 情 報 通信 
技術 の 利 活用 な ど が 期待 され ます 。 
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(10) 参画 


ー 男 女 共同 参画 や 若者 ・ 女 性 、 高 齢 者 、 
障がい 者 な どの 活躍 、 

幅広 い 市 民活 動 や 県 民 運 動 な ど 。 

幸福 の 追求 を 支え る 仕組 み が 从 

整っ て いる 岩手 一 





労働 者 総数 に 性 の 割合 、 障 が い 者 の 雇用 率 、 高 齢 者 の ボラ ン テ 
主要 な 指標 労働 者 総数 に 占め る 女性 の 割合 、 障 が い 者 の 雇用 率 、 高 齢 者 の ボラ ン テ ィ 


ア 活 動 比率 、 男 性 の 家事 時 間 割 合 [再掲 ] 





男女 共同 参画 や 若者 ・ 女 性 、 高 齢 者 、 障 が い 者 な ど が 活躍 で きる 仕組 み づ く り 、NPO や 関係 
団体 等 の 多様 な 主体 に よる 幅広 い 市 民活 動 や 県 民 運 動 の 促進 な ど 、8 つの 政策 分 野 を 支え る ソフ 
ト パ ワ ー の 強化 に より 、 地 域 の 魅力 を 実感 で きる 岩手 の 実現 に 向け た 取組 を 展開 し ます 。 

また 、 こ れ ら の 取組 の 展開 に 当たっ て は 、 岩 手 県 の 魅力 の 国内 外 へ の 情報 発信 や 市 町 村 と の 連 
携 の 推進 な どの 視点 も 重要 で す 。 


① 性 別 や 年 齢 、 障 が い の 有 無 に か か わら ず 活 躍 で きる 社会 を つく り ま す 





ア 男女 平等 や 多様 な 性 に つい て 理解 し 、 尊 重 す る 社会 と な る よう 、 共 に 生き や すく 、 多 様 な 
生き 方 が 認め られ る 男女 共同 参画 社会 の 実現 に 向け た 環境 づく り を 進め ます 。 

イ 若者 が 地域 の 課題 解決 を 目指 し 、 自 由 な 発想 で 考え 、 話 し 合い 、 次 へ の 活動 に つなげ られ 
る よう 、 地 域 づ くり 、 ボ ラン ティ ア 、 起 業 、 文 化 等 の 多様 な 分 野 に お ける 若者 の 主体 的 な 活 
動 を 活性 化 さ せ 、 若 者 の 活躍 支援 と ネッ トワ ー ク づく り を 進め ます 。 

ウ 女性 が それ ぞ れ の ライ フス テー ジ 、 ラ イフ スタ イル に 対応 し 、 活 躍 で きる よう 、 女 性 の 働 
きやすい 職場 環境 の 整備 や 能力 開発 な どの 取組 を 支援 する と と も に 、 働 く 女性 の 意識 醸成 の 
た め の 異 業種 間 ネ ットワーク づく り を 進め ます 。 

エ 高齢 者 が 地域 で 活躍 で きる よう 、 高 齢 者 が これ まで 培っ て きた 豊か な 経験 や 知識 ・ 技 能 
生か し た ボラ ンティア 活動 や 地域 活動 等 の 社会 貢献 活動 へ の 参加 を 促進 し ます 。 

《再 揭 》 

障がい 者 が 地域 で 活躍 で きる よう 、 障 が い の 状 況 に 応じ た 日 淀 生 活 ・ 社 会 生活 の 支援 や 
コミ ュ ニ ケー ショ ン 支 援 、 農 林 水 産 分 野 と 連携 し た 就労 支援 な ど に より 、 障 が い 者 の 社会 
参加 を 促進 し ます 。 

【(1) 健康 ・ 余 暇 「③ 介護 や 支援 が 必要 に な っ て も 、 住 み 慣 れ た 地域 で 安心 し て 生活 で き 
る 環境 を つく り ま す ] か ら 再 掲 】 





② 幅広 い 市 民活 動 や 多様 な 主体 に よる 県 民 運 動 を 促進 し ます 


ア 幅広 い 市 民活 動 が 展開 され る よう 、 活 動 情 報 の 発信 な ど に よる 参加 ・ 参 画 機運 の 醸成 や 、 
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NPO・ 地 縁組 織 ・ 企 業 ・ 行 政 な どの ネッ トワ ー ク 化 を 支援 し 、 多 様 な 主体 の 連携 ・ 協 働 の 
仕組 み づ く り を 進め ます 。 

イ 多様 な 主体 が それ ぞ れ 主体 性 を 持っ て 協 働 し て いけ る よう 、 様 々 な 分 野 に お ける 県 民 の 参 
画 を 促す 県 民 運 動 や 民間 の ノウ ハウ を 取り 入れ た 連携 ・ 協 働 な どの 取組 を 進め ます 。 

ウ NPO が 自立 的 に 活動 で きる よう 、NPO の 担い 手 や リー ダー の 育成 、 安 定 的 な 活動 資金 
の 確保 な どの 運営 基盤 の 強化 に より 、 社 会 の ニー ズ に 対応 し た NPO の 活動 を 促進 し ます 。 


みん な で 取り 組み た いこ と 


[県 民 ] 
〇 男女 の 対等 な パー トナ ー シ ッ プ に 向け た 意識 改革 や 、 市 民活 動 、 県 民 運 動 へ の 参加 な ど が 期 
待 さ れ ま す 。 


(多様 な 参画 ・ 活 躍 の 促進) 
・ 若者 ・ 女 性 の 発想 と 意欲 を 生か し た 市 民活 動 や 県 民 運動 へ の 参画 な ど 
高齢 者 の 経験 や 知識 ・ 技 能 を 生か し た 社会 貢献 活動 や 学び を 提供 する 側 と し て の 生涯 学習 
活動 へ の 参加 、 市 民活 動 や 県 民 運 動 へ の 参画 な ど 
障がい 者 の 経験 や 知識 ・ 得 意 分 野 を 生か し た 市 民活 動 や 県 民 運動 へ の 参画 な ど 


[企业 ] 

〇 男女 の 対等 な パー トナ ー シ ッ プ に 向け た 意識 改革 や 、 性 別 や 年 齢 、 障 が い の 有 無 に 関わ ら ず 
働き や すい 職場 環境 の 整備 、 地 域 社会 の 構成 上 員 と し て の 市 民活 動 や 県 民 運 動 へ の 参画 、 活 動 に 
参加 し や すい 環境 づく りな ど が 期待 され ます 。 


[NPO] 
〇 男女 の 対等 な パー トナ ー シ ッ プ に 向け た 意識 改革 や 、 性 別 や 年 齢 、 障 が い の 有 無 に 関わ ら ず 
活躍 で きる 取組 の 実施 や 支援 、 市 民活 動 や 県 民 運 動 の 実践 な ど が 期待 され ます 。 


[関係 団体 ] 
〇 男女 の 対等 な パー トナ ー シ ッ プ に 向け た 意識 改革 や 、 性 別 や 年 齢 、 障 が い の 有 無 に 関わ ら ず 
活躍 で きる 取組 の 実施 や 支援 、 市 民活 動 や 県 民 運 動 へ の 参画 な ど が 期待 され ます 。 


[市 町 村 ] 
〇 男女 共同 参画 社会 づく りや 若者 ・ 女 性 、 高 齢 者 、 障 が い 者 な どの 活躍 促進 に 向け た 様々 な 施 
策 の 推進 、 市 民活 動 や 県 民 運 動 へ の 支援 な ど が 期待 され ます 。 
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可 叶 着眼 3 大 席 潮 叶 但 の 滞 





第 5 章 政策 推進 の 基本 方 向 


© 主要 な 指標 (いわ て 幸福 闘 連 指 標 ・ 長 期 ビ ジョ ン 版 


10 の 政策 分 野 
(1) 健康 " 余 卢 





① 健 康 寿 命 
② 余 暇 時 間 


合計 特殊 出生 率 
(2) 家族 ・ 子 育て ② 男 性 の 家事 時 間 割 合 
③ 総 実 労 働 時 間 


① 意 欲 を 持っ て 自ら 進ん で 学 ぼ ぽう と する 児童 生徒 の 割合 
② 自 己 育 定 感 を 持つ 児童 生徒 の 割合 

③ 体 力 ・ 運 動 能力 が 標準 以上 の 児童 生徒 の 割合 

(④ 高 卒 者 の 県 内 就職 率 


① 県 外 か ら の 移住 ・ 定 住 者 数 
② 地 縁 的 な 活動 へ の 参加 割合 


① 目 主 防災 組織 の 組織 氷 
(5) 安全 ②③ 刑 法 犯 説 知 件 数 
③ 交 通 事故 発生 件 数 


① 一 人 当たり 県 民 所 得 

② 正 社員 の 有効 求人 倍率 

③ 総 実 労働 時 間 [再掲 ] 

(④ 高 卒 者 の 県 内 就職 率 [再掲 ] 


① 世 界 遺 産 等 の 来訪 者 数 
② 国 ・ 県 指定 文化 財 件 数 


① 岩 手 の 代表 的 希少 野生 動植物 の 個体 ・ つ が い 数 
(8) 自然 環境 ② 再 生 可能 エネ ルギー に よる 電力 自給 率 
③ 自 然 公 園 の 利用 者 数 


GD 河川 整备 率 
@ 紧 急 输 送 道路 0 整备 延长 


① 労 働 者 総数 に 占め る 女性 の 割合 
② 障 が い 者 の 雇用 系 

③ 高 齢 者 の ボラ ンティア 活動 比率 
④ 男 性 の 家事 時 間 割 合 [再掲 ] 








(3) 教育 





(4) 居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 








(6) 仕事 ・ 収 入 





(7) 歴史 ・ 文 化 








(9) 社会 基 竖 





(10) 参画 
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第 6 章 新しい 時 代 を 切り 拓く プロ ジェ クト 


“ 


この 章 で は 、11 の 「 新 し い 時 代 を 切り 拓く プロ ジェ クト 」 に つい て 説明 し ます 。 


10 年 後 の 将 来 像 の 実現 を より 確か な も の と し 、 さ ら に 、 そ の 先 を 見 据え 、 新 し い 時 代 を 切り 拓 
いて いく た め に は 、 長 期 的 な 視点 に 立っ て 、 岩 手 ら し さ を 生 か し た 新た な 価値 ・ サ ービス の 創造 な 
どの 先導 的 な 取組 を 進め て いく こと が 重要 で す 。 

この た め 、「 新 し い 時 代 を 切り 拓く プロ ジェ クト 」 と し て 、11 の プロ ジェ クト を 掲げ 、 戦 略 的 、 
積極 的 に 推進 し て いき ます 。 





(OTYEEEEEA 


(1) プロ ジェ クト の ね らい 
国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 実現 に より 、 世 界 ト ッ プ レベ ル の 頭脳 や 最 先端 の 技術 、 高 度 な 


人 材 が 集積 され る こと か ら 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 依 出 する 環境 の 整備 な ど を 進め る こと に より 、 知 と 
技術 が 集積 され た 国際 研究 拠点 の 実現 を 目指 し ます 。 


(2 ) 課題 と 展望 


ア 平成 25 年 (2013 年 ) 8 月 に 、ILC 立地 評価 会 議 が ILC 
の 国内 建設 候補 地 を 北上 山地 に 決定 する と と も に 、 平 成 29 





年 (2017 年 ) 11 月 に は 、ILC 初期 計画 を 20km か ら ス ター 用 語 解説 
ト す る 計画 が 国際 的 な 研究 者 組織 で ある ICFA (国際 将来 加 
速 器 委員 会 ) "” で 承認 され る な ど ILC 実 現 へ の 機運 が 高まっ 
*109 ICFA 
で Mg ( 還 際 来 加速 委 員 会 ) 
イ ILC の 実現 に より 、 最 先端 の 技術 や 高度 な 人 材 の 集積 が 見 站 


込ま れる ほか 、 世 界 中 か ら 数 千 人 の 研究 者 と その 家族 が 東北 
に 居住 し 、 国 際 的 な 研究 都市 が 形成 され る こと が 見 込ま れ て 
いま す 。 
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(3) 内 容 





① 国際 研究 拠点 の 形成 支援 と 研究 開発 を 目指 す 人 材 の 育成 
ア 世界 か ら 優 れ た 人 材 が 集う ILC 国際 研究 所 を 核 と し て 、 自 然 や 文化 を 生か し た 環境 整備 に 
取り 組み 、 国 際 研 究 拠点 の 形成 を 支援 
イ ILC で の 研究 開発 を 目指 す 人 材 の 育成 ・ 募 出 


② イノ ベー ショ ン の 但 出 





ア ILC に 関連 する 技術 や 研究 成果 の 産業 化 を 支援 する イノ ベー ショ ン 拠 点 の 形成 
イ 新た な サー ビス や 製品 の 開発 に つなが る 加速 器 関連 産業 の 集積 地域 の 形成 


③ グリ ー ン ILC'? (環境 、 エ ネル ギー) に よる エコ 社会 の 実践 





ii 
強 
医 
展 


域 の 持続 可能 性 の 向上 に 向け た 取組 の 推進 
イ ILC 国 際 研 究 所 や 居住 エ 上 リア 、 各 種 産 業 へ の 排 熱 や 冷水 等 
の エネ ルギー の 利 活用 の 推進 


ア ILC 関連 の 研究 施設 や 住居 等 へ の 県 産 材 利用 な ど に よる 地 < 


*110 グリ ー ン ILC 
な 暮 ら 和 
性 豊か で 和 ミュ ー テ 2 Fb 電力 を 可能 な \ 
④ 国際 性 豊か で 便利 な 暮らし や すい コミ ュ ニ ティ の 形成 本 
の 木造 化 等 に より 、ILC を 通じ 
a た 持続 可能 な 社会 を 目指 す 
ア モノ の イン ター ネッ ト (loT) や 人 工 知能 (AD な ど を 活 方 和 5 
用 し た 医療 や 教育 な ど 、 名 種 住民 サー ビス の 提供 に よる 外国 
人 研究 者 ・ 家 族 及 び 地 域 住民 が 暮らし や すい 社会 の 実現 に 向 
けた 取組 の 推進 


イ 外国 人 研究 者 ・ 家 族 と 地域 住民 が 共生 する 多 文化 コミ ュ ニ ティ の 形成 


⑤ ILC を 活用 し た 交流 人 口 の 拡大 、 科 学 技術 教育 水準 の 向上 





ア 観光 資源 と し て ILC を 活用 し た サイ エン ス ツ ー リ ズム や エコ ツー リズ ム の 展開 
イ 先端 科学 技術 を 学ぶ サイエンス ・ コ ミュ ニケ ーション 活動 を 通じ た 、 地 域 の 科学 技術 に 関 
する 教育 水準 の 向上 に 向け た 取組 の 推進 
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机 个 间 


7NHN 口 凡人 藤 二 要 届 十 及 二 C 过 
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(4) 工程 表 


g 期 的 (ILC 準備 期 ) 中 期 的 (ILC 建设 期 ) 長期 的 (ILC 建设 期 ) 
(2019 ~ 2022) (2023 ~ 2026) (2027~ ) 








国際 研究 拠点 
形成 支援 ・ 人 材 育成 










イノ ベー ショ ン の 創出 





グリ ー ン ILC に よる 
エコ 社会 の 実践 








国際 性 豊か で 便利 な 
暮らし や すい コミ ュ ニ ティ 
の 形成 








ILC を 活用 し た 交流 
人 口 の 拡大 、 科 学 技術 
教育 水準 の 向上 











(5) プロ ジェ クト で 目指 す 姿 


ア 多く の 外国 人 研究 者 等 や 最 先端 の 技術 集積 と 地域 の 持つ 多様 な 資源 (一 次 産業 、 地 元 企業 
等 ) が 相まって 、 人 、 モ ノ 、 情 報 が 世界 と 行き 交 う 国際 的 な 研究 拠点 と な っ て いま す 。 

イ ILC に 関連 する 技術 や 研究 成果 の 産業 化 を 支援 する イノ ベー ショ ン 拠 点 の 整備 に より 、 「 い 
わ て 」 が 世界 中 の 企業 か ら 選 ば れる 地域 と な り 、 多 く の 人 、 モ ノ の 集積 が 進み 、 新 た な サー 
ビス 産業 が 創出 され る な ど 、 活 気 あ ふれ る 地域 に まつ てい ます 。 

ウ 県 産 材 を 活用 し た 研究 施設 、 居 住 施設 の 整備 や ILC の 排 熱 な ど を 活用 し た エネ ルギー の 利 
活用 な ど 、 持 続 可 能 か つ 効 率 的 な エネ ルギー マネ ジメント を 行う まち づく り が 進ん で いま す 。 

工 モノ の イン ター ネッ ト (loT) や 人 工 知能 (AI) な どの 導入 に より 、 医 療 、 教 育 な ど 様々 
な 分 野 で 自動 翻訳 機能 が 活用 され る な ど 、 地 域 で 暮らす 外国 人 研究 者 ・ 家 族 、 地 域 住民 が 不 
便 な く 暮 ら す こと が で き 、 そ れ ぞ れ の 文化 が 溶け 込ん だ コミ ュ ニ ティ が 形成 され て いま す 。 

オ ILC の 実現 を きっ か け と し て 、 県 内 の 科学 館 や 天文 台 な どの 科学 施設 と 連携 し た サイ エン 
ス ツ ー リ ズム の 展開 や 、 外 国人 研究 者 と 児童 生徒 と の サイ エン ス ・ コ ミュ ニケ ーション を 通 
じ た 科学 技術 に 関す る 教育 水準 の 向上 に より 、 多 く の 人 が 訪れ る 魅力 ある 圏 域 が 創造 され て 
いま す 。 
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国際 研究 拠点 の 実現 


イノ ベー ショ ン の 湯 出 
ショ ン 拠 点 整備 


北上 川 バ レー 
プロ ジェ クト の 推進 


| イノ ペー ジョ ン 企業 
| や トワーク 人 


ILC を 活用 し た 交流 人 口 の 拡大 、 


科学 技術 教育 水準 の 向上 


〇 サイ エン ス ・ ツ ー リ ズム 
人 


号 二 ァ レ ド だ 


mh 国立 天 文 台 Ke 時 
子ども 科学 館 (illustrated by Rei.Hori) 記念 科学 館 


〇 サイ エン ス ・ 
ーー ピ 4 に ピン / 


2 


グリ ー ン ILC に よる エコ 社会 の 実践 


QOILC と 地域 エネ ルギー マネ ジメント シス テム と の 連携 


Re 


(illustrated by Rei.Hori) 


工业 回 地 | 


加 


国際 性 豊か で 便利 な 暮らし や すい 
コミ ュ ニ ティ の 形成 


〇 loT や AI を 活用 し た 


外国 人 研究 者 や その 
家族 な どの 受入 体制 
構築 


〇 外国 人 と 地域 住民 が 


共生 する 多 文化 
コミ ュ ニ ティ の 
形成 
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C) 北上 川 バ レー プロ ジェ クト 


(1) プロ ジェ クト の ね らい 


県 央 広域 振興 峰 と 県 南 広域 振興 閣 に また が る 北上 川 流域 に お いて 自動 車 や 半導体 関連 産業 を 中 心 
と し た 産業 集積 が 進み 、 新 た な 雇用 の 創出 が 見 込ま れる こと を 生か し 、 両 振興 疾 の 広域 的 な 連携 の 
更 な る 促進 や 、 第 4 次 産業 革命 技術 の あら ゆる 産業 分 野 、 生 活 分 野 へ の 導入 な ど を 通じ て 、 働 き 
や すく 、 暮 らし や すい 、21 世紀 に ふさ わし い 新 し い 時 代 を 切り 拓く 先行 モデ ル と な る ゾー ン の 創 
造 を 目指 し ます 。 

また 、 本 プロ ジェ クト の 成果 が 速やか に 他 地 域 に 波及 し て いく と と も に 、 広 く 県 民 が その 生活 利 
便 性 を 享受 する こと に よっ て 、 県 民 全 体 の 暮らし が 豊か に な る こと を 目指 し ます 。 


(2 ) 課題 と 展望 


ア 北上 川 流域 で は 、 県 央 広域 振興 圏 の 都市 機能 や 学術 機関 ・IT 産業 等 の 集積 、 県 南 広域 振 
興 圏 の も の づく り 産 業 の 集積 、 両 振興 疾 に 共通 する 農業 生産 基盤 や 文化 ・ ス ポー ツ 施 設 、 豊 
富 な 観光 資源 な ど 、 産 業 集積 と 生活 環境 、 豊 か な 自然 が 調和 し て いま す 。 

イ 自動 車 や 半導体 関連 産業 を 中 心 と し た 産業 集積 に より 、 本 地域 で は 、 今 後 5 年 間 で 5 千 
人 の 雇用 の 創出 が 見 込ま れ て いま す 。 こ れ に より 、 生 活 関 連 サー ビス や 教育 、 観 光 、 ス ポー 
ツ 、 文 化 芸 術 な ど 「 人 」 に 関わ る 様々 な 需要 の 高まり も 見 込ま れ ま す 。 

ウ 本 地域 で は 、 製 造 現場 に お ける モノ の イン ター ネッ ト (loT) 化 や スマ ー ト 農業 の 取組 な 
ど 第 4 次 産業 革命 技術 の 導入 が 図ら れつ つ あ る も の の 、 働 き や す さ や 暮らし や すさ を 実現 
する た め に は 、 新 た な 情報 通信 技術 イン フラ で ある 5G 通信 規格 の 実用 化 を 視野 に 入れ 、 産 
業 分 野 や 生活 分 野 へ の 更 な る 導入 促進 が 必要 で す 。 

エ 中 小 企業 や 小 規模 事業 者 、 農 林業 従事 者 、 地 方 自治 体 等 に お ける 第 4 次 産業 革命 技術 の 
導入 促進 を 担う 人 材 の 確保 ・ 育 成 が 必要 で す 。 
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(3) 内 容 


①④ 広域 的 な 連携 の 促進 等 に よる IT 産業 や 学術 機関 と の 連携 な ど 北 上 川 流域 の 強み を 生 
か し た 産業 振興 ・ 生 活 環 境 の 更 な る 充実 





IT 産業 、 学 術 機関 、 産 業 支援 機関 等 が 集積 する 県 央 広域 振興 圏 と も の づく り 産 業 が 集積 す 
る 県 南 広域 振興 圏 羽 方 の 強み の 掛け 合わ せ に よる 北上 川 流域 全体 の 産業 の 高度 化 ・ 高 付加 価値 
化 、 生 活 環境 の 充実 


② 産業 分 野 ・ 生 活 分 野 へ の 第 4 次 産業 革命 技術 の 導入 の 促進 と 新た な 技術 を 拓く 人 材 
の 確保 ・ 育 成 





ア 産業 分 野 へ の 第 4 次 産業 革命 技術 の 導入 促進 及び 産業 の 高度 化 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 創出 


する 環境 の 整備 
イ 子育て や 高齢 者 の 見 守り 、 健 康 管 理 、 防 災 情 報 の 提供 な ど 生 活 分 野 へ の 第 4 次 产业 革命 
技術 の 導入 促進 


ウ サイ バー 空間 と 現実 空間 と の 融合 に よる 「 人 ・ 産 業 ・ 社 会 を つなぐ ] 取組 の 推進 ( 例 : 妊 
娠 され て いる 方 が 、 自 動 運 転 の 移動 サー ビス で 家 か ら 病 院 ま で 移動 する 車 中 で 、 簡 易 な 健康 
診断 が 行わ れ 、 そ の 結果 が 即座 に 病院 に 転送 され る こと で 、 病 院 で の スム ー ズ な お 診察 が 可能 
に な る よう な 取組 ) 

エ 産業 革命 ・ 生 活 革 命 に 資す る 新た な 技術 開発 、 実 証 実 験 等 を 行う フィ ー ル ド の 提供 及び 研 
究 者 ・ 技 術 者 等 の 受入 れ 

オ 県 内 高校 、 高 等 教育 機関 、 県 立 職業 能力 開発 施設 、 公 設 試験 研究 機関 等 の 連携 に よる 、 現 
場 と 先端 技術 双方 の 知識 を 兼ね 備え た 高度 技術 人 材 の 育成 


③ 多様 な 主体 と の 連携 ・ 協 働 に よる プロ ジェ クト 推進 体制 の 構築 





ア 地域 の 産業 界 、 上 自治体 、 支 援 機関 、 学 術 機関 に 加え 、 第 4 次 産業 革命 技術 に 知見 を 有 す 
る 国内 外 の 民間 事業 者 、 学 識 経 験 者 等 に よる 戦略 的 プラ ッ ト フ ォ ー ム を 構築 

イ 北上 川 流域 の 豊か な 生活 環境 の 中 で 、 多 様 な 産業 ・ 職 業 へ の 就業 が 可能 で ある と いっ た 特 
徴 に つい て 、 県 内 外 へ の 継続 し た 普及 啓発 を 実施 する な ど 、 本 地域 へ の 興味 ・ 関 心 を 高め る 
取組 の 推進 
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新しい 時 代 を 切り 拓く プロ ジェ クト 


(4) 工程 表 






















短 期 的 
(2019 ~ 2022) 


长 期 的 


277727777 


「 人 ・ 産 業 ・ 社 会 を つなぐ 」 取組 の 実施 
(産業 分 野 と 生活 分 野 が 一 体 と な っ た 質 
の 高い サー ビス の 提供 ) 


中 期 的 
(2023 ~ 2026) 
広域 的 な 連携 の 促進 等 に 
よる IT 産業 や 学術 機関 と 
の 連携 な ど 北 上 川 流域 の 
強み を 生か し た 産業 振興 ・ 
生活 環境 の 更 な る 充実 





産業 分 野 ・ 生 活 分 野 へ の 
第 4 次 産業 革命 技術 の 導 
入 の 促進 と 新た な 技術 を 
拓く 人 材 の 確保 ・ 育 成 


人 材 育成 ・ 人 材 定着 の 好 循 環 に よる 
高度 技術 人 材 の 重層 化 








多様 な 主体 と の 連携 ・ 協 
働 に よる プロ ジェ クト 推進 
体制 の 構築 








(5) プロ ジェ クト で 目指 す 姿 


ア 産業 集積 が 地域 経済 に 好 循 環 を も た らし 、 多 様 な 産業 ・ 職 業 の 雇用 が 確保 され る と と も に 、 
県 央 広域 振興 圏 と 県 南 広 域 振興 圏 の 広域 連携 が あら ゆる 分 野 で 進み 、 両 振興 賠 の 強み や 地域 
資源 な ど を 相互 に 活用 し た 産業 の 振興 や 、 新 た な 製品 ・ サ ービス が 創出 され る こと に より 、 
希望 する 仕事 に 就き 、 仕 事 の や り が い が 実 感 で き 、 必 要 な 収入 や 所 得 が 得 ら れる 地域 に な っ 
て いま す 。 ま た 、 北 上 川 流域 に お いて 多様 な サー ビス が 充実 し 、 広 く 県 民 の 皆さん が その 利 
便 性 を 享受 し て いま す 。 

イ 5G 通 信 規 格 の 実用 化 と 、 産 業 分 野 や 生活 分 野 へ の 第 4 次 産業 革命 技術 の 導入 が 促進 され 
る こと に より 、 製 造 業 や 農業 、 建 設 業 、 福 祉 な どの 現場 に お ける 作業 の 省力 化 や 生産 性 向上 
な ど 、 よ り 働 きやすい 環境 が 整備 され る と と も に 、 子育て や 高齢 者 の 見 守り 、 交 通 な ど 各 種 
生活 関連 サー ビス の 高 機能 化 な ど 、 よ り 暮 らし や すい 生活 環境 が 実現 し て いま す 。 ま た 、 こ ご 
れ ら の 成果 が 随時 、 速 や か に 他 地 域 に 波及 し て いく こと で 、 よ り 働 き や す く 、 暮 らし や すい 
岩手 県 と な っ て いま す 。 

ウ 第 4 次 産業 革命 技術 が 産業 分 野 や 生活 分 野 へ 浸透 する こと に より 、「 人 ・ 産 業 ・ 社 会 」 が 
つなが り 、 必 要 な も の ・ サ ービス が 、 必 要 な 時 に 、 必 要 な だ け 利 用 で きる な ど 、 社 会 の 様々 
な ニー ズ に 対応 し 、 あ ら ゆ る 人 が 質 の 高い サー ビス を 受け られ 、 い きい き と 快 適 に 暮らす こ 
と の で きる 社会 が 実現 し て いま す 。 

エ 県 内 外 の 研究 者 や 技術 者 、 学 生 な ど が 北上 川 流域 で 技術 開発 や 実証 実験 を 行う こと に より 、 
次 々 と イノ ベー ショ ン が 創出 され 、 高 度 技術 人 材 の 育成 も 図ら れ て いま す 。 
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広域 連携 等 に よる 北上 川 流域 の 強み を 生か し た 
産業 振興 ・ 生 活 環境 の 更 な る 充実 


産業 分 野 ・ 生 活 分 野 へ の 
第 4 次 産業 革命 技術 の 導入 促進 





新た な 技術 を 拓く 剛 蘭 
人 材 の 確 尿 育成 


他 
地 
域 
へ 
の 
波 
及 
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第 6 章 新しい 時 代 を 切り 拓く プロ ジェ クト 


© 三陸 防災 復興 ゾー ンプ ロジ ェクト 


(1) プロ ジェ クト の ね らい 


東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 の 取組 に より 大 きく 進展 し た まち づく りや 交通 ネッ トワ ー ク 、 港 湾 
機能 な ど を 生か し た 地域 産業 の 振興 を 図る と と も に 、 三 陸 防 災 復 興 プ ロジ ェクト 2019 等 を 契機 
と し て 生み 出さ れる 効果 を 持続 し 、 三 陸地 域 の 多様 な 魅力 を 発信 し て 国内 外 と の 交流 を 活発 化す る 
こと に より 、 岩 手 県 と 国内 外 を つなぐ 海 側 の 結節 点 と し て 持続 的 に 発展 する ゾー ン の 創造 を 目指 し 
ます 。 


(2 ) 課題 と 展望 


ア 三陸 地域 で は 、 安 全 な まち づく りな どの 復興 の 取組 や 、 復 興 道路 や フェ リー 航路 、 三 陸 鉄 
道 の 一 貫 運 行 な ど 新た な 交通 ネッ トワ ー ク の 構築 、 港 湾 機 能 の 拡充 が 進展 し て いま す 。 

イ 一 方 、 人 口 減少 の 進行 な ど に より 、 地 域 経済 の 衰退 が 懸念 され る こと か ら 、 地 域 産業 の 振 
興 と 交流 人 口 の 拡大 を 図り 、 地 域 経済 の 好 循 環 を 拡大 する こと が 必要 で す 。 

ウ 2019 年 に は 、 復 興 道路 の 整備 進展 や 三陸 鉄道 の 一 貫 運 行 開始 、 東 日 本 大 岩 災 津波 伝承 館 
の 開館 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019™ の 会 石 開催 に より 、 三 陸地 域 が 国内 外 か ら 注 目 
を 集め ます 。 

エ 東日本 大 震 災 津波 の 記憶 と 教訓 を 伝え 、 三 陸 の 多様 な 魅力 を 発信 する 三陸 防災 復興 プロ 
ジェ クト 2019 の 目指 す 姿 や 取組 を 継承 し 、 持 続 的 な 三陸 地域 の 振興 に つなげ て いく こと 
が 必要 で す 。 


(3) 内 容 


① 「 防 災 」 で 世界 て つなが る 三陸 





東日本 大 震 災 津波 伝承 館 や 岩 災 津波 関連 資料 な ど を 活用 し た 東日本 大 震 災 津波 の 教訓 や 復興 
の 姿 の 発信 、 復 興 ツ ー リ ズム の 推進 な ど に よる 、 世 界 の 防災 力 向上 に 貢献 する 取組 の 推進 


② 多様 な 交通 ネッ トワ ー ク で 国内 外 と つなが る 三陸 





ア 復興 道路 や フェ リー 航路 、 コ ン テ ナ 航路 な どの 交通 ネッ トワ ー ク を 生か し た 企業 誘致 や 、 
新 分 野 へ の 進出 な ど に よる 企業 の 経営 革新 の 促進 
イ 復興 道路 等 や 港湾 を 活用 し た 県 内 企業 の 輸出 入 及 び 県 産 農 林 水 産物 等 の 輸出 の 促進 
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ウ 三陸 鉄道 の 利 活 用 や クル ー ズ 船 の 寄港 拡大 の 促進 な ど 沿岸 特有 の 交通 ネッ トワ ー ク を 生か 
し た 国内 外 か ら の 誘客 の 促進 と 、 三 陸 鉄 道 の 駅 を 中 心 と し た まち の に ぎわ い 空 間 を 生か し た 
交流 の 拡大 の 促進 


③ ジオ パー ク で 世界 て と つなが る 三陸 





世界 ジオ パー ク 認 定 を 見 据え た 、 三 陸 の 地質 遺産 や 文化 ・ 自 然 を 活用 し た 教育 、 保 護 ・ 保 全 、 
新た な 魅力 の 掘り 起 し と 国内 外 へ の 情報 発信 、 ジ オツ ー リ ズム ""` な ど に 取り 組む ジオ パー ク 
活動 の 推進 





④ 世界 に 誇れる 食 や スポ ー ツ で つなが る 三陸 


ア 三陸 の 豊か な 食材 や 食 文化 を 活用 し た フー ド ツ ー リ ズム の 推進 な ど 、 世 界 に 誇れる 食 の ま 
ちの 形成 に 向け た 取組 の 推進 

イ 三陸 の 魅力 的 な 自然 環境 を 活用 し た スポ ー ツ アク ティ ビ テ ィ と 関連 産業 の 創出 の 支援 な 
ど 、 ス ポー ツ ツ ー リ ズム の 推進 に よる 交流 の 活性 化 


⑤ 次 代 を 担う 人 材 の 育成 





ア 産業 支援 機関 や 大 学 な ど と 連携 し た 地域 産業 の 次 代 を 担う 人 材 の 育成 と 起業 の 促進 
イ 様々 な 地域 課題 を 解決 し 、 復 興 と その 先 の 地域 振興 を けん 引 す る 人 材 の 育成 


⑥ 多様 な 主体 の 参画 と 協 働 に よる プロ ジェ クト の 推進 





市 町 村 や 事業 者 、 生 産 者 、 各 種 団体 等 の 多様 な 主体 が 参画 し 、 柔 軟 に 連携 ・ 協 働 す る 体制 に 
よる 持続 的 な 三陸 地域 の 振興 の 推進 


ii 
強 
医 
展 


*111 ジオ ツー リズ ム 

地域 の 地 史 や 地質 現象 な ど が 
分 か る 大 地 の 遺 産 を 訪ね 、 古 い 
時 代 の 生物 と 環境 と の 関係 や 、 
人 類 の 文化 的 な 足跡 な ど を 学ぶ 
観光 旅行 。 
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(4) 工程 表 


取組 内 容 短 期 的 中 期 的 
(2019 ~ 2022) (2023 ~ 2026) 





「 防 災 ] で 世界 と つなが る 
三陸 | 








多様 な 交通 ネッ トワ ー ク で | 
国内 外 と つなが る 三陸 








應 民 3③oー 〇 い テ QHM ロト ! 湯 論 平 研 | 


ジオ パー ク で 世界 と つなが 
る 三陸 | 








世界 に 誇れる 食 や スポ ー 
ツ で つなが る 三陸 





次 代 を 担う 人 材 の 育成 








多様 な 主体 の 参画 と 協 働 
に よる プロ ジェ クト の 推進 














(5) プロ ジェ クト で 目指 す 姿 


ア 「 津 波 防災 を 学ぶ な ら 三 陸 ] と いう 認識 が 定着 し 、 東 日 本 大 震 災 津波 伝承 館 を 拠点 と し て 、 
教育 旅行 や 企業 研修 、 学 術 調査 な どの 復興 ツー リズ ム が 展開 され 、 国 内 外 か ら 三 陸 に 多く の 
人 が 訪れ 、 防 災 力 向上 に 大 きく 貢献 し て いま す 。 

イ 県 内 企業 の 輸出 入 や 県 産 農 林 水 産物 の 輸出 の 拡大 な ど に より 、 港 湾 を 中 心 に 、 復 興 道 路 や 
航路 な ど を 活用 し た 物流 の 結節 点 と し て 発展 し て いま す 。 ま た 、 働 き や す く 生産 性 の 高い 企 
業 が 増え 、 三 陸 で 働く 人 々 の 所 得 が 向上 し 、 地 域 が 活性 化し て いま す 。 

ウ 三陸 鉄道 を 基軸 と し た 地域 交通 シス テム の 利便 性 の 向上 に より 、 通 学 や 通勤 、 通 院 な ど ラ 
イフ ステ ー ジ に 応じ た 生活 園 が 拡大 し 、 駅 を 中 心 と し た まち づく り が 進み 、 広 域 的 な 地域 社 
会 が 形成 され て いま す 。 

エ ジオ パー ク 活 動 を 通じ た 津波 防災 等 の 情報 発信 や 交流 イベ ント の 開催 に より 、 三 陸 ジ オ 
パー ク を 目指 し て 国内 外 か ら 多 く の 人 が 訪れ 、 世 界 ジ オ パ ー ク 認定 に 向け た 取組 が 進ん で い 
ます 。 
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才 スポ ー ツ ツー リズ ム や フー ド ツ ー リ ズム の 定着 に より 、 三 陸 の 地域 ブラ ンド が 高まり 、 国 
内 外 か ら 多く の 人 が 訪れ 、 様 々 な 関連 産業 ・ サ ービス も 生み 出さ れ て 地域 が 活性 化し て いま 


す 。 


カ 三陸 の 産業 振興 や 地域 振興 を 担う 人 材 が 育成 され 、 様 々 な 場面 で 共に 連携 し 、 地 域 の 中 で 


活躍 し て いま す 。 


岩手 県 と 国内 外 を つなぐ 海 側 の 結節 点 と し て 
持続 的 に 発展 する 三陸 防災 復興 ソーン の 創 造 


世界 の 防災 力 向上 に 
貢献 する 三陸 


〇 東日本 大 震 災 津波 伝承 館 

や 関連 資料 を 活用 し た 復 
興 ツ ー リ ズム の 定着 に よ 

り 交流 人 口 が 拡大 
〇 東日本 大 震 災 津波 の 記憶 こ 
や 教 四 の 伝承 に より 、 世 

界 の 津波 防災 カカ が 向上 他 


ジオ パー ク で 世界 と 
つなが る 三陸 


〇 三陸 ジオ パー ク を テー マ と し た 教育 に より 地域 
住民 の 意識 が 向上 
〇 ジオ パー ク 活 動 を 通じ て 交流 人 口 が 拡大 


〇 三陸 の 産業 振興 や 地域 振興 を けん 引 
する 人 材 が 活躍 

〇 多様 な 働く 場 が 形成 され 若者 の 地元 
定着 が 促進 


多様 な 交通 ネッ トワ ー ク で 
つなが る 三陸 


〇 企業 誘致 や 経営 革新 に より 産業 が 活性 化 

〇 港湾 等 を 活用 し た 輸出 入 が 拡大 

〇 三陸 鉄道 や 航路 な ど を 活用 し た 観光 客 が 増加 

〇 まち の に ぎわ い 空 間 を 活用 し た 交流 が 拡大 
1 百 I 


ーー 


世界 に 誇れる 食 と スポ ー ツ で 
つなが る 三陸 


〇 フード ツ ー リ ズム の 
推進 や 次 世代 の 育成 
を 通じ て 世界 に 誇 れ 
る 食 の まち が 形成 

〇 スポー ツ ツ ー リ ズム 
の 推進 に より 交流 人 
口 が 拡大 
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GE 


(1) プロ ジェ クト の ね らい 





ヒ い わ て 産業 ・ 社 会 革新 ソー ンプ ロジ ェクト 





豊か な 地域 資源 と 高速 道路 や 新幹線 な どの 高速 交通 網 の 進展 を 生か し 、 地 域 の 特徴 的 な 産業 の 
振興 や 、 圏 域 を 越え た 広域 連携 に よる 交流 人 口 の 拡大 、 豊 富 な 再生 可能 エネ ルギー 資源 の 産業 分 
野 ・ 生 活 分 野 で の 利用 促進 な ど 、 県 北 圏 域 を は じ め と する 北 い わ て の 持つ ポテ ン シ ャ ル を 最大 限 
に 発揮 させ る 地域 振興 を 図る と と も に 、 人 口 減少 と 高齢 化 、 環 境 問 題 に 対応 する 社会 づく り を 一 
体 的 に 推進 する こと で 、 あ ら ゆ る 世代 が いき いき と 暮らし 、 持 続 的 に 発展 する 先進 的 な ゾー ン の 
創造 を 目指 し ます 。 


(2) 課題 と 展望 


ア 北 い わ て は 、 豊 か な 地域 資源 を 有する 一 方 で 、 全 県 に 先行 し て 人 口 減少 と 高齢 化 が 進行 し 
て いる こと か ら 、 産 業 分 野 に お ける 生産 性 の 向上 や 、 若 者 ・ 女 性 ・ 高 齢 者 の 活躍 の 推進 、 生 
活 分 野 に お ける 中 山間 地域 で の 持続 可能 な 社会 の 形成 や 、 特 徴 的 な 歴史 や 文化 な ど を 生か し 
た 地域 の 活性 化 に 取り 組む こと が 必要 で す 。 

イ 高速 道路 や 北海 道 新幹線 の 延伸 な どの 高速 交通 網 の 進展 や 、 い わ て 花巻 空港 を は じ め 近 隣 
の 地方 空港 に お ける 国際 便 の 就航 、 さ ら に は [北海 道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 ] の 取組 な ど 4 
道 県 の 連携 の 進展 を 好機 と 捉え 、 交 流 人 口 の 拡大 に つなげ る こと が 必要 で す 。 

ウ 国 の エネ ルギー 計画 に は 再生 可能 エネ ルギー の 主力 電源 化 を 目指 すこ と が 明記 され 、 さ ら 
に 民間 企業 に お ける 再生 可能 エネ ルギー の 利用 が 増加 し て お り 、 北 いわ て の 豊富 な 再生 可能 
エネ ルギー 資源 を 生か し 地域 の 活性 化 に つなげ る こと が 必要 で す 。 


(3) 内 容 





① あら ゆる 世代 が 活躍 する 地域 産業 の 展開 


ア 食 産 業 、 ア パレ ル 産 業 、 漆 関連 産業 を は じ め と する 地域 産業 に お ける 業容 の 拡大 や 先端 技 
術 の 導入 等 に よる 生産 性 の 向上 と 、 ラ イフ スタ イル に 合わ せ た 新しい 働き 方 の 実現 に よる 女 
性 ・ 高 齢 者 の 活躍 の 場 の 拡大 の 促進 

イ 国 の 地方 創 生 の 支援 策 や 特区 制度 な ど を 活用 し た 農林 水産 業 や 食 産 業 、 観 光 産 業 、 エ ネル 
ギー 産業 な どの 融合 に よる 新た な 産業 の 創出 と 、 起業 や 事業 承継 に よる 若者 等 の 地元 定着 や 
U り ・| ター ン の 促進 
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② 北海 道 ・ 北 東北 広域 交流 圏 の 形成 に よる 交流 人 口 の 拡大 

北海 道 や 青森 県 、 秋田 県 と 連携 し 、 多様 な 交通 手段 の 組合 せ に よる 周遊 ルー ト の 構築 と 、「 北 
海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 」、 食 、 地 質 遺産 、 自 然 環境 な どの 豊か な 地域 資源 を 生か し た 観光 
地域 づく り の 推進 に よる 国内 外 か ら の 交流 人 口 の 拡大 の 促進 


③ 豊富 な 再生 可能 エネ ルギー 資源 を 生か し た 地域 の 振興 





ア 風力 や パイ オマ ス な どの 再生 可能 エネ ルギー 発電 事業 所 の 立地 に 伴う 工事 等 の 直接 的 な 投 
資 効 果 や 税収 の 増加 と 、 再 生 可能 エネ ルギー の 供給 力 の 拡大 を 生か し た 地域 活性 化 の 推進 

イ 地域 新 電 力 な ど 再 生 可能 エネ ルギー 関連 ビジ ネス へ の 地域 企業 の 参入 促進 と 、 公 共 施 設 
に お ける 再生 可能 エネ ルギー の 利 活用 拡大 に よる 先進 的 な 社会 の 構築 


④ 中 山間 地域 に お ける 快適 な 社会 の 形成 





ア 大 学 等 と 連携 し た 新た な 社会 サー ビス の 提供 な ど に よる 高齢 者 等 が 安全 ・ 安 心 で いき いき 
と 暮らせ る 生活 環境 の 整備 

イ 空き 家 、 耕 作 放棄 地 な どの 遊休 資産 "“ を 有効 に 活用 する シェ アリ ング ・ エ コノ ミー の 推 
進 や 、PFI"“” な どの 公民 連携 の 手法 を 導入 し た 持続 的 な 社会 資本 の 整備 と 効果 的 な 運用 に 
よる 住み や すい 地域 づく り の 推進 

ウ 歴史 や 文化 な ど を 生か し た コミ ュ ニ ティ 活動 の 活発 化 に よる 社会 参画 機会 の 拡大 の 促進 


⑤ 地域 の 未来 を 担う 人 材 の 育成 





県 内 外 の 大 学 と 地域 の 高校 等 の 連携 に よる 地域 社会 の 未来 を 担う 人 材 の 育成 
若手 経営 者 や 後継 者 、 企 業 等 の 中 核 人 材 な ど 地 域 産業 の 未来 を 担う 人 材 の 育成 
農業 な ど 大 幹 産業 の 知識 ・ 技 術 習 得 機会 の 拡充 に よる 多様 な 人 材 の 確保 と 就業 支援 


さい 





⑥ 多様 な 主体 の 参画 と 協 働 に よる 地域 づく り の 推進 


大 学 を 中 心 に 市 町 村 や 企業 ・ 団 体 な ど 多 様 な 主体 が 参画 し 、 用 语 解 说 
将来 を 見 据え た 地域 課題 の 解決 や 人 材 育成 な ど に 長期 的 に 取り 
組む お ため の ファ ンド 機能 等 を 有する 推進 体制 の 整備 

*112 遊休 資産 


何ら か の 事情 に より その 使用 ・ 
稼働 を 休止 し て いる 状態 の 資 
产 。 


*113 PFI 


Private Finance Initiative の 


略 。 

公共 施設 等 の 建設 、 維 持 管 
理 、 運 営 等 を 民間 の 資金 、 経 営 
能力 及び 技術 的 能力 を 活用 し て 
行う 新しい 手法 。 
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(4) 工程 表 


短 期 的 中 期 的 





(2019 ~ 2022) (2023 ~ 2026) 


あら ゆる 世代 が 活躍 する 
地域 産業 の 展開 





広域 交流 圏 の 形成 に よる 
交流 人 口 の 拡大 





豊富 な 再 エ ネ 資 源 を 生か 
し た 地域 の 振興 








中 山間 地域 に お ける 快適 
な 社会 の 形成 





地域 の 未来 を 担う 人 材 の 
育成 








多様 な 主体 と の 協 働 に よ 
る プロ ジェ クト の 推進 














(5) プロ ジェ クト で 目指 す 姿 


ア 企業 に お ける 生産 性 の 向上 な ど が 所 得 の 向上 に つなが り 、 ラ イフ スタ イル に 合わ せ た 新 し 
い 働 き 方 に より 女性 や 高齢 者 の 活躍 の 場 が 拡大 し 、 若 者 の 起業 等 に より 地域 に 新た な 仕事 が 


生ま れ て いま す 。 
イ 北海 道 と 北東 北 を 周遊 する 国内 外 か ら の 多く の 観光 客 に より 、 観 光 地 や まち が 賑わっ て い 
ます 。 


ウ 再生 可能 エネ ルギー の 一 大 生産 地 と し て 、 様 々 な 関連 ビジ ネス が 生ま れ 、 産 業 ・ 社 会 利用 
も 進む な ど エ ネル ギー の 心配 が な し 先 進 的 な 地域 が 形成 され て いま す 。 

エ 大 学 等 の 知見 を 生か し た 生活 を 支え る 様々 な サー ビス が 生ま れ 、 民 間 力 を 生か し た 社会 資 
本 の 整備 や 運用 が 進む な ど 暮 らし や すい 社会 が 形成 され て いま す 。 

オ 子ども た ち が 持 続 可 能 な 地域 の あり 方 に つい て 学ぶ な ど 、 地 域 で 活躍 する た め の 様 々 な 学 
び の 機会 が 提供 され 、 若 者 の 地元 定着 や U・| ター ン が 増加 する な ど 、 一 人 ひと り が 生涯 に 
わた っ て 活躍 で きる 地域 が 形成 され て いま す 。 
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北 い わ て 産業 ・ 社 会 革新 ゾー ンプ ロジ ェクト 
あら ゆる 世代 が いき いき と 暮らし 持続 的 に 発展 する 地域 へ 


資源 の 心配 が な く 内 老若 男女 が 全員 参加 し 目 心 も モ ノ も 豊か で 内 雇用 の ある 社会 


あら ゆる 世代 が 豊富 な 再 エネ 資源 を 生か し た 
活躍 する 地域 先進 的 な 地域 


〇 企業 の 生産 性 の 向上 な ど ” 〇 再 エネ の 一 大 生産 拠点 と 
に よる 所 得 の 向上 ” 县 し て 地域 の 発展 
〇 ライ フス タイ ル に 合わ せ 5 〇 地域 新 電力 な ど 新た な 再 
た 新しい 働き 方 / 《 エネ ビジ ネス の 活況 
の 拡大 2 。 〇 産業 ・ 社 会 利用 が 進み 災 
〇 若者 の 起業 等 に ce 害 に 強く 、 エ コロ ジー な 
よる 新た な 仕事 地域 
の 創出 


多く の 人 々 が 人 行き交う 中 山間 地 に お ける 


豊か な 地域 快適 な 地域 


〇 北海 道 と 北東 北 を 周 〇 高齢 者 等 が 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る 地域 
遊 す る 観光 客 の 増加 〇 シェ アリ ング エコ 

〇 近隣 の 人 口 集積 地 か ミー の 進展 に よ 
ら の 来訪 者 の 増加 る 元気 な 地域 

〇 台湾 や 東 ア ジ 〇 多様 な コミ ュ ニ 


ア な ど 外 国人 a 全 AA ティ 活動 を 通じ た 
観光 客 の 増加 人 < 社会 参画 が 容易 な 


地域 


一 人 ひと り が 生涯 に わた っ て 
活躍 で きる 地域 


O 〇 子ども た ちの 地元 定着 や り ・| ター ン の 増加 
〇 地域 を けん 引 す る 次 世代 リー ダー の 活躍 
〇 キャ リア チェ ンジ や 学び な お し が 容易 な 地域 
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(5) 活力 ある 小 集落 実現 プロ ジェ クト 


(1) プロ ジェ クト の ね らい 


人 口 減少 と 少子 高齢 化 の 怠 速 な 進行 は 、 地 域 の 社会 経済 に 様々 な 影響 を 与え る こと が 懸念 され 
て お り 、 こ うし た 中 、 人 や 地域 の つなが り が 大 切 に され て いる 岩手 県 の 風土 を 土台 と し な が ら 、 
第 4 次 産業 革命 技術 や 遊休 資産 を 生か し た 生活 サー ビス の 提供 、 人 材 ・ 収 入 の 確保 、 都 市 部 と 
の 交流 の 促進 な ど 、 地 域 の 課題 解決 に 向け た 住民 主体 の 取組 の 促進 を 通じ て 、 将 来 に わた り 持 続 
可能 な 活力 ある 地域 コミ ュ ニ ティ の 実現 を 目指 し ます 。 


(2 ) 課題 と 展望 


ア 「 結 (ゆい )」 の 精神 に 代表 され る 、 地 域 の 中 で 助け 合い 、 協 力 し 合う 、 人 や 地域 の つなが 
り を 大 切 に し た 様々 な 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 が 行わ れ て きま し た 。 

イ 一 方 で 、 人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 の 進行 に より 空き 家 や 耕作 放棄 地 が 増加 し て いる ほか 、 地 
域 コ ミュ ニテ ィ 機 能 の 低下 や 担い 手 の 不定 な ど 、 集 落 維 持 が 困難 に な る こと が 懸念 され て お 
り 、 既 存 の 地域 社会 の 枠組 み で の 対応 が 困難 に な っ て き て いま す 。 

ウ 小 集落 が 点 在 し て いる 中 で 、 商 店 、 金 融 機関 、 診 療 所 等 の 閉鎖 や 統合 な ど に より 、 買 い 物 
や 医療 な どの 日 常 の 生活 サー ビス の 利用 が 困難 に な っ て き て いる こと に 加え 、 公 共 交通 機関 
の 縮小 ・ 撤 退 に 伴う 、 高 齢 者 な どの 社会 的 交通 弱者 が 増加 し て いま す 。 

エ 国内 の 一 部 地域 で は 、 第 4 次 産業 革命 技術 を 活用 し た 自動 走行 化 な どの 実証 化 の 取組 が 
行わ れ て お り 、 こ うし た 先端 技術 の 導入 や 遊休 資産 の 活用 に より 、 地 域 の 産業 ・ 経 済 の 活性 
化 や 日 常 生 活 の 利便 性 の 向上 に つなげ て いく こと が 必要 で す 。 


(3) 内 容 





① 第 4 次 産業 革命 技術 を 活用 し た 日 淀 生 活 の 支援 や 世代 間 交 流 の 促進 


ア 情報 通信 技術 (ICT) 等 を 活用 し た 遠隔 健康 相談 や 医療 ・ 
介護 情報 の 一 元 化 に よる 健康 管理 の 推進 、 的 確 な 防災 情報 の 
提供 な ど 、 住 民 の 安全 ・ 安 心 な 暮らし の 確保 用 語 解説 
イ デマ ンド 交通 ""* な ど 、 地 域 の 実情 に 応じ た 地域 公共 交通 ig 
の 確保 や 、 配車 アプ リ の 活用 、 自動 走行 化 な どの 取組 の 研究 ・ 


実装 化 に よる 通院 ・ 買 い 物 に 係る 移動 手段 の 確保 3 1 
ウ 見 守り アプ リ に よる 子育て ・ 高 齢 者 の 見 守り や 、 高 齢 者 施 に 応じ て 秒 交 な 運行 を 行う 公共 


設 を 活用 し た 子育て 支援 の 推進 な ど 、 地 域 で 子育て や 世代 間 
交流 を 促進 する 環境 の 整備 


110 いわ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028) 


エ 遠隔 地 指導 や 先端 技術 を 活用 し た 民俗 芸能 ・ 文 化 の 継承 な 
ど 、 地 域内 外 と の 多様 な 交流 の 推進 用 語 解 説 
オ 情報 リテラ シー "1 の 向上 や 情報 通信 量 盤 の 整備 な ど 、 高 ' 
齢 者 を 含め た 地域 の あら ゆる 住民 が 情報 通信 技術 (ICT) 等 
を 活用 で きる 環境 づく り の 推進 HP ドク を 
活用 し て 、 情 報 ・ デ ー タ を 管理 、 


② 人 と 人 の つなが り を 守り 、 育 て る 仕組 み の 構築 ーー 活用 する 能力 。 


ア 遊休 施設 を 活用 し 、 世 代 間 交 流 ス ペー ス 、 行政 窓口 、 産 直 

施設 な ど 、 住 民 サ ービス や 交流 機能 を 持つ ワン スト ッ プ 拠点 の 整備 の 促進 

イ コミ ュ ニ ティ ビジ ネス や 行政 サー ビス の 代行 等 、 住 民 サ ービス を 担う 地域 運営 組織 の 育成 
ウ 地域 資源 を 生か し た 体験 交流 プロ グラ ム 等 に よる 都市 と 農山 漁村 と の 交流 の 推進 

エ 企業 等 と 連携 し 、 農 林 水 産物 の 6 次 産業 化 な ど に よる 地域 コミ ュ ニ ティ を 支え る 稼ぐ 仕 
組み づく り の 推進 

オ 起業 や 事業 承継 、 空 き 家 の 活用 に よる 若者 の 定着 や 、 コ ミュ ニテ ィ ビ ジネス 、 農 福 連 携 な 

ど に よる 多様 な 主体 が 活躍 で きる 環境 づく り の 推進 


③ プロ ジェ クト 推進 に 向け た 連携 体制 の 構築 





ア 市 町 村 や 大 学 、NPO、 企 業 の ほか 、 地 域 の 商工 、 農 林 水 産業 、 福 祉 な どの 各種 団体 や 郵 
便 局 な どの 多様 な 主体 が 参画 する 、 先 端 技術 等 の 活用 に よる 持続 可能 な コミ ュ ニ ティ 形成 に 
向け た 研究 の 推進 

イ 住民 意識 の 醸成 や 、 国 等 の 支援 制度 を 活用 し た 先端 技術 等 の 実装 化 に 向け た 取組 な ど に よ 
り 、 地 域 の 特性 に 応じ た 地域 コミ ュ ニ ティ モデ ル の 創出 と 、 全 県 へ の 波及 に 向け た 取組 事例 
や その ノウ ハウ の 共有 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ 間 の 交流 の 促進 に よる 普及 ・ 拡 大 

ウ 企業 と の 共同 プロ ジェ クト の 推進 や 、 地 域 資源 、 再 生 可能 エネ ルギー な ど を 活用 し た 財源 
の 確保 に よる 持続 可能 な 推進 体制 の 構築 

エ 市 町 村 や 地域 へ の 外部 専門 人 材 に よる アド バイ ザー 派遣 や 、 地 域 お こし 協力 隊 な どの 人 的 
支援 制度 を 活用 し た 地域 の リー ダー・ 担 い 手 の 確 保 ・ 養 成 

オ 中 間 支 援 団体 の 育成 、 ネ ットワーク の 構築 に よる 支援 体制 の 構築 
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(4) 工程 表 


短 期 的 


中 期 的 
(2019 ~ 2022) (2023 ~ 2026) 







先端 技術 の 活用 に よる 日 
常 生 活 の 支援 や 交流 の 促 
進 





地域 を 選定 し な が ら 継続 実施 








人 と 人 の つなが り を 守り 育 
て る 仕組 み の 構築 





リー ダー・ 担 い 手 の 確保 ・ 
養成 











支援 体制 の 構築 

















(5) プロ ジェ クト で 目指 す 姿 


ア 第 4 次 産業 革命 技術 の 活用 に より 、 健 康 管理 や 通院 ・ 買 い 物 な どの 日 常 生 活 の 利便 性 が 
確保 され 、 小 さ な 集落 に お いて も 住民 が 住み 慣れ た 地域 で 、 安 心して 暮らし 続け て いま す 。 

イ 住民 サー ビス や 交流 の 拠点 を 中 心 に 、 世 代 間 の 交流 や コミ ュ ニ ティ ビジ ネス な どの 活動 が 
活発 に 行わ れる な ど 、 地 域 の 課題 解決 に 向け て 若者 、 女 性 、 高 齢 者 な ど 全て の 世代 が 活躍 す 
る 住民 主体 の 取組 が 行わ れ て いま す 。 

ウ 農林 水産 物 や 文化 な どの 地域 資源 を 生か し た 都市 部 な ど 地域 外 と の 交流 が 活発 に 行わ れ 、 
関係 人 口 ""” や 移住 者 の 拡大 に よる 担い 手 の 確保 など に より 持続 可能 な 地域 コミ ュ ニ ティ が 
形成 され て いま す 。 

エ 地域 コミ ュ ニ ティ 間 の 交流 や 情報 交換 が 活発 に 行わ れ 、 県 内 各地 で 、 地 域 の 創意 工夫 を 凝 
らし た 住民 が 主体 と な っ た 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 が 広がっ て いま す 。 


ii 
強 
甘 
に 3 


*116 関係 人 口 

自分 の お 気に入り の 地域 に 週 
末 ご と に 通っ た り 、 頻 繁 に 通わ 
な く て も 何ら か の 形 で その 地域 
を 応援 する よう な 人 た ちの 総称 。 
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① 健 康 管理 ・ 防 災 ②③ 通院 ・ 買 い 物 ③ 子 育て ・ 高 齢 者 見 守り 


8 | NN 
En < = 国 下 


一 


に | 国 | BB 





住民 の 日 常 生活 の 利便 性 向上 ! 


7 了 7NHN 吕 DA 省 二 要 以 布 神 二 CC 过 册 和 彰 


ワン スト ッ プ 拠点 





住民 サー ビス と 交流 機能 の 強化 


IIHIIIIEIIIIIIIIIIEH ュ > 于 二 し 生 » 9 < 
ep ao 
産直 


指定 避難 所 行政 窓口 世代 間 交 流 





(廃校 舎 、 空 き 家 等 ) を 活用 


[若者 ・ 女 性 ・ シ ニア 等 、 上 
全て の 世代 の 活躍 


7/ 
【 地 域 コ ミュ ニテ ィ を 支え る 稼ぐ 仕組 み づ く り 】 
地域 へ の 収益 の 還元 


交流 人 口 の 拡大 

コミ ュ ニ ティ ビジ ネス 行政 サー ビス 代行 関係 へ 口 の 表 由 
冬季 買い 物 代行 、 除 雷 等 。 地域 イン フラ 保守 、 水 道 検針 等 

地雷 

組織 て くく 

_ 自主 防災 、 

委託 地域 文化 、 


依頼 手数料 マッ チン グ 交流 活動 等 


ニー 地域 運営 組織 


; 食 * 観 光 ・ 
サー ビス ・ 謝 礼 地域 住民 イン バウ ンド 


サー ビス を 支え る 人 材 確保 の 仕組 み ニ 地域 運営 組織 
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〇 良 林 水 産業 高度 化 推進 プロ ジェ クト 


(1) プロ ジェ クト の ね らい 


岩手 県 の 強み で ある 広大 な 農地 、 多 様 な 森林 資源 、 豊 富 な 漁場 を 背景 に 、 情 報 通信 技術 (|CT) 
や ロボ ッ ト 等 の 最 先端 技術 を 最大 限 に 活用 し た 生産 現場 の イノ ベー ショ ン に よる 飛躍 的 な 生産 性 
の 向上 、 農 林 水 産物 の 新た な 価値 の 創出 等 の 取組 を 通じ て 、 農 林 水 産業 の 高度 化 を 推進 し 、 収 益 
性 の 高い 農林 水産 業 の 実現 を 目指 し ます 。 


(2 ) 課題 と 展望 


了 モノ の イン ター ネッ ト (loT) や 人 工 知能 (AD) 、 ロ ボッ ト 等 の 活用 な ど 、 第 4 次 産業 革 
命 の 流れ を 農林 水産 業 の 振興 に つなげ 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 力 で 様々 な 課題 を 解決 する こと が 
重要 と な っ て いま す 。 

イ 今後 、 農 林 漁 業 従事 者 の 減少 や 高齢 化 が 一 層 進 行 す る 中 で 、 岩 手 県 の 農林 水産 業 の 持続 的 
な 発展 を 図る た め に は 、 次 代 を 担う 新規 就業 者 を 確保 ・ 育 成す る と と も に 、 情 報 通信 技術 
(ICT) や ロボ ッ ト 等 の 最 先端 技術 の 積極 的 な 導入 に より 、 生 産 性 の 向上 や 経営 の 高度 化 を 
促進 する こと が 必要 で す 。 

ウ また 、 地 域 資源 を 活用 し た 商品 開発 や 市 場 価値 の 高い 新た な 品目 の 生産 、 都 市 農村 交流 活 
動 の 促進 等 に より 、 豊 か な 自然 と 共生 し 、 い きい き と 暮 ら す こと が で きる 「 活 力 あ る 農山 漁 
村 | を 実現 し て いく こと が 必要 で す 。 


(3) 内 容 


① 先端 技術 の 活用 等 に よる 農業 生産 性 革命 の 推進 





ア 世界 有数 の 遺伝 子 資源 や 、 ゲ ノム 解析 技術 を 活用 し た 新品 種 の 開発 
イ 環境 制御 技術 の 開発 ・ 導 入 に よる 園芸 品目 の 超 多 収 ・ 高 品質 の 実現 と 、 野 菜 や 薬草 等 が 持 
つ 機能 性 成分 に 着目 し た 商品 等 の 開発 支援 な ど に よる 新た な 


価値 の 創出 
ウ ゲノム 解析 技術 を 最大 限 に 活用 し た 優良 種雄 和牛 の 造 成 や 、 用 语 解说 
ICT 機器 を 活用 し た 家畜 飼養 管理 の 省力 化 な ど に よる 、 肉 用 ) 


和牛 ・ 酷 農 の 評価 向上 と 飛躍 的 な 生産 性 の 向上 
エ スマ ー ト 農業 "17 を 超え る 「 全 自動 農業 | に よる 更 な る 生 。 117 スマ ー ト 農業 
産 活動 の 省力 化 ・ 効 率 化 の 実現 用 し て 、 人 省力 化 や 収益 性 の 向上 


な ど を 進め た 次 世代 農業 。 
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机 中 站 





② 豊富 で 多様 な 森林 資源 を 活用 し た 林業 の 成長 産業 化 の 推進 


ア 航空 レー ザ 計 測 技術 や 高 性 能 林業 機械 の 導入 、 林 業 就業 者 へ の 知識 ・ 技 術 習 得 の 支援 な ど 
に よる スマ ー ト 林業 "'* の 実現 

イ 多様 で 良質 な 広葉 樹 を 利用 し た 木材 製品 の 開発 や 、 ア カマ ツ CLT""? の 実用 化 な ど に よる 
条 林 資源 の 新た な 価値 や 需要 の 創出 

ウ 地域 内 エコ シス テム "? の 導入 な ど 、 森 林 資 源 の 循環 利用 を 促進 する 木質 バイ オマ スエ ネ 
ルギー 利用 の 新た な 展開 





③ 生産 技術 の 高度 化 や 水産 資源 の 造成 等 に よる 攻め の 地域 漁業 の 推進 


7NHN 口 \A 人 上 前 二 要 届 二 及 二 C 过 


ア 情報 通信 技術 (ICT) を 活用 し た 漁場 予測 技術 の 導入 や 、 漁 業 就 業者 へ の 知識 ・ 技 術 習得 
の 支援 な ど に よる スマ ー ト 漁業 ”21 の 実現 

イ 国 の 調査 研究 機関 と 連携 し た 資源 評価 や 漁 況 予測 の 精度 向上 な ど に よる 適切 な 資源 管理 の 
推進 

ウ ゲノム 解析 技術 等 を 活用 し た 高 水 温 に 強い サケ 資源 の 造成 や 、 市 場 性 の 高い 新 魚 種 の 導入 、 
漁港 水域 で の 増 養殖 技術 の 開発 な ど に よる 高度 な つく り 育 て る 漁業 の 推進 

エ _ 魚 種 の 変化 に 柔軟 に 対応 で きる 加工 技術 の 高度 化 や 、 ロ ボッ ト 等 を 活用 し た 加工 作業 の 首 
力 化 な ど に よる 水産 加工 業 の 振興 


④ 個性 が 輝く 地域 資源 を 活用 し た 農山 漁村 の 活性 化 一 ーー 用 语 解 说 


ア 地域 資源 を 活用 し た 高度 な 加工 技術 に よる 商品 開発 や 、 海 
外 の 連携 拠点 と の 技術 交流 に よる 市 場 価値 の 高い 新た な 品目 8 スマ ー ト 要 業 。 


な ど に 所 得 用 し て 、 省 力 化 や 収益 性 の 向上 
人 后 な ど を 進め た 次 世代 林業 。 

イ デジ タル アー カイ ブ "を 活用 し た 民俗 芸 能 ・ 食 文化 等 の Lu_ 
継承 ・ 発 展 や 、 ソ ー シ ャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ング ・ サ ービス (SNS) Cross Laminated Timber 
を 活用 し た 都市 農村 相互 の 情報 共有 、 海 外 へ の 魅力 の 発信 等 和光 
を 通じ た 交流 活動 の 促進 な ど に よる 地域 の 活性 化 TI 2 


料 。 建築 の 構造 材 の 他 、 土 森 
用 材 、 家 具 な ど に も 使用 。 


*120 地域 内 エコ シス テム 

地域 の 関係 者 の 連携 の 下 、 熱 
利用 又は 熱電 併 給 に より 森林 次 
源 を 地域 内 で 持続 的 に 活用 する 
仕組 み 。 


*121 スマ ー ト 漁業 

情报 通信 技术 (ICT) 等 を 活 
用 し て 、 人 省力 化 や 収益 性 の 向上 
な ど を 進め た 次 世代 漁業 。 


*122 デジ タル アー カイ ブ 
有形 ・ 無 形 の 文化 財 を デジ タ 
ル 情 報 と し て 記録 し 、 劣 化 な く 
永久 保存 する と と も に 、 ネ ッ ト 
ワー ク な ど を 用 いて 提供 する こ 
CS 


115 





第 6 章 新しい 時 代 を 切り 拓く プロ ジェ フト 


(4) 工程 表 


短 期 的 中 期 的 长 期 的 
(2019 ~ 2022) (2023 ~ 2026) (2027~ ) 





農業 生産 性 革命 の 推進 


全 自 動 農業 の 実現 








豊富 で 多様 な 森林 資源 を 
活用 し た 林業 の 成長 産業 
化 の 推進 





生産 技術 の 高度 化 や 水産 
資源 の 造成 等 に よる 攻め 
の 地域 漁業 の 推進 





個性 が 輝く 地域 資源 を 活 
用 し た 農山 漁村 の 活性 化 











(5) プロ ジェ クト で 目指 す 姿 


ア 世界 有数 の 岩手 県 独自 の 遺伝 子 資源 、 ゲ ノム 解析 技術 を 活用 し た 新品 種 の 開発 や 、 ス マー 
ト 農業 を 超え る 「 全 自動 農業 ] に よる 更 な る 生産 活動 の 省力 化 ・ 効 率 化 な ど に より 、 飛 躍 的 
な 生産 性 ・ 収 益 力 の 向上 が 図ら れ て いま す 。 

イ 航空 レー ザ 計 測 技術 や 高 性 能 林業 機械 の 導入 に よる 林業 生産 活動 の 省力 化 や 、 ア カマ ツ 
CLT の 実用 化 を 通じ た 新た な 木材 需要 の 創出 な ど に より 、 地 域 経済 を けん 引 す る 産業 と し 
て 成長 し て いま す 。 

ウ 情報 通信 技術 (ICT) を 活用 し た 漁場 予測 技術 の 導入 や 、 ゲ ノム 解析 技術 等 を 活用 し た 高 
水温 に 強い サケ 資源 の 造成 、 新 た な 増 養殖 技術 の 開発 な ど に より 、 漁 業 生産 量 の 拡大 と 収益 
力 の 向上 が 図ら れ て いま す 。 

エ 地域 資源 を 活用 し た 商品 開発 や 、 市 場 価 値 の 高い 新た な 品目 の 生産 、 都 市 農村 交流 活動 の 
促進 な ど に より 、 所 得 の 拡大 や 地域 の 活性 化 が 図ら れ て いま す 。 
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农业 生产 性 革命 林業 成長 産業 化 


の 要 本 天 
LV 一 の 9 航空 レー ザ 計 測 





ad いい 


/ ん _ _ 


収益 性 の 高い 
農林 水産 業 の 実現 


高 性 能 林業 機械 


漁港 水域 増 養殖 て 都市 農村 交流 活動 


飛躍 的 な 生産 性 向上 ・ 
、 新た な 価値 創出 


ICT 活用 漁場 予測 = 
攻め の 地域 漁業 - 農山 漁村 活性 化 
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(CEEEDEEPZ2 


NR 0 安心 で 豊か な 生活 を 営 お こと が で きる こと 。 
(Smart Wellness City 首長 研究 会 ホー ムペ ー ジ (http://www.swc.jp/rinen/) より 引用 ) 


(1) プロ ジェ クト の ね らい 


立 病院 ・ 大 学 等 で 保有 する 医療 デー タ や 健 診 機関 で 保有 する 健 診 デー タ 等 を 生か し 、 i 
a 介護 デー タ を 連結 する ビッ グ デ ー タ の 連携 基盤 を 構築 し 、 そ の 活用 を 通じ て 、 健 康 寿 語 
長く いき いき と 暮らす こと の で きる 社会 の 実現 を 目指 し ます 。 


(2 ) 課題 と 展望 


ア 県 民意 識 調査 に お いて 、 幸 福 か どう か 判断 する 際 に 「 健 康 状況 | を 重視 する と 回 答 し た 人 
の 割合 が 一 番 高 く な っ てい ます 。 

イ 平成 28 年 (2016 年 ) に お ける 、 国 民生 活 基 礎 調 査 結果 (大 規模 調査 ) の 結果 を 基 に 人 算 
出し た 岩手 県 の 健康 寿命 (日 常 生 活 に 制限 の な い 期 間 ) は 、 男 性 71.85 年 (全国 72.14 年 ) 、 
女性 74.46 年 (全国 74.79 年 ) と 全国 平均 より 短く な っ て いま す 。 

ウ 全国 有数 の 規模 を 誇る 県 立 病 院 ネ ットワーク を 有する と と も に 、 健 診 デ ー タ が 県 内 健 診 機 
関 に 集約 的 に 保有 され て いる な ど 、 全 国 の 中 で も 医療 や 健 診 デー タ の 利 活用 に お いて 、 先 導 
的 に 取組 を 進め る こと が で きる 環境 に あり ます 。 


(3) 内 容 
① 個別 疾患 を 抽出 する シス テム の 構築 





ア 予防 ・ 健 康 づ くり を 推進 する た め 、 脳 卒 中 な ど 個 別 疾患 に 関す る デー タ を 抽出 する シス テ 
ム を 構築 

イ 脳卒中 な どの 発症 予防 、 再 発 予防 、 後 遺 症 対策 へ の 情報 利用 の 促進 、 他 疾患 へ の シス テム 
応用 





② 健康 ・ 医 療 ・ 介 護 デ ー タ を 連結 する 連携 基盤 の 構築 


ア 全国 保健 医療 情報 ネッ トワ ー ク の 動き と 連動 し 、 岩 手 県 版 医療 ビッ グ デ ー タ 連携 基盤 を 構 
築 

イ 健康 ・ 医 療 ・ 介 護 サ ービス が つなが り 、 連 携 す る こと に より 、 健 康 寿 命 の 延伸 に 向け た 医 
療 ・ 介 護 等 の 分 析 を 実施 
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ウ 電子 カル テ や 各種 レセ プ ト 、 健 診 結 果 等 の デー タ に 加え 、 

ウェ アラ ブル 端末 "3 か ら の バイ タル サイ ン や 行動 記録 、 自 用 语 解说 
己 登録 情報 (食事 メニ ュー 等 ) を 集約 し た ビッ グ デ ー タ を 人 

工 知能 (Al) を 用 いて 解析 


*123 ウェ アラ ブル 上 端末 
着用 で きる コン ピュ ー タ 。 衣 


ビッ グ デ ー タ を : た 健康 ; 服 状 や 腕時計 状 な ど で 身 に つけ 
③ ビッ グ デ ー タ を 活用 し た 健康 対策 の 推 信 服 が や 内 計 汰 な ど て 





ア 個人 の 健康 状態 や 服薬 履歴 等 を 本 人 ・ 家 族 ・ 保 険 者 等 が 把 
握 し 、 日 常 生活 の 改善 や 健康 経営 の 実践 な ど を 行う こと に よ 
り 、 健 康 づ くり を 推進 

イ 医療 ・ 介 護 サ ービス の 組み 合わ せ や 利用 量 か ら 「 ど れ く らい 生き た か ] だ け で な く 、「 ど 
れ く らい 元気 で 暮らせ た か ] を 治療 効果 と し て 確認 し 、 有 効 な 治療 や 保健 指導 な ど を 実施 


(4) 工程 表 


中 期 的 長 期 的 


短 期 的 期 的 
(2019 ~ 2022) (2023 ~ 2026) CA =) 





個別 疾患 を 抽出 する シス 
テム の 構築 





健康 ・ 医 療 ・ 介 護 デ ー タ 
を 連結 する 連携 基盤 の 構築 








ビッ グ デ ー タ を 活用 し た 健 
康 対策 の 推進 














(5) プロ ジェ クト で 目指 す 次 


ア 県 民 が 生涯 に わた り 自 身 の デ ー タ を 集積 ・ 閲 覧 ・ 活 用 で きる 岩手 県 版 パ ー ソ ナル ヘル スレ 
コー ドサ ービス が 提供 され 、 医 療 機関 や 介護 施設 、 ス ポー ツジ ム 等 の 健康 増進 に 関わ る 施設 
間 で 、 希 望 し た 県 民 の 健康 に 関す る 情報 活用 が 進む お こと に より 、 県 内 各地 域 で 必要 に 応じ た 
治療 や ケア を 受け る こと が で き 、 健 康 寿命 が 延伸 し 元気 な 暮らし を 続け て いま す 。 

イ 県 ・ 市 町 村 ・ 保 険 者 で は 、 集 約 し た ビッ グ デ ー タ を 活用 し 、 各 地域 や 事業 所 の 課題 に 対応 
し た 健康 対策 を 効果 的 に 展開 し て いま す 。 ま た 、 企 業 等 で は 、 新 た な 情報 通信 技術 (ICT) サー 
ビス の 提供 や 機器 ・ 材 料 ・ 薬 品 の 新規 開発 等 に より 新た な 産業 が 創出 され 、 地 域 が 活性 化し 
て いま す 。 
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【 国 保有 デー タ と の 連携 】 【 県 内 各 機 関 か ら の デー タ の 取 込 ・ 連 携 】 
全国 保健 医療 情報 個別 の シス テム 開発 ・ 機 能 強 化 か ら 連 携 ・ 統 合 へ つなげ る 
ネッ トワ ー ク 加 
(2020 年 度 二 ) | co 
TrTTrmr 
大 学 病院 、 県 立 病院 な ど 環境 保健 研究 セン ター 
(電子 カル テ 、 レ セプト 等 "いわ て 健康 デー タウ ェ ア ハ ウス 3 の 
2) (レセ プ ト 、 介 護 、 特 定 健 診 等 デー タ ) 健康 診断 デー タ 





(学校 、 地 域 、 職 場 ) 


人 











医 目 地 登 疾 目 情 在 目 デ 県 
療 目 域 録 病 目 報 宝 目 | 民 
施 目 連 剛 EE4 
健康 ・ 医 療 ・ a ス 機 情 目 蛇 交 目 機 
介護 デー タ を 療 軒 機 能 報 種 帳 能 
連結 する 連携 中 上 
量 能 の 構築 医療 等 ビッ グ デ ー タ 用 デー タベース 
匿名 化 非 匿名 化 
已 レ 4 の デー タ さ ee * 
を 活用 し た 健 医療 等 ビッ グ デ ー タ 連携 用 ネッ トワ ー フ ク 
康 対策 の 推進 ーー 
is 
薬 
FF STORE 
役所 (県 市 町 村 ) 大 学 等 の 研究 機関 FTTT1 FT 
〇 自身 の カル テ や 健 診 情 〇 住民 へ の 健康 情報 の 提供 〇 デー タ 分 析 薬局 ・ ド ラッ フク スト ア な ど 
報 の 閲覧 〇 新た な 施策 へ の 活用 〇 研究 論文 作成 ・ 発 表 〇 関係 者 間 で の 情報 共有 


【 県 民 の 健康 増進 に つなが る デー タ を 提供 】 [必要 な 人 が 必要 な デー タ を 利 活用 】 





健康 ・ 医 療 ・ 介 護 サ ービス が つなが り 、 連 携 する こと に より 、 有 効 な 治療 や 保健 指導 を 実施 
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机 人 间 


个 ) 学 DO 改革 7 口 疼 z 力 上 


(1) プロ ジェ クト の ね らい 


人 工 知 能 (AI) を は じ め と する 第 4 次 産業 革命 技術 を 活用 し 、 就 学 前 か ら 高校 教育 まで の 質 
が 高く 切れ 目 の な い 教 育 環境 の 構築 を 通じ て 、 新 た な 社会 を 創造 し 、 岩 手 県 の 未来 を けん 引 す る 
人 材 の 育成 を 目指 し ます 。 


7NHN 口 汪 A 人 上 前 二 要 届 十 及 二 C 过 


(2) 課題 と 展望 


ア 子ども た ち が 急 速 に 変化 する 社会 を 生き て いく た め に は 、 
自己 の 主体 性 を 軸 に 、 文 章 や 情報 を 正確 に 読み 解き 対話 する 用 語 解 
力 、 科 学 的 に 思考 ・ 吟 味 し 活用 する 力 、 価 値 を 見 つけ 出す 感 
性 と 力 、 好奇 心 ・ 探 求 力 等 が 求め られ て いま す 。 

イ 人 工 知能 (AU 技術 、 情 報 通信 技術 (CT) の 進展 、 ビ ッ グ デー サイ バー (補間) と 


下田 な ど 次 命 が 進 行 ぶ 、 パ ソコ ン > フィ ジ カ ル 空 間 (現実 空間 ) を 
タ の 活用 な どの 第 4 次 産業 革命 が 進行 する 中 で 、 パ ソコ ン NG oN 


に 


や イン ター ネッ ト を 活用 し た 学習 、 デ ジタル 教科 書 や 電子 黒 < 2 
い ES : 立 す る 、 人 間 中 心 の 社会 。 
板 の 使用 等 、 学 び の 形 が 大 きく 変化 し て いま す 。 狩猟 社会 (Society 1.0)、 農 


ウ 国 に お いて も Society5.0'?% に 向け た 議論 が 活発 化し て 香合 Gooey 30、 情報 


お り 、 第 4 次 産業 革命 技術 を 活用 し て 新た な 価値 を 創造 し 、 SM 
社会 を けん 引 し て いく 人 材 の 育成 が 求め られ て いま す 。 学 技術 基本 計画 に お いて 日 本 が 
間 a ‘a 目指 すべ き 未 来 社会 の 姿 と し て 

エ 人 口 減少 社会 に お いて 、 生 まれ 育っ た 地域 で 、 質 の 高い 教 初め て 提唱 され る 。 


育 を 受け られ る 環境 を 構築 し て いく こと が 求め られ て いま す 。 


(3) 内 容 


① タブ レッ ト 等 の ICT 機器 を 活用 し た 学習 指導 方 法 の 研究 ・ 開 発 等 に よる 習熟 度 や 学 
習 環境 等 に 応じ た 教育 の 推進 





ア ICT 機器 を 活用 する た め に 必要 な イン ター ネッ ト 回 線 の 高速 化 、VVi-Fi 環境 の 整備 、 学 習 
者 用 パソ コン ・ タ ブレ ッ ト 等 の 整備 と 、 児 童 生 徒 が ICT 機器 を 使い こなし て 学び を 深め る 
こと に より 、 モ ノ の イン ター ネッ ト (loT) 、 ビ ピッグ デー タ 、 人 工 知能 (Al) な ど を 活用 す 
る 社会 に 対応 で きる 能力 等 の 育成 

T ICT 機器 の 活用 に より 、 家 庭 や 地域 と 連携 し な が ら 児 童 生徒 の 習熟 度 や 言語 等 の ハン ディ 、 
障がい な ど 一 人 ひと り の 能力 や 特性 に 応じ 、 個 別 最適 化 さ れ た 学び を 実現 

ウ 距離 の 壁 を 越え て 学習 指導 を 充実 させ る 遠隔 教育 や 、 学 校 の 枠 を 超え て 研修 機会 拡大 す 
る 遠隔 研修 等 の 充実 
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エ 仮想 現実 (VR) 技術 を 活用 し た 仮想 の 理科 実験 ・ 社 会 見 学 ・ 防 災 訓 練 な ど 新た な 学び の 
体験 の 創出 


② 幼児 ・ 児 童 ・ 生 徒 の 学び や 生活 に 関す る デー タ を 活用 し た 一 人 ひと り に 応じ た 学習 指 
導 、 生 徒 指導 等 の 充実 





ア 大 学 、 企 業 等 と 連携 し た 、 小 ・ 中 ・ 高 等 学校 に お ける 学力 調査 等 の 連結 デー タ の 構築 ・ 分 


才 


析 に よる 一 人 ひと り の つま ず き の 箇所 ・ 要 因 等 の 把握 

イ つま ず き の 箇所 等 を 踏ま えた 学年 横断 的 な 指導 や 家庭 と 連 
携 し た 反転 学習 "“ な ど 、 効 果 的 な 指導 方 法 の 研究 ・ 開 発 
ウ 成績 や 出欠 状況 、 保 健 、 学 籍 な ど 、 学 校生 活 等 に 関す る デー 
タ の 一 体 化 に よる 生徒 指導 等 へ の 活用 
エ 学力 調査 等 の 連結 デー タ や 学校 生活 等 に 関す る デー タ に 、 125 反 転学 暫 


幼児 期 の 学び や 育ち に 関す る デー タ な ども 加え 、 個 人 情報 保 人 
5 ee 0 は 発展 的 な 授業 等 を 行う 学習 方 
護 の 徹底 を 図り な が ら 「 学 び の 履歴 ] を 構築 し 、 人 工 知能 (AU) 法 。 


で の 分 析 に よる 効果 的 な 学習 指導 等 に 活用 


用 语 解说 
二 





③ 教育 用 Al の 共同 開発 な ど 産業 界 を は じ め と し た 関係 機関 と の 連携 に よる 教育 分 野 へ 
の 第 4 次 産業 革命 技術 の 導入 促進 





県 内 の 大 学 や 企業 等 と の 連携 を 通じ 、 教 育 に 関す る 各種 シス テム や 教育 用 Al の 共同 開発 な 
どの 第 4 次 産業 革命 技術 の 導入 促進 
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(4) 工程 表 





ICT 機器 に よる 学習 指導 

の 研究 ・ 開 発 

(ICT 機器 導入 と ネッ トワ ー 
ク 環 境 整備 ) 


短 期 的 ー 


期 的 


(2019 ~ 2022) (2023 ~ 2026) 








ICT 機器 に よる 学習 指導 
の 研究 ・ 開 発 

(指導 方 法 等 の 研究 ・ 開 
発 、 遠 隔 教 育 等 の 充実 ) 


/ 





一 人 ひと り に 応じ た 学習 指 
導 等 の 充実 
(連結 デー タ 構 築 ) 


調査 の 継続 実施 、 デ ー タ の 分 析 ・ 活 用 











一 人 ひと り に 応じ た 学習 指 
導 等 の 充実 
(指導 方 法研 究 ・ 開 発 ) 


継続 的 な 研究 の 実施 (連結 デー タ の 活用 ) 
研究 成果 の 普及 


で i 
】 i 調音 








一 人 ひと り に 応じ た 学習 指 

導 等 の 充実 

(学校 生活 等 に 関す る デー 
タ の 一 体 化 ) 


制度 設計 ・ 開 発 検討 4 活用 





N 
N = 固 





一 人 ひと り に 応じ た 学習 指 
導 等 の 充実 
(「 学 び の 履歴 ]」 の 構築 ) 








産業 界 等 と 連携 し た 教育 
分 野 へ の 第 4 次 産業 革命 
技術 の 導入 促進 
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口 作 人 前 二 要 惧 证 有 二 CC 过 伽 の 浦 


2 
z 
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(5) プロ ジェ クト で 目指 す 姿 


ア 就学 前 か ら 高 校 教育 まで の 学び や 生活 に 関す る 一 買 し た デー タ で ある 「 学 び の 履歴 | が 整 
備 さ れ 、 人 工 知能 (AD) に よる 分 析 に より 、 教 員 の 指導 力 や 学校 マネ ジメント の 可視 化 、 優 
良 事 例 の 抽出 等 を 行い 、 学 習 指導 等 に 活用 され る こと に より 、 子 ども た ち が 社 会 の 変化 に 対 
応 し 、 新 た な 価値 を 創造 する 力 の 基盤 と な る 確か な 学力 等 を 身 に 付け て いま す 。 

イ ICT 機器 や 仮想 現実 (VR) 技術 を 活用 し 、 一 人 ひと り の 能力 や 特性 に 応じ た 学習 指導 の 
充実 、 遠 隔 教育 の 普及 、 新 た な 学び の 体験 の 創出 に より 、 能 力 ・ 特 性 、 移 動 距 離 や 学校 規模 
等 に 関わ りな く 、 質 の 高い 教育 を 受け られ る 環境 が 構築 され 、 子 ども た ち が ICT 機器 を 使 
いこ な し て 学び を 深め 、 情 報 を 理解 し 活用 する 能力 を 身 に 付け て いま す 。 

ウ 県 内 の 大 学 や 企業 と 連携 し て 第 4 次 産業 革命 技術 に よる 教育 用 Al 等 を 開発 し 、 学 校 や 家 
庭 で 学習 支援 や 悩み 事 相談 な ど 、 子 ども の 学び を Al が サポ ー ト する こと に より 、 い わ て 発 
の 新た な 学習 環境 が 構築 され て いま す 。 








就学 前 か ら 高 校 教育 まで の 質 が 高く 切れ 目 の な い 教 育 環境 の 構築 を 通じ て 、 








新た な 社会 を 創造 し 、 岩 手 県 の 未来 を けん 引 す る 人 材 の 育成 












社会 の 変化 に 対応 し 、 新 た な 価 と = = 
値 を 創造 する た め の 基 盤 と な る a un 
確か な 学力 等 が 定着 in 


当山 。 


学習 助言 等 





研修 調査 ・ 研 究 
る 支援 相談 政策 形成 支援 


子ども の 学び を Al 
が サポ ー ト し 、 いわ 
て 発 の 新た な 学習 
環境 を 構築 


ICT 機 器 を 使い こ 
な し 学び を 深め 、 情 


報 を 理解 し 活用 す 
る 能力 が 定着 





eth) 


(前 慣 帰 一 > 慰 献 ) 户 击 之 入 
S 痘 壕 时 妖 意 而 党 上 刘 


に 
| 图 图 


現状 分 析 る 計画 等 策定 有 站 和， タ 学 習 指導 を 生徒 指導 
る 事業 等 に よる 学校 支援 る 学級 ・ 学 校 経営 


(2) 学び や 生活 に 関す る デー タ を 活用 し 一 人 ひと り に 応じ た 学習 指導 等 の 充実 
( [学び の 履歴 ] の 構築 ・ 活 用 ) 


(1) ICT を 活用 し た 学習 指導 の 研究 ・ 開 発 
(ICT 機 器 の 導入 と ネッ トワ ー ク 環境 の 整備 ) 


124 いわ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028) 


文化 ・ ス ポー ツレ ガ シ ー プ ロジ ェクト 





(1) プロ ジェ クト の ね らい 


岩手 県 が 誇る 世界 遺産 や 多彩 な 民俗 芸能 、 希 望 卿 いわ て 国体 ・ 希 望郷 いわ て 大 会 の 成果 や 三陸 
防災 復興 プロ ジェ クト 2019、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019"" 釜石 開催 、 東 京 2020 オリ ン ピ ッ 
ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 を 通じ た 文化 芸術 ・ ス ポー ツ へ の 関心 の 高まり を レガ シー と し て 次 
の 世代 に つなげ て いく た め 、 官 民 一 体 に よる 推進 体制 の 構築 な ど に より 、 県 内 各地 の 特色 や 得意 
分 野 を 生か し た 魅力 ある 文化 芸術 ・ ス ポー ツ の まち づく り を 進め 、 県 民 が 日 常 的 に 文化 芸術 や ス 
ポー ツ に 親しみ 、 楽 し み 、 そ し て 潤う 豊か な 社会 の 実現 を 目指 し ます 。 


(2 ) 課題 と 展望 


ア 国 は 未来 投資 戦略 な ど に お いて 、 産 学 官 連携 に よる 文化 芸術 資源 の 活用 を 通じ た 地域 活性 
化 、 ブ ラン ドカ 向上 な ど に 向け 、 文 化 芸術 ・ 観 光 ・ 産 業 が 一 体 と な り 、 新 た な 価値 を 創造 す 
る 「 稼 ぐ 文 化 】 へ の 展開 を 推進 する こと と し て いま す 。 
また 、 東 京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 の レガ シー と し て スポ ー ツ 人 口 
の 拡大 を 図る こと に より 、 ス ポー ツ 産 業 を 国 の 基幹 産業 に 成長 させ 、 ス ポー ツ を 核 と し た 地 
域 活性 化 や 新 ビ ジネス 創出 促進 な ど に 取り 組む こと と し て いま す 。 

イ 岩手 県 で は 、 東 日 本 大 震 災 津波 に 際 し 、 国 内 外 の 著名 な 芸術 家 や スポ ー ツ 選手 な ど 多 く の 
方 々 か らい た だ いた 様々 な 復興 支援 に より 、 強 い 絆 や 貴重 な 交流 が 生ま れ て お り 、 こ の 財産 
を 未来 に つなげ 、 よ り 一 層 発 展 さ せ て いく 必要 が あり ます 。 

ウ 希望 卿 いわ て 国体 ・ 希 望郷 いわ て 大 会 の 成功 に 続き 、 ラ ラグビー ワー ルド カッ プ 2019™ 
釜石 開催 、 東 京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 、 三 陸 防 災 復 興 プ ロジ ェ ク 
ト 2019 な ど を 通じ て 、 文 化 ・ ス ポー ツ へ の 関心 が 高まる 中 、 岩 手 県 が 誇る 世界 遺産 や 民 
俗 芸能 な ど と と も に 、 こ れ ら の レガ シー を 未来 に つなげ て いく た め 、 官 民 一 体 と な っ た 取組 
が 必要 で す 。 


(3) 内 容 
①④ 文化 芸術 の 力 を 一 層 発 揮 す る た め の 環 境 づ くり と 人 的 ・ 経 済 的 交流 の 推進 一 一 一 一 


ア 官民 一 体 に よる 文化 芸術 推進 体制 「 岩 手 版 アー ツ カ ウ ン シ ル ]」 の 構築 に より 、 文 化 芸術 プ 
ログ ラム の 企画 や 商品 の 創出 及び 実施 、 官 民 協 働 に よる 新設 の ファ ンド 等 を 活用 し た 文化 芸 
術 団体 へ の 活動 助成 等 の 実施 

イ 公演 や 作品 等 の 企画 ・ 制 作 、 調 査 ・ 研 究 、 営 業 、 広 報 等 の 高い スキ ル を 有する 専門 的 人 材 
で ある アー トマ ネー ジャ ー の 設置 ・ 派 遣 等 に よる 、 県 内 各地 に お ける 特色 ある 文化 芸術 の ま 
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机 中 站 


7NHN 口 让 A 人 上 前 二 要 届 十 及 二 C 过 
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ち づ く りや 地域 の 文化 芸術 を 支え る 人 材 育 成 の 推進 
ウ 復興 支援 に よる 国内 外 と の 様々 な 交流 を 発展 させ た 国際 的 文化 芸術 イベ ント の 開催 な ど に 
よる 交流 人 口 の 拡大 


② スポ ー ツ の 力 に よる 健康 社会 の 実現 と 人 的 ・ 経 済 的 交流 の 推進 





ア 官民 一 体 に よる スポ ー ツ 推進 体制 「 い わ て スポ ー ツ 推進 プラ ッ ト フ ォ ー ム 」 の 構築 及び 県 
内 各 広 域 園 へ の サテ ライ ト 設 置 に より 、 ス ポー ツ を 楽し む 環 境 の 整備 や スポ ー ツ 医 ・ 科 学 の 
強み を 生か し た アス リー ト 育 成 、 県 民 の 健康 増進 に 向け た 取組 を 推進 する と と も に 、 市町村 
と 連携 し た 特色 ある スポ ー ツ 拠点 づく り を 推進 

イ 「 い わ て スポ ー ツ 推進 プラ ッ ト フ ォ ー ム 」 に スポ ー ツ コミ ッ シ ョ ン 機 能 を 備え 、 ス ポー ツ 
ツー リズ ム に よる 交流 人 口 の 拡大 や スポ ー ツ ビジ ネス の 展開 等 に よる 地域 活性 化 を 推進 


(4) 工程 表 


短 期 的 


バ 中 期 的 
(2019 ~ 2022) (2023 ~ 2026) 





文化 プロ グラ ム の 創出 ・ 実 施 、 文 化 芸術 団体 へ の 活動 助成 な ど 
地域 の 文化 芸術 を 担い 支え る 人 材 育成 の 取組 


文化 芸術 の 持つ 力 を 一 層 
発揮 する た め の 環 境 づ くり 








文化 芸術 の 力 に よる 人 的 
・ 経 済 的 交流 の 拡大 に 向 
けた 取組 


アー トマ ネー ジャ ー の 派遣 支援 な ど に よる 県 内 各地 の 特色 を 生か し た 
文化 芸術 活動 の 支援 





スポ ー ツ の 力 に よる 健康 
社会 の 実現 に 向け た 取組 


県 民 誰 も が スポ ー ツ を 楽し め る 環境 の 整備 
スポ ー ツ 医 ・ 科 学 に よる アス リー ト 育 成 や 県 民 の 健康 増進 の 取組 








スポ ー ツ の 力 に よる 人 的 ・ 
経済 的 交流 の 拡大 に 向け 
た 取組 


特色 ある スポ ー ツ 拠点 づく り 
スポ ー ツ ツー リズ ム に よる 誘客 拡大 や スポ ー ツ ビジ ネス の 展開 











(5) プロ ジェ クト で 目指 す 姿 


ア 岩手 県 が 誇る 世界 遺産 や 多彩 な 民俗 芸能 が 着実 に 次 の 世代 に 継承 され 、 全 国有 数 の 民俗 芸 
能 の 舞台 が 形成 され る ほか 、 文 学 に よる まち づく り が 行わ れる な ど 、 文化 芸術 に よる 特色 あ 
る まち づく り が 進み 、 身 近 に 文化 に 親しむ 豊か な 暮らし が 実現 し て いま す 。 

イ スポ ー ツ 医 ・ 科 学 に 基づく 健康 プロ グラ ム が 普及 し 、 県 民 の 健康 増進 が 図ら れ 、 健 や か で 
豊か な 暮らし が 実現 し て いま す 。 
また 、 ス ポー ツ 医 ・ 科 学 の サポ ー ト に より 、 岩 手 県 出身 の 世界 的 な トッ プア スリ ー ト の 育成 ・ 
募 出 が 進み 、 地 域 へ の 誇り と 愛着 が 醸成 され て いま す 。 
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ウ 国際 的 な 音楽 祭 の 開催 や 「 ア ー テ ィ ス ト ・ イ ン ・ レ ジ デ ン 
ス "| の 取組 な どの ほか 、 ア スリ ー ト の 憧れ と な る よう な 用 语 解说 

会 の 開催 や 、 岩 手 県 の 自然 資源 を 生か し た スポ ー ツ ツー 

リズ ム の 展開 な ど に より 、 県 内 宮地 の 強み を 生か し た 特色 の 
ある スポ ー ツ 拠点 が 形成 され 、 国 内 外 か ら 多く の 方 々 が 岩手 や アー テイ スト ・ イ 
県 を 訪れ る な ど 、 地 域 が 活気 と 賑わい に あふ れ て いま す 。 アー ティ スト の 導 在 人 作 泊 


動 、 ま た その 活動 を 支援 する 制 
度 。 


7NHND\A 痢 二 站 以 证 神 二 CC 过 環 の 滞 


県 内 各地 で 文化 芸術 ・ ス ポー ツ の [特色 ある まち づく り 」 が 進展 





全国 有数 の 多彩 な 県 民 の 健康 寿命 の 延伸 


民俗 芸能 活動 の 舞台 
世界 的 トッ プア スリ ー ト の > 
育成 毒 出 


強み を 活か し た 特色 ある 、 


スポ ー ツ の 拠点 形成 











各地 で 特色 ある 
文化 芸術 活動 が 活発 化 


アー ティ スト ・ イ ン ・ 
レジ デン ス の 形成 







スポ ー ツ ツー リズ ム な ど 
スポ ー ツ ビジ ネス が 進展 


一 一 


CO 文化 プロ グラ ム の 企画 ・ 商 品 の 創出 〇 スポ ー ツ 推進 組織 の 有機 的 連結 ・ 融 合 
〇 ファ ンド 等 を 活用 し た 地域 に お ける 文化 芸術 活動 〇 市 町 村 と の 連携 に よる スポ ー ツ の 拠点 化 
へ の 助成 〇 最新 技術 を 活用 し た スポ ー ツ 医 ・ 科 学 に よる 科学 的 
O 〇 将来 の 岩手 の 芸術 を 担う 人 材 の 育成 トレ ー ニ ング ・ 健康 プロ グラ ム の 浸透 
〇 文化 芸術 環境 づく り に 向け た 調査 ・ 研 究 〇 スポ ー ツ 資源 を 生か し た ビジ ネス 展開 






復興 支援 の 交流 が 
国際 的 音楽 祭 へ と 発展 





官民 一 体 に よる 文化 芸術 推進 体制 官民 一 体 に よる スポ ー ツ 推進 体制 
6 = ゴリ タル ニレ ルル アル スン | (いわ て スポ ー ツ 推進 プラ ッ ト フ ォ ー ム ) 


各地 へ の アー トマ ネー ジャ ー 派 遣 に よる 支援 広域 園 へ 推進 体制 の サテ ライ ト を 配置 


文化 プロ グラ ム の 企画 人 材 育成 生涯 スポ ー ツ 支援 医 ・ 科 学 サ ポー ト 
RET 





本 県 が 誇る 多彩 な 希望 郷 い わ て RWC2019™ 東京 2020 三陸 防災 復興 
世界 遺産 民俗 芸能 国体 ・ 大 会 釜石 開催 A) プロ ジェ クト 2019 
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第 6 章 新しい 時 代 を 切り 拓く プロ ジェ クト 





水素 利 活用 推進 プロ ジェ クト 


(1) プロ ジェ クト の ね らい 


東日本 大 民 災 津波 を 契機 と し た 再生 可能 エネ ルギー 導入 促進 の 動き を 背景 に 、 岩 手 県 の 豊富 な 
再生 可能 エネ ルギー 資源 を 最大 限 に 生か し 、 再 生 可 能 エ ネル ギー 由来 の 水素 を 多様 な エネ ルギー 
源 の 一 つと し て 利 活用 する 取組 を 通じ て 、 低 炭素 で 持続 可能 な 社会 の 実現 を 目指 し ます 。 


(2 ) 課題 と 展望 


ア 風力 や 地熱 な ど 全 国有 数 の 高い ポテンシャル を 有する 岩手 県 の 再生 可能 エネ ルギー の 更 な 
る 導入 に 向け て 、 水 素 は 電力 系 統 の 安定 化 や 出力 制御 等 へ の 対応 に 有効 で す 。 

イ 東日本 大 震 災 津波 や 平成 28 年 台風 第 10 号 に よる 停電 の 経験 に 対し 、 長 期 ・ 安 定 的 に エ 
ネル ギー を 貯蔵 ・ 利 用 で きる 水素 は 、 電 気 ・ 熱 の 供給 に より 、 災 害 時 対応 に も 効果 を 発揮 す 
る こと が 期待 され ます 。 

ウ 国 で は 、 エ ネル ギー 基本 計画 、 水 素 基 本 戦略 等 に お いて 、 水 素 社会 の 実現 に 向け て 、 水 素 
の 利用 拡大 を 進め る と と も に 、 コ スト 低減 や 技術 開発 等 の 取組 の 抜本 強化 を 図る こと と し て 
お り 、 水 素 の 利 活用 は 今後 進展 し て いく 方 向 に ある と 考え られ ます 。 

エ 国 の 地域 経済 循環 分 析 (2013 年 版 ) に よる と 、 岩 手 県 で は 、 県 内 総 生産 の 約 5% を 占め 
る 約 2,100 億 円 の エネ ルギー 代金 が 県 外 に 流出 し て いま す 。 岩手 県 の 再生 可能 エネ ルギー 
の ポテ ン シ ャ ル を 十分 に 活用 し 、 エ ネル ギー の 地産 地 消 に よる 地域 内 経済 循環 の 確立 が 求め 
られ て いま す 。 


(3) 内 容 

① 地域 資源 の 好 循 環 に 向け た 再生 可能 エネ ルギー 由来 の 水素 の 利 活用 推進 一 一 一 一 一 
ア 再生 可能 エネ ルギー の 余剰 電力 等 を 有効 活用 し た 水素 を 、 中 山間 地域 や 農林 水産 業 ・ 製 造 
業 分 野 な ど 、 日 常 生活 や 産業 活動 に お いて 利 活用 する 実証 事業 の 導入 、 事 業者 と 連携 し た 利 
活用 の 推進 
イ 水素 ステ ーション (水素 ST) の 整備 状況 を 踏ま えた 燃料 電池 パス (FC バス ) の 実証 運行 、 


事業 者 と 連携 し た 導入 促進 


② 水素 関連 製品 等 の 普及 促進 





ア 水素 ステ ーション の 整備 促進 に 向け た 研究 会 の 設置 、 国 や 関係 機関 等 と の 連携 に よる 誘致 
活動 の 展開 
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イ 簡易 型 水 素 ス テー ショ ン の モデ ル 導 入 の 調査 ・ 検 討 、 簡 易 型 水素 ステ ーション と 燃料 電池 
自動 車 FCV) の モデ ル 導 入 

ウ 燃料 電池 自動 車 、 燃 料 電 池 フ ォ ー フ クリフト (FC フォ ー ク リフ ト ) 、 家 庭 用 ・ 産 業 用 燃料 
電池 な どの 水素 関連 製品 の 導入 の 働き か け 


③ 水素 関連 ビジ ネス の 創出 ・ 育 成 





ア 再生 可能 エネ ルギー か ら の 水素 製造 ・ 連 蔵 、 設備 設置 工事 、 メ ン テ ナ ンス な どの 水素 関連 
ビジ ネス の 創出 ・ 育 成 に 向け た 取組 の 推進 

イ 岩手 県 の 各種 再生 可能 エネ ルギー を 活用 し た 水素 製造 等 の 研究 機関 の 誘致 活動 、 実 証 
フィ ー ル ド の 提供 調整 


④ 水素 の 理解 促進 ・ 地 域 連携 





ア 水素 の 安全 性 や 利便 條 に つい て の 普及 啓発 、 環 境 学 習 を 通じ た 理解 促進 

イ シン ポジ ウム や セミ ナー で の 水素 利 活用 の 取組 紹介 、 イ ベン ト で の 燃料 電池 自動 車 の 展示 ・ 
試乗 等 に よる 水素 の 理解 促進 

ウ 自治 体 に お ける 水素 利 活 用 に 向け た 協議 会 等 の 設置 、 情 報 共有 、 連 携 の 可能 性 検討 


(4) 工程 表 





短 期 


豆 期 的 中 期 的 长 期 的 
(2019 ~ 2022) (2023 ~ 2026) (C4 ) 
















再 エ ネ 由 来 の 水素 の 実証 実施 ・ 検 証 ・ 地 域 に お ける 利 活用 等 の 推進 

利 活用 推進 

普及 促進 水素 関連 製品 導入 働き か け 
水素 関連 ビジ ネス の 

創出 ・ 育 成 








水素 の 理解 促進 ・ 地 域 
連携 
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違 の 滞 


テテ NHN 宮 人 へ 曽 ご 難 余 寺 需 と て 剖 





第 6 章 新しい 時 代 を 切り 拓く プロ ジェ クト 


(5) プロ ジェ クト で 目指 す 姿 


ア 公共 施設 や 学校 、 家 庭 な ど に 太陽 光 発 電 が 設置 され 、 自 家 消 費 の 電力 を 央 うと と も に 、 祭 
剰 電力 で 水素 を 生成 し 、 燃 料 電池 で 電気 や 給湯 、 暖 房 な ど に 無駄 な く 利用 され て いま す 。 

イ 水素 ステ ーション が 整備 され 、 地 域 に は 燃料 電池 自動 車 や 燃料 電池 バス 、 燃 料 電池 トラ ッ 
ク (FC トラ ッ ク ) な どの 環境 に や さ し い エコ カー が 普及 し 、 工 場 や 市 場 で は 燃料 電池 フォ ー 
クリ フト が 利用 され 、 環 境 に 負荷 の 少な いま ち づ く り が 進ん で いま す 。 

ウ 再生 可能 エネ ルギー を 活用 し た 水素 製造 ・ 貯 蔵 が 進ん で お り 、 産 業 活動 な ど に 水素 が 利用 
され て いる ほか 、 設 備 設置 工事 や メン テ ナ ン ス な どの 水素 関連 ビジ ネス が 創出 され 、 雇 用 が 
生ま れ て いま す 。 

エ 水素 が 二酸化 炭素 を 排出 し な い ク リー ン な エネ ルギー で ある こと や 、 水 素 の 安全 性 、 利 便 
性 な ど に つい て 、 環 境 学 習 な ど を 通じ て 県 民 や 地域 の 理解 が 深まっ て いま す 。 

オ 災害 時 に は 、 自 立 ・ 分 散 型 エ ネル ギー 供給 電源 と し て 、 長 期 保存 が 可能 な 水素 を 活用 し た 
電気 ・ 熱 の 供給 に より 、 生 活 や 業務 を 安定 し て 継続 する こと が で き て いま す 。 


再生 可能 エネ ルギー 由来 の 水素 を 利 活用 する 取組 を 通じ て 
低 炭 素 で 持続 可能 な 社会 を 実現 


水素 製造 や メン テ ナ ン ス な ど 
: 調 | 水素 関連 ビジ ネス の 創出 


家庭 や 産業 活動 
な ど 地 域 で 水素 
の 利 活用 推進 


水素 ST、 FCV な ど 
水素 関連 製品 の 普及 促進 

















MS 
職 境 学習 利用 


i my , 2 
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人 交 密 度 向上 プロ ジェ クト 





人 「 交 ] 密度 : 短期 的 な 交流 人 口 の ほか 、 長 期 的 な 定住 人 口 に つなが る 地域 や 地域 の 人 々 と 多 
様 に 関わ る 者 で も ある | 関係 人 口 ] に つい て 、「 人 数 ( 量 的 )] と [関係 の 強 さ ( 質 
的 )] の 両面 に 着目 し 、 用 いた 言葉 。 な お 、「 関 係 人 口 ] に お ける | 関係 ] に つ 
いて は 、 特 産品 購入 か ら 、 ふ る さと 納税 な どの 寄付 、 頻 繁 な 訪問 、 現 地 ボ ラン 
ティ ア 活 動 、 二 地域 居住 まで 様々 な 形 が 想定 され る も の 。 


(1) プロ ジェ クト の ね らい 


東日本 大 震 災 津波 の 復興 支援 を 契機 と し た 、 国 内 外 か ら の 岩 災 復興 支援 者 や ボラ ンティア の 
方 々 に 加え 、 今 後 、 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) 実現 な ど に より 世界 各国 か ら 研究 者 等 が 訪れ 
る な ど 、 多 様 な 主体 と の 交流 の 機会 が 増加 する こと が 想定 され ます 。 

この た め 、 第 4 次 産業 潮 命 技術 を 活用 し て 、 岩 手 県 の 地域 や 人 々 と 多様 に 関わ る 「 関 係 人 口 
の 質 的 ・ 量 的 な 拡大 を 図り 、 こ れ ら を 通じ て 世界 中 が いつ で も 、 ど こ で も 岩手 県 と つなが る 社会 
を 実現 し 、 関 係 人 口 の 継続 的 か つ 重 層 的 な ネッ トワ ー ク 形成 な ど に よる 「 人 交 密 度 」 の 向上 を 目 
指し ます 。 


(2 ) 課題 と 展望 


ア 人 口 減少 が 進む 中 で 、 東 日 本 大 岩 災 津波 の 復興 支援 を 契機 と し た 、 国 内 外 の 多様 な 主体 と 
の 活発 な 交流 が 続い て いま す 。 

イ 国 の 「 こ れ か ら の 移住 ・ 交 流 施策 の あり 方 に 関す る 検討 会 | に お いて 、 地 域 や 地域 の 人 々 
が 地域 コミ ュ ニ ティ と の 継続 的 な つなが り を 持つ 「 関 係 人 口 」 の 重要 性 が 強調 され て いま す 。 

ウ | 関係 人 口 」 の 質 的 ・ 量 的 拡大 に 向け て は 、 国 が 推進 する Society5.0 に 掲げ る 情報 通信 
技術 (ICT) 等 の 第 4 次 産業 革命 技術 を 積極 的 に 活用 する こと が 必要 と な り ま す 。 


(3) 内 容 


① 岩手 県 に 関す る 様々 な 情報 や サー ビス の 配信 な ど 、 い つ で も 岩手 に つなが る こと が で 
きる 環境 の 整備 





ア 人 工 知能 (Al) を 活用 し た 地域 情報 と 興味 関心 ・ ニ ー ズ と の 最適 マッ チン グ や 各種 提案 な 
どき め 細 か な サポ ー ト に よる U・| ター ン の 促進 

イ 電子 住民 票 の 発行 ((- パス ポー ト 等 ) に より 、 い つ で も 岩手 と つなが る 情報 ・ サ ービス を 
提供 する な ど 情 報 通 信 技 術 (ICT) を 利 活 用 し た 多様 な 関係 の 創出 
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違 の 滞 
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第 6 章 新しい 時 代 を 切り 拓く プロ ジェ クト 


ウ 県 内 各地 で の 仕事 や ライ フス タイ ル に 関す る 情報 発信 や 双方 向 で の 情報 交換 な ど 産 学 官 金 
が 連携 し た ソー シャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ング ・ サ ービス (SNS) の 活用 促進 


② 岩手 へ の つなが り が 地域 活動 へ の 多様 な 参加 や 課題 の 解決 な ど に 結び 付く 「 様 々 な 主 
体 の 参画 に よる ネッ トワ ー ク の 形成 」 





ア 情報 通信 技術 (ICT) を 活用 し て 「 い つ で も ・ ど こ で も ・ 誰 も が ] 岩手 に つい て 学べ る 環 
境 の 提供 

イ 世界 的 視野 で 思考 する 「 い わ て 」 県 民 の 育成 や 、 海 外 在住 者 、 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) 
研究 者 と の ネッ トワ ー ク 構築 ・ グ ロー バル な 交流 な ど に より 外国 を も っ と 身近 に 感じ る 環境 
づく り 

ウ 様々 な 岩手 へ の 「 想 い | や 「 関 わり 方 ] を 「 関 係 人 ロ デ ー タ ベー ス 」 と し て 取り まとめ 、 
県 や 市 町 村 、 民 間 企 業 な ど が 持つ 様々 な ネッ トワ ー ク を 可視 化し 、 重 層 的 に つなげ る 仕組 み 
づく り 


③ 情報 通信 技術 (ICT) を 活用 し た ライ フス タイ ル に 合わ せ た 働き 方 、 地 域 貢 献 活動 な 
ど 多 様 な 交流 の 場 の 創出 





ア タラ ウド ファ ン デ ィング で や スキ ル シ ェ ア な ど 。 情 
報 通信 技術 (ICT) を 活用 し 、 岩 手 に 関係 する 人 々 の も つ 多 
様 な スキ ル や 想い と 地域 課題 を 結び つけ る 取組 の 推進 

イ 民間 企業 の 知見 を 地域 社会 の 課題 解決 に 結び つけ る 企業 ボ "2 ララ ウド ファ ン 





ラン ティ ア な ど 、 企 業 や 企 地域 コミ ュ ニ テ い 不 特定 多数 の 人 が 主 に イン 
MM ア な ど 、 生業 や 正 業 信 と 地域 下 ター ネッ ト 経 由 で 他 の 人 々 や 組 
于 之 分 促进 織 に 財源 の 提供 や 協力 な ど を 行 


うこ と を 指す 、 群 衆 (Crowd) 
と 資金 調達 (funding) を 組み 


合わ せ た 造 語 。 


*128 スキ ル シ ェ ア 

個人 等 が 保有 する 活用 可能 な 
資産 等 を 、 主 に イン ター ネッ ト を 
介し て 他 の 個人 等 も 利用 可能 
する 経済 活性 化 活動 で ある シェ 
アリ ング ・ エ コノ ミー の うち 、 ホー 
ムペ ー ジ 作成 や デザ イン ・ イ ラ 
スト 、 企画 ・ ア イデ ィ ア 提案 な ど 
の スキ ル を 活用 する も の 。 
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(4) 工程 表 


いつ で も 岩手 に つなが る こ 
と が で きる 環境 の 整備 


期 的 
(2019 ~ 2022) 


中 期 的 
(2023 ~ 2026 










长 期 的 
(2027~ ) 





Al を 活用 し た サポ ー ト の 本 格 展開 


本 格 8 な 制度 導入 ・ 運 用 に よる 
多様 な 「 住 民 」 の 形 の 創出 








岩手 へ の つなが り が 地域 
活動 の 多様 な 参加 や 課題 
の 解決 な ど に 結び 付く 
「 様 々 な 主体 の 参画 に よる 
ネッ トワ ー ク の 形成 ] 








世界 へ 向け た 情報 発信 








ICT を 活用 し た ライ フス タ 
イル に 合わ せ た 働 き 方 、 
地域 貢献 活動 な ど 多様 な 
交流 の 場 の 創出 








マッ チン グ の 促進 
企業 と の 連携 の 拡大 
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口 作 人 前 二 要 届 证 加 二 CC 过 伽 の 浦 


2 
z 


テ NHN 





第 6 章 新しい 時 代 を 切り 拓く プロ ジェ クト 


(5) プロ ジェ クト で 目指 す 姿 


ア 人 工 知能 (Al) や 情報 通信 技術 (ICT) を 積極 的 に 活用 する こと で 、 言 語 や 距離 な どの 壁 
を 越え 、 い つ で も 、 ど こ で も 岩手 に つなが る 環境 が 生ま れ 、 地 域 の 内 外 で 人 々 の 新た な 関係 
が 創出 され ます 。 

イ 「 人 交 密 度 ]」 が 向上 する こと に より 、 地 域 の 祭り や 特産 品 開発 な ど 地 域 活性 化 に 関す る 取 
組 に 地域 外 か ら 貢 献 し た い 人 が 積極 的 に 参画 する な ど 、 賑 わい あふ れる まち が 創造 され ます 。 

ウ クラ ウド ファ ン デ ィング や スキ ル シ ェ ア な ど 情 報 通信 技術 (ICT) を 活用 し た 仕組 み を 通 
じ て 、 地 域内 外 か ら ス キル や 想い を 持つ 人 や 企業 が 地域 課題 解決 に 対し て 貢献 する な ど 、 多 
様 な 交流 が 生ま れ ま す 。 

エ 人 交 密 度 が 向上 する こと に よっ て 、 さ ら に 新た な つなが り が 生ま れ 、 ど こ に いて も 岩手 と 
つなが る こと で 関係 人 口 が 増加 し 、 長 期 的 な 人 口 減少 の 抑止 に も つなが り ま す 。 


人 交 密 度 向 上 プロ ジェ クト 
関係 人 口 の 抜 大 を 通じ て ロー カル イノ ベー ショ ン が 創出 され る 地域 社会 


人 [ 交 」 密度 向上 


地域 に つなげ る ネッ トワ ー ク 
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し 


この 章 で は 、 地 域 振興 の 基本 的 な 考え 方 と 、4 広 域 振興 圏 や 県 北 ・ 治 岸 園 域 及び 
過疎 地域 等 の 振興 、 広 域 振興 圏 や 県 の 区 域 を 越え た 広域 的 な 連携 の 強化 に つい て 説 
明 し ます 。 


© 





地域 振興 の 基本 的 な 考え 方 









地域 振興 に 当たっ て は 、 住 民 に 身近 な サー ビ 
ス は 、 市 町 村 が 担う こと を 基本 と し つつ 、 よ り 
広域 的 な 視点 か ら 、4 広域 振興 圏 の 振興 を 進め 
る と と も に 、 県 民 一 人 ひと り の 幸福 を 守り 育 
て 、 持 続 可能 な 地域 社会 を 築い て いく た め 、 各 
地域 の 特性 を 十分 に 踏ま えた 取組 を 進め て いき 
ます 。 

特に 、 人 口 減少 が 進行 し て いる 県 北 ・ 沿 岸 圏 
域 に お いて は 、 優 れ た 地域 資源 や 新た な 交通 


町 
SM 0 ネッ トワ ー ク な どの 社会 資本 を 最大 限 に 生か 
し 、 東 日 本 大 尾 災 津波 か ら の 復興 と その 先 の 振 
興 も 見 据え な が ら 、 地 域 経済 の 基盤 強化 を 進め 
の a ます 。 ま た 、 周 貴 ・ 山 村 な どの 条件 不利 地域 に 


上 肉 央 应 域 振兴 图 


滝沢 市 
昌 石 町 盛岡 市 





沿岸 広域 振興 園 







矢巾 





つい て も 、 引き 続き 、 そ の 振興 を 図っ て いき ま 
す 。 

さら に 、 広 域 振興 圏 や 県 の 区 域 を 越え た 広域 
的 な 連携 に より 、 戦 略 的 な 取組 を 展開 し て いき 
ます 。 


県 南 広 域 振興 園 






(の 4 広域 振興 園 の 振興 


人 口 減少 ・ 少 子 高 齢 化 が 進行 する 中 、 地 域 が 置か れ て いる 状況 や 地域 資源 の 特性 を し っ か り 
と 捉え 、 各 圏 域 の 持つ 強み を 伸ばし 、 弱 み を 克服 する 施策 を 講じ る こと が 必要 で す 。 

また 、 岩 手 県 な ら で は の 付加 価値 の 高い 産業 構造 を つく り 上 げ 、 県 民生 活 を 支え る 確か な 地 
域 経 済 の 基盤 を 強化 し て いく こと が 重要 と な り ま す 。 

その た め に は 、 地 域 の 様々 な 資源 や 技術 、 ノ ウ ハ ウ 、 人 材 な ど を 最大 限 に 生か し た 、 よ り 広 
域 的 な 地域 づく り を 進め る 必要 が あり ます 。 
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この こと か ら 、 県 民 、 企 業 、NPO、 市 町 村 や 県 な ど 、 地 域 社 会 を 構成 する あら ゆる 主体 が 、 
それ ぞ れ の 圏 域 が 掲げ る 目指 す 姿 を 共有 し 、 手 を 携え て 、 そ の 実現 に 向け た 取組 を 進め て いく 
こと が 重要 と な り ま す 。 

この 章 で は 、 地 域 の 特性 を 踏ま えた 各 圏 域 が 目指 す 姿 を お 示し し 、 そ の 実現 に 向け て 展開 す 
る 取組 の 方 向 性 を 掲げ て いま す 。 

各 圏 域 の 具体 的 な 推進 方 策 に つい て は 、「 地 域 振興 アプ ラン] で お 示し し ます 。 


可 器 泊 き 湯 党 其 圭 介さ 清 


4 広域 振興 園 ご と の 展開 方 向 





県 央 広域 振興 圏 










県 都 を 擁する 圏 域 と し て 、 産 業 ・ 人 ・ 暮 らし の 新た な つ 
目 指 才 姿 な が り を 生み 出す 連携 の 深化 に より 求心力 を 高め 、 東 北 の 
拠点 と し て の 機能 を 担っ て いる 地域 






【 地域 の 特性 を 踏ま えた 大 本 的 な 考え 方 】 


高度 医療 施設 、 多 く の 福 祉 ・ 介 護 施 設 、 高 等 教育 機関 、 文 化 ・ ス ポー ツ 施 設 な ど 暮 らし に 関 
わる サー ビス を 提供 する た め の 都 市 機能 が 集積 し て いる こと か ら 、 圏 域 の 中 心 都 市 と 近隣 の 市 
町 が 、 広 域 的 に 連携 し 合い な が ら 、 生 活 関連 サー ビス の 充実 を 図り 、 一 人 ひと り が 快適 で 健 や 
か に 暮らせ る 地域 社会 を つく り ま す 。 

県 外 か ら の 移住 ・ 定 住 や 外国 人 観光 客 の 増加 、 岩 手 県 に お ける 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) 
の 実現 や 、 自 動車 、 半 導体 関連 産業 を 中 心 と し た 大 規模 企業 立地 な ど に よる 県 外 ・ 海 外 と の 交 
流 の 活発 化 が 見 込ま れる こと か ら 、 来 県 する 外国 人 を は じ め 、 様 々 な 文化 や 考え 方 を 持っ た 人 々 
が 地域 社会 に 融和 し 、 多 様 な 文化 が 共生 する 地域 を 創造 する と と も に 、 産業 分 野 と も 連動 し た 
東北 の 拠点 に ふさ わし いま ち づ く り を 進め ます 。 

中 核 市 "“ で ある 県 都 盛岡 市 を 中 心 に 、 主 要 な 行政 機関 や 金融 機関 等 の 民間 事業 所 を は じ め 、 
大 学 ・ 試 験 研究 機関 な どの 学術 研究 機能 が 集積 し て いる こと か 
ら 、 産 学 官 金 連 携 の 強化 に より 、 第 4 次 産業 革命 な ど 急 速 に 変 
化す る 社会 環境 に 適切 に 対応 し 、 集 積 し て いる IT 産業 や も の づ 用 語 解説 


くり 産業 の 振興 を 図り ます 。 

盛岡 ・ 八 幡 平 エ リア な どの 優れ た 観光 資源 や 豊か な 食材 、 県 

内 有数 の スポ ー ツ 施設 を 有する こと な どか ら 、 こ れ ら の 特色 を 理生 
生か し た 観光 振興 や スポ ー ツ ツー リズ ム を 推進 する と と も に 、 人 
北東 北 の 交通 の 結節 点 と し て 経済 活動 を 支え る 交通 ネッ トワ ー 交付 な どの 権限 が 認め られ る 。 
ク の 整備 を 進め ます 。 


米 ・ 園 芸 ・ 畜 産 の パラ ンス の と れ た 農業 が 展開 され て いる ほか 、 
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用 語 解 説 
カラ マツ "30 な どの 豊富 な 森林 資源 を 有する こと か ら 、 こ れ ら の 
特色 を 生か し な が ら 、 持 続 可 能 な 農林 業 の 振興 を 図り ます 。 *130 カラ マツ 
マツ 科 カ ラマ ツ 属 の 落葉 針 葉 
樹 。 県 内 に 広く 自生 又は 植林 さ 


れ て いる 。 


【 取組 方 向 】 


(1) 較 域 内 の 中 心 都 市 と 近隣 の 市 町 と の つなが り を 生か し 、 
一 人 ひと り が 快適 で 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る 地域 


圏 域内 の 地域 特性 や 地域 資源 を 生か し な が ら 、 医 療 ・ 福 祉 ・ 子 育て な ど 安 全 ・ 安 心 な 生活 を 支 
える 取組 や 、 若 者 や 女性 な どの 参画 に よる 地域 づく り 、 住 民 サ ービス を 支え る 社会 基盤 の 整備 な 
ど を 進め ます 。 


① 生き が い に 満 ち 、 健 康 で 安心 し て 生活 し 続け る こと が で きる 絆 の 強い 地域 社会 を つく 
り ま す 





ア 生涯 に わた り 心 身 と も に 健康 で 自分 らし く 生活 し 続け る こと が で きる よう 、 地 域 、 団 体 、 
企業 等 の 「 健 康 づ くり 宣言 ] な ど と 連携 し た 生活 習慣 病 の 予防 や ここ ろ と 体 の 健康 づく りな 
ど 、 健 康 寿命 の 延伸 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 

イ 高齢 者 や 障がい 者 、 経 済 的 に 困 鳴 し て いる 人 な ど 様 々 な 困難 な 課題 を 抱え た 人 が 、 住 み 慣 
れ た 地域 で 安心 し て 生活 を 送る こと が で きる よう 、 地 域 包 括 ケ アシ ステ ム 等 の 構築 な ど ワ ン 
スト ッ プ で 包括 的 な 支援 が で きる 地域 づく り を 促進 し ます 。 

ウ 若者 が 家庭 を 持ち 、 安 心して 子ども を 生み 育て る こと が で きる よう 、 市 町 や 関係 団体 と 連 
携 し 、 妊 娠 期 か ら 子 育て 期 に わた る 切れ 目 の な い 包 括 支 援 体制 の 構築 を 促進 し ます 。 

エ 様々 な 課題 を 抱え る 生活 困 鷺 者 に 対し 、 就 労 支 援 や 家計 改善 支援 な ど に より 自立 を 促す と 
と も に 、 貧 困 か ら の 連鎖 を 防止 する た め 、 子 ども の 学習 支援 を 推進 し ます 。 

オ 各 関 係 機関 ・ 団 体 、 医 療 機関 な ど が 連携 し 、 自 殺 対 策 を 推進 し ます 。 

カ 生涯 を 通じ て 日 常 生活 に 潤い や 活力 を える と と も に 、 地 域 の 一 体感 の 醸成 や 持続 的 な 地 
域 づ くり の 一 助 と な る よう 、 個 人 や 企業 、 地 域 団 体 な ど が 多種 多様 な 文化 芸術 ・ ス ポー ツ 活 
動 に 親しむ 機 会 の 充実 を 図り ます 。 


② 豊か な 環境 が 保全 され 、 自 然 の 恵み を 将来 に わた っ て 享受 で きる 地域 社会 を つく り ま す 
ア 次 世代 に 豊か な 自然 環境 を 継承 する た め 、 住 民 、 環 境 保全 活動 団体 、 事 業者 な ど と 連携 ・ 
協 働 し 、 子 ども の 環境 学習 の 充実 を 図る な ど 環境 保全 活動 を 促進 し ます 。 

イ 持続 可能 な 低 炭 素 社会 を 実現 する た め 、 太 陽光 、 風 力 、 地 熱 、 パ イオ マス な ど 、 地 域 な ら 
で は の 再生 可能 エネ ルギー の 利 活用 を 促進 し ます 。 

③ 歴史 と 文化 を 継承 し な が ら 、 新 た な つなが りや 活力 を 感じ られ る 地域 づく り を 進め ます 


ア 内 陸 避 難 者 や 県 外 か ら の U・| タ ー ン に よる 移住 者 な ど 、 新 た な 住民 の 方 が 安心 し て 生活 し 、 
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活躍 で きる コミ ュ ニ ティ の 形成 を 促進 し ます 。 

イ 市 町 や NPO な どの 多様 な 主体 と 連携 し 、 若 者 ・ 女 性 が 積極 的 に 地域 づく り に 参画 で きる 
環境 づく り を 進め る と と も に 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ を 支え る 人 材 を 育成 し ます 。 

ウ 地域 に 賑わい と 活力 を 創出 する た め 、 空 き 店 舗 や 空き 校舎 な どの 遊休 資産 の 有効 活用 な ど 、 
官民 が 連携 し た まち づく り を 促進 し ます 。 
エ 外国 人 観光 客 の 増加 や 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) 実現 な ど を 見 据え 、 多 文化 共生 の ま 
ち づ く り を 推進 し ます 。 


④ 過去 の 教訓 を 踏ま えた 防災 対策 を 進め ます 





ア 築 川 ダ ム の 建設 な ど に よる 洪水 ・ 浸 水 被害 軽減 の た め の 防 災 施 設 や 岩手 山 の 火山 砂防 施設 
な ど を 整備 し ます 。 

イ 住民 の 安全 ・ 安 心 を 向上 させ る た め 、 管 内 市 町 と 連携 し な が ら 、 広 域 避 難 の 仕組 み づ く り 
な ど 、 大 規模 ・ 広 域 災害 時 に お ける 圏 域内 の 相互 支援 体制 を 構築 し ます 。 


⑤ 安心 ・ 快 適 な 都市 環境 ・ 生 活 環境 を つく り ま す 





ア 岩手 医科 大 学 附属 病院 移転 に 伴う 救急 搬送 ルー ト な ど 、 安 全 ・ 安 心 な 生活 を 支え る 交通 ネッ 
トワ ー ク を 整備 し ます 。 

イ 道路 ・ 橋 染 な ど 、 老 朽 化し た 社会 資本 の 効率 的 ・ 計 画 的 な 維持 管理 を 推進 し ます 。 

ウ 東北 の 拠点 に ふさ わし い 医 療 、 教 育 、 文 化 ・ ス ポー ツ な どの 高 次 都市 機能 を 支え る 基盤 整 
備 を 促進 し ます 。 


(2) IT 産業 な どの 集積 や 豊富 な 農林 資源 を 生か し 、 
競争 力 の 高い 魅力 の ある 産業 が 展開 し て いる 地域 


産業 の 特性 や 地域 資源 を 生か し 、 産 学 官 金 連 携 に よる イノ ベー ショ ン の 創出 や 観光 ・ 食 ・ ス ポー 
ツ を 連携 させ た 交流 の 促進 、 持 続 可 能 な 農林 業 の 振興 を 図る と と も に 、 岩 手 県 で 育っ た 人 材 が 地 
元 で 働き 、 定 着 す る こと が で きる 取組 な ど を 進め ます 。 





① 産学 官 金 連 携 に よる IT 産業 の 育成 や も の づく り 産 業 の 振興 に 取り 組み ます 


ア 人 工 知能 (AI)、 モノ の イン ター ネッ ト (loT) な どの 活用 促進 に より 、 農林 水産 業 、 医療 ・ 
介護 、 教 育 な ど 、 様 々 な 分 野 に お ける 地域 課題 の 解決 や 生産 性 の 向上 を 図る た め 、IT 産業 
の 他 産 業 へ の 参入 を 促進 し ます 。 

イ 加速 器 産業 や 医療 機器 産業 な どの 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) 関連 産業 へ の 地元 企業 の 
参入 を 促進 し ます 。 

ウ 学術 研究 機関 や 産業 支援 機関 な ど と 連携 し た 起業 ・ 創 業 支援 に より 、 新 た な 産業 や 雇用 機 
会 を 創出 し ます 。 
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第 7 章 地域 振興 の 展開 方向 


② 観光 ・ 食 ・ ス ポー ツ を 連携 させ た 交流 促進 に より 地域 経済 を 活性 化し ます ーー 一 


ア 沿岸 圏 域 ・ 秋 田 県 際 地 域 と の 広域 連携 に よる 魅力 的 な 観光 地 づ くり や 、 多 様 な 情報 発信 な 
ど に よる 認知 度 の 向上 を 図り 、 国 内 外 か ら の 誘客 拡大 と 滞在 ・ 周 遊 型 観光 を 推進 し ます 。 
イ 観光 産業 や 流通 業 な ど 他 産業 と の 連携 に よる 新た な ビジ ネス モデ ル の 創出 に より 、 地 域 の 

特色 ある 食 産業 や 地場 産業 を 育成 し ます 。 
ウ スポ ー ツ を 通じ た 地域 の 活性 化 を 図る た め 、 ス ポー ツイ ベン ト の 開催 の や スポ ー ツ 合宿 な ど 
の 誘致 に より 、 ス ポー ツ ツ ー リ ズム を 推進 し ます 。 


③ 米 ・ 園 芸 ・ 畜 産 の パラ ンス が と れ た 農業 の 持続 的 発展 と 活力 の ある 農村 づく り を 進め ます 


ア 情報 通信 技術 (ICT) 、 人 工 知能 (Al) な ど 革 新 的 な 生産 性 向上 技術 の 導入 や 、 農 地の利 
用 集積 ・ 集 約 化 、「 カ イ ゼ ン ] の 実施 な ど に よる 企業 的 経営 体 の 育成 と 次 世代 の 担い 手 の 確 
保 を 進め ます 。 

イ 高度 な 環境 制御 型 大 型 ハ ウス の 整備 を 拡大 する と と も に 、 農 業 生 産 工程 管理 (GAP) の 
普及 な ど に より 生産 性 ・ 市 場 性 の 高い 産地 づく り を 推進 し ます 。 

ウ 豊か な 歴史 や 伝統 文化 な どの 地域 資源 を 活用 し た イン パウ 
ンド “を 含 お 都市 農村 交流 の 拡大 な ど に より 、 農 村 の 活性 用 語 解説 
化 を 図り ます 。 


④ 森林 資源 の 循環 利用 促進 と も うか る 林業 ・ 木 材 産業 の 構 。 31 イン パワ ンド と 





築 を 進め ます 旅行 の こと 。 
*132 アカ マツ 。 
ア 持続 可能 な 林業 の 構築 に 向け 、 伐 採 跡地 に カラ マツ な どの = の 立入 
再 造林 を 促進 し 、 森 林 資 源 の 造成 を 進め ます 。 人 
イ アカ マツ " ぞ な ど 豊 富 な 森林 資源 を 生か し 、 地 域 材 の 利用 eh 
を 拡大 し ます 。 


ウ 原木 し いた け 産 地 の 再生 に 向け 、 担 い 手 を 確保 ・ 育 成す る 
と と も に 、 輸 出 拡大 な ど に より 経営 規模 の 拡大 を 図り ます 。 


⑤ 地域 産業 の 特性 に 応じ た 産業 人 材 の 確保 ・ 育 成 と や り が い を 持っ て 働く こと が で きる 
労働 環境 の 整備 を 進め ます 





ア 高等 教育 機関 や 産業 支援 機関 な ど と の 産学 官 金 連 携 に より 、 人 工 知能 (A) 、 モ ノ の イン 
ター ネッ ト (loT) な ど 第 4 次 産業 革命 に 対応 で きる 人 材 を 育成 し ます 。 

イ 農林 業 、 建 設 業 、 医 療 ・ 福 祉 な どの 分 野 に お ける 次 世代 の 産業 人 材 を 確保 ・ 育 成す る と と 
も に 、 人 材 の 県 内 定着 を 促進 し ます 。 

ウ 管内 企業 の ワー クノ ・ ラ イフ ・ バ ラン ス な ど 働 き 方 改革 の 取組 を 支援 する と と も に 、 正 規 雇 
用 の 拡大 や 健康 経営 の 実践 な ど 雇用 の 質 と 企業 の 魅力 の 向上 を 図り ます 。 
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⑥ 産業 経済 活動 を 支え る 交通 ネッ トワ ー ク を 整え ます 


広域 的 な 観光 振興 や 物流 の 効率 化 に つなが る 幹線 道路 や アク セス 道路 を 整備 し ます 。 








県 南 広域 振興 較 


人 と の つなが り 、 県 南 圏 域 の 産業 集積 や 農林 業 、 多 様 な 
目指 す 姿 地域 資源 を 生か し な が ら 、 暮 らし と 産業 が 調和 し 、 世 界 に 
向け 岩手 の 未来 を 切り 拓く 地域 






【 地域 の 特性 を 踏ま えた 大 本 的 な 考え 方 】 


産業 集積 を 背景 と し た 働く 世代 の 活躍 が 見 込ま れる 地域 で ある こと か ら 、 よ り 安 心して 子 育 
て で きる 環境 や 医療 体制 を 整備 する と と も に 、 県 南 圏 域 が 建設 候補 地 と な っ て いる 国際 リニア 
コラ イダ ー (ILC) の 研究 者 等 の 多様 な 文化 を 持つ 人 々 と 地域 住民 が 共に 安心 し て 暮らせ る 地 
域 コ ミュ ニテ ィ を 形成 し 、 一 人 ひと り が いき いき と 暮らせ る 地域 づく り を 進め ます 。 

東北 を 代表 する も の づく り 産 業 の 集積 が 進ん で いる 地域 で ある こと か ら 、 よ り 地 域 や 岩手 県 
の 経済 を けん 引 で きる よう 、 自 動車 関連 産業 、 半 導体 関連 産業 、 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) 
関連 産業 に 対応 で きる 企業 の 技術 力 と 競争 力 の 向上 を 図り 、 ま た 、 県 内 外 か ら の 人 材 の 地域 企 
業 へ の 就職 や 地元 定着 を 促進 し ます 。 

世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 | に 代表 され る 歴史 文化 を 伝え る 観光 資源 、 も ち 食 等 の 地域 に 伝 
わる 食 文化 や 「 早 池峰 神楽 」 等 の 民俗 芸能 な ど 多 様 な 地域 資源 を 有する こと か ら 、 こ れ ら を 生 
か し た 魅力 発信 に より 、 交 流 人 口 の 拡大 を 図り ます 。 

農業 に お いて は 、 整 備 さ れ た 農地 を 生か し た 水田 農業 や 園芸 経営 な どの 規模 拡大 が 進ん で お 
り 、 ま た 、 林 業 に お いて は 、 大 型 合板 工場 な どの 木材 の 大 口 需要 先 が 整 備 さ れ て いる 地域 で あ 
る こと か ら 、 在 業 的 経営 体 な ど 地 域 を けん 引 す る 担い 手 の さ ら な る 育成 を 図る と と も に 、 先 端 
技術 の 導入 な ど に よる 生産 性 向上 や 多様 な 主体 に よる 地域 資源 の 高 付加 価値 化 の 取組 を 促進 
し 、 収 益 性 の 高い 農林 業 を 展開 し ます 。 


【 取組 方 向 】 


(1) 多様 な 交流 が 生ま れ 、 一 人 ひと り が 生涯 を 通じ て 
健やか に いき いき と 暮らせ る 地域 


質 の 高い 医療 介護 サー ビス を 提供 で きる 体制 の 構築 や 、 災 害 に 強く 安全 ・ 安 心 な 生活 を 支え る 
社会 資本 の 整備 ・ 維 持 管理 、 関 係 団体 と の 連携 に よる 環境 保全 の 取組 を 進め ます 。 

また 、 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) の 実現 な ど に よる 国際 化 を 見 据え た 生活 環境 の 整備 や 、 
地域 の 担い 手 に よる 魅力 ある 地域 づく りな ど を 進め ます 。 
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第 7 草 地域 振興 の 展開 方向 





① 健やか に 安心 し て 暮らせ る 地域 社会 を つく り ま す 


ア 住民 が いき いき と し た 生活 を 送れ る よう 、 事 業 所 や 市 町 な ど と 連携 し 、 こ ころ と 体 の 健康 
づく り を 推進 し ます 。 

イ 住民 が 心 豊か で 健康 的 な 生活 を 送れ る よう 、 市 町 や 関係 団体 と 連携 し 、 ス ポー ツ へ の 参加 
機運 の 醸成 に 取り 組み ます 。 

ウ 地域 の 医療 機能 の 役割 分 担 と 連携 が 図ら れ 、 住 民 の ニー ズ に 応じ た 医療 か ら 介 護 ま で の 一 
連 の サー ビス が 提供 で きる よう 、 地 域 医療 の 確保 充実 を 図る と と も に 、 医 療 と 介護 な どの 連 
携 体制 の 構築 を 推進 し ます 。 

エ 高齢 者 が 住み 慣れ た 地域 で の 生活 を 継続 する こと が で きる よう 、 市 町 な ど と 連携 し 、 適 切 
な 医療 ・ 介 護 サ ービス や 地域 の 実情 に 応じ た 医療 、 介 護 、 予 防 、 生 活 支援 サー ビス な ど を 提 
供する 地域 包括 ケア シス テム の 構築 を 促進 し ます 。 

オ 障がい 者 が 安心 し て 地域 で 自立 し た 生活 が で きる よう 、 福 祉 サー ビス の 充実 や 自立 活動 の 
支援 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 

カ 結婚 希望 者 に 出会い の 場 が 創出 され る よう 、 結 婚 サ ポー ト セ ンタ ー の 利用 を 促進 する な ど 、 
結婚 支援 対策 を 推進 し ます 。 

キ 地域 の 中 で 安心 し て 子育て が で きる よう 、 市 町 と 連携 し 、 保 育 サ ービス を 拡充 する と と も 
に 、 地 域 の 企業 な ど に よる 子育て 支援 の 取組 を 促進 する な ど 、 社 会 全体 で 子育て し や すい 環 
境 を 整備 し ます 。 





② 快適 で 安全 ・ 安 心 な 生活 環境 を つく り ま す 


ア 災害 に 強い 道路 ネッ トワ ー ク を 構築 する た め 、 緊 急 輸 送 道路 の 防災 機能 を 強化 する と と も 
に 、 計 画 的 な 維持 管理 を 推進 し ます 。 

イ 自然 災害 な どか ら 住 民 の 生命 や 財産 を 守る た め 、 河 川 改修 な どの ハー ド 対 策 と 、 警 戒 ・ 避 
難 体制 の 充実 強化 な どの ソフ ト 施 策 を 組み 合わ せ た 防 災 ・ 減 災 対 策 や 危機 管理 対策 に 取り 組 
み ま す 。 

ウ 地球 温暖 化 防止 に 向け 、 事 業者 や 住民 の 省エネ ルギー 活動 や 節電 対策 の 取組 を 促進 する と 
と も に 、 循 環 型 地域 社会 の 構築 に 向け 、 廃 棄 物 の 減量 化 や リサ イク ル を 促進 し ます 。 

エ 豊か な 自然 環境 を 次 世代 に 引き 継ぐ た め 、 行 政 、NPO、 住 民 な どの 協 働 連携 に よる 生物 
多様 性 の 保全 や 環境 保全 の 取組 を 推進 し ます 。 

オ 食品 を 介し た 健康 被害 の 発生 を 予防 する た め 、 食 品 事業 者 の 自主 衛生 管理 に 向け た 取組 の 
支援 な ど 、 食 の 安全 と 安心 に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 





③ 一 人 ひと り が いき いき と 生活 で きる コミ ュ ニ ティ を つく り ま す 


ア 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 実現 に よる 地域 の 国際 化 を 見 据え 、 研 究 者 な ど と 住民 が 
共に 安心 し て 暮らせ る 環境 を 整備 し ます 。 

イ 地域 コミ ュ ニ ティ 機能 の 維持 ・ 活 性 化 を 図る た め 、 住 民 や 多様 な 主体 の 参画 に よる 持続 的 
な 地域 づく り を 推進 する と と も に 、 地 域 コ ミュ ニテ ィ を 支え る 担い 手 を 育成 し ます 。 

ウ 活力 の ある 地域 を 築い て いく た め 、 市 町 と 連携 し た 地域 の 魅力 の 発信 に より 、 移 住 ・ 定 住 
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を 促進 し ます 。 


(2) 世界 に 誇れる 産業 の 集積 を 進め 、 岩 手 で 育っ た 人 材 が 
地元 で 働き 定着 する 地域 


地域 企業 の 技術 力 と 競争 力 の 向上 な ど に よる 一 層 の 産業 集積 の 推進 や 、 地 域 の 伝統 産業 の 振興 
を 図る と と も に 、 関 係 機関 や 団体 と の 連携 に より 、 圏 域 の 産業 を 支え る 県 内 外 の 人 材 が 地域 に 定 
落す る よう 、 人 材 の 確保 ・ 育 成 ・ 定 着 の 取組 を 進め ます 。 


① も の づく り 産 業 の 集積 を 進め 、 競 争 力 を 高め ます 





ア 地域 企業 の 生産 性 向上 の た め 、 も の づく り 産 業 の 技術 力 向 上 や モノ の イン ター ネッ ト 
(loT) 等 の 革新 技術 の 導入 を 促進 し ます 。 

イ も の づく り 産 業 の 更 な る 集積 を 図る た め 、 自 動車 、 半 導体 関連 産業 や 国際 リニア コラ イダ ー 
(ILC) の 実現 を 見 据え た 関連 産業 な ど へ の 参入 を 促進 する と と も に 、 新 技術 を 活用 し た 中 核 
産業 の 形成 を 促進 し ます 。 

ウ 南部 鉄器 な どの 伝統 産業 の 振興 を 図る た め 、 若 手 の 経 営 者 や 工芸 家 な どの 育成 や 技術 の 伝 
承 、 商 品 力 や ブラ ンド な どの 強み を 生か し た 販路 の 拡大 や 、 あ ら ゆ る 機会 を 活用 し た 魅力 の 
発信 に 取り 組み ます 。 

エ 物流 の 効率 化 な ど 生 産 性 向上 の た め 、 工 業 団地 が 集積 する 内 陸 部 と 沿岸 部 の 港湾 等 を 結ぶ 
道路 や 高 規格 道路 ネッ トワ ー ク に つなが る 道路 の 整備 を 推進 し ます 。 


② ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 が で きる 環境 づく り と 人 材 育 成 に よる 地元 定着 
を 促進 し ます 





ア 人 材 確保 ・ 育 成 ・ 定 着 に 向け 、 地 域 企 業 や 事業 所 の 魅力 向上 の た め の 労 働 環境 の 整備 や 
働き 方 改革 、 人 材 育 成 、 採 用 力 向上 に 向け た 取組 を 支援 し ます 。 

イ 新規 高座 者 な どの 地域 企業 へ の 就職 を 促進 する た め 、 北 上 川 流域 も の づく り ネ ッ ト ワ ー 
2 “や 地域 企業 ・ 教 育 機関 と 連携 し 、 若 者 の 職業 意識 、 地 元 志向 の 醸成 を 図り ます 。 

ウ 地域 産業 を 支え る 人 材 の 育成 の た め 、 キ ャ リア 教育 に よる 地域 企業 に つい て の 理解 促進 


を 進め る と と も に 、 高 校生 の 資格 取得 を 支援 し ます 。 
エ 地域 企業 の 生産 性 向上 を 目的 と し た 改善 活動 を 推進 する 用 語 解 説 
た め 、 企 業 を 支え る 優れ た 人 材 の 育成 と 企業 力 の 向上 を 図 &) 


り ま す 。 

*133 北上 川 流域 も の づ 
くり ネッ トワ ー ク 
北上 川 流域 を 中 心 と し た も の 
づく り 産 業 を 支え る 人 材 を 育成 
する た め 、 平 成 18 年 (2006 年 ) 
に 発足 し た 県 内 の 産業 界 ・ 教 育 
界 ・ 行 政 機関 を 会 員 と する 連携 

組織 。 
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(3) 世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 | を は じ め 多 彩 な 魅力 の 発信 に より 
多く の 人 々 が 訪れ る 地域 


観光 地域 づく り 推進 法人 (DMO) な どの 関係 団体 と 連携 し 、 世 界 遺 産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 な 
どの 歴史 文化 や 食 文化 な どの 地域 の 魅力 を 発信 し 、 観 光 の 振興 を 図る と と も に 、 国 内 外 か ら の 観 
光 客 や ビジ ネス 客 の 受入 れ の た め の ホ スピ タリ ティ "4 向上 の 取組 を 進め ます 。 


① 地域 の 魅力 の 発信 に よる 交流 を 広げ ます 





ア 観光 に よる 地域 振興 を 進め る た め 、 世 界 遺 産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 を 核 と し た 広域 的 な 周遊 ・ 
滞在 型 観光 を 推進 し ます 。 

イ スポ ー ツ に よる 地域 の 活性 化 や 交流 の 拡大 を 図る た め 、 市 町 や 関係 団体 と 連携 し た スポ ー 
ツ ツ ー リ ズム の 振興 に 取り 組み ます 。 

ウ 国内 外 か ら の 観光 客 や 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 研究 者 、 ビ ジネス 客 な ど が 楽し め 
る 観光 地 づ くり に 向け 、 ホ スピ タリ ティ の 向上 に 取り 組み ます 。 

エ 多く の 外国 人 観光 客 な ど に 訪れ て も ら え る よう 、 観 光 地 域 づ くり 推進 法人 (DMO) な ど 
の 関係 団体 と 連携 し 、 教 育 機関 や 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) な ど 幅 広い 分 野 で の 海外 と 
の 相互 交流 を 推進 し ます 。 

オ 世界 遺産 を は じ め と する 各 観 光 地 へ の アク セス 向上 の た め の 人 道路 整備 を 推進 し ます 。 


②③ 食 産業 の ネッ トワ ー ク を 活用 し 、 交 流 人 口 の 拡大 を 図り ます 





ア 交流 人 口 の 増加 に よる 地域 へ の 経済 効果 の 拡大 を 図る た 用 语 解说 

め 、 特 色 あ る 地域 食材 を 生か し た 魅力 的 な 地域 づく り を 推進 
し ます 。 

イ 県 産品 の 取引 拡大 に 向け 、 国 内 外 で の 販路 開拓 に 加え 、 流 "4 ホス ピタ リティ 
通 の 効率 化 や 消費 者 の ニー ズ に 応じ た 販売 方 法 の 導入 を 支援 。」。。 pcae 衣 ク ラス 
し ます 。 ター 形成 ネッ トワ ー ク 

ウ 食品 事業 者 の 企業 力 向 上 を 図る た め 、 食 産業 振興 の 基 般 と) 人 生き 





な る 「 南 いわ て 食 産業 フラ スタ ー 形 成 ネッ トワ ー ク | の 誠人 A 
連携 体制 を 強化 し ます 。 金融 機関 が 、 戦 略 的 な 連携 を 進 





め る た め 、 平成 19 年 (2007 年 ) 
に 設立 され た ネッ トワ ー ク 組織 。 


③ 文化 芸術 を 生か し た 地域 づく り を 進め ます 一 一 


ア 地域 の 民俗 芸能 や 伝統 工芸 の 継承 に 向け 、 地 域 で 受け 継が れ て きた 神楽 ・ 語 舞 な どの 民俗 
芸能 や 、 南 部 鉄器 ・ 秀 衡 塗 ・ 岩 谷 堂 律 衛 な どの 伝統 工芸 の 魅力 の 発信 に 取り 組み ます 。 

イ 文化 芸術 を 地域 の 宝 と し て 守り 育て る た め 、 地 域 の 文化 財 の 活用 や 住民 の 行事 へ の 参加 な 
ど 、 文 化 芸術 と 触れ 合う 機会 の 創出 に 取り 組み ます 。 

ウ 国内 外 の 観光 客 な ど が 地域 の 文化 芸術 に 触れ 、 親 し み を 持つ こと が で きる よう 、 地 域 の 文 
化 財 や 文化 芸術 活動 の 魅力 を 伝え る 人 材 を 育成 し ます 。 


144 いわ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) 


(4) 米 ・ 園 芸 ・ 畜 産 や 林業 な どの 多様 な 経営 体 が 
収益 性 の 高い 農林 業 を 実践 する 地域 


企業 的 経営 体 が 中 心 と な っ た 効率 的 な 生産 や ブラ ンド 力 強 化 の 取組 の 促進 に より 、 収 益 性 の 高 
い 産 地形 成 を 進め る と と も に 、 農 村 へ の 多様 な ニー ズ に 対応 し な が ら 、 活 力 ある 地域 づく り を 進 
め ま す 。 

また 、 林 業 の 担い 手 の 育成 ・ 確 保 や 先進 的 な 技術 を 導入 し た 低 コ スト 林業 に よる 森林 資源 の 特 
環 利用 を 進め る と と も に 、 特 用 林産 物 の ブラ ンド 力 の 回 復 と 販路 拡大 に 取り 組み ます 。 


① 企業 的 経営 体 が 中 心 と な っ た 収益 性 の 高い 産地 の 形成 と 協 働 ・ 連 携 に よる 農村 地域 の 
活性 化 を 進め ます 





ア 企業 的 経営 体 の 育成 に 向け 、 認 定 農業 者 の 経営 力 向上 や 集落 営農 組織 等 の 法人 化 な どの 経 
営 発展 を 促進 する と と も に 、 担 い 手 へ の 農地 利用 集積 の 加速 化 や 「 ス マー ト 農 業 ]」 の 導入 ・ 
普及 を 図り ます 。 

イ 競争 力 の 高い 米 産地 の 育成 に 向け 、「 金 色 の 風 ]、「 銀 河 の し ずく ] な どの 高 品質 ・ 良 食味 
米 の 安定 生産 や ブラ ンド 化 を 図る と と も に 、 大 規模 機械 化 体系 の 導入 な ど に よる 低 コ スト 生 
産 を 促進 し ます 。 


ウ 園芸 産地 の 拡大 に 向け 、 施 設 園芸 "* 団地 や 土地 利用 型 時 
菜 団地 の 形成 を 促進 し ます 。 < 用 语 解说 


エ ブラ ンド 和牛 産地 の 強化 に 向け 、 肥 育 素 牛 "37 等 の 繁殖 セ 
ンタ ー の 整備 な ど に より 、 畜産 経営 の 生産 性 向上 と 規模 拡大 1 
を 促進 し ます 。 ee 
オ 農業 所 得 の 向上 に 向け 、 地 域 の 特産 物 の 生産 拡大 や 新た な 加 ES 0 こい 
工 品 開発 な ど を 促進 し 、 地域 資源 の 高 付加 価値 化 を 図り ます 。 人 
カ 農村 地域 の 活性 化 に 向け 、 地 域 の 協 働 活動 や 、 企 業 ・ 都 市 肥育 和牛 と し て 飼養 され る 前 の 、 
住民 等 と 農村 の 連携 活動 な ど を 促進 する と と も に 、 国 内 外 か RE 
ら の 交流 人 口 の 拡大 を 見 据え た 受入 態勢 の 整備 な ど に 取り 組 
み ま す 。 





② 森林 資源 の 循環 利用 に より 、 林 業 ・ 木 材 産業 を 振興 し ます 


ア 地域 の 林業 を 持続 させ る た め 、 森 林 ・ 林 業 に つい て の 理解 促進 や む イ メージ アッ プ に よる 担 
い 手 の 育成 ・ 確 保 に 取り 組み ます 。 

イ 林業 経営 の 効率 化 を 図る た め 、 森 林 施 業 の 集約 化 の 促進 や 情報 通信 技術 (ICT) の 導入 な 
ど に 取り 組み ます 。 

ウ 森林 を 維持 保全 し 、 木 材 の 安定 供給 を 図る た め 、 搬 出 間 伐 、 再 造林 の 低 コ スト 化 や 未 利用 
資源 の 有効 活用 に 取り 組み ます 。 

エ 原木 し いた け の 産地 再生 に 向け 、 出 和 荷 制限 解除 を 促進 する と と も に 、 ブ ラン ド 力 を 回 復 さ せ 
る た め 、 地 元 飲食 店 等 で の 消費 拡大 や 、 首 都 圏 な ど 大 消費 地 へ の 販売 促進 に 取り 組み ます 。 
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オ 特 用 林産 物 の 振興 に よる 所 得 向 上 を 図る た め 、 林 間 畑 わさび や 漆 林 の 造成 を 支援 し ます 。 


















CA 
= 


岸 広 域 振興 剛 





東日本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 を 着実 に 進め 、 そ の 教訓 を 
発信 し 、 新 た な 交通 ネッ トワ ー ク や 様々 な つなが り を 生か 
し た 新しい 三陸 の 創造 に より 、 国 内 外 に 開か れ た 交流 拠点 
と し て 岩手 の 魅力 を 高め 、 広 げ て いく 地域 





目指 す 姿 





【 地域 の 特性 を 踏ま えた 基本 的 な 考え 方 】 


東日本 大 岩 災 津波 の 経験 や 復興 の 取組 を 踏ま え 、 防 災 文 化 を 醸成 し 、 教 訓 の 伝承 や 国内 外 へ 
の 情報 発信 を 推進 する と と も に 、 ジ 災害 に 強い まち づく り を 進め ます 。 

復興 道路 や 三陸 鉄道 、 フ ェ リ ー や コン テ ナ 航 路 な どの 新た な 交通 ネッ トワ ー ク の 形成 に より 
生活 圏 と 経済 園 が 大 きく 拡大 する こと か ら 、 こ れ を 暮らし の 向上 や 産業 の 振興 に つなげ 、 三 陸 
の より 良い 復興 と 復興 の 先 を 見 据え た 地域 振興 を 推進 し ます 。 

災害 公営 住宅 な どの 生活 基盤 の 整備 が 進ん で いる こと か ら 、 コ ミュ ニテ ィ の 形成 や 活性 化 に 
向け た 取組 に 対し 、 き め 細 か い 支 援 を 行う ほか 、 地 域 医療 情報 ネッ トワ ー ク シス テム な どの 強 
み を 生か し 、 お 互い に 支え 合い な が ら 心 豊か に 暮らせ る 地域 を つく り ま す 。 

も の づく り 産 業 で は 、 物 流 基盤 の 整備 が 進み 、 圏 域内 外 の 企業 等 と の つなが り が 広がっ て い 
る こと か ら 、 販 路 拡 大 や 事業 展開 な ど を 促進 し 、 よ り 競 争 力 の 高い 産業 と し て 育成 し ます 。 

基幹 産業 で ある 水産 業 に お いて は 、 漁 港 施設 な どの 生産 基盤 や 冷蔵 保管 施設 、 水 産 加 工事 業 
者 の 衛生 的 ・ 効 率 的 な 施設 が 整備 され て いる こと か ら 、 漁 業 生産 量 の 回 復 や 担い 手 の 確保 な ど 
を 進め な が ら 、 生 産 、 加 工 、 流 通 、 販 売 を 一 体 的 に 捉え 、 そ の 生産 性 の 向上 や 高 付加 価値 化 に 
取り 組み 、 圏 域 を 力強く けん 引 す る 産業 と し て 振興 を 図り ます 。 

農林 業 に お いて は 、 三 陸地 域 の 温暖 な 気候 特性 に 加え 、 特 色 あ る 農 畜 産物 を 有する こと か ら 、 
その 産地 力 向 上 に 取り 組む と と も に 、 多 様 な 森林 資源 を 生か し 、 新 た な 加工 技術 の 活用 な ど に 
よる 地域 材 の 利用 拡大 を 図り ます 。 

豊か な 自然 や 食 文化 に 加え 、 三 了 時 ジ オ パ ー ク や 世界 遺産 の 橋 野 鉄鉱 山 、 震 災 遺 構 "** や 伝承 館 、 
東日本 大 震 災 津波 後に 整備 され た 文化 ・ ス ポー ツ 施 設 な どの 多様 な 地域 資源 を 有する こと か ら 、 
これ ら を 生か し な が ら 、 三 陸 防 災 復 興 プ ロジ ェクト 2019 や 





ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019 釜石 開催 を 契機 と し た 情報 用 语 解说 
ーー is 忆 ， 人 ~ 一 一 
発信 力 や 受入 態勢 を 更に 充実 させ 、 交 流 人 口 の 拡大 を 進め ます 。 
*138 震 災 遺構 
東日本 大 震 災 津波 に より 被災 
し た 建物 な どの 構造 物 。 
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【 取組 方 向 】 


(1) 復興 まち づく り が 着実 に 進み 、 東 日 本 大 岩 災 津波 の 教訓 が 
伝承 され て いる 、 災 害 に 強い 地域 


復興 まち づく り を 着実 に 進め 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 教訓 を 伝承 する と と も に 、 ハ ー ド と ソフ ト 
を 組み 合わ せ た 防 災 ・ 減 災 対 策 な どの 取組 を 通じ 、 災 害 に 強い 地域 づく り を 進め ます 。 





① 復興 まち づく り を 進め 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 教訓 を 伝え ます 


ア 津波 防災 施設 等 の 復旧 ・ 整 備 な ど 、 多 重 防災 型 ま ち づ く り の 考え 方 に 基づき 、 復 興 ま ち づ 


くり の 基盤 を 整備 し ます 。 
イ 土地 区 画 整 理 地区 へ の 円 滑 な 居住 な ど に 向け 、 市 町 村 が 行う 復興 まち づく り 事 業 を 支援 し 
ます 。 


ウ 国内 外 の 防災 力 の 向上 に 貢献 する た め 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 教訓 や 復興 の 経験 を 次 世代 に 
伝え る と と も に 、 国 内 外 に 発信 し ます 。 





② 自然 災害 に 強い まち づく り を 進め ます 


ア 災害 に 強く 信頼 性 の 高い 道路 ネッ トワ ー ク を 構築 し ます 。 
イ 洪水 ・ 土 砂 災害 や 津波 災害 な ど に 備え 、 ハ ー ド 対策 と 自助 、 共助 、 公 助 を 組み 合わ せ た ソ 
フト 施策 に よる 総合 的 な 防災 体制 の 構築 を 推進 し ます 。 


(2) 地域 包括 ケア シス テム な ど に よる 安心 し て 暮らせ る 活力 の ある 地域 


被災 者 一 人 ひと り に 寄り 添い な が ら 、 保 健 ・ 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 の 連携 体制 の 強化 や 健康 づく り 
の 推進 、 安 心して 子ども を 生み 育て る こと の で きる 環境 づく り を 進め る と と も に 、 生 活 に 密着 し 
た 社会 資本 の 整備 な ど を 進め ます 。 

また 、 ス ポー ツ や 文化 の 振興 に より 、 住 民 の 豊か な 生活 の 向上 や 地域 の 活性 化 を 促進 し ます 。 


① 被災 者 一 人 ひと り に 寄り 添い 、 心 身 と も に 健やか で 安心 な 暮らし が で きる 環境 を つく り ま す 
ア 被災 者 の 心身 の 健康 を 守る た め 、 き め 細 か な ここ ろ の ケア と 健康 づく り を 推進 し ます 。 


イ 災害 公営 住宅 な どの 新た な 住 環境 に お ける コミ ュ ニ ティ の 形成 や 活性 化 に 向け た 住民 の 取 
組 を 支援 し ます 。 





② 安心 で 快適 な 生活 環境 と 活力 ある 地域 社会 を つく り ま す 


ア 食 の 安全 ・ 安 心 を 確保 する た め 、 食 品 衛生 の 向上 や 食品 表示 の 適正 化 な どの 取組 を 推進 し 
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ます 。 
イ 汚水 処理 施設 な ど 生 活 の 利便 性 向上 に つなが る 社会 資本 を 整備 する と と も に 、 橋 染 や トン 
ネル の 計画 的 な 修繕 な ど 、 社 会 資本 の 維持 管理 を 推進 し ます 。 
ウ 動物 が 家族 の 一 上 員 と し て 共に 暮らす 心 豊 か な 生活 を 育む た め 、 保 護 動物 の 譲渡 促進 な ど を 
通じ た 動物 愛護 精神 の 普及 ・ 啓 発 を 推進 し ます 。 
エエ 多様 な 主体 が 支え る 住み 良い 地域 社会 づく り を 進め る た め 、 若 者 ・ 女 性 の 活躍 を 支援 する 
と と も に 、 地 域 づ くり の 担い 手 を 育成 し ます 。 


③ 良好 な 自然 環境 の 保全 ・ 活 用 と 持続 可能 な 生活 環境 の 整備 を 進め ます 





ア 自然 と 共生 し た 地域 づく り に 向け 、 環 境 学習 の 促進 な ど に よる 豊か な 自然 環境 の 保全 と 活 
用 を 推進 し ます 。 
イ リサ イク ル 促 進 な ど に よる 循環 型 社会 の 構築 と 地球 温暖 化 防 止 対策 を 推進 し ます 。 


④ 安心 し て 子ども を 生み 育て る こと が で き 、 高 齢 者 や 障がい 者 が いき いき と 、 健 や か に 
暮らせ る 社会 を つく り ま す 





ア 住民 が 安心 し て 家庭 を 持ち 、 健やか な 子ども の 成長 を 得る こと が で きる よう 、 結 婚 支援 や 、 
妊娠 期 か ら 子 育て 期 に わた る 切れ 目 の な いし 支援 を 推進 し ます 。 
イ 高齢 者 が 地域 で 活躍 し 、 意 欲 を 持っ て 暮らし て いけ る よう 、 高 齢 者 の 生き が いづ くり や 社 
会 参加 活動 を 推進 し ます 。 
ウ 住み 慣れ た 地域 で 障がい 者 が 活躍 で きる よう 、 様 々 な 生活 支援 や 就労 機会 の 拡大 な ど に よ 
り 、 障 が い 者 の 社会 参加 を 促進 し ます 。 
エ 地域 医療 と 介護 を つなぐ 情報 ネッ トワ ー ク な ど を 活用 し た 、 保 健 ・ 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 が 一 
体 と な っ た 地域 包括 ケア シス テム に よる 取組 を 推進 し ます 。 





⑤ 安心 で 健やか に 暮らせ る 地域 医療 の 確保 と 健康 づく り を 進め ます 


ア 住民 が 必要 な 医療 を 適切 に 受け られ 、 安 心して 生活 で きる よう 、 医 療 ・ 介 護 人 材 の 確保 ・ 
育成 を 進め る と と も に 、 保 健 ・ 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 の 連携 強化 を 推進 し ます 。 

イ 生涯 に わた っ て 健康 な 生活 が 送れ る よう 、 食 生活 の 改善 や 運動 習慣 の 定着 な ど に よる 生活 
習慣 病 の 予防 と 高齢 者 の 健康 づく り を 推進 し ます 。 

ウ 住民 一 人 ひと り が ここ ろ の 健康 を 保ち な が ら 安 心して 生活 で きる よう 、 住 民 や 関係 機関 ・ 
団体 な ど と 連携 し て 、 自 殺 予 防 の 取組 を 推進 し ます 。 


⑥ スポ ー ツ ・ 文 化 を 楽し み 、 一 人 ひと り が 豊か な 生活 を 送る こと が で きる 活力 あふ れる 
地域 を つく り ま す 





ア ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019"" 釜石 開催 や 東京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 
競技 大 会 な ど を 契機 に 、 住 民 が 生涯 に わた り ス ポー ツ に 親しむ お 取組 を 推進 し ます 。 
イ 教育 や 健康 、 交 流 な ど ス ポー ツ の 持つ 多面 的 機能 を 生か し た 地域 活性 化 の 取組 を 推進 し ます 。 
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ウ 民俗 芸能 や 若者 の 創意 あふ れる 文化 芸術 活動 な ど 、 地 域 の 多様 な 文化 や 芸術 活動 を 生か し 
た 地域 活性 化 の 取組 を 推進 し ます 。 


(3) 豊富 な 地域 資源 や 復興 に より 整備 され た 産業 基 本 、 新 た な 交通 ネッ ト 
ワー ク を 生か し 、 地 域 経済 を けん 引 す る 産業 が 持続 的 に 成長 する 地域 


避 結 翌 光 S 注 新芽 計 但 さ 清 


豊富 な 地域 資源 や 復興 に より 整備 され た 産業 基盤 、 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 を 契機 と し た 
つなが りや 新しい 交通 ネッ トワ ー ク な ど を 活用 し 、 生 産 性 と 付加 価値 が 高い 地域 産業 を 育成 する 
と と も に 、 地 域 に 住む お 人 々 の 働く 場 の 創出 と 労働 環境 の 向上 に 取り 組み ます 。 





① 生産 性 と 付加 価値 の 高い も の づく り 産 業 等 を 育て ます 


ア 水産 加工 業 を は じ め と し た も の づく り 産 業 等 の 競争 力 を 高め 、 そ の 成長 を 促す た め 、 カ イ 
ゼン な ど に よる 中 小 企業 の 生産 性 と 付加 価値 向上 へ の 取組 を 推進 し ます 。 
イ 最新 技術 の 活用 や 経営 革新 "““ な ど に より 、 も の づく り 産 業 等 に お ける 企業 経営 力 を 強化 


し ます 。 
ウ 三陸 地域 の 産業 を 担う 人 材 を 育成 する た め 、 若 手 経営 者 や 用 語 解説 
製造 現場 リー ダー な どの マネ ジメント 能力 向上 を 支援 し ます 。 E 
エ 東日本 大 展 災 津波 後 の 企業 問 の つなが りや 新た な 交通 ネッ 

トワ ー ク を 生か し た 地域 企業 の 販路 拡大 と 事業 展開 を 促進 し 年 、 商 品 の 


ます 。 新た な 生産 方 式 や 販売 方 式 の 導 
: _ 入 な ど に よる 新た な 事業 活動 。 
オ 建設 業 の 技術 力 や 生産 性 の 向上 、 担 い 手 確保 に 向け た 取組 
を 支援 し ます 。 





② 働く 場 の 創出 と 地域 に 就業 ・ 定 着 で きる 環境 を つく り ま す 


ア 地域 経済 を 支え る 人 材 を 確保 する た め 、 キ ャ リア 教育 に よる 若者 の 定着 や 、U・| ター ン 、 
起業 支援 な ど に よる 移住 ・ 定 住 を 促進 し ます 。 

イ 労働 力 不定 を 解消 する た め 、 潜 在 的 な 労働 力 の 掘り 起こ し や 多様 な 形態 の 就業 を 促進 し 
ます 。 


③ 漁業 生産 量 の 回 復 や 水産 物 の 高 付加 価値 化 に より 水産 業 を 盛ん に し ます ーーーーーーー 


ア 養殖 業 の 生産 性 向上 や サケ 等 の 増殖 事業 な ど へ の 支援 に より 、 漁 業 生産 量 の 回 復 ・ 向 上 
を 図り ます 。 

イ 漁業 の 担い 手 を 確保 する た め 、 漁 業 の 魅力 発信 や 就業 希望 者 の 受入 体制 整備 な ど を 推進 
し ます 。 

ウ 商品 開発 や ブラ ンド 力 強 化 な ど に よる 水産 物 の 付加 価値 向上 と 販路 拡大 を 促進 し ます 。 

エ 災害 に 強く 、 効 率 的 に 漁業 生産 活動 が で きる 漁港 ・ 施 設 を 整備 し ます 。 
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④ 地域 特性 を 生か し た 生産 性 ・ 収 益 性 の 高い 農業 を 盛ん に し ます 


ア 地域 農業 の 核 と な る 経営 体 の 育成 や 新規 就農 者 の 確保 ・ 定 着 を 進め る と と も に 、 農 地 の 
集積 ・ 集 約 化 を 推進 し ます 。 

イ 温暖 な 気候 を 生か し た 農 番 産 物 の 産地 力 の 向上 を 図り ます 。 

ウ 農村 の 活性 化 を 図る た め 、 特 色 あ る 農産 物 を 生か し た 6 次 産業 化 や 集落 活動 を 促進 し ま 
す 。 


⑤ 豊か な 森林 資源 を 生か し た 林業 ・ 木 材 産 業 を 盛ん に し ます 





ア 森林 資源 を 安定 的 に 確保 する た め 、 意 欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 を 育成 する と と も に 、 
計画 的 な 森林 整備 を 推進 し ます 。 

イ 豊か な 森林 資源 を 生か し 、 公 共 建築 物 や 住宅 な ど へ の 地域 材 の 様々 な 利 活用 を 促進 し ま 
す 。 

ウ 原木 し いた け な ど の 特 用 林産 物 の 生産 ・ 販 売 を 促進 し ます 。 


⑥ 多様 な 資源 と 新た な 交通 ネッ トワ ー ク を 生か し た 観光 産業 を 盛ん に し ます ーーー 一 


ア 三陸 復興 国立 公園 に 代表 され る 豊か な 自然 や 食 文 化 、 世 界 遺 産 の 橋 野 鉄鉱 山 や 岩 災 遺構 
を 含む 三 時 ジオ パー ク な どの 地域 資源 と 新た な 交通 ネッ トワ ー ク を 生か し た 観光 地域 づく 
り を 推進 し ます 。 

イ 三陸 防災 復興 アロ ジェ クト 2019 や ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019™ 釜石 開催 を 契機 と 
し た 情報 発信 力 の 強化 や 受入 態勢 の 充実 を 図り ます 。 

ウ 内 陸地 域 や 東北 ・ 北 海道 と 三陸 地域 を 結び 、 外 国人 観光 客 も 視野 に 入れ た 広域 観光 ルー 
ト の 形成 を 促進 し ます 。 


⑦ 整備 が 進む 社会 基盤 を 産業 振興 に 生か し ます 





ア 復興 道路 や フェ リー、 コ ン テ ナ 航路 な どの 新た な 交通 ネッ トワ ー ク を 活用 し 、 事 業 の 迅 
速 化 を 図る な ど 、 産 業 競 争 力 を 強化 し ます 。 
イ 物流 の 高度 化 に 向け た 港湾 機能 の 強化 と ポー ト セ ー ル ス を 推進 し ます 。 
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県 北 広域 振興 圏 










多様 か つ 豊 富 な 資源 ・ 技 術 、 培 わ れ た 知恵 ・ 文 化 を 生か し 、 
目指 す 姿 北東 北 、 北 海道 に 広がる 交流 ・ 連 携 を 深め な が ら 、 新 た な 
地域 振興 を 展開 する 地域 






【 地域 の 特性 を 踏ま えた 大 本 的 な 考え 方 】 


歴史 的 ・ 文 化 的 に 深い つなが り が ある 県 央 圏 域 や 八戸 圏 域 な ど と 、 生 活 園 の 広域 化 に 伴い 、 
一 層 結 び 付 き が 強く な っ て いる ほか 、 交 通 ネ ットワーク の 整備 や 世界 遺産 登録 に 向け た 取組 な 
ど に より 、 北 東北 、 北 海道 と の つなが り が で き て き て いる こと か ら 、 様 々 な 面 で 一 層 の 交流 ・ 
連携 を 図り な が ら 、 地 域 の 活性 化 を 進め ます 。 

東日本 大 震 災 津波 や 平成 28 年 台風 第 10 号 災 害 を 経験 し て 得 た 教訓 を 生か し 、 災 害 か ら 住 
民生 活 を 守る 基盤 の 整備 や 、 地 域 住民 の 互助 の 精神 を 生か し た 様々 な ネッ トワ ー ク づく り に よ 
り 、 生 涯 を 通じ て 健康 で 、 安 全 ・ 安 心 に 暮らせ る 地域 社会 づく り を 進め ます 。 

再生 可能 エネ ルギー の 高い ポテ ン シ ャ ル を 有する 地域 で ある こと か ら 、 太 陽光 、 風 力 、 バ イ 
オマ ス な どの 豊富 な 再生 可能 エネ ルギー 資源 を 生か し た 地域 づく り に 取り 組み ます 。 

多様 な 気候 や 地形 、 風 士 な ど を 生か し 、 冷 涼 な 気候 に 適し た レタ ス や ほう れん そう 、 豊 富 な 
森林 資源 を 活用 し た し いた け 、 三 陸 の 海 が 育む アワビ 、 ウ ニニ や 天然 ホヤ な ど が 生産 され て いる 
ほか 、 全 国有 数 の 生産 量 を 誇る ブロ イラ ー 産 業 が 集積 し て いる こと か ら 、 安 全 ・ 安 心 で 魅力 的 
な 農林 水産 物 の 生産 と 食 産業 の 振興 を 図り ます 。 

高い 技術 力 を 有する アパ レル 産業 が 集積 し て いる こと か ら 、 ア パレ ル 産 業 を は じ め と する 事 
業者 の ネッ トワ ー ク 活動 を 盛ん に し 、 も の づく り 産 業 の 振興 を 図り ます 。 

三陸 ジオ パー ク な どの 豊か な 自然 環境 、 御 所 野 遺 跡 や 漆 に 代表 され る 伝統 に 培 わ れ た 歴史 ・ 
文化 な ど 、 特 色 あ る 地域 資源 を 有する こと か ら 、 こ れ ら を 生か し た 定住 ・ 交 流 人 口 の 拡大 を 図 
り ま す 。 


【 取組 方 向 】 


(1) 隣接 する 圏 域 等 と の つなが り を 生か し 、 
一 人 ひと り が 健康 で 心 豊 か に 暮らせ る 地域 


県 央 圏 域 や 八戸 贈 域 な ど と の 交流 ・ 連 携 に よる 地域 活性 化 や 、 地 域 に 根ざし た 文化 芸術 や スポ ー 
ツ の 振興 を 図る と と も に 、 東 日 本 大 岩 災 津波 の 被災 者 の ここ ろ の ケア と 健康 づく り の 支援 や 、 保 
健 ・ 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 の 連携 に より 、 子 ども か ら 高 齢 者 まで 、 病 気 や 障がい な どの 有無 に 関わ ら 
ず 、 安 心して 健やか に 暮らせ る 環境 づく り を 進め ます 。 
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第 7 章 地域 振興 の 展開 方 向 


① 多様 な 交流 ・ 連 携 に より 地域 コミ ュ ニ ティ を 活性 化し ます 





ア 圏 域内 外 の 多様 で 豊か な 地域 資源 を 生か し た 活力 の ある 地 用 語 解説 
域 づ くり に 向け 、「 北 緯 40' ナニ ャ ト ヤ ラ 連邦 会 議 "| の 
枠組 み を 活用 する な ど 、 八戸 圏 域 、 沿岸 部 、 内 陸 部 と の 交流 ・ 


連携 を 推進 し ます 。 し Pk 
イ 暮らし た い 、 帰 り た いと 思え る 地域 に する た め 、 多 様 な 主 歴史 的 に 密接 な 関係 に ある 青 


、 a 森 県 八戸 彫 域 と 岩手 県 の 県 北園 
体 が 取り 組む 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 を 支援 し 、 地 元 定着 及び a 
移住 ・ 定 住 を 促進 し ます 。 意見 交換 を 行う 場 と し て 平成 18 

年 (2006 年 ) に 「 三 圏 域 連携 

懇談 会 ] と し て 設置 され 、 平 成 

寺社 。 ーー s 王 | [IF 28 年 (2016 年 ) か ら 「 北 緯 

② 文化 芸術 ・ ス ポー ツ の 持つ 力 を 地域 活性 化 へ と つなげ て AB 
いき ます 称 され た も の 。「 ナ ニャ ト ヤ ラ 」 
と は 、 青 森 県 南部 か ら 岩 手 県 北 

MEkJE ck 

ア 文化 芸術 の 持つ ポテ ン シ ャ ル を 地域 づく り に つなげ て いく AS し し 
た め 、 文 化 芸術 を 鑑賞 、 参 加 、 創 造 す る こと が で きる 環境 を 
整備 し ます 。 

イ 文化 財 の 価値 を 地域 づく り に つなげ て いく た め 、 縄 文 文 化 の 普遍 的 な 価値 の 普及 啓発 や 、 
[北海 道 ・ 北 東北 の 縄文 遺跡 群 (御所 野 遺 跡 )」 の 世界 遺産 登録 に 向け た 機運 醸成 に 取り 組み 
ます 。 

ウ スポ ー ツ に 親しみ 、 そ の 楽し さや 感動 を 享受 し な が ら 、 健 康 で 活力 ある 生活 を 営む お こと が 
で きる よう 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019"" 釜石 開催 な ど を 契機 と し た 競技 スポ ー ツ の 魅 
力 発信 や 、 県 北 の 地域 スポ ー ツ で ある カー リン グ な どの 生涯 スポ ー ツ の 定着 に 取り 組み ます 。 

エ 八戸 圏 域 の 持つ 文化 、 ス ポー ツ の 機能 を 生か し 、 人 ・ モ ノ ・ 情 報 の 多様 な 交流 を 促進 し ます 。 





③ 地域 に お ける 医療 体制 整え 、 心 身 の 健康 づく り と 地域 で 支え 合う 福祉 の 環境 を つく り ま す 


ア 住民 が 心身 と も に 健やか に 暮らし て いけ る よう 、 行政 、 関 係 機 関 、 ボ ラン ティ ア な ど に よ 
る ネッ トワ ー ク を 桜 に 、 自 殺 の 多い 年 代 を 対象 と し た 取組 の 重点 化 や 人 材 養成 な ど 、 包 括 的 
な 自殺 対策 を 推進 する と と も に 、 食 生活 の 改善 や 運動 習慣 の 定着 化 な ど 、 働 き 盛り 世代 の 健 
康 づ くり を 推進 し ます 。 

イ 高齢 者 が 住み 慣れ た 地域 で 安心 し て 暮らし 続け る こと が で きる よう 、 医 療 と 介護 の 連携 や 
介護 予防 、 生 活 支援 な ど が 包括 的 に 提供 され る 地域 包括 ケア シス テム の 構築 を 推進 し ます 。 

ウ 地域 の 多様 な 主体 が 連携 ・ 協 働 し 、 安 心して 子育て が で きる 環境 づく り を 推進 する と と も 
に 、 障 が い 者 や 生活 困 路 者 な どの 支援 体制 の 充実 を 図り ます 。 

エ 行政 、 関 係 機関 な どの 情報 共有 ・ 連 携 促進 を 図り 、 被 災 者 一 人 ひと り に 寄り 添っ た ここ ろ 
の ケア や 健康 支援 活動 を 引き 続き 推進 し ます 。 


(2) 自然 豊か で 再生 可能 エネ ルギー を 生か し た 災害 に 強い 地域 


東日本 大 震 災 津波 に より 被災 し た 施設 の 復旧 ・ 整 備 を 推進 し 、 地 震 津 波 な ど へ の 対策 を 強化 す 
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る と と も に 、 物 流 の 効率 化 や 圏 域内 外 へ の 交流 拡大 、 生 産 性 の 向上 を 支え る 社会 基盤 の 整備 を 進 
め ま す 。 

また 、 良 好 な 自然 環境 を 保全 し 、 豊 か な 自然 と 共生 し な が ら 、 太 陽光 、 風 力 、 バ イオ マス な ど 
豊富 な 再生 可能 エネ ルギー 資源 を 生か し た 持続 可能 な 地域 づく り に 取り 組み ます 。 


① ， 炎 害 f< 强 w\ 社 会 基 租 在 整 元 未 才 





ア 津波 被害 を 軽減 する た め 、 湾 口 防 波 堤 や 防潮 堤 な どの 整備 を 進め る と と も に 、 水 門 の 自動 
閉鎖 シス テム に よる 遠隔 操作 化 を 推進 し ます 。 

イ 河川 改修 、 河 道 掘削 や 立木 除去 を 進め 、 洪 水 災 害 に 対す る 安全 度 の 向上 を 図り ます 。 

ウ 復興 道路 を 補完 し 、 災 害 時 に 機能 する 幹線 道路 網 や 港湾 施設 の 整備 を 推進 し ます 。 


② 新しい 交通 ネッ トワ ー ク を 中 心 に 、 地 域 経済 や 暮らし を 支え る 社会 基 懇 を 整え ます 一 
ア 復興 道路 と し て 位置 づけ られ る 八戸 ・ 久 慈 自動 車道 や 三陸 北 縦 軸 道路 の 整備 を 促進 し ます 。 
イ 圏 域 へ の アフ セス 改善 や 県 際 道 路 の あい 踏 解消 、 県 内 各地 を 周遊 する 観光 客 の 利便 性 向上 

を 図る た め 、 圏 域内 外 の 交流 拡大 を 支え る 道路 の 整備 を 推進 し ます 。 


③ 環境 を 守り 育て る 人 材 を 育成 し 、 多 様 な 主体 と の 協 働 を 進め な が ら 、 良 好 な 自然 環境 
を 守り ます 





ア 豊か な 自然 と きれ いな 空気 ・ 水 に 包ま れ た 住み 良い 環境 を 次 の 世代 に 引き 継ぐ た め 、 環 境 
を 守り 育て る 人 材 を 育成 し ます 。 

イ 住民 や 環境 団体 、 事 業者 、 行 政 が 地域 の 環境 課題 に 関す る 理解 を 深め 、 協 働 に よる 環境 保 
全 活動 を 推進 し ます 。 

ウ 青森 県 境 の 産業 廃棄 物 の 不法 投棄 現場 や 周辺 地域 の モニ タリ ング を 継続 し て 実施 し て いく 
と と も に 、 不 法 投棄 事案 を 風化 させ ず 教 訓 と し て 後世 に 伝え る 環境 学習 に 取り 組み ます 。 


④ 豊富 な 再生 可能 エネ ルギー 資源 を 生か し た 持続 可能 な 地域 づく り に 取り 組み ます 一 一 
ア ポテ ン シ ャ ル の 高い 再生 可能 エネ ルギー で ある 太陽 光 、 風 力 、 バ イオ マス 、 波 力 の 活用 を 
促進 する た め 、 市 町 村 と 連携 し 、 事 業者 な どの 取組 を 支援 し ます 。 


イ 再生 可能 エネ ルギー を 活用 し た 持続 可能 な 地域 社会 の 実現 や 産業 振興 を 図る た め 、 再 生 可 
能 エ ネル ギー の 利 活用 に 向け た 市 町 村 な どの 取組 を 支援 し ます 。 


(3 


ee 


誇れる 北 い わ て の 地域 資源 を 生か し た 産業 が 展開 し 、 
意欲 を 持っ て 働け る 地域 


地域 の 中 核 と な る 経営 体 の 育成 や 担い 手 の 確保 ・ 育 成 、 農 林 水 産物 の 生産 性 向上 や ブラ ンド 化 
な ど に よる 高 付加 価値 化 と 販路 拡大 の 取組 を 進め る と と も に 、 地 域 の 特性 を 生か し た 体験 ・ 交 流 
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第 7 草 地域 振興 の 展開 方向 


型 観光 や 食 産業 振興 の 取組 を 進め ます 。 

また 、 産 学 官 が 連携 し た 企業 支援 を 展開 し 、 ア パレ ル な ど 特 徴 的 な 産業 の 認知 度 向上 や も の づ 
くり を 担う 人 材 の 育成 を 進め る と と も に 、 県 や 市 町 村 な どの 関係 機関 が 一 体 と な つっ て キャ リア 教 
育 に 取り 組み 、 若 者 の 地元 就職 を 促進 し ます 。 


OO 北 い わ て の 農 畜 産物 の プラ ンド を 確立 し 、 多 様 な スタ イル で いき いき と 暮らせ る 農村 
を つく り ま す 





ア 地域 の 雇用 を 創出 し 、 産 地 を けん 引 する 大 規模 経営 体 を は じ め と する 、 経営 感覚 に 優れ た 
経営 体 を 育成 する と と も に 、 半 農 半 X"“ な ど 多様 な 営農 スタ イル で 次 代 を 担う 新規 就農 者 
等 の 確保 ・ 育 成 を 進め ます 。 

イ 地域 に お ける 営農 の 効率 化 な ど に 向け 、 基 右 整 備 に よる 農地 
の 大 区 画 化 、 畑 地 か ん が い 施 設 の 整備 、 農 地 中 間 管 理事 業 "人 
を 活用 し た 担い 手 へ の 農地 の 集積 ・ 集 約 化 な ど を 進め ます 。 

ウ 農 間 産物 の 生産 性 向上 に 向け 、「 ス マー ト 農 業 」 な ど 高度 1 半 工 半 %  、 
な 生産 技術 の 導入 な ど を 進め る と と も に 、 消 費 者 等 か ら 求 め 分 は 自分 の 得意 な 仕事 な ど を 生 


られ る 安全 ・ 安 心 を 確保 する た め 、 農業 生産 工程 管理 (GAP) EN 
られ る 安全 ・ 安 心 こめ 、 農 
安全 安心 尿床 一 二 -任官 *142 農地 中 間 管 理事 業 


用 語 解説 
ーー ーーー - プ 





な どの 普及 を 図り ます 。 担い 手 へ の 農地 集積 ・ 集 約 化 
SS RS a CE に より 、 農 地 の 有 効 利用 や 農業 
エエ 国内 外 か ら 評 価 さ れる 特色 ある 農 畜 産物 の ブラ ンド 確立 に 経営 の 効率 化 を 進め る た め 、 農 


向け 、 り ん ご 「 冬 恋 ] や 「 い わ て 短 角 和牛 ] な ど 、 県 北 圏 域 な 地 中 間 管 理 機構 が 、 農 地 の 借受 
け ・ 貸 付け 、 管 理 、 基 盤 整備 等 
ら で は の 農 畜 産物 の 新た な 販路 の 開拓 な ど を 促進 し ます 。 に よる 利用 殺人 の 改 寺 を 和仁 
オ 中 山間 地域 に お ける 農村 景観 の 保全 や 食 文化 の 伝承 ・ 発 信 4 
な ど 、 地 域 ぐ るみ の 活動 を 通じ た 魅力 ある 農村 づく り と 都市 
住民 等 と の 交流 を 推進 し ます 。 


② 地域 材 や 特 用 林産 物 の 生産 体制 の 強化 と 需要 拡大 に 取り 組み ます 





ア 収益 性 の 高い 林業 経営 の 実現 に 向け 、 施 業 集約 化 を 行う た め の 技術 向上 な ど 意欲 と 能力 の 
ある 林業 経営 体 の 育成 を 進め る と と も に 、 地 域 林業 の 次 代 を 担う 新規 就業 者 の 確保 や 中 核 的 
林業 技術 者 の 育成 に 取り 組み ます 。 

イ 森林 の 多面 的 機能 の 持続 的 な 発揮 に 向け 、 生 産 基盤 の 整備 や 再 造 林 ・ 間 伐 等 の 森林 整備 を 
推進 し 、 適 切な 森林 資源 の 管理 に 取り 組み ます 。 

ウ アカ マツ な どの 特色 ある 森林 資源 を 活用 し 、 付 加 価 値 の 高い 家具 材 や 建築 材 な どの 利用 を 
進め る と と も に 、 市町村 や 関係 機関 と 連携 し 、 公 共 施設 等 に お ける 木材 利用 や 木質 パイ オマ 
ス の 熱 利 用 な どの 取組 を 促進 し ます 。 

エ 木炭 や 乾 し いた け の ブラ ンド 力 の 強化 や 生産 技術 の 向上 に よる 多様 な 販路 の 確 保 な ど 、 経 
営 の 安定 化 に 取り 組み ます 。 

オ 浄法寺 塗 を は じ め と し た 漆 関 連 産業 の 振興 を 図る た め 、 漆 造林 な ど に よる 資源 の 充実 と 、 
生 漆 生産 を 支え る 人 材 の 育成 に 取り 組み ます 。 
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③ 担い 手 の 確保 ・ 育 成 や 漁業 生産 量 の 回 復 ・ 向 上 を 進め ます 


ア 地域 漁業 を けん 引 す る 中 柱 的 漁業 経営 体 の 育成 に 取り 組む と と も に 、 新 た な 担い 手 の 確 保 ・ 
育成 に 向け 、 光 業 協同 組合 や 市 町 村 と 連携 し て 受入 体制 を 整備 し ます 。 

イ サケ 資源 の 回 復 や アワ ビ 、 ウ ニ な どの つく り 育 て る 漁業 の 高度 化 を 推進 する と と も に 、 漁 
場 の 効率 的 な 利用 と 適切 な 資源 管理 に よる 漁業 生産 量 の 回 復 ・ 向 上 を 図り ます 。 

ウ 流通 の 拠点 と な る 産地 魚 市 場 を 核 と し た 水産 物 の 高度 衛生 品質 管理 を 推進 し 、 水 産物 の 付 
加 価値 向上 と 販路 拡大 を 促進 し ます 。 

エ 漁港 施設 の 耐震 ・ 耐 津波 強化 や 避難 誘導 対策 に よる 防災 力 の 強化 を 図る と と も に 、 施 設 保 
全 計 画 に 基づく 計画 的 な 保守 管理 に より 、 漁 港 施設 の 長寿 命 化 を 進め ます 。 


可 器 油 ③ 湯 沿 矢 圭 介さ 清 





④ 北 い わ て の 魅力 ある 食材 を 生か し た 食 産業 を 盛ん に し ます 


ア 商談 会 や 物産 フェ ア 等 へ の 出展 、 ソ ー シ ャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ング ・ サ ービス (SNS) を 活 
用 し た 情報 発信 な ど に より 、 凌 肉 、 海 産物 、 雑 穀 な ど 、 北 いわ て の 魅力 ある 食材 を 活用 し た 
商品 の 認知 度 向上 に 取り 組み ます 。 

イ 食 産業 事業 者 の 商品 開発 や 生産 能力 の 向上 、 販 路 の 開拓 を 推進 する た め 、 そ れ ぞ れ の 経営 
課題 に 応じ た 支援 を 行い ます 。 


⑤ アパ レル 産業 な ど 高い 技術 力 を 有する も の づく り 産 業 を 盛ん に し ます 


ア アパ レル 産業 の 振興 を 図る た め 、 北 いわ て アパ レル 産業 振 
興 会 ” と の 連携 に より 、 縫 製 事業 者 が 有する 高い 技術 力 を <“) 用 語 解 説 


県 内 外 に 発信 し 、 産 地 と し て の ブラ ンド 化 を 図る と と も に 、 
全国 の 商談 会 な ど へ の 参加 を 通じ て 取引 拡大 を 支援 し ます 。 | 
イ 縫製 事業 者 や 関係 団体 と の 連携 を 一 層 促 進 し 、 更 な る 技術 43 世 い わこ アバ レル 








= =、 = 会 社 問 の 枠組 を 超え 、 県 北 較 
| モノ の イン ター ネッ ト 生生 
(loT) の 導入 な ど に よる 生産 性 向上 を 促進 し ます 。 信 や 取引 拡大 、 次 代 を 担う 人 材 

it SC 了 育成 に 取り 組む た め 、 平 成 27 年 

ウ 浄法寺 塗 な どの 伝統 工芸 品 の 価値 を 県 内 外 へ 発信 する と と (2015 年 ) に 県 北園 域 に 集積 


も に 、 市 町 村 や 関係 団体 と 連携 し 、 後 継 者 育成 や 販路 拡大 を 大 区 扑 补 国 大 省 10 入 《和 人 
支援 し ます 。 

エ も の づく り 事 業者 や 関係 団体 と 連携 し 、 事 業者 が 抱え る 経 
営 課題 の 解決 や 次 代 を 担う 人 材 育成 に 取り 組み ます 。 

オ 市 町 村 や 商工 関係 団体 と 連携 し 、 地 域 の 特性 を 生か し た 事業 に 取り 組む 企業 を 支援 する と 
と も に 、 企業 の 誘致 な ど に 向け た 取組 を 促進 し ます 。 





⑥ 隣接 圏 域 等 と 連携 し た 広域 観光 を 進め ます 
ア 隣接 する 県 央 圏 域 や 八戸 圏 域 な ど と の 連携 を 強化 し 、 魅 力 あ る 観光 資源 を 組み 合わ せ た 広 


域 観光 ルー ト の 構築 に 取り 組む と と も に 、 御 所 野 遺 破 を 含む 「 北 海道 ・ 北 東北 の 縄文 遺 蹴 群 
の 世界 遺産 登録 も 見 据え た 北東 北 や 北海 道 と の つなが り を 生か し 、 国 内 外 か ら の 誘客 を 促進 
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⑦ 雇用 環境 の 改善 と 若年 者 な どの 就業 支援 を 進め ます 


GE だ 


し ます 。 
イ 豊か な 自然 環境 や 特徴 ある 歴史 ・ 文 化 な どの 地域 資源 を 活用 し た 体験 メニ ュー の 充実 と ガ 
イド の 育成 な どの 受入 態勢 の 整備 を 進め 、 教 育 旅行 な どの 誘致 に 取り 組み ます 。 
ウ 三陸 沿岸 道路 の 全線 開通 や 宮古 ・ 室 蘭 フ ェ リ ー 航 路 な ど 新 た な 交通 ネッ トワ ー ク を 生か し 
交流 人 口 の 拡大 に 取り 組み ます 。 





ア 高校 生 の 地元 企業 へ の 就職 や 大 学 進学 者 な どの U り ター ン 就 職 の 促進 に 向け 、 関 係 機関 と 
連携 し 、 若 者 の 地元 企業 に 対す る 理解 促進 を 図り ます 。 

イ 地域 ジョ ブ カ フ ェ に よる 定期 的 な 企業 訪問 や 地元 企業 の 働き や すい 職場 環境 づく り を 促進 
し 、 新 卒 就職 者 な どの 職場 定着 を 支援 し ます 。 

ウ 企業 に 対し 、 雇用 関係 制度 や イン ター ンシップ 、 キャ リア 教育 な ど に 関す る 情報 を 提供 し 、 
雇用 環境 の 改善 と 人 材 確保 を 支援 し ます 。 


び 過 疎 地 域 等 の 振興 





県 北 ・ 沿 岸 圏 域 に お いて は 、 全 県 に 先行 し て 人 口 減少 が 進行 し て いる こと か ら 、 優 れ た 地域 
資源 や 、 新 た な 交通 ネッ トワ ー ク な どの 社会 資本 を 最大 限 に 生か し た 産業 振興 を 図り 、 復 興 と 
その 先 を 見 据え た 地域 経済 の 基盤 強化 を 進め る 必要 が あり ます 。 

具体 的 に は 、 先 端 技術 の 導入 な ど に よる 生産 性 の 向上 、 文 化 遺 産 や 自然 環境 を 生か し た 交流 
人 口 の 拡大 に 取り 組む ほか 、 起 業 支援 や 働き 方 改革 な どの 推進 に よる 若者 ・ 女 性 ・ シ ニア な ど 
が 活躍 で きる 魅力 ある 地域 づく り を 進め て いき ます 。 ま た 、 次 代 の 地域 産業 や 地域 社会 を 担う 
人 材 育成 に 、 県 内 外 の 大 学 な ど と 連携 し て 取り 組み ます 。 

さら に 、 県 北 圏 域 に お いて は 、 ア パレ ル 産 業 、 漆 関連 産業 、 食 産業 及び 農林 水産 業 な どの 地 
域 特 性 を 生か し た 産業 の 振興 や 、 御 所 野 遺跡 な どの 特徴 的 な 観光 資源 を 生か し な が ら 、 北海 
道 ・ 北 東北 な ど と 連携 し た 広域 観光 を 進め る と と も に 、 風 力 や バイオ マス な どの 再生 可能 エネ 
ルギー を 生か し た 地域 の 活性 化 に 取り 組み ます 。 

沿岸 圏 域 に お いて は 、 三 陸 治 岸 道路 な どの 新た な 交通 ネッ トワ ー ク の 進展 に よる 経済 園 の 拡 
大 を 好機 と 捉え 、 国 内 外 へ の 販路 の 拡大 や 企業 誘致 な ど に よる 産業 の 振興 や 、 三 陸 鉄 道 や フェ 
リー 航路 な ど を 活用 し た 国内 外 か ら の 誘客 の 促進 に 取り 組み ます 。 

過疎 地域 や 山村 、 裏 雪 な ど 、 条 件 不利 地域 に つい て は 、 市 町 村 と 連携 し な が ら 、 交 通 通 信 基 
盤 を は じ め と し た 生活 環境 を 守り 、 高 齢 者 等 の 保健 ・ 福 祉 の 向上 ・ 増 進 、 医 療 の 確保 な ど を 進 
め ま す 。 
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グロ ー バ ル 化 や 人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 が 進む 中 で 、 地 域 が 持続 的 に 発展 し て いく た め に は 、 
広域 振興 導 や 県 域 の 区 域 を 越え た 連携 の も と で 、 戦 略 的 な 取組 を 展開 し て いく 必要 が あり ます 。 
この た め 、 固 有 の 地域 特性 や 資源 を 持つ 4 広域 振興 圏内 の 様々 な 主体 に よる 連携 に 加え 、 
各 圏 域 の 間 に お いて 、 連 携 や 相互 補完 の 取組 を 一 層 強 化し 、 産 業 振興 や 観光 な どの 分 野 で 相乗 
的 な 効果 を 発揮 し て いき ます 。 

歴史 的 ・ 文 化 的 な つなが り を 有する 青森 、 秋 田 、 宮 城 各 県 と の 県 境地 域 に お いて は 、 こ れ ま 
で 築い て きた 協力 関係 や 機能 の 相互 補完 な ど を 更に 発展 させ る 取組 を 強化 し て いき ます 。 
地域 資源 の 相互 活用 や スケ ー ル メリ ッ ト の 発揮 な ど に より 地域 全体 の 発展 や 共通 課題 の 解決 
を 図る た め 、 [北海 道 ・ 北 東北 ] や 「 東 北 全 体 ] な ど 、 より 広域 的 な 連携 を 更に 進め て いき ます 。 
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后 2 漏 れ バ ケツ 理論 





バケ ツ に た くさ ん の 水 を 注ぎ 込 も うと も 、 そ の バケ ツ に 穴 が ある 場合 、 そ こ か ら ど ん どん 水 が 流 
れ 出 て いく こと に な り ま す 。 

地域 を この バケ ツ に 例え た 場合 、 そ の バケ ツ に 水 を 注ぎ込む 行為 は 、 地 域 経済 を 活性 化 さ せる た 
め の 、 交 付 金 や 補助 金 、 企 業 誘致 、 観 光 客 の 呼び 込み な どの 取組 に 当たり ます が 、 企 業 誘致 に 成功 
し て も 、 例 えば 、 そ の 原材料 の 仕入れ や メン テ ナ ン ス な ど に 関連 する 企業 が 地域 に な い 場 合 、 ま 
た 、 誘 致 企業 の 従業 員 が 地元 の 商店 で は な く 、 地 元 以外 の ショ ッ ピ ング セン ター で 買い 物 を し た 場 
合 は 、 得 られ た は ず の 資金 は 地域 の 外 に 出 て し まい 、 地 域内 に と どまり ませ ん 。 

これ が 、 イ ギリ ス の シン クタ ンク の New Economics Foundation( ニ ュー エコ ノミ クス ファ 
ウン デー ショ ン ) が 提唱 し て いる 「 漏 れ バ ケツ 」 理 論 で す 。 


【 参 照 】 Plugging the Leaks(New Economics Foundation) 
https://neweconomics.org/2002/11/plugging-the-leaks 


この 問題 の 解決 策 と し て は 、「 バ ケツ の 穴 を ふさ ぐ 」 こ と 、 す な わ ち 、 い っ た ん 地域 に 入っ 
た お 金 が 、 地 域外 に 出 て 行く 機会 を 出来 る 限り 減ら し 、 地 域内 に 循環 ・ 滞 留 さ せる こと が 挙 
げ ら れ ま す 。 

いわ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028) に お いて も 、 域 外 に お いて 需要 の 高い 製品 や 生産 物 を [ 域 


内 生産 ]| し 、 そ の 生産 を 地元 雇用 や 地場 企業 か ら の 資材 調達 な ど 「 域 内 所 得 ] や 「 域 内 調達 ] に 
結び 付け な が ら 、 地 元 の 商店 な ど へ の 「 域 内 消費 ] に つなげ て いく こと で 、 地 域 に 入っ た 所 得 
や 資金 を 域内 で 循環 させ て いく 、 総 合 的 な 産業 政策 に 取り 組む こと と し て いま す 。 





いわ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) 


いわ て 県 民 計画 


(2019 ~2028) 
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第 8 章 行政 経営 の 基本 姿勢 


る 


この 章 で は 、 県 民 の 信頼 に 応え る 、 よ り 質 の 高い 行政 経営 を 進め て いく た め の 基 
本 的 な 考え 方 と 、 そ の 取組 方 向 に つい て 説明 し ます 。 


(UEEECEEETES 


岩手 県 を 取り 巻く 社会 経済 情勢 は 、 人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 の 進行 、 グ ロー バル 化 の 進展 、 情 
報 通信 技術 の 飛躍 的 な 進歩 な ど 大 き な 変 化 の 中 に あり ます 。 ま た 、 県 民 ニ ー ズ が 多様 化す る 中 
で リス ク や チャ ンス に 適切 に 対応 し 、 安 定 的 ・ 持 続 的 に 県 民 サ ービス を 提供 し て いく た め に は 、 
あら ゆる 主体 が 連携 ・ 協 働 し 、 つ な が り の 力 で 新た な 価値 を 創出 し て いく こと が 求め られ て い 
ます 。 


県 は 地域 を 担う 主体 の 一 つと し て 、 推 進 力 と な る 人 と 人 、 人 と 地域 資源 を つなぎ 、 県 民 一 人 
ひと り が 主役 の 地域 づく り を 支え 、 岩 手 全体 の 底力 を 高め 、 地 域 の 力 が 最大 限 発揮 され る よう 
県 民 と と も に 歩む 行政 を 目指 し て いき ます 。 


これ まで 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 に 向け 、 復 興 の 基本 方 針 を 買 く 原 則 の 一 つと し 
て 幸福 追求 権 の 保障 を 掲げ 、 県 民 一 丸 と な っ て 従来 の 枠組 み に 捉 わ れ な い 政 策 の 実現 に つなげ 
て きま し た 。 こ れ ら 復興 の 過程 で 学び 、 培 っ た 経験 を も と に 、 県 民 一 人 ひと り 、 そ し て 社会 と 
し て お 互い に 幸福 を 守り 育て る と と も に 、 広 く 県 外 に 向け て 誇れる 岩手 の 実現 を 目指 し 、 行 政 
経営 の 質 の 向上 に 取り 組み ます 。 


以上 の 認識 の も と 、 県 民 の 信頼 に 応え る 、 よ り 質 の 高い 行政 経営 を 進め 、 こ の 計画 に 掲げ た 
政策 の 実効 性 を 高め 、 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 と 「 希 望郷 いわ て 」 の 実現 に 貢献 し て いき 
ます 。 


県 内 外 の 様々 な 主体 と 協 働 し 、 岩 手 県 民 が 相互 に 幸福 を 守り 育て る と 
と も に 、 広 く 県 外 に 向け て 幸福 を 守り 育て る 機会 を 提供 する こと が で き 


る 岩手 の 実現 
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C) 行政 経営 の 基本 的 な 考え 方 と 取組 方 向 


行政 経営 の 目指 す 姿 を 実現 する た め 、 次 の 基本 的 な 考え 方 の も と で 4 本 の 柱 を 設け 、 取 組 を 進 
め ま す 。 


社会 経済 情勢 が 変化 する 中 、 県 民 の 幸福 を 的 確 に 捉え 、 県 民 サ ービス を 安定 的 ・ 持 続 的 に 提 
供し て いく た め 、 多 様 な 価値 観 に 対応 し な が ら 、 あ ら ゆ る 主体 が 協 働 す る 県 民 本 位 の 行政 経営 
を 展開 し ます 。 


地域 の 課題 解決 に 向け 、 高 い 先見 性 と グロ ー バ ル な 視点 を 備え 、 世 界 の 中 の 岩手 を 意識 し な 
が ら 、 県 民 視点 で 県 全体 の 利益 を 追求 する 職員 を 確保 ・ 育 成 し ま す 。 


業務 の 効率 的 な 運営 や 柔軟 な 働き 方 の 推進 を 通じ 、 仕 事 と 生活 の 調和 を 図り 、 有 職員 の 能力 を 
十分 に 引き 出し 、 組 織 と し て 高い パフ ォ ー マ ンス を 発揮 で きる 職場 環境 を 実現 し ます 。 


政策 の 着実 な 推進 を 支え 、 県 民 ニ ー ズ に 応え る 満足 度 の 高い サー ビス を 提供 し て いく た め 、 
機動 的 な 組織 体制 の 整備 や 持続 可能 な 財政 構造 の 構築 な ど 、 限 られ た 経営 資源 を 最大 限 有 効 に 
活用 する マネ ジメント の 最適 化 に 取り 組み ます 。 


【「4 本 の 柱 」 と 取組 方 向 】 


(1) 地域 意識 に 根ざし た 県 民 本 位 の 行政 経営 の 推進 


多様 な 県 民 ニ ー ズ に 応え 、 将 来 に わた っ て 一 人 ひと り の 幸福 を 守り 育て て いく た め 、 県 民 、 

企業 、NPO、 関 係 団体 、 市 町 村 な ど 、 あ ら ゆ る 主体 が それ ぞ れ 主体 性 を 持っ て 協 働 す る 、 地 
域 意 識 に 根ざし た 県 民 本 位 の 行政 経営 を 進め ます 。 県 内 外 の 自治 体 と の 広域 連携 や 、 グ ロー バ 
ル な 視点 に 基づき 海外 と の つなが り を 深め 、 岩 手 の 誇る 価値 や 資源 が 最大 限 発揮 され た 、 よ り 
質 の 高い 県 民 サ ービス を 提供 し て いき ます 。 


① 多様 な 主体 と の つなが り を 形成 し ます 





多様 な 主体 の 参画 を 促し 、 そ れ ぞ れ が 持つ 力 が 発揮 され た 水平 的 な パー トナ ー シ ッ プ を 構 
築 し 、 効 果 的 な 事業 展開 を 図り ます 。 県 が 保有 する 公共 デー タ (オー プン デー タ ) の 利 活用 
の 拡充 や 、 広 聴 広報 活動 を 通じ て 県 政 に 対す る 理解 を 促進 し 、 多 様 な 主体 に よる 多面 的 な ネッ 
トワ ー ク を 形成 する と と も に 、 県 民 ニ ー ズ に 応え る 体制 づく り を 進め ます 。 
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② 市 町 村 と の 連携 ・ 協 働 を 推進 し ます 





人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 を は じ め と する 市 町 村 を 取り 巻く 環境 変化 を 踏ま え 、 県 が 担う べき 
役割 を 検証 し 、 市 町 村 と 方 向 性 を 共有 し な が ら 、 県 の 連絡 調整 機能 及び 補完 機能 の 強化 を 図 
り ま す 。 単独 の 市 町 村 で は 解決 が 困難 な 課題 に 対す る 更 な る 協 働 の 推進 な ど 、 県 民 に 必要 な 
サー ビス が 持続 的 に 提供 され る よう 市 町 村 相 互 や 県 と 市 町 村 の 一 層 の 連携 を 進め ます 。 

また 、 市 町 村 と 一 体 と な っ て 地域 課題 の 解決 に 取り 組む 広域 振興 局 の 専門 性 や の コー ディ 
ネー ト 機 能 の 向上 を 図り ます 。 





③ 地方 分 権 や 県 外 自治 体 と の 連携 を 推進 し ます 
全国 の 上 自治体 等 と の 連携 を 推進 し 、 多 様 な 枠組 み に よ り 広 域 課題 の 解決 に 取り 組み ます 。 
また 、 地 域 社会 を 支え る 役割 を 担う 上 で 必要 な 規制 緩和 や 権限 移譲 を 国 に 働き か ける と と 
も に 、 市 町 村 の 意向 を 踏ま えた 権限 移譲 な ど 、 地 方 分 権 改革 を 推進 し ます 。 


④ 海外 と の つなが り を 形成 し ます 





グロ ー バ ル 化 の 進展 や 第 4 次 産業 革命 な ど に よる 社会 経済 情勢 の 変化 に 対応 し 、 広 く 世 
界 に 向け て 岩手 の 持つ 様々 な 価値 を 発信 し て いく た め 、 こ れ ま で の 海外 展開 の 取組 や 東日本 
大 岩 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 の 週 程 か ら 生ま れ た 世界 と て の つなが り を 最大 限 活 用 し 、 海 外 と 
の 交流 基盤 を 強化 し ます 。 


(2 ) 高度 な 行政 経営 を 支え る 職員 の 能力 向上 


地域 社会 の 一 員 と し て の 自覚 を 持っ て 、 主体 的 に 地域 課題 の 解決 に 関わ り 、 県 民 が 主役 と な っ 
た 地域 づく り を 支え て いく た め 、 岩 手 県 職員 と し て の ある べき 姿 を 示す 「 岩 手 県 職員 憲章 "| 
に 基づく 行動 の 徹底 を 図り 、 県 政 全般 を 全 蘭 し 、 県 民 視 点 で 県 全体 の 利益 を 追求 する 職員 を 確 
保 ・ 育 成 し ま す 。 





① 開か れ た 県 行政 を 担う 職員 を 確保 ・ 育 成 し ま す 


計画 的 な キャ リア マネ ジメント や 企業 と 連携 し た 専門 人 材 の 活用 な ど に より 、 複 雑多 様 人 
する 行政 課題 に 対応 する こと が で き 、 高 い 専門 性 と 多様 な 食 
造 性 を 持っ て 、 こ の 計画 に 掲げ る 政策 目標 の 実現 に 貢献 する 用 语 解说 
職員 を 確保 ・ 育 成 し ま す 。 a 
特に 、 長 期 的 な 育成 プロ グラ ム に より 若手 職員 の 更 な る 能 
x と こら 1 に = エー 
力 向上 を 図る ほか 、 女 性 職員 が 県 夏 の あら ゆる 分 野 で 個性 や Ua の いい 紀 け ービス を 


能 3 う 、 計 画 的 な き 、 提供 する た め 、「 岩 手 県 職員 と し 
能力 を 発揮 で きる よう 、 計 画 的 な 人 事 配置 や きめ 細か な キャ | 人 人 
リア 形成 支援 に 取り 組み ます 。 と し て 策定 。 
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② 職員 の 能力 開発 を 促進 し ます 


研修 体系 を 整備 する と と も に 、 職 種 韻 や 世代 を 越え た 交流 
を 促進 し 広い 視野 と 先見 性 を 有する 職員 を 育成 し ます 。 
* 二 RE 2 トー * *145 OJT 

未 大 、OJT"4 を 通じ た 知識 や 技術 の 蓄積 と Off-JT"4 ( 業 on The Job Trainingo 略 ， 

務 を 離れ た 研修 ) を 有効 活用 し た キャ リア 開発 の 支援 に より 、 実際 の 職務 現場 に お いて 、 業 
務 を 通し て 行う 教育 訓練 。 

職員 の 能力 向上 と 組織 力 の 強化 を 図り ます 。 SS 

併せ て 、 研修 等 で 得 ら れ た 経験 や スキ ル を 還元 する 3 と に Off The Job Training O 略 。 
より 組織 力 を 高め 、 一 丸 と な っ て 成果 を 発揮 で きる 組織 購 土 二 产生 和 人 全 放 二 站 
の 醸成 に 取り 組み ます 。 MMS 


(3) 効率 的 な 業務 遂行 や ワー クノ ・ ラ イフ ・ バ パラ ンス に 
配慮 し た 職場 環境 の 実現 


出産 ・ 育 児 ・ 介 護 な ど 生 活 の 状況 や 、 職 員 の 年 齢 構成 の 偏在 を は じ め と する 組織 体制 を 取り 
巻く 環境 変化 に 適切 に 対応 し 、 組織 と し て 高い パフ ォ ー マ ンス を 発揮 し 続け て いく た め 、 業 務 
の 効率 的 な 運営 や 柔軟 な 働き 方 の 推進 に より 、 仕 事 と 生活 の 調和 を 図り 、 職 員 が 明る く 、 い き 
いき と 働く こと が で きる 職場 環境 を 実現 し ます 。 





① 効率 的 で 柔軟 な 働き 方 を 推進 し ます 


人 工 知能 (Al) を は じ め と する 情報 通信 技術 (ICT) の 活用 な ど に よる 効率 的 な 業務 遂行 
や 柔軟 な 働き 方 を 推進 し ます 。 

また 、 育 児 や 介護 に 伴い 休暇 等 を 取得 し た 職員 の 円 滑 な 職場 復帰 に 向け た サポ ー ト 体制 の 
充実 な ど に より 、 意 欲 と 能力 を 高め 安心 し て 働く こと が で きる 職場 環境 の 整備 を 推進 し ます 。 





② 明る く 、 い きい き と し た 職場 環境 づく り を 推進 し ます 


県 が 率先 し て 仕事 と 生活 の 両立 支援 に 取り 組み 、 職 員 一 人 ひと り の 働き 方 改革 の 取組 を 評 
価 、 奨 励 する 組織 風土 を 醸成 する と と も に 、 そ の 取組 内 容 等 を 広く 発信 し 、 和 柔軟 な 働き 方 の 
定着 に 向け 普及 記 発 を 図り ます 。 


(4) 戦略 的 で 実効 性 の ある マネ ジメント 改革 の 推進 


事業 を 有効 的 か つ 効 率 的 に 実施 する た め 、PDCA サイ クル の 徹底 を 図る と と も に 、 機 動 的 
で 戦略 的 な 組織 マネ ジメント を 推進 する な ど 、 限 られ た 経営 資源 を 最大 限 有 効 活用 し 、 県 民 サ ー 
ビス の 質 の 向上 を 図り ます 。 

また 、 内 部 統制 に よる リス クマ ネジ メン ト の 強化 な ど に より 、 行 政 の 適正 性 と 透明 性 を 確保 
し 、 県 民 の 信頼 に 応え る 行政 経営 を 推進 し ます 。 
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さら に 、 こ の 計画 に 掲げ る 政策 を 着実 に 推進 する た め 、 中 長期 的 な 視点 を 持っ て 不断 の 改革 
に 取り 組み 、 将 来 に わた っ て 安定 し た 財政 構造 の 構築 に 取り 組み ます 。 





① 県 民 サ ービス の 質 の 向上 に つなが る 提供 シス テム を 充実 し ます 


人 工 知能 (Al) な どの 情報 通信 技術 (ICT) の 活用 に より 、 県 民 の 利便 性 の 向上 を 図る と 
と も に 、 公 共 調 達 の 最適 化 、 適 切な 行政 情報 の 提供 等 に より 行政 の 透明 性 を 確保 し 、 県 民 へ 
の 十分 な 説明 責任 を 果たし て いき ます 。 


② 多様 な ニー ズ に 応え る 公営 企業 や 県 出資 等 法人 の 健全 経営 を 推進 し ます ーー 一 


人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 に 伴う 需要 の 変化 や 、 施 設 整備 ・ 維 持 コス ト 負 担 な ど 、 公 営 企業 を 
取り 巻く 環境 が 厳し さ を 増 す 中 、 今 後 の 経営 環境 を 見 通し な が ら 、 健 全 な 経営 に 取り 組み ま 
す 。 

また 、 県 出資 等 法人 の 健全 な 運営 体制 の 確立 に 引き 続き 取り 組 お むと と も に 、 地 域 課 題 の 解 
決 に 向け 、 専 門 性 や 技術 力 を 有する 県 出資 等 法人 と の 連携 を 一 層 進 め ま す 。 





③ 県 民 本 位 の 行政 経営 を 推進 する 組織 体制 を 整備 し ます 


機動 的 な 組織 体制 の 整備 や クロ ス ・ フ ァ ン クシ ョ ナル ・ チ ー 
ム ” に よる 横断 的 取組 の 強化 を 通じ 、 組 織 の 最適 化 を 図る 
と と も に 、 和 危機 管理 体制 の 充実 な ど に より 様々 な 災害 や リス 

*147 クロ ス ・ フ ァ ン ク 


ク へ の 対応 力 を 強化 し ます 。 PE 
横断 的 な 課題 を 解決 する た 

_ め 、 部 署 や 役職 に 捉 われ ず 、 必 

④ 効果 的 で 効率 的 な 業務 遂行 体制 を 支え を る リス クマ ネジ 要 な 人 材 を 集め て 構成 され る 


メン ト を 構築 し ます 2 








内 部 統制 に より リス ク 分 析 や 自律 的 な チェ ッ ン 機能 の 強化 
を 図り 、 総 合 的 か つ 継 続 的 に リス クマ ネジ メン ト を 行う 体制 を 構築 し 、 業 務 プ ロ セ ス の 可視 
化 に よる 効率 的 な 業務 遂行 や 事務 処理 の 適正 性 ・ 透 明 性 を 確保 し ます 。 





⑤ 政策 の 着実 な 推進 を 支え る 持続 可能 な 財政 構造 を 構築 し ます 


将来 の 財政 替 要 を 見 据え て 毎年 度 策定 する 中 期 財政 見 通し を 踏ま え 、 中 長期 的 な 視点 に 
立っ た 透明 性 の 高い 財政 運営 を 行い ます 。 

また 、 地 方 財政 措置 の 充実 や 地方 一 般 財 源 総 額 の 確保 を 国 に 要請 する と と も に 、 県 税 等 の 
徴収 強化 や 未 利用 資産 の 売却 の 促進 な ど 、 あ ら ゆ る 手法 に よる 歳入 確保 に 取り 組み ます 。 
併せ て 、 事 業 効果 や 必要 性 ・ 効 率 性 を 検証 し 、 事 務 事 業 を 厳し く 精査 する な ど 一 層 の 「 選 
択 と 集中 ] に より 歳出 の 徹底 し た 見 直し を 行い 、 限 られ た 財源 の 重点 的 か つ 効 果 的 な 活用 を 
図り 、 持 続 可能 な 財政 構造 の 構築 に 取り 組み ます 。 
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如 手 県 の 人 口 の 現状 と 将来 の 見 通し 


岩手 県 の 未来 を 考え る に 当たっ て は 、 本 県 人 口 の 現状 と 将来 人 口 に つい て 
具体 的 な 予測 を 行い 、 こ れ を 踏ま える 必要 が あり ます 。 


ここ で は 、 国 勢 調査 等 の 人 口 に 関す る 調査 結果 を 整理 する と と も に 、 本 県 
人 口 の 長期 的 な 見 通し を 掲載 し て いま す 。 





(1) 長期 的 な 人 口 の 推移 


岩手 県 の 人 口 は 平成 9 年 (1997 年 ) 以降 減少 と な っ て お り 、 平 成 30 年 (2018 年 ) の 岩 
手 県 の 人 口 は 約 124 万 人 と な っ て いま す 。 

生産 年 齢 人 口 は 、 ピ ー ク で ある 昭和 60 年 (1985 年 ) と 比べ 約 26 万 人 、 年 少 人 口 は ピー 
ク で ある 昭和 30 年 (1955 年 ) と 比べ 約 37 万 人 減少 し て いる 一 方 、 老 年 人 口 は 最も 少な か っ 
た 昭和 10 年 (1935 年 ) と 比べ 33 万 人 増加 し て いま す 。 






























































| | $10(1935) | S30(1955) | S35(1960) | $60(1985) | H30(2018) 
総 数 46.111 | 1.427.097 | 1.448.517 | 1,433,611 | 1,240,522 
年 少 人 口 (0-14 歳 ) 424,367 522,792 | ”501.782 | ”307.800 | 140.134 
生産 年 齢 人 口 (15-64 歳 ) | 573.439 | 835.916| 870.492| ”955,425 | 692,049 
老年 人 口 (65 歳 以上 ) 48.305 | 68,378 | 76.243| 170.386| 401.196 





























※ 総数 は 「 年 齢 不詳 1 を 含む た め 、 各 年 齢 層 の 合計 と 一 致し な い 場 合 が ある 









約 124 万 人 (2018 年 ) 
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出典 : 総務 省 統計 局 「 国 勢 調査 ]「 岩 手 県 人 口 移 動 報告 年 報 ] 
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(2) 本 県 の 人 口 減少 の 状況 




































































ア 自然 増減 
本 県 の 自然 増減 は 、 平 成 11 年 (1999 年 ) に 減少 に 転じ 、 以降 は 減少 数 が 拡大 傾向 に 
あり ます 。 
S37(1962) | 555(1980) | H2(1990) | H11(1999) | H22(2010) | H30(2018) 
出生 数 26.039 19.553 14.476 12.624 9.879 Z.719 
死亡 数 11.522 9.863 10.949 13.410 15.787 17.384 
自然 増減 14.517 9.690 3,527 ^786 | ^5.908 | ^9.665 
出典 : 岩手 県 「 岩 手 県 毎月 人 口 推計 」 
イ 社会 増減 


本 県 で は 、 一 買 し て 人 口 の 社会 減 が 続い て いま す 。 
最も 社会 減 が 少な か っ た の は 平成 7 年 (1995 年 ) で す 。 


























S37(1962) | S55(1980) | H2(1990) | HZ(1995) | H22(2010) | H30(2018) 
県 外 転入 20,806 31,922 26,894 27,641 18,515 16,662 
県 外 転 出 41,497 35,890 32,338 27,970 22,655 21,877 
社会 増減 へ 20,691 へ 3,968 へ 5,444 へ 329 へ 4,140 へ 5,215 









































出典 : 岩手 県 「 岩 手 県 毎月 人 口 推計 ] 





(3 ) 本 県 人 口 の 長期 的 な 見 通し ([ 岩 手 県 人 ロビ ジョ ン [平成 27 年 10 月 ]] より ) 


仮に 、 合 計 特殊 出生 率 が 人 口 置換 水準 で ある 2.07 まで 向上 し て も 、 県 か ら の 転出 が 県 へ の 
転入 を 上 回 る 社会 減 の 状況 が 続く 限り 、 本 県 の 人 口 は 21 15 年 以降 も 減少 を 続け て いき ます 。 
・ 2040 年 以降 に お いて も 、 合 計 特殊 出生 率 や 社会 増減 が 安定 を 続け る と 、2060 年 に は 、 あ 


ら ゆ る 世代 の 人 口 が 安定 し 始め 、2110 年 頃 に は 、 岩 手 県 の 人 口 は 80 万 人 に な る と 見 込ま れ 
ます 。 
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本 県 の 人 口 の 長期 的 な 見 通し 













































和 出生 数 低下 













1955 1965 1975 1985 


いわ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) 


0 20 40 60 80 


国立 社会 保障 ・ 人 口 問題 研究 所 推計 (出生 動向 に 変化 が な く 、 
ーー ② 国立 社会 保障 ・ 人 口 問題 研究 所 推計 を ベー ス に 出生 率 向上 (2030 年 1.8、2040 年 2.07) 
ー 還 一 ③ ② に 加え 、 対 東京 園 の 社会 増減 ゼロ ( 国 の 総合 戦略 の 考え 方 ) 

2040 年 に 出生 率 2.07 と な り 、2020 年 以降 に 本 県 の 社会 増減 ゼロ 


人 口 の 展望 が 実現 し た 場合 の 2060 年 人 口 构造 





70~74 ES あら ゆる 世代 が 
65~69 IE 安定 し 始め る 


35~39 mm 2060 年 | 
30 一 34 Mmm 88.5 万 人 | 
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会 増減 は 一 定 程度 収束 時.。 
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1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050 2060 2070 2080 2090 2100 2110 


出典 : 岩手 県 人 ロビ ジョ ン [平成 27 年 10 月 ] 








关 手 0 基本 地 一 儿 


ここ で は 、 音 種 統計 デー タ か ら 、 岩 手 に 関す る 基本 的 な 統計 デー タ を 掲載 


し て いま す 。 

























































































项 目 単 位 | 岩手 県 全 基準 年 出 典 
積 | Km | 15.275.01| 377.974.17 |H30(2018) 年 10 月 1 日 | 国土 地理 院 「 全 国 都 道 府 県 市 区 町 村 別 面積 調 」 
口 | キ 人 1.241| 126.,443 
年 少 人 口 割合 | % 11.3 12.2 
H30(2018) 年 10 月 1 日 | 纵 务 省 [人 口 推 计 | 
生産 年 齢 人 口 割 合 | % 56.2 59.7 
老年 人 口 割合 | % 32.5 28.1 
人 ロロ 密 度 | 人 Km 81.2 334.5|H30(2018) 年 10 月 1 日 | 上 記 [面積 ] と [人 口 」 か ら 算出 
人 口 増 減 率 | % A11.2 入 2.1|H30(2018) 年 10 月 1 日 | 総務 省 「 人 口 推計 
自 然 増 減 率 | 人口 千 対 | スム 73 A3.2 
合計 特殊 出生 率 | 一 1.47 1.43 
H29(2017) 年 | 厚生 労働 省 「 人 口 動態 統計 | 
出生 率 | 人口 和 対 6.5 76 
死亡 率 | 入口 和 対 13.8 10.8 
転 入 超 週 率 | % A0.35 計 
転入 率 | % 1.33 | DI 
転 出 率 | % 1.67 1.81 
世 带 数 | 世帯 | 524.685| 58.007.536| H30(2018) 年 1 月 1 日 人 動態 
| 50.1 407 
高齢 単身 世帯 割合 | % 10.9 11.1 
就 業 者 数 | 人 | 636.329|58.919036 
H27(2015) 年 | 総務 省 [国共 調査 
第 一 次 産業 割合 | % 10.8 40 
第 二 次 産 業 割合 | % 25.4 25.0 
第 三次 産業 割合 | % 63.8 71.0 
経済 成長 率 (名 目 ) | % 00 1.0 
経済 成長 率 (実質 ) | % A0.8 1.2| H28(2016) 年 | 岩手 県 [県 民 経 済 計算 年 報 
1 人 当たり 県 ( 国 ) 民 所 得 | 千 円 2.737 3.087 
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政策 分 野 ご と に 整理 し て いま す 。 


EgaEC も な 久作 4 ルナ > 


ここ で は 、 第 2 草 の 「 3 岩手 の 変化 と 展望 一 復興 、「 強 みか ・ チ ャ ンス 」 と 「 弱 み ・ 
リス ク 」 に お いて 、 現状 分 析 を 行う 


際 に 参考 と し た 統計 デー タ に つい て 、 











































































































2 統計 指標 名 単位 | 岩手 県 | 全 基 準 年 出典 
健康 ・ 余 暇 
病院 数 (開設 者 ・ 都 道府県 ) 施設 22 198 | H29(2017) 年 | 厚生 労働 省 [ 医 療 施設 調査 
病院 に 従事 する 医師 数 (人 口 10 万 人 当 人 117.5 141.3 | H22(2010) 年 | 厚生 労働 省 
た り ) 130.6| 159.4| H28(2016) 年 |「 医 師 ・ 歯 和 医 師 ・ 薬 剤 師 調査 
総 人 口 に 占め る 認知 症 キャ ラバ ン メ イト 三 Ge。 二 全 
ee % 11.55 7.48 | H29(2017) 年 | 全国 キャ ラバ ン ・ メ イト 協議 会 HP 
強み 岩手 県 
SS [岩手 県 子ども の 読書 状況 調査 
小学 生 の 読書 率 % 99.2 91.9 H30(2018) 年 全 国字 校 可 这 三 会 每 日 新 闻 社 
64 回 学校 読書 調 
盛岡 市 の 世帯 当たり の 書籍 購入 額 円 13.730| 、 7.478|H29(2017) 年 | 総務 省 [ 家 計 調 査 」 
県 民 の 生涯 学習 へ の 取組 の 割合 % 40.2 二 | H30(2018) 年 | 岩手 県 [県 民生 活 基本 調査 | 
入 
年 齢 調整 死亡 率 ( 悪 性 新生 物 ) 男 0 678| 65 
『 本 和 日 
年 齢 調整 死亡 率 ( 悪 性 新生 物 ) 女 人 90.3 877 
a ーー 人 ロロ 
年 齢 調整 死亡 率 ( 心 疾患 ) 男 80.5 65.4 ロア oo EO に 
年 龄 届 整 死亡 率 ( 心 疾患) 女 | 29| 342 0 
入 日 
年 齢 調整 死亡 率 ( 脳 血管 疾患 ) 男 i 51.8 37.8 
年 齢 調整 死亡 率 ( 脳 血管 疾患 ) 女 人 29.3 21.0 
弱み | が ん 検診 受診 率 ( 骨 が ん ) % 46.8 40.9 
が ん 検診 受診 率 ( 肺 が ん ) % 56.6 46.2 ーー ER 
が ん 検診 受診 率 (大 腸 が ん ) % 49.2 41.4 | H28(2016) 年度 国立 が ん 研究 モン ター が ん 情報 サ 
が ん 検診 受診 率 (子宮 頸 が ん ) % 46.4 42.3 に RI 
ョ ング 0 
が ん 栓 診 受診 率 (乳がん ) % 50.4 44.9 
自殺 死亡 率 (人 口 10 万 計 ) 二 21.0 16.4 | H29(201) 年 | 厚生 労働 省 「 人 口 動態 統計 」 
高齢 化 素 % 30.4 26.6 
高齢 者 単独 世帯 数 世帯 | 53.398|5927.686| H27(2015) 年 | 総務 省 [ 国 勢 調査 
高齢 夫婦 の み 世 帯 数 世帯 56,283 | 6,420,243 
a ー 岩手 県 岩手 県 に お ける 認知 症 高齢 
認知 症 高齢 者 人 47.124 H30(2018) 年 者 の 日 常 生 活 自立 度 調査 | 
2025 年 に お ける 認知 症 高 齢 者 数 人 52.000 二 | H29(2017) 年 | 岩手 県 長寿 社会 課 調査 
家族 ・ 子 育て 
教育 振興 運動 と し て 計画 的 に 取り 組ま れ 岩手 県 
て いる 地域 活動 件 数 (取組 指標 件 4224 H30(2018) 年 |[ 示 育 振 興 運動 推進 状況 調査 
児童 質問 紙 「 今 住ん で いる 地域 の 行事 に 
参加 し て いま すか | (小学 校 ) % 9:8 | oo1g) 年 | 文科 学 省 
生徒 質問 紙 「 今 住ん で いる 地域 の 行事 に | 際 語 Ee [全国 学力 ・ 学 習 状況 調査 
強み | 参加 し て いま すか | (中 学校 ) 6 
[住ん で いる 地域 が 好き ] と いう 青少年 少年 89.4 一 岩手 県 [青少年 の 健全 育成 に 関す る 
の 割合 % | 青年 86.1 H30(2018) 年 度 写 識 調査 」 
本 犬 101 | 犬 17,.881 環境 省 
Me 本 猫 396 | 猫 29.984 |「H29201 の 年 度 「 動 物 愛護 管理 行政 事務 提要 | 























いわ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028) 

























































































































































































a 統計 指標 名 単位 | 岩手 県 | 全国 | 基準 年 出 典 
未婚 率 (男性 ・25~29 歳 ) % 66.3 68.3 
未婚 率 ( 男 性 ・30~34 歳 ) % 45.9 447 
未婚 率 ( 男 性 ・35~39 歳 ) % 36.0 33.7 
未婚 率 ( 男 性 ・40~44 歳 ) % 31.2 29.0 IE 
未婚 率 (女性 ・25 一 29 歳 ) % 54.3 58.8| 127(2015) 年 総務 首 「 国 勢 調査 
未婚 率 ( 女 性 ・30~34 歳 ) % 32.1 33.6 
未婚 率 (女性 ・35~39 歳 ) % 22.8 23.3 
弱み | 未婚 率 ( 女 性 ・40~44 歳 ) % 18.2 19.0 
平均 初婚 年 齢 ( 夫 ) 歳 30.7 31.1 
平均 初 婚 年 龄 ( 委 ) 歳 29.1 29.4 Ei _ 
出前 8175| 946.0go | H29(2017) 年 | 厚生 労働 省 「 人 口 動態 統計 
合計 特殊 出生 率 二 1.47 1.43 
総実 労働 時 間 時 間 | 1.858.8| 1.720.8| H29(201) 年 | 厚生 労働 省 「 毎 月 勤労 統計 調査 」 
全国 中 小 企業 団体 中 央 会 、 岩 手 県 
年 次 有給 休暇 の 取得 率 % 48.72| 51.16| H29(2017) 年 | 中 小 企业 团体 中 央 会 「 中 小 企業 労働 
事情 実態 調査 」 
教 育 
児童 質問 紙 学級 の 友達 この 間 で 話し 合 
う 活 動 を 通じ て 、 自 分 の 考え を 深め た り 、 % 807 フフ フ 
広げ た りす る こと が で き て いる と 思い ま | 全 T 
みほ か | の 学校 
生徒 質問 紙 生徒 の 間 で 話し 合う 活動 を 
通じ て 、 自 分 の 考え を 深め た り 、 広 げ 
た りす る こと が で き て いる と 思い ます か 」| % 人 国 
(中 学校) 文部 科学 省 
平成 30 年 度 全国 学力 ・ 学 習 状況 調査 | 。 二 全国 学力 学習 状況 調査 
算数 A 平均 正答 率 ( 小 学校 ) 1 
平成 30 年 度 全 国学 力 ・ 学 習 状況 調査 
算数 B 平 均 正 答 率 (小 学 校 280 52.0 
平成 30 年 度 全国 学力 ・ 学 習 状況 調査 
半 み | 数 学 A 平均 正答 率 ( 中 学校 ” a 和 ee 
平成 30 年 度 全 国学 力 ・ 学 習 状況 調査 
数 学 B 平 均 正答 率 ( 中 学校 ) 和 和 0 "420 
了 天 一 岩手 労働 局 
居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 
1 住宅 当たり 敷地 面積 m 404.12| 263.23 | H25(2013) 年 | 総務 省 [ 住 宅 ・ 土 地 統計 調査 
強み 回 総務 省 
移住 希望 地 ラ ン キ ング _| H21(2009) | ふる さと 回 帰 支援 セン ター ニュ ー ス リ 
弱み | (ふる さと 回 帰 支 援 セン ター) 位 | 20 位 以 下 H30(2018) 年 | リー ス 
安 全 
強み | 人 口 10 万 人 当たり の 刑法 犯 認知 件 数 | 件 270.9| 720.9|H29(2017) 年 [警察 庁 統計 資料 
自主 防災 組織 の 組織 率 % 85.3 82.7 H29(2017) 年 消防 庁 
弱み | 消防 団員 の 定員 充足 率 % 85.0 91.6 [消防 防災 ・ 展 災 対 策 現況 調査 
人 人口 10 万 人 当たり の 交通 事故 死者 数 | 人 4.8 2.9 | H29(2017) 年 | 警察 庁 統計 資料 
仕事 ・ 収 入 
製造 品 出荷 額 等 百 万 円 | 2.371,678 | 302.185.204 | H28 (2016) 年 | 経済 産業 省 「 工 業 統 計 調査 
下 了 a 岩手 県 商工 労働 観光 部 調査 、 日 本 
星 兰 品 输 出 客居 林 水 产物 ”食品 、 工 | 和子 円 | 3.617,276 一 | H29(2017) 年 | 贸易 振 略 机 懈 盛 国贸 易 情报 七 一 
人 [岩手 の 貿易 」 
外国 人 宿泊 者 数 人 泊 | 187.930|79.690.590| H29(2017) 年 観光 庁 「 宿 泊 旅 行 統計 」 
農産 物販 売 金 額 規模 別 経営 体 数 (農産 | 。。。。 农林 水 产 省 
物販 売 額 .000 万 円 以上 ) a 827| 35.346 | H27(2015) 年 「2015 年 農林 業 セ ン サス | 
地 域 盯 人. 引 型 林业 径 沼 体 煞 程 党 体 45 ー | H29(2017) 年 度 岩手 県 森林 整備 課 調査 
人 人 | 489 一 | H29(2017) 年 度 岩手 上 水産 拓 興 課 調査 
[金色 の 風 ] 作 付 画策 ha 228 = 本 Ss 
和 站 1250 二 | H30(2018) 年 | 岩手 県 県 産 米 戦略 室 調査 
ブロ イラ ー 飼 養 羽 数 千羽 22.442 | 138,776 
乳 用 和牛 飼 状 頭数 可 41,900 | 1.328.000 到 = 
和幸 9070012514000] H30(2018) 年 | 農林 水産 省 「 畜 産 統計 
豚 飼養 頭数 明 420,700 | 9.189.000 
素材 需要 量 Fm 1.278| 26.466| H29(2017 年 | 農林 水産 省 「 木 材 員 給 報告 書 
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統計 指標 名 単位 | 岩手 県 | 全国 | 基准 年 出 典 
ワカ メ の 養殖 生産 量 トン 18.908 51.114 
アワ ビ の 漁獲 量 トン 181 964 本 ea 
強み | テ の 濃 トン る 325] 68605] H29(2017) 年 | 農林 氷 産 人 [ 泊 業 区 生 産 統計 
ウニ の 漁獲 量 トン 859| 7612 
有効 求人 倍率 = 1.42 1.54 |H29(2017) 年 度 | 岩手 労働 局 「 一 有職 業 紹介 状況 
有効 求人 倍率 (正社員 ) = 0.84 1.03 |H29(2017) 年 度 | 岩手 労働 局 「 一 役職 業 紹介 状況 」 
従業 者 1 人 当たり 付加 価値 額 百 万 円 | 7869| 12.842| H28(2016) 年 | 経済 産業 省 [工業 統計 調査 
農業 就業 人 口 の 平均 年 齢 歳 67.4 66.4 
基幹 的 農業 従事 者 数 人 59.162 | 1.753.764| L02015) 年 典 林 水産 省 
旨み 人 有 山積 本家 数 (10ha = | | [2015 年 農林 業 セ ン サス | 
生生 % 40.3 一 | H29(2017) 年 度 岩手 県 森林 整備 課 調査 
漁業 就業 者 数 人 6.289 | 180.985| H25(2013) 年 | 農林 水産 省 「2013 年 漁業 セン サス |」 
% 52.7 49.5 | H25(2013) 年 | 岩手 県 水産 振興 課 調査 
自然 環境 
森林 面積 ha | 1.171.446 | 25.048.199 | H29(2017) 年 林野庁 
MM 内 「 都 道府県 別 森林 率 ・ 人 工 林 率 ] 
Ri 100 一 | H29(2017) 年 環境 省 「 大 気 常時 監視 結果 」 
公共 用 水域 の BOD 等 環境 時 準 達成 率 | % 99.1 89.0 | H29(2017) 年 | 環境 省 [公共 用 水域 常時 監視 結果 ] 
岩手 県 [岩手 県 に お ける 2015 (平成 
27) 年 度 の 温室 効果 ガス 排出 量 に つ 
弱み | 温室 効果 ガス 排出 量 % ム 0.1 3.8 II いて | 
环境 省 [2017 年 度 (平成 29 年 度 ) の 
温室 効果 ガス 排出 量 (確報 値 )」 
社会 基盤 
強み | 復興 道路 供用 延長 キロ 数 km 231 ー |H30(2018) 年 度 未 | 震 手 県 [復興 道路 2019」 
イン ター ネッ ト 利 用 率 % 69.4 79.8 | H30(2018) 年 | 総務 省 [通信 利用 動向 調査 
50 歳 台 以 上 
ER 52.0% 則 岩手 県 「 平 成 30 年 度 岩手 県 建設 業 
弱み 建設 業 高齢 化 率 % 20 歳 台 未 満 H30(2018) 年 構造 実態 調査 | 
10.3% 
8 H29(201 年 末 に ニュ ュー ーーー 
河川 整备 率 % 48.9 58.0 14 年 国土 交通 和 [河川 現 況 調 本 
参 画 
強み | いわ て 女性 活躍 認定 企業 等 数 社 77 ー |H30(2018) 年 度 岩手 県 若者 女性 協 働 推 進 室 調査 
[社会 全体 と し て 男性 の 方 が 優遇 され て ー 岩手 県 [平成 27 年 度 男女 が 共に 支え 
いる 」 と 感じ て いる 割合 % 68.2 H27(2015) 年 る 社会 に 関す る 意識 調査 
内 閣府 「 地 方 公共 団体 に お ける 男女 
共同 参画 社会 の 形成 又は 女性 に 関 
弱み 審議 会 な どの 委員 に 占め る 女性 の 割合 | % 37.4 36.7 |H30(2018) 年 度 | する 施策 の 推進 状況 」 ※ 国 の 数 値 
は 、 平 成 29 年 度 の も の を 使用 し て 
いま す 。 
県 内 就職 を 希望 する 県 内 の 学生 の 割合 | % 69.2 5 の 半 ま 
県 内 に 本 社 を 置く 企業 の 認知 度 % 37.3 [岩手 県 の 若年 者 雇用 動向 調査 結果 | 
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PCIUN) 





東日本 大 忌 区 津波 の 彼 害 状況 


及び これ まで の 復興 の 





(1 ) 東日本 大 震 災 津波 の 被害 状況 




































































































































































人 的 被害 、 家 屋 被害 産業 被害 額 公共 土木 施設 被害 額 
死者 数 5.140 人 | | 農林 業 984 億 円 | | 河川 、 海岸 、 1.723 億 円 
行方 不明 者 数 1.114 人 | 水産 業 、 漁港 | 5.649 億 円 | 道中 等 放 設 に 
家屋 倒壊 数 26,079 棟 | | 商工 业 1,335 億 円 人 隊 
※ 屯 現 観光 業 ( 宿 泊 施 設 326 億 円 | | 总 冯 因 华 隐 充 思 
平成 31 年 3 月 31 日 現在 = 局 35 全国 合 計 ぅ 573 億 円 
※ 平 成 23 年 11 月 25 日 現在 ※ 平 成 23 年 7 月 25 日 现在 
(2) これ まで の 復興 の 主 な 取組 ・ 進 捗 状況 
| R 主 な 進捗 状況 
3 つの 原則 主 な 取組 ※※ 和 に 表記 の な い 場 合 、 平成 31 年 3 月 31 日 現在 
・ 災 害 廃棄 物 (が れき ) の 処理 本 設 の 復旧 ・ 整 備 箇所 数 
・ 海 岸 保全 施設 の 復旧 ・ 整 備 LM 
安全 の 確保 ・ 市 町 村 の まち づく り ( 面 整備 ) 事業 へ の 支援 61*9% 復旧 ・ 整 備中 -38-1% 
・ 復 興 道路 等 の 整備 の 推進 復興 道路 供用 延長 キロ 数 
・ 港湾 機能 の 復旧 事業 化 延長 359km 
使用 中 231km'64% 事業 中 367%- 
・ 災害 公営 住宅 の 整備 NTI 
・ 被 災 者 生活 再建 支援 金 の 支給 A 
・ 雇 用 ・ 就 業 の 機会 の 創出 99% 
. 被災 者 の 健康 の 維持 ・ 増 進 Wo 
. 被 多 者 D 二 二 0 分 了 0 推进 
に し の コー ・ 県 立 病院 の 復旧 、 被 災 地 の 医療 施設 の 再建 支援 | 可 有 9085 支給 の み 38.5% 
机 医療 施設 数 (沿岸 地区 ) 
・「 い わ て の 学び 希望 基金 ] に よる 子ども た ちの 支援 | 農 災 前 ( 成 23 年 3 月 )240 施 設 
・ 文化 芸術 活動 の 再開 支援 yi ei ti 
・ 新 た な コミ ュ ニ ティ の 形成 支援 医療 機関 (病院 ・ 医 科 診 療 所 ・ 歯 科 診療 所 ) 
・NPO 等 が 行う 復興 活動 の 支援 Ea (沿岸 地区 ) 
に で 旦 人 :搬入 本 洼 关子 
県 内 外 の 自治 体 へ の 応援 職員 の 派遣 要 請 本 
・ 漁 船 や 養殖 施設 等 の 復旧 ・ 整 備 の 支援 補助 事業 に よる 新規 登録 漁船 数 
由 漁港 等 の 整備 計画 数 6.693 隻 
・ 農 地 の 復 旧 、 ほ場 整備 一 登録 漁船 数 6485 隻 '96:996 一 (平成 28 年 3 月 31 日 現在 ) 
・ 二 重 債務 対策 等 に よる 被災 企業 の 再建 支援 被災 事業 所 に お ける 事業 再開 の 状況 (推計 ) 
な り わ い の 再 生 | 起業 や 新 事業 進出 を 希望 する 方 へ の 支援 の 
~ 再開 "一 部 再開 2:103 事業 所 8496~ 示 再開 等 404 事 業 所 16%' 
復興 の 動き と 連動 し た 観光 振興 (平成 30 年 8 月 1 日 現在 ) 
由 に で ー モ と ッ ー ロン | PA 主要 観光 地 の 入 込 客数 
地域 資源 を 生か し た 旅行 商品 を 企画 する 観光 人 材 | 二 千 112 う 4703 カ 人 
の 育成 平成 30 年 度 451:0 万 火 回 '95:996 
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手 県 総合 計画 審議 会 委員 (第 20 期 ) 





任期 : 平成 30 年 (2018 年 ) 4 月 1 日 一 令 和 2 年 (2020 年 ) 3 月 31 日 
(20 名 ・ 五 十 音 順 ) 











備 考 氏 名 职 名 等 
会 長 岩渕 明 | 岩手 大 学長 
副 会 長 伴 田 英樹 一 般 社団 法人 岩手 経済 同友 会 副 代 表 幹 事 


(株 式 会 社 IBC 岩 手 放 送 代表 取締 役 社長 ) 

浅 沼 道成 | 岩手 大 学 人 文 社会 科学 部 教授 (スポ ー ツ 社会 学 ) 
五 十 届 ガ の ぶ 代 | 一 般 社団 法人 岩手 県 PTA 連 合 会 顧問 

五日市 知 香 | 株 式 会 社 パ イロ ッ ト フ ィ ッ シュ 代表 取締 役 




















伊 藤 昌 子 | NPO 法 人 きら りん きっ ず 代表 理事 
上 田 東 一 | 花巻 市 長 
神 谷 未 一 般 社団 法人 お ら が 大 配 夢 広場 事務 局長 








生 

黒 沢 性 人 | NPO 法 人 wiz 理事 プ COO 

井 夫 | 岩手 医科 大 学 副 学 長 
佐 藤 富美 子 | NPO 法 人 ゆう ・ も あ ・ ね っ と 代表 
下 向 理 奈 | NPO 法 人 の ん の り の だ 物語 代表 理事 
高 橋 勝 | 社会 福祉 法人 千晶 会 特別 養護 老人 ホー ム 千 年 苑 苑 長 
中 辰 也 | 一戸 町長 
谷 藤 邦 基 | 株 式 会 社 イ ー ア ー ル アイ 監査 役 

田 ゆき え | 株式 会 社 千田 精密 工業 取締 役 
恒 川 か お り | NPO 法 人 未来 図書 館 主任 コー ディ ネー ター 
森 奥 信 孝 | 岩手 モリ ヤ 株 式 会 社 代表 取締 役 社長 
八幡 博 文 | 日 本 労働 組合 総連 合 会 岩手 県 連合 会 会 長 
吉 野 英 岐 | 岩手 県 立 大 学 総合 政策 学部 長 
























































(平成 31 年 3 月 31 日 時 点 ) 
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EE 総合 





画 番 議会 


部 会 委員 名 演 

































































































































































| 通常 部 会 
1 岩手 の 暮らし 部 会 
所 属 委員 (敬称 略 ) 主 な 審議 の 論点 
1 上 田 東 一 花巻 市 長 
2 神 谷 未 生 (一 社 ) お ら が 大 植 夢 広場 事務 局長 
3 | 副 部 会 長 酒 井 明 夫 岩手 医科 大 学 副 学長 ー 
4 佐 藤 富美 子 ( 特 非 ) ゆ う ・ も あ ・ ね っ と 代表 上 
5 下 向 理 奈 | (特電 の ん の り の だ 物語 代表 理事 人 5 We 
6 | 部 会 長 高 橋 勝 ( 社 福 ) 千晶 会 特別 養護 老人 ホー ム 苑 长 通 ・ 情 報 量 盤 等 
7 吉 野 英 岐 岩手 県 立 大 学 総合 政策 学部 長 
8 磯 田 朋子 岩手 県 消費 者 団体 連合 協議 会 事務 局長 
9 内 田 尚宏 (一 社 ) いわ て 流域 ネッ トワ ー キ ング 代表 理事 
2 岩手 の 仕事 部 会 
所 属 委員 (敬称 略 ) 主 な 審議 の 論点 
1 | 副 部 会 長 五日市 知 香 (株 ) パイ ロッ ト フィ ッシュ 代表 取締 役 
2 黒 沢 性 人 ( 特 非 )wiz 理事 プ COO 
3 部 会 長 谷 藤 邦 基 (株 ) イ ー ア ー ル アイ 監査 役 
4 干 田 ゆき え (株 ) 千田 精密 工業 取締 役 産業 ・ 雇 用 、 
5 森 奥 信 孝 岩手 モリ ヤ ( 株 ) 代表 取締 役 社長 農林 水産 業 等 
6 八幡 博文 日 本 労働 組合 総連 合 会 岩手 県 連合 会 会 
7 菅原 紋 子 ( 有 ) ファ ー ム 菅 久 常務 取締 役 
8 林 晶 子 (株 ) 瑞 光 専務 取締 役 
3 岩手 の 学び ・ 文 化 ・ ス ポー ツ 部 会 
= 主 な 審議 の 論点 
1 部 会 長 浅 沼 道 岩手 大 学 人 文 社会 学部 教授 (スポ ー ツ 社会 学 ) 
2 五十嵐 の 3 (一 社 ) 岩 手 県 PTA 連 合 会 顧問 
3 伊 藤 昌 子 ( 特 非 ) き ら り ん きっ ず 代表 理事 
4 鎌田 英 树 RO 育 ・ 文 化 等 
5 田 中 辰也 一 戸町 長 
6 | 副 部 会 長 恒 川 か お り ( 特 非 ) 未来 図書 館 主任 コー ディ ネー ター 
Z 熊 谷 雅 英 滝沢 市 教育 委員 会 教育 長 
8 早 野 みさ き 北京 オリ ン ピ ッ ク ホ ッ ケ ー 競 技 女子 日 本 代表 
I 特別 部 会 
1 岩手 の 若者 部 会 
所 属 委員 (敬称 略 ) 主 な 審議 の 論点 
1 部 会 長 神 谷 未 生 (一 社 ) お ら が 大 醒 夢 広場 事務 局長 
2 | 副 部 会 長 黒 沢 民 人 ( 特 非 )wiz 理事 プ COO 
到 ルル 7 五 に 
自 各 De TR 施策 全般 
きえ (株 ) 千 田 精 密 工 業 取締 役 
5 佐 藤 覆 平 (一 社 ) 世界 遺産 平泉 ・ 一 関 DWO ディ レク ター 
6 中 野 美知子 ( 有 ) アラ イブ 代表 取締 役 
































(平成 31 年 3 月 31 日 時 点 ) 
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C) いれ て 県 





计 丁 (2019~ 2028) 策 定 人 傈 为 线 合计 夯 客 议会 活动 记 绿 








会 議 


名 


审议 内 人 容 





平成 29 年 11 月 8 日 


・ 褒 問 
・ 岩 手 県 総合 計画 審議 会 へ の 部 会 の 設置 に つい て 





第 81 回 岩手 県 総合 計画 審議 会 
会 


第 1 回 岩手 の 暮らし 部 





第 1 回 岩手 の 仕事 部 会 





第 1 回 岩手 の 学び ・ 文 化 


・ ス ポー ツ 部 会 





第 1 回 岩手 の 若者 部 会 


・ 部 会 長 及び 副 部 会 長 の 選出 に つい て 
・ 部 会 審議 の 進め 方 に つい て 





平成 29 年 12 月 14 日 


第 2 回 岩手 の 若者 部 会 





平成 29 年 12 月 20 日 


第 2 回 岩手 の 仕事 部 会 





第 2 回 岩手 の 学び ・ 文 化 


・ ス ポー ツ 部 会 





平成 29 年 12 月 22 日 


第 2 回 岩手 の 暮らし 部 会 


・ 音 政策 分 野 の 現状 と 課題 に つい て 





平成 30 年 2 月 9 日 


第 3 回 岩手 の 若者 部 会 





平成 30 年 2 月 13 日 


第 3 回 岩手 の 暮らし 部 会 





第 3 回 岩手 の 仕事 部 会 





第 3 回 岩手 の 学び ・ 文 化 


・ ス ポー ツ 部 会 





第 82 回 岩手 県 総合 計画 審議 会 


・ 次 期 総 合計 画 の 構成 に つい て 
・ 次 期 総 合計 画 に お ける 政策 分 野 ご と の 取組 方 向 に 


つい て 





平成 30 年 5 月 29 日 


第 4 回 岩手 の 暮らし 部 会 





第 4 回 岩手 の 仕事 部 会 





第 4 回 岩手 の 学び ・ 文 化 


・ ス ポー ツ 部 会 





第 4 回 岩手 の 若者 部 会 





第 83 回 岩手 県 総合 計画 審議 会 


・ 次 期 総合 計画 中 間 答 申 ( 案 ) に つい て 





平成 30 年 6 月 1 1 日 


第 84 回 岩手 県 総合 計画 審議 会 


・ 次 期 総合 計画 中 間 答 申 に つい て 





平成 30 年 9 月 1 1 日 


第 85 回 岩手 県 総合 計画 審議 会 


・ 岩 手 県 次 期 総合 計画 [長期 ビ ジョ ン 」 (中 間 案 ) に つ 


いて 


・ 岩 手 県 次 期 総 合計 画 第 1 期 ア フシ ョ ンプ ラン [政策 


プラ ン (仮称)」 (素案 ) に つい て 





平成 30 年 11 月 15 日 


第 86 回 岩手 県 総合 計画 審議 会 


・ 次 期 総合 計画 [長期 ビジ ョ ン ] ( 案 ) に つい て 
・ 次 期 総 合計 画 第 1 期 ア フシ ョ ンプ ラン (中 間 案 ) に つ 


いて 


・ 次 期 総合 計画 の 基本 的 方 向 に つい て (答申 案 ) 
・ 次 期 総合 計画 の 基本 的 方 向 に 関す る 答申 に つい て 





平成 31 年 1 月 18 日 


第 87 回 岩手 県 総合 計画 審議 会 


・ 次 期 総 合計 画 第 1 期 ア フシ ョ ンプ ラン ( 案 ) に つい て 








平成 31 年 2 月 12 日 





第 88 回 岩手 県 総合 計画 審議 会 





・ い わ て 県 民 計画 (2019 一 2028) (最終 案 ) に つい て 





いわ て 県 民 計画 (2019 ~ 2028) 








PCIUUN) 


C》) 店 問 ・ 中 間 答 申 ・ 答 申 





政 推 第 235 号 
平成 29 年 1 月 8 日 


岩手 県 総合 計画 審議 会 
会 长 岩渕 明 様 


岩手 県 知事 達 増 開 に 2 
則 田 き 


次 期 総 合計 画 の 基本 的 方 向 に つい て ( 諸 問 ) 
県 民 一 人 ひと り を は じ め と し た 多様 な 主体 が 、 岩 手 の 未 来 の ある べき 姿 に 向 
か っ て 、 今 後 10 年 間 に 何 を すべ きか を 考え る と と も に 、 県 民 み ん な で 力 を 結 
集 し 、 行 動 し て いく た め の 目 指す 将来 像 や 取組 の 方 向 性 を 明らか に する た め 、 
「 い わ て 県 民 計 画 」 の 後継 と な る 、 次 期 総合 計画 を 策定 し た いと 考え ます の で 、 
その 基本 的 方 向 に つい て 、 貴 審議 会 の 意見 を 求め ます 。 
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平成 30 年 6 月 11 日 


岩手 県 知事 達 増 拓也 様 


岩手 県 総合 計画 審議 会 
会 长 岩 洋 





次 期 総合 計画 の 基本 的 方 向 に 関す る 中 間 答 申 に つい て 

平成 29 年 ll 月 8 日 付け 政 推 第 235 号 を も っ て 当 審 議会 に 対し 諸 間 が あり ま 
し た 標記 に つい て 、 別 添 の 「 岩 手 県 次 期 総合 計画 の 基本 的 方 向 に つい て (中 間 
答申 )」 の と お り 、 中 間 答 申し ます 。 

この 中 間 答 申 は 、 当 審議 会 の 4 部 会 (岩手 の 暮らし 部 会 、 岩 手 の 仕事 部 会 、 
岩手 の 学び ・ 文 化 ・ ス ポー ツ 部 会 及び 岩手 の 若者 部 会 ( 各 4 回 開催 )) 及び 第 81 
回 か ら 第 84 回 まで の 岩手 県 総合 計画 審議 会 に お いて 害 識 し 、 取 り ま と め た も の 
kk 

当 審 議会 と いた し まし て は 、 本 年 11 月 に 予定 し て いる 最終 答申 に 向け て 調査 
審議 を 継続 いた し ます が 、 県 に お か れ ま し て も 、 この 中 間 答 申 の 内 容 を 踏ま え 、 
計画 策定 を 進め て いた だ きた いと 考え ます 。 

また 、 次 期 総 合計 画 を 策定 する に 当たっ て は 、 本 県 の 長期 ビジ ョ ン を 県 民 と 
一 緒 に 考え 、 広 く 共有 し な が ら 、 そ の 実現 に 向け て 県 民 み ん な で 行動 し て いく 
こと が 大 切 で ある こと か ら 、 本 中 間 答 申 を 踏ま えた 「 計 画素 案 」 に つい て 、 県 
民 、 市 町 村 、NPO、 企 業 な ど 地 域 社会 の 様々 な 構成 主体 か ら 、 あ ら ゆ る 機会 
を 捉え て 広く 意見 を 聴く よう に 努め る こと を 期待 し ます 。 
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平成 30 年 11 月 15 日 


岩手 県 知事 達 増 拓也 様 









ES 
I 
回 町 男 属 


岩手 県 総合 計画 審議 会 
会 長 岩 浏 





次 期 総合 計画 の 基本 的 方 向 に 関す る 答申 に つい て 

平成 29 年 11 月 8 日 付け 政 推 第 235 号 を も っ て 当 審 議会 に 対し 諸 間 が あり ま 
し た 標記 に つい て 、 別 添 の 岩手 県 次 期 総合 計画 の 基本 的 方 向 に つい て (答申 )」 
の と お り 、 答 申し ます 。 

この 答申 は 、 平 成 30 年 6 月 11 日 に 開催 され た 第 84 回 岩手 県 総合 計画 審議 会 
に お ける 中 間 答 申 を 踏ま え 、 そ の 後 県 が 実施 し た 地域 説明 会 や パプ リッ クコ メ 
ント な ど を 通じ て いた だ いた 県 民 の 皆様 を は じ め と する 多様 な 主体 か ら の 御 意 
見 も 参考 に し な が ら 、 諸 問 以来 、 本 日 の 第 86 回 審議 会 まで 延べ 22 回 に わた る 
審議 会 及び 各部 会 に お ける 審議 を 経て 、 取 り ま と め た も の で す 。 

知事 に お か れ ま し て は 、 こ の 答申 を 踏ま え 、 次 期 総 合計 画 を 策定 され る と と 
も に 、 基 本 目標 で ある 「 東 日 本 大 震 炎 津波 の 経験 に 基づき 、 引 き 続 き 復 興 に 取 
り 組 みな が ら 、 お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 郷 い わ て 」 を 実現 し て いく た め 
に は 、 県 は も と より 、 県 民 、 企 業 、NPO、 市 町 村 な ど 、 地 域 社会 を 構成 する 
あら ゆる 主体 が 、 そ れ ぞ れ 主 体 性 を 持っ て 行動 し て いく こと が 必要 で ある こと 
か ら 、 様 々 な 機会 を 捉え 、 広 く 計 画 の 周知 を 図り 、 多 く の 県 民 の 参画 の も と で 
計画 を 推進 され る よう 期待 し ます 。 
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PCIUUN) 





意見 聴取 状況 


1 パブ リッ クコ メン ト の 実施 結果 
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意見 提出 人 数 ・ 団 体 数 


(1) 長期 ビジ ョ ン (素案 ) に 係る 意見 聴取 の 実施 結果 (H30.6.14 ~ 7.20) 








































































































区 分 参加 (提出 数 | 意見 数 備 考 
県 民 ・ 団 体 ・ 市 困 村 か ら の 御 意 見 | 。 75 人 . 团体 235 件 
地域 説明 会 284 人 90 件 
本 期間 内 に 開催 し た 各部 局所 管 の 審 
uae ?4 件 | 議会 ・ 委 員 会 、 出 前 説明 会 で 説明 
时 454 人 ・ 団 体 419 件 
ア 地域 説明 会 の 参加 者 数 内 訳 
地 域 開催 日 参加 人 数 地 域 開催 日 参加 人 数 
盛 岡 H30. 7.17 47 人 大 船渡 H30. 7.11 34 人 
奥 州 H30. 7.11 15 人 釜石 H30. 7. 9 18 人 
花 巻 H30. 7.13 12 人 宫 古 H30. 7.10 41 人 
一 関 H30. 7.13 20 人 久 花 H30. 7.12 24 人 
北 上 H30. 7.13 7 人 三 : 戸 H30. 7. 9 49 人 
遠 野 H30. 7.13 17 人 
イ 器 議会 ・ 和 要員 会 、 出 前 説明 会 の 参加 者 数 内 訳 
才 議 会 ・ 委 員 会 、 出 前 説明 会 開催 日 参加 人 数 
中 小 企業 振興 基本 計画 外部 委員 人 H30. 6.19 8 人 
宮古 地区 地域 連携 人 H30. 7. 2 10 人 
人 地 区 地域 連携 会 H30. 7. 3 9 人 
在京 岩手 産業 人 会 役員 会 H30. 7. 6 15 人 
動物 愛護 推進 傍 議 会 H30. 7 14 人 
大 脸 液 地 区 地 域 连 失 大 训 会 H30. 7.12 5 人 
県 北 広域 振興 回 地域 運営 委員 会 H30. 7.17 12 入 
商工 観光 審議 会 H30. 7.18 而 二 
東日本 大 翼 災 津波 復興 委員 会 女性 参画 推進 専 門 委 員 会 H30. 7.20 1 入 














(2) 長期 ビジ ョ ン (中 間 案 ) 及び 政策 プラ ン (素案 ) に 係る 意見 聴取 の 実施 結果 


(H30.9.18 ~ 10.22) 






































区 分 参加 (提出 ) 数 意見 数 備 考 
BE | 長期 ビジ ョ ン 87 件 
県 民 ・ 団 体 ・ 市 町 村 か ら の 御 意 見 | 91 人 ・ 団 体 | 生 ニー トー ィ 3o 人 
5 長期 ビジ ョ ン 96 件 | 10.910.21、 県 内 11 ヵ 
地域 説明 会 299 人 | 生地 進 プラ ン | 27 件 | 所 で 計 12 回 実施 
: 長期 ビジ ョ ン 61 件 | 期間 内 に 開催 し た 各部 局 
審議 会 ・ 委 員 会 、 出 前 説明 会 等 271 人 a 所 管 の 審議 会 ・ 究 員 会 、 
政策 推進 プラ ン | 88 件 | 出前 説明 会 で 説明 
計 661 人 :团体 478 件 
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ア 地域 説明 会 の 参加 者 数 内 訳 
地 域 開催 日 参加 人 数 地 域 開催 日 参加 人 数 
盛 岡 H30.10. 9 38 人 遠 野 H30.10.10 17 人 
H30.10.21 9 人 大 船渡 H30.10.15 48 人 
奥 州 H30.10.17 17 人 釜 石 H30.10.10 16 人 
花 巻 H30.10.10 24 人 宮 古 H30.10.12 25 人 
ー 関 H30.10.16 26 人 久 慈 H30.10.19 23 人 
EE H30.10.16 16 人 三戸 H30.10.11 40 人 
イ 審議 会 ・ 委 員 会 、 出 前 説明 会 の 参加 者 数 内 訳 
審議 会 ・ 委 員 会 、 出 前 説明 会 開催 日 参加 人 数 
総合 教育 会 議 H30. 9.18 5 人 
公益 認定 等 審議 会 H30. 9.20 5 人 
わた し 次 まち フ ォ ー ラ ム in い わ て 2018 (岩手 地域 総合 研究 所 主催 ) H30. 9.22 62 人 
県 南 広域 圏 副 首長 懇談 会 H30.10. 5 8 人 
わん ぱく 広場 (いわ て 子ども 支援 セン ター 主催 ) H30.10. 7 27 人 
若者 活動 支援 チー ム 会 議 H30.10.10 9 人 
いわ て 女性 の 活躍 促進 連携 会 議 H30.10.11 22 人 
胆 江 地 区 に こ に こ ふ れ あ い 運 動 会 
UNA H30.10.13 19 人 
ビニ マ 
わん ぱく 広場 (いわ て 子ども 支援 セン ター 主催 ) H30.10.14 33 人 
ICT 利 活用 推進 計画 策定 有識者 会 議 H30.10.17 7 人 
育 委 員 会 定例 会 H30.10.19 5 人 
森林 審議 会 H30.10.19 12 人 
子育て サポ ー ト セン ター イベ ント リズ ム あ そ び 
(子育て サポ ー ト セン ター 主催 ) H30.10.22 22 人 
男女 共同 参画 審議 会 H30.10.22 16 人 
環境 審議 会 H30.10.22 19 人 














(3) 第 1 期 ア フシ ョ ンプ ラン ( 案 ) に 係る 意見 聴取 の 実施 結果 


(H30.11.20 ~ 12.21) 


























区 分 参加 (提出 ) 数 意見 数 備 考 
県 民 ・ 団 体 ・ 市 町 村 か ら の 御 意 見 20 人 ・ 団 体 81 件 
泣 信 .天 虽 期間 内 に 開催 し た 各部 局所 管 の 審 
審議 会 委員 会 等 1 24 人 226 件 議会 委員 会 等 で 説明 
計 144 人 ・ 団 体 307 件 








ア 審議 会 ・ 委 員 会 の 参加 者 数 内 訳 






































審議 会 ・ 委 員 会 、 出 前 説明 会 開催 日 参加 人 数 
岩手 県 障害 者 施策 推進 協議 会 H30.11.20 11 人 
農政 審議 会 H30.11.21 13 人 
県 南 広域 振興 局長 に よる 首長 訪問 H30.11.20 一 12.20 35 人 
県 央 広域 振興 疾 地 域 課題 懇談 会 H30.11.22 11 人 
県 央 広域 振興 園 経 営 女 談 会 H30.11.26 8 人 
県 北 広域 振興 園地 域 運 営 委員 会 8 H30.12. 6 9 人 
沿岸 広域 振興 圏 大 船渡 地区 連携 女 談 会 H30.12.11 7 人 
沿岸 広域 振興 園 釜 石 地 区 連携 女 談 会 H30.12.12 8 人 
沿岸 広域 振興 圏 宮 古 地 区 連携 懇談 会 H30.12.12 10 人 
県 北 広域 振興 園 行政 連 絡 協議 会 H30.12.17 12 人 
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PCIUUN) 





参考 资料 


2 パブ リッ クコ メン ト 期 間 外 に 意見 聴取 し た 和 審議 会 ・ 委 員 会 、 出 前 説明 会 の 参加 者 数 内 訳 







































































































































































審議 会 ・ 委 員 会 、 出 前 説明 会 開 催 日 参加 人 数 
県 北 広域 振興 園地 域 運 営 委員 会 H29.10.17 10 人 
岩手 県 商工 観光 審議 会 H29.11. 1 7 人 
岩手 県 中 小 企業 振興 基本 計画 外部 委員 会 H29.11. 2 9 人 
県 南 広 域 振興 園地 域 協 働 委員 会 会 H29.11. 9 11 人 
岩手 県 東日本 大 震 災 津 波 復興 委員 会 女性 参画 推進 専門 委員 会 H29.11.10 11 人 
岩手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 委員 会 総合 企画 専門 委員 会 H29.11.15 7 人 
岩手 県 スポ ー ツ 推進 審議 会 H29.11.1Z 11 人 
岩手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 委員 会 H29.11.20 24 人 
岩手 県 社会 福祉 審議 会 H29.11.24 15 人 
次 期 総 合計 画 の 策定 に 向け た 外国 人 県 民 と の 意見 交換 会 (奥州 市 ) H29.12. 9 5 人 
沿岸 広域 振興 疾 釜石 地区 地域 連携 事 談 会 H29.12.18 13 人 
岩手 県 教育 振興 基本 対策 審議 会 H29.12.26 15 人 
希望 郷 い わ て 叉 化 大 使 と 知事 と の 女 談 会 (東京 ) H30. 1.12 6 人 
岩手 県 教育 委員 会 定例 会 H30. 1.15 5 人 
県 央 広域 振興 園 経営 懇談 会 H30. 1.18 15 人 
沿岸 広域 振興 園 大 船渡 地区 地域 連携 女 談 会 H30. 1.18 8 人 
県 政 懇談 会 「 が ん ば ろう ! 岩 手 」 意 見 交換 会 H30. 1.19 6 人 
次 期 総 合計 画 の 策定 に 向け た 外国 人 県 民 と の 意見 交換 会 (盛岡 市 ) H30. 1.21 6 人 
(公社 ) 岩手 県 浄化 槽 協会 [平成 30 年 度 新春 研修 会 ] H30. 1.28 45 人 
岩手 県 地方 港湾 審議 会 H30. 2. 1 12 人 
沿岸 広域 振興 園 宮 古 地 区 地域 連携 女 談 会 H30. 2. 1 12 人 
岩手 県 国土 利用 計画 審議 会 H30. 2. 1 12 人 
岩手 で 輝く 女性 交流 会 H30. 2. 8 68 人 
いわ て 女性 の 活躍 促進 連携 会 議 H30. 3.14 34 人 
岩手 県 消費 生活 審議 会 H30. 4.26 14 人 
県 南 広域 圏 首 長 懇 談 会 H30. 5.22 8 人 
県 央 広域 振興 園 経営 懇談 会 H30. 5.24 12 人 
県 南 広 域 振興 園地 域 協 働 委員 会 議 H30. 5.30 10 人 
岩手 県 水防 協議 会 H30. 6. 6 11 人 
岩手 県 公安 委員 会 H30. 6. 6 3 人 
岩手 県 食 の 安全 安心 委員 会 H30. 6.12 14 人 
岩手 県 環境 審議 会 H30. 6.12 21 人 
岩手 県 都市 計画 審議 会 H30. 7.23 13 人 
岩手 県 東日本 大 震 災 津波 総合 企画 専門 委員 会 H30. 7.24 6 人 
岩手 県 農政 審議 会 H30. 7.25 16 人 
岩手 県 社会 福祉 審議 会 H30. 7.25 15 人 
岩手 県 森林 審議 会 H30. 7.27 15 人 
岩手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 委員 会 H30. 7.31 22 人 
岩手 県 水産 審議 会 H30. 8. 2 17 人 
岩手 県 建築 士 審査 会 H30. 8. 9 5 人 
岩手 県 教育 委員 会 定例 会 H30. 8.20 6 人 
岩手 県 スポ ー ツ 推進 審議 会 H30. 8.28 10 人 
岩手 県 文化 芸術 振興 審議 会 H30. 9. 4 14 人 
岩手 県 社会 貢献 活動 支援 審議 会 H30. 9.12 9 人 
岩手 県 高齢 者 福祉 ・ 介 護 保険 推進 協議 会 H30. 9.12 16 人 
いわ て 女性 の 活躍 促進 連携 会 議 ( け ん せつ 小町 部 会 職場 見 学会 H30. 9.13 50 人 
岩手 県 開発 審査 会 H30. 9.13 6 人 
建設 業 に お ける 地域 課題 等 に 関す る 意見 交換 会 ( 電 業 協会 ) H30. 9.14 6 人 
岩手 大 学 男女 共同 参画 推進 の た め の 学 習 と 交流 の 会 (岩手 大 学 主催 ) H30. 9.14 26 人 
岩手 県 農政 審議 会 H30.10.23 17 人 
岩手 県 国際 交流 協会 企画 推進 専門 委員 会 H30.10.23 7 人 
岩手 県 東日本 大 震 炎 津波 復興 委員 会 総合 企画 専門 委員 会 H30.10.24 8 人 
県 南 広 域 振興 園地 域 協 働 委員 会 H30.10.25 7 人 
いわ て 女性 の 活躍 促進 連携 会 議 ( 女 性 の 就業 促進 部 会 ) H30.10.25 4 人 
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審議 会 委員 会 、 出 前 説明 会 開 催 日 参加 人 数 
いわ て 女性 の 活躍 促進 連携 会 議 ( 艶 山 漁村 で 灯 く 女性 部 会 ) H30.10.25 10 人 
岩手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 委員 会 女性 参画 推進 専門 委員 会 H30.10.26 9 人 
岩手 県 地域 公共 交通 活性 化 協議 会 H30.10.29 26 人 
岩手 県 水産 審議 会 H30.10.30 15 人 
建設 業 に お ける 地域 課題 等 に 関す る 意見 交換 会 (空調 衛生 工事 業 協 会 ) H30.10.30 9 人 
岩手 県 商工 観光 審議 会 H30.10.30 10 人 
岩手 県 国土 強 各 化 地域 計画 推進 アド パイ ザ リ ー 会 議 H30.10.31 
岩手 県 医療 審議 人 H30.11. 1 22 人 
岩手 県 中 山 問 地域 等 直接 支払 制度 推進 委員 会 H30.11. 1 7 人 
岩手 県 消費 生活 審議 会 H30.11。 2 13 人 
岩手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 委員 会 H30.11。 6 22 人 
経営 者 表 談 会 (岩手 県 経営 者 協会 主催 ) H30.11. 7 5 
岩手 県 中 小 企業 振興 基本 計画 外部 委員 会 H30.11. 9 11 人 
岩手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 委員 会 総合 企画 専門 委員 会 H31. 1.21 7 人 
岩手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 委員 会 女性 参画 推進 専門 委員 会 H31. 1.22 12 人 
岩手 県 東日本 大 震 災 津波 復興 委員 会 H31. 1.29 20 人 
3 市 町 村長 等 と の 意見 交換 会 
(1) 知事 と 市 町 村長 と の 意見 交換 
画 域 開催 日 開催 場所 出 席 者 
本 盛岡 市 長 、 八幡 平 市 長 、 滝 沢 市 長 、 連 石町 政策 推進 課長 、 
HH30， 7.30 県 庁 葛巻 町 長 、 岩 手 町 長 、 紫 波 町 長 、 矢 巾 町 胡 
ーーーーー | 花巻 市 長 、 北 上 市 長 、 人 遠野 市 副 市 長 、 一 関 市 長 、 
県 南 | H30. 7.24 | プラザ イン 水沢 | 画 市 長 、 西 和賀 町 長 、 金 ヶ 崎 町 長 、 平 泉町 長 
3 生地 区 | 宮古 市 長 、 大 船渡 市 長 、 陸 前 高田 市 長 、 釜 石 市 長 
治 合同 庁舎 | 住田 町 長 、 大 横町 長 、 山 田町 長 、 岩 泉町 長 、 田 野 畑村 長 
較 還 | ao zo 久 薇 地区 | 久慈 市 長 、 二 戸 市 町 、 普 代 村長 、 軽 米 町 副 困 長 、 
県 合同 庁舎 | 野田 村長 、 九 戸村 長 、 洋 野 町 長 、 一 戸町 長 




















(2) 県 政 に 関す る 県 と 市 町 村長 と の 意見 交換 会 














開 催 日 開催 場所 出席 者 
盛岡 市 長 、 宮 古市 長 、 大 船渡 市 長 、 花 巻 市 長 、 北 上 市 長 、 
久慈 市 副 市 長 、 遠 野市 長 、 一 関 市 副 市 長 、 陸 前 高田 市 副 市 長 、 
釜石 市 長 、 二 戸 市 長 、 八 幡 平 市 長 、 奥 州 市 長 、 滝 沢 市 長 、 
H31.1.22 サン セー ル 盛 岡 | 軍 石 町 長 、 葛 巻 町 長 、 岩 手 町 長 、 紫 波 町 長 、 矢 巾 町 長 、 


西 和賀 町 長 、 金 ケ 崎 町 長 、 平 泉町 長 、 住 田町 長 、 大 植 町 長 、 
山田 町 長 、 岩 泉町 長 、 田 野 畑 村長 、 普 代 村長 、 軽 米 町 長 、 
野田 村長 、 九 戸村 長 、 洋 野 町 長 、 一 戸町 長 
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参考 资料 


4 有識者 と の 意見 交換 会 



































開 催 日 有 識 者 内 容 
H28.9.20 中 央 大 学 講演 幸福 の た め の 生 活 保障 孤立 上 困 器 在 超 
3 教授 宮本 太郎 氏 える ビジ ョ ン 」 
(株 ) 三菱 総研 ES 
H29.2.1 0 主席 研究 員 白戸 智 氏 講演 「 オ プン な 地域 ガ 産業 を 創る 」 
H30.1.23 (株 ) 大 和 総 研 講演 時 代 に 適し た 長期 的 な 政策 課題 の 解決 に 
i 金融 調査 部 担当 部 長 ほか 向け て ] 
H30.4.23 東京 大 学 サス ティ ナビ リティ 学 連携 研究 機構 | 講演 「 プ ラチ ナ 社 会 を 実現 する た め の 地 域 に お 
准 教授 菊池 康 紀 氏 ける シナ リオ 展開 に つい て ] 
H30.6.24 (株 ) 日 本 総合 研究 所 岩手 の 10 年 後 を 考え る 県 民 フ ォ ー ラ ム 
Sa 主席 研究 員 河谷 浩介 氏 基調 講演 「10 年 間 で 地域 を どう 変え る か !| 
H30.7.23 東京 大 学 先端 科学 技術 研究 セン ター 講演 「 自 治 体 戦略 2040 構 想 研 究 会 と 日 本 の 地 
Ns 教授 牧原 出 氏 域 社会] 
H31.3.20 京都 大 学 こころ の 未来 研究 セン ター 講演 「AI を 活用 し た 、 持 続 可 能 な 日 本 の 未来 に 
2 教授 広井 良典 向け た 社会 構想 と 政策 提言 





5 癌 種 ア ン ケ ー ト 調査 


(1) 次 期 総 合計 画策 定 に 係る 県 民意 向 調査 (H30.1 ~ 2 調査 ) 

















目 的 岩手 県 の 現在 や 10 年 後 の 姿 、 各 分 野 に お ける 政策 の 方 向 性 に 対す る 県 民 の 意向 等 を 調査 
し 、 今 後 、 県 が 重点 的 に 取り 組む べき 政策 の 方 向 性 等 を 明らか に する 。 
対象 県 内 に 居住 する 18 歳 以上 の 男女 5.000 人 を 対象 
(回 答 率 : 59.4%、 回 答 者 数 : 2.980 人 ) 
調査 項目 生活 全般 の 満 定 度 や | 幸福 ] に 関す る 行動 や 考え 方 、「 岩 手 の 幸福 に 関す る 指標 」 研究 会 
2 で 示さ れ た 「12 の 幸福 に 関連 する 領域 | ご と の 「 幸 福 ] に 関す る 認識 な ど 








(2) 岩手 県 内 の 中 高生 を 対象 と し た アン ケー ト 調 査 (H29.11 ~ 12 調査 ) 
目 


的 岩手 の 次 世代 を 担う 県 内 中 高生 の 「 岩 手 県 の 現在 ] や 「10 年 後 の 将 来 」 に 対す る 考え 方 
を 把握 し 、 今 後 の 政 策 の 方 向 性 等 の 検討 に 活用 する 。 





県 内 の 公立 中 学校 の 2 年 生 1.306 名 及び 県 立 高校 の 2 年 生 2.317 名 を 対象 





ど 








対象 | (回答 率 ; 96.2%、 回 答 者 数 : 3.484 名 ) 
[現在 の 幸福 度 」 や 「 岩 手 県 へ の 愛着 」 、「 岩 手 県 の 住み や すさ 」、「10 年 後に お ける 岩手 県 
調査 項目 | へ の 居住 希望 ]、「10 年 後 も 岩手 で 住み 続け た いと 感じ る た め に 重要 だ と 考え る 項目 」 な 





(3) 希望 卿 いわ て 文化 大 使 を 対象 と し た アン ケー ト 調 査 (H29.11 調査 ) 





目 的 
る 。 


県 外 で 活躍 し て いる 希望 卿 いわ て 文化 大 使 の 視点 で 見 た 「 現 在 の 岩手 県 の イメ ー ジ ] や 「 こ 
れ か ら の 10 年 の 岩手 県 】 に 対す る 意見 を 把握 し 、 今 後 の 政策 の 方 向 性 等 の 検討 に 活用 す 





対象 | (回答 率 : 40.4%、 回 答 者 数 : 59 名 ) 


平成 29 年 10 月 時 点 で 希望 郷 い わ て 文化 大 使 に 登録 され て いる 方 146 名 





調査 項目 








「 現 在 の 岩手 県 ] に 対す る イメ ー ジ や 「 岩 手 県 の 強み ・ 魅 力 、 弱 み ・ 課 題 ]、「 こ れ か ら の 
10 年 で ご の よう な 県 に な れ ば より 幸福 を 実感 で きる よう に な る か |] な ど 
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(4) あな た の 「 幸 福 ] に 関す る アン ケー ト (H29.9 ~H30.3 調査 ) 

















目的 県 民 の [幸福] に 関す る 考え 方 を 知る 。 

对 象 県 が 開催 する 各種 会 議 や イベ ント 等 に 参加 され た 方 (6,91 1 名 ) 

让 「 現 在 の 幸福 度 ] や 「 幸 福 を 考え る と き に 重視 する 項目 ]、「 幸 福 の た め に 普段 心がけ て い 
調査 項目 る こと | 








6 幸福 に つい て 考え る ワー クシ ョ ッ プ の 開催 実績 
































































































































回 | 圏 域 | 開催 日 開催 場所 4 参加 者 の 属性 

1 | 県 南 | H29.12.13 | 奥州 地区 合同 庁舎 分 庁 合 14 人 | 市 町 職員 

2 | 県 北 | H29.12.26 | 久 慈 地区 合同 庁舎 10 人 | 地元 企業 の 社員 等 

3 | 盛岡 | H30.1.10 | 岩手 土木 セン ター 10 人 | 市 困 総 計 審 委 員 、 地 域 お こし 協力 隊 
4 | 県 北 | H30. 1.16 | 二戸 地区 合同 庁舎 9 人 | 市 町 村 職 員 、 地 元 企業 の 社員 

5 | 県 南 | H30.1.17 | 富 土 大 学 8 人 | 富士 大 学 1 年 生 

6 | 盛 岡 | H30.1.17 | 盛岡 地区 合同 庁舎 12 人 | 市 町 総計 審 委 員 、 地 域 お こし 協力 隊 
7 | 沿 岸 | H30.2.14 | 大 船渡 地区 合同 庁 合 10 人 | 地 域 疆 误 会 构成 员 

8 | 沿 岸 | H30。2.14 | 急 石 地区 合同 庁舎 13 人 | 釜石 合 庁 戦 員 、 腹 時 職員 

9 | 大 岡 | H30. 2.23 | 盛岡 地区 合同 庁舎 10 人 | 岩手 大 学 - 県 立 大 学 学生 (1~4 年 生 ) 
10 | 県 南 | H30. 2.28 | 産業 技術 短期 大 学校 (水沢 要 | 15 人 | 産 技 短 水 沢 校 2 年 生 

11 | 県 南 | H30.3.5 | 一関 市 総合 福祉 セン ター 4 人 | 一 関 市 社協 職員 

12 | 県 南 | H30.3.8 | 一 関 市 総合 福祉 セン ター 26 人 | 一 関 園 域 の ボラ ンティア 団体 構成 員 
13 | 盛 岡 | H30.723 | 岩手 県 立 大 学 120 人 | 岩手 県 立 大 学 総合 政策 学部 1 年 生 
14 | 県 北 | H30.9.12 | 二戸 地区 合同 庁舎 24 人 | 自殺 対策 ネッ トワ ー ク 連絡 会 

15 | 県 南 | H30.11. 7 | 富士 大 学 15 人 | 富士 大 学 1 年 生 

16 盛 岡 H30.11.20 と も くら ハウ ス 1I 5 人 | NPO 法 人 くら し の サポ ー タ ー ズ 他 
17 | 県 南 | H30.12.15 | 水沢 学苑 看護 専門 学校 15 人 | 水沢 学苑 看護 専門 学校 生 

18 岡 | H31. 2.15 | 盛岡 地区 合同 庁舎 22 人 | 自殺 対策 ネッ トワ ー ク 連絡 会 

19 | 沿 岸 | H31. 2.24 | グル ー プ ホー ム つ く え 22 人 | 田野 畑村 机 自 治 会 

20 | 県 南 | H31 2.27 | 一関 高等 看護 学院 30 人 | 一 関 高 等 看護 学院 生 

21 | 県 北 | H31.3.9 | 久慈 市 総合 福祉 セン ター 13 人 | 岩手 大 学生 他 

合 計 407 人 
7 その 他 の 意見 聴取 の 実施 状況 
内 容 開催 日 参加 人 数 

[いわ て 希望 事 」 で の 琴 長 メ ッ セ ー ジ (知事 講話 ) 

及び 塾長 (知事 ) と の 対話 四 161 人 
荒俣 宏 氏 と 知事 と の 対談 H29.12. 9 
いわ て 若者 会 議 @ 東 京 H30. 1.20 30 人 
いわ て 総合 計画 県 民 フ ォ ー ラ ム 

ー み ん な で 、 幸福 を 守り 育て る た め に 一 MM 08 96 人 
県 内 大 学生 と の 意見 交換 会 H30. 5.10 13 人 
岩手 の 10 年 後 を 考え る 県 民 フ ォ ー ラ ム H30. 6.24 150 人 
いわ て 幸福 フォ トコ ン テ ス ト ( 全 4 回 ) H29 : 秋 ・ 冬 、H30 : 春 ・ 夏 502 件 
作文 ・ 論 文 コ ンク ー ル H30. 7. 2~ 9.14 121 作 品 
絵画 コン クー ル H30. 7. 2~ 9.10 83 作 品 
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从 ) 岩手 0 历史 略 年 表 











































































































时 代 宕 手 日 本 世 界 
前 期 ” | 旧 人 段階 推定 され る 石器 が 出土 。 | 大 陸 と 陸続き 
旧 石 器 後期 ナイ フ 型 石器 多く 出土 
骨 角 器 出土 
早期 | 洞穴 の 利用 、 土 器 の 使用 
前 期 ” | 各地 に 大 型 住居 が 出現 
墓地 を 中 心 と し 、 環 状 に 計画 され た ム 
中 其 SA 
縄文 対 に 由 が 2 環状 20 が 
当期 | 名 種 の 了 ェ 術 的 な 土 製品 が つく られ る 
大 型 の 土 介 が つく られ る 
晚期 。 | 亀 ヶ 岡 式 土器 、 誠 光 器 士 偶 が 作ら れる 
弥生 | 紀元 前 後 | 惣 痕 の ある 土器 や 石 包 丁 が 出土 邪 馬 台 国 の 時 代 
前 期 (4 世紀 ) | 北上 川中 流域 を 中 心 に 集落 が 営ま れる 
和紀) | 還 内 最 北周 の 前 方 後 由 需 が つく られ る 
古墳 
(7 世紀 ) | 県 内 各地 に 集落 が 形成 され る 
斉明 5(659) | 誠二 に 初め て 国名 | 大 化 の 改新 (645) 
延 麻 20(801) | 坂上 田村 麻 必 、 販 平 定 平安 京 到 都 (794) 
延 暦 22(803) | 志波 城 (盛岡 市 ) を 築く 
平安 | 永 承 6(1051) | 前 九 年 の 役 
永 保 3(1083) | 後 三 年 の 役 第 一 回 十字 軍 (1096) 
天 治 元 (1124) | 中尊寺 金色 党 落 成 
上 | 283(1187) 源 経 時 上 W へ 下る 鎌倉 幕府 成立 (1185) 
治 5(1189) | 奥州 藤原 氏 滅亡 
=F 中 室町 幕府 成立 
安直 | 19(151) | 九 疡 改天 0 天 イギリス 東 イ ンド 会 社 設立 
桃山 南部 、 伊 達 両 落 境 が 決ま る 関ヶ原 の 戦い (1600) (1600) 
慶長 8(1603) 江戸 幕府 成立 
鹿 長 16(1611) | 盛岡 城 完成 
寛文 5(1665) | 南部 落 が 盛岡 落と 八戸 落 に 分 か れる 
江戸 | 元禄 4(1691) | 森岡 を 盛岡 と 改め る 
ーー 生生 アメ リカ 独立 直言 (1776) 
安政 4(1857) | 釜石 の 洋式 高炉 で 初出 銃 大 政 奉還 (1867) 
元 (1868) 成 辰 戦争 
で 目 
3(1870) | 盛岡 薄 を 廃し 盛岡 県 を 置く の 
明治 | 5(1872) | 感 岡 県 を 岩手 県 と 改称 nbd go 
11(1878) | 県 議会 条例 制定 地方 三 新法 制定 
12(1879) nn エジソン 、 白熱 電灯 を 完成 
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時 代 岩 手 日 本 世 界 
19(1886) | 地方 官制 改正 に より 県 令 が 知事 に 日 本 標準 時 決ま る 
面 に | 
| EE SE 
219 村 と な る ) EE 
29(1896) | 明治 三陸 地 展 (三陸 沿岸 に 大 津波 
元 (1912) 
人 下 | 30914) | 松 忆 状 员 操 类 第 一 次 世界 大 戦 第 一 次 世界 大 戦 
2(1920) | 第 回 国勢 査 ペ ベルサイユ 条約 調印 
(岩手 県 の 人 口 84 万 5540 人 ) (1919) 
元 (1926) 
2(1927) | 普通 選挙 に よる 初 の 県 会 議員 選挙 。 | 上野 浅草 問 に 地下 鉄 開通 
8(1933) | 昭和 三陸 地震 (三陸 沿岸 に 大 津波 ) 国際 連盟 Me 
14(1939) | 山田 線 、 釜 石 まで 全線 開通 第 二 次 世界 大 戦 
16(1941) 太平 洋 戦争 開戦 
広島 、 長 崎 に 原爆 投下 
20(1945) 太平 洋 戦 争 終結 ポツダム 坪 言 
日 本 国 圳 法 公布 
2 地 方 自治 法 公布 
23(1948) アイ オン 台風 福井 震 災 
25(1950) | 県 立 病院 発足 本 朝鮮 戦争 
26(1951) | 金色 堂 、 国 宝 に 指定 ei 
28(1953) 北上 総合 開発 事業 計画 決定 i 
25 190) | 7 地 較 来襲 カラ ー テ レビ 放送 開始 。 
岩手 県 の 人 ロ ピ ー ク に (144 万 8517 人 ) | 「 国 民 所 得 倍増 計画 | 決定 
岩手 県 総合 開発 計画 策定 東海 道 新幹線 開業 アメ リカ 軍 ベ トナ ム 介 入 本 
昭和 | 39(1964) | 佑 空 港 開港 東京 オリ ン ピ ッ ク 開催 格 化 
ER 新 全国 総合 開発 計画 決定 | アポ ロ 11 号 人 類 初 の 月 
45(1970) | 岩手 国体 開催 el 
48(1973) | 新 岩 手 県 県 勢 発展 計画 策定 第 一 次 オイ ル シ ョ ッ ク 第 四 次 中 東 戦 争 
49(1974) | 全国 植村 祭 開催 国土 利用 計画 法 公布 
51(1976) | 第 三次 岩手 県 県 勢 発展 計画 策定 ロッ キー ド 事件 
52(1977) | 東北 自動 車道 関 - 盛 岡 間 開通 第 三次 全国 総合 開発 計画 決定 
Ze : > 
53(1979) | 宮城 県 沖 地震 人 
55(1980) | 岩手 県 総合 発展 計画 策定 初 の 衆参 同日 選挙 モス クワ オリ ン ピ ッ ク 開 催 
57(1982) | 東北 新幹線 大 宮 - 盛 岡 問 開業 五 百 円 硬貨 誕生 フォ ー ク ラン ド 紛 争 
58(1983) | 花巻 空港 ジェ ッ ト 機 就航 日 本 海中 部 地震 ソ連 軍機 、 大 韓 航空機 設 隊 
三陸 鉄道 開業 実用 放送 衛星 打ち 上 げ 成 功 
59(1984) | 新 岩手 県 総合 発展 計画 策定 グリ コ ・ 森 永 事件 
全国 育 樹 祭 開催 新 紙 山 発生 
60(1985) | 者 鉄 交 石 ラプ ビーV7 電電 ・ 専 売 公社 民営 化 
東北 新幹線 上 野 駅 乗り 入れ 日 航 機 墜落 事故 
61(1986) | 12 地 方 振興 局 発 中 人 人 全 チェ ル ノ ブ イリ 原発 事故 
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时 代 娠 手 日 本 世 界 
区 FR 本 天安 門 事 件 
元 年 (1989) | 新日鉄 釜石 の 高炉 休止 消費 税 ス ター ト 
2(1990) 台風 19 号 で 大 被害 国際 花 と 緑 の 博覧 会 開催 統一 ドイ ツ 誕 生 
東北 新幹線 東京 駅 乗り 入れ ss 深 央 戦争 
| 第 三次 岩手 県 総合 発展 計画 策定 | 下品 炎 ソ連 崩壊 
W 本 スキ ー 盛 岡 ・ 束 石 大 会 開催 
4(1392) | 三 陆 ・ 海 の 博覧 全開 催 
世界 アル ペン 盛岡 中 雪 石 大 会 開催 位 、 -二 ヽ と ーー 
5(1993) 国民 文化 祭 いわ て 開催 北海 道 南西 沖 地震 EC12 か 国 の 統合 市 場 発 中 
9(1997) | 全国 豊か な 海 づく り 大 会 開催 地球 温暖 化 防止 京都 会 議 開 催 | 香港 、 中 国 に 返還 
日 さら 長野 オリ ン ピ ッ ク 
10(1998) | 時 立 大 学 開 21 世 紀 の 国土 の グラ ンド デ 
全国 高等 学校 総合 体育 大 会 開催 欧州 単 一通 貨 ユー ロ 向 生 
11(1999) | 岩手 県 総合 計画 一 新しい 岩手 ・21 世 紀 | 男女 共同 参画 社会 基本 法制 定 | 北大 西洋 条約 機構 軍 が ユー 
へ の シナ リオ ーー 策定 ゴス ラビ ア を 空爆 
14(2002) IGR いわ て 銀河 鉄道 開業 FIFA ワ ー ル ドカ ッ プ 日 韓 大 会 
15(2003) | 三 陆 南 地 震 人 イラ 戦争 
5 軸 新潟 県 中 越 地震 本 
16(2004) 技能 五輪 全国 大 会 開催 新 紙幣 発行 スマ トラ 沖 地震 
広域 振興 園 の 再編 (9 広域 生活 園 き 4 広 
18(2006) | 域 振興 園 ) = _ 
6 地方 振興 局 再編 に より 県 南 広域 振興 
局 が 発足 
抽 | 19(2007) |NHK 連 続 テレ ビ 小説 「 ど ん ど 晴れ 」 放 送 | 新潟 中 直 沖 地震 
盛岡 市 が 中 核 市 へ 移行 ns 
20(2008) 岩手 . 宫 城内 陆地 震 リー マン ・ シ ョ ッ ク 
早 池 神楽 が だ ユネ スコ 無形 文化 遺産 に RE 
21(2009) | 登録 中 国 ・ 九 州 北部 で 集中 青 二 
いわ て 県 民 計画 策定 A 
22(2010) |4 広 域 振興 局 体制 開始 
23(201 1) | 東日本 大 朋 災 津江 東日本 大 雷 災 津波 
平泉 が 世界 文化 遺産 に 登録 福島 第 一 原子 力 発 電 所 事故 
県 政 史 上 初 と な る 1 兆 円 を 超え る 一 般 会 
24(2012) | 计 当 初 予 算 案 
NHK 連 続 テレ ビ 小 説 [あま ちゃ ん | 放送 | DO 
25(2013) | MK 軍 続 デレ ビ 説 「 あ まち や ん | 用 送 | 邊 定 和 宙 保護 法案 制定 
26(2014) | 三陸 鉄道 全線 で 運転 再開 御 岳 山 喷 火 ・ ウ クラ イナ 東 
橋 野 鉄鉱 山 ・ 高 炉 忠 が 世界 文化 遺産 に 
27(2015) | 登録 安全 保障 関連 法案 制定 。 | パリ 同時 多発 テロ 事件 
岩手 県 ふる さと 振興 総合 戦略 策定 
28(2016) | 平成 28 年 台風 10 号 災害 北海 道 新幹線 開業 
希望 卿 いわ て 国体 ・ い わ て 大 会 開催 | 熊本 地震 
皇 の 退位 等 に 関す る 皇室 
29(2017) | 全国 知事 会 議 を 本 県 で 初 開催 a 
宮古 - 室 開 フェ リー 航路 開設 平成 30 年 7 月 豪雨 (西日本 裏 
30(2018) | 花巻 - 台 湾 及 び 花巻 - 上 海 の 国 際 定 期 便 | 雨 
就航 北海 道 胆振 東部 地震 
三陸 鉄道 リア ス 線 の 開業 本 0 に De 
31 (201 9) いわ て 県 民 計画 (201 9 一 2028) 策定 元 号 が [平成 | 力 ら 「 令 和 ] へ 改元 

















いわ て 県 民 計 画 (2019 ~ 2028) 



























































CIDUUN) 


三 知事 本 5 
iM (在任 期間 第 二 时 期 計画 期間 
1 岩手 県 総合 開発 計画 昭和 39 年 3 月 如 和 38 一 45 年 
(8 ヵ年 ) 
2 | 岩手 県 県 勢 発展 計画 B 和 44 年 7 月 | 時 43-50 年 
千田 知事 カ年) 
(S38.4~S54.4) 
3 | 新 岩手 県 県 勢 発展 計 四 和 48 年 月 | 昭和 48~52 征 
(5 ヵ年 ) 
4 | 第 三次 岩手 県 県 勢 発展 計画 和 51 年 12 月 | 
5 | 岩手 県 総合 発展 計画 B 和 55 年 9 月 | oo 
中 村 知 事 カ 
(S54.4~H3.4) a 
6 | 新 岩 手 県 総合 発展 計画 8 和 59 年 9 月 | oo 
ーッ ンー 2 三 工藤 知事 Tz 平成 3 一 12 年 
7 | 第 三次 岩手 県 総合 発展 計画 54 っ HZ の | 平成 3 年 1 月 人 
選手 県 総合 増田 知事 二 平成 11 一 22 年 
8 | 岩手 県 総合 計画 (Hz.4-H19.4) | 平成 1 年 8 月 (12 ヵ 年 
達 増 知事 (10 ヵ 年 ) 
(H19.4~) a A 
10 | いわ て 県 民 計 画 (2019~2028) 平成 31 年 3 月 9 ee 


























※ 国 の 「 全 国 総合 開発 計画 ] の 決定 (昭和 37 年 ) 以降 に 策定 され た 計画 で あり 、 こ れ 以 前 に も 「 北 上 総合 開発 
事業 計画 (昭和 28 年 ) や 「 岩 手 県 経済 計画 (昭和 37 年 )」 と いっ た 計画 が 策定 され て いる と ころ 。 

※ 計画 期間 は 、 それ ぞ れ の 策定 当初 の も の で あり 、 計画 期間 の 満了 前 に 次 の 計画 が 前 倒し で 策定 され た 場合 に は 、 
計画 期間 に 重複 が 生じ る も の 。 
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〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10- 1 
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